


はじめに

本特別委員会は，平成元年秋の国立大学協会総会の了承のもとに，各大学におけ

る教養課程教育に関する諸状況を調査することを計画し，各大学宛に平成２年１月

17日付けをもって依頼の文書（別紙１参照）を発送した。その結果，最終的には全

ての国立大学からご回答並びに関係資料を得ることができた。委員会においては直

ちにこれらの取りまとめ作業に着手し，今回『教養課程教育の改善に関する実情調

査報告一資料集一』として刊行する運びとなった。各大学からは，ご多用中に

も拘らずご回答その他について，一方ならぬご高配をいただけたことに対し，衷心

より感謝の意を表するものである。

なお，資料の取りまとめに当たって，それぞれの大学における一般教育実施体制

等に関する「基礎データ」を，報告書に含めることが必要であると判断したので，

８月１日，重ねて各大学宛に依頼の文書（別紙２参照）を発送したことも付け加え

る。

本報告書は資料集の`性格から，当然のことながらアンケートに対する回答が，本

体であり，第２章をこの部分に当てた。まず質問事項Ⅱ，Ⅲに関連しては，各大学

において既に発表された教養課程教育全般の改善についての調査報告書など，３８大

学より合計100点に及ぶ資料の提供があった。これらはいずれも貴重な資料であ

り，今回は単にその標題を示すに止めているが，今後各大学において，これらの資

料を相互に自由に閲覧しうる機会があることを願っている。

次に，それぞれの大学において行われつつある教養課程教育について，いかなる

点に特色ありやとの質問事項Ⅳ－１，さらにそれらについての今後の改善方向を伺

うⅣ－２は，共に今回の調査の核心であり，この度の機会が，あるいは各大学に一

般教育に対して一種の「点検」を促すことになったのではないか，という感想が多

少ある。

本資料集を今後ご利用いただく際の利便を考え，第２章にまとめた各大学からの

回答について若干の整理を行い，第１章で調査結果の概要として取りまとめた。第

１章は，便宜的にいくつかの項目を設定し，それらに基づいて各大学を類別したの



であって，一種の索引としてご利用いただけることを期待している。なお，記述さ

れた事項について我々が仕分けをする段階で，あるいは理解不足から真意を的確に

理解できず，大学のお考えに反した結果になった場合がないとはいえない，この点

についてはまげてご寛容をお願いする。

最後に，少し<例外的ではあるが，「単科大学に見られる共通性」という項目を

設けた。回答を拝見し，いわゆる単科大学で行われている一般教育の特色，さらに

今後の改善の方向について，複合学部からなる大学の場合に比して，かなりの特色

があることに気づき，これは相互に参考になる部分が多いと考えたからである。

今回の結果を公表するに際して，各大学からいただいた回答を，固有名詞を付し

たまま生の形で取りまとめることには委員会内部に多少の議論があった。しかしな

がら，今後この資料集が一つの手掛かりとなって，各大学間に教養課程についての

積極的な情報の交換が生まれることを願うかぎり，固有名詞を省略しては，「資料」

としての価値を損なうことにはならないか，これが私達の最終的な見解であり，ご

了解をいただきたい。

振り返って見て，かかる資料は全国国立大学教養(学)部長会議，又は国立大学一

般教育担当部局協議会など既存の会議体での「照合事項」として，あるいは大学問

で個々に入手し得たものでもあろう。しかしながら今回は，それを越えた全国的な

ものであることに－つの意義があると考えている。ご回答をいただいてからほぼ１

年，多少拙速の印象もあるが，この時期こういった作業をなし得たことについて，

各大学のご厚意に対して改めて感謝の意を表する次第である。

（久住守）
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第１章調査結果の概要



調査結果の概要は，以下のアンケート設問Ⅳおよび設問Ｖの各項目に従って整理し，それに単
科大学に見られる共通性を加えた。すなわち，

１．教養課程教育の特色（設問Ⅳの１）

２．教養課程教育の今後の主要な改善の方向と特色（設問Ⅳの２）

３．自由意見（設問Ｖ）

４．単科大学に見られる共通性（特色）

である。

（アンケート設問）

Ⅳ・上のⅡ及びⅢにかかわらず，次の項目についてお聞かせ下さい。

１.貴学における教養課程教育は，どのような点に特色があるとお考えでしょうか。イー

トについて具体的にお書き下さい。

イ．一般教育科目について。

ロ．外国語科目について。

ハ．保健体育科目について。

二．総合コースについて。

ホ・セミナーについて｡

へ．基礎専門，基礎教育科目について。

ト・その他（論述作文など）について。

2．今後，教養課程教育をどのような方向で改善しようと，お考えですか。差し支えのな

い範囲で，以下の項目を参考にお書き下さい。

イ・一般教育科目について，従来の人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法を一層
充実発展させる。

ロ・総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

ハ・セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る゜

二・外国語科目を中心にした，教養課程教育の改善を試みる。

ホ・保健体育科目について新しい方向を試みる。

ヘ.例えばコア科目など，従来の実施方法に囚われない方法の開発を考える。

卜・教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる。

Ｖ・その他，ご自由にご意見をお寄せ下さい。

２



1．教養課程教育の特色

イ．一般教育科目について

大学設置基準制定当時の教養課程教育の基本的形態は，一般教育科目（人文・社会・自然の３

系列について各３科目12単位以上，計36単位)，外国語科目８単位，保健体育４単位，合計48単

位であった。その後，昭和46年以降，大学設置基準の弾力化の処置が講じられ，現在では一般教

育科目について，「人文，社会及び自然の３分野にわたり36単位」となった（第32条の１）。学生

の立場から言うと，各分野１科目以上履修して計36単位修得すればよいのである。

また，同年の改訂で，一般教育科目36単位のうち12単位までを「外国語科目，基礎教育科目又

は専門教育科目についての単位で代えることができる」とされた（第32条の２)。さらに，第２４

条は，教養課程の授業科目あるいは専門教育科目として開設されている授業科目を，「当該授業

科目の区分以外の区分に係る授業科目として履修させることができる｣，と定めている。いわゆ

る一般教育科目および専門教育科目間の単位の振替である。

（１）均等分散型の堅持

上述のような,大学設置基準の弾力化が進められるなかで，「人文，社会及び自然の３分野

にわたって各３科目12単位，計36単位」という伝統的形態を特色として挙げている大学は，

香川，宮崎

の２大学である。

（２）授業科目区分（配当単位数）の弾力化

他方，３２条の２に従って一般教育科目36単位のうち12単位以内を外国語科目，基礎教育科

目，専門科目に振り替えていると回答した大学は，次の10大学である。

「８単位を基礎教育科目または専門科目に振り替え」（山形－工）

「12単位を一般教育演習，基礎教育科目，外国語科目へ振り替え」（福島）

「12単位までを外国語科目，基礎教育科目へ振り替え」（茨城一教育，理，工，農）

「８単位以内を外国語科目，専門教育科目で振替可能」（お茶の水）

．「12単位を専門教育科目へ振り替え」（上越教育）

「８単位を基礎教育科目へ振り替え」（静岡一理，工，農）

「12単位を基礎教育科目（８単位)及び外国語科目（４単位）に振り替え」（滋賀一教育）

「12単位を専門教育科目に振り替え」（京都教育）

「12単位以内を外国語科目を含めて自由選択」（京都工繊一工芸）

３



「８単位を専門教育科目に振り替え」（奈良教育）

(3)新しい授業科目区分の設定及びカリキュラム開発

さらに，新しい授業科目区分を設置して，従来の均等分散型とは異なったカリキュラムを

実施あるいは実施を前提に検討している大学は，以下の通りである。

｢共通科目，総合科目，一般教育演習という枠を設定」（北海道）

｢人文・社会分野を統合」（旭川医科，豊橋技科）

｢全学選択制。専門教育科目内に自由選択科目を設定」（東京学芸）

｢一般教育科目内に，自由選択(人文・社会・自然・総合から選択)という枠を設定」（金

沢）

｢一般教育科目内に，教養セミナー（１単位必修ノ開設」（岐阜）

｢人文・社会・自然という枠のほかに，人文科学・社会科学共通，総合科目，ゼミナール

という枠を設定」（九州）

｢共通区分としてゼミナール，総合講義，特殊講義」（鹿児島）

｢特定の総合科目を核として，各分野の授業科目を組み合わせた履修コース。現在，物質

と情報（物資の科学＋情報数学概論十一般図学＋その他）を実施」（横浜国立）

｢主題別授業（主題とそれを具体化したいくつかの副主題のもとに，個別科学の授業を相

互に関連させた履修コース)」（名古屋）

「コア・カリキュラム（教養原論・人文，同．社会，同．自然の３分野に各３主題を立

て，各々３～７の授業科目を包摂させる）を試行」（神戸）

「コース制（人文・社会・自然の３分野にわたって授業科目をグループ化し，目的指向性

のある学習と学問の総合性・学際性の認識を目指す）を試行」（長崎）

「専攻科目（40単位以上)。基礎科目（12単位以上)。関連科目Ａ（28単位以上)。同Ｂ(１２

単位以上)。共通科目（総合科目Ａ，同Ｂ，同Ｃ・計13単位)。体育（４単位)。外国語

（12単位)。国語（２単位)。情報処理（２単位)。註一関連科目Ｂ，総合科目ＡＢＣ，

国語，情報処理の計29単位が，一般教育科目に対応」（筑波一医学専門学群を除く各学

群）

「専門教育科目（4,200時間以上)。基礎教育科目（19単位以上)。関連科目Ｂ（11単位以

上)。共通科目一総合科目Ａ，同Ｃ（計10単位)。体育（４単位)。外国語（16単位)。
国語（２単位)。情報処理（２単位)。註一関連科目Ｂ，総合科目Ａ，同Ｃ，国語，情

報処理の計25単位が一般教育科目に対応」（筑波一医学専門学群）

「基礎学芸科目Ａ（24単位。人文・社会・自然の３分野にわたり履修させるもの)。基礎

学芸科目Ｂ（専門科目Ｂと併せて58単位。専門科目の履修の基礎となり，人文・社会・

自然のいずれかの分野について，総合的多面的に履修させるもの)。専門科目Ａ（37単

位。図書館情報学の教育研究の基礎となる専門科目で，すべての学生に履修させるも

』



の。専門科目Ｂ（基礎学芸科目Ｂと併せて57単位。専門科目Ａに関連して，重点的に履

修を深める分野の専門科目で，選択により履修させるもの｡」（図書館情報）

「教養基礎科目（一般教育科目24単位，外国語科目８単位，保健体育科目４単位，教科に

関する専門教育科目16～24単位)，専修専門科目16～24単位，教職共通科目54単位，卒

業研究４単位」（上越教育）

「教養基礎科目（一般教育科目３０単位，外国語科目８単位，保健体育科目４単位，教科

専門科目16～18単位,計58～60単位),教職共通科目52～56単位，専修専門科目20～22単

位」（兵庫教育）

(4)１授業科目当りの単位数の変更及び時間割編成の改善

各授業科目の単位数に関する規定も，「大学において定めるものとする」（第25条）と改め

られ，１授業科目の単位数と，これに関連して時間割の面での改善を進めてきた大学は，以

下の通りである。

「一般教育科目を原則２単位」（北海道，旭川医科）

「自然分野を主として前期．後期に分けて単位認定」（宇都宮）

「４単位の授業科目のほか２単位の科目も開設」（山口）

「前期２単位。後期２単位制」（福岡教育）

「選択科目を並列開講」（旭川医科）

「３分野並列開講」（宇都宮）

「帯時間割化」（東京農工）

(5)模型

教養課程を大学前期２年，専門課程を後期２年に割り当てる「横割り型」に対して，いわ

ゆる「模型」あるいは「縦割り型」をとる大学は，当然ではあるが，理工系及び教育系の大

学（学部）に多い。

「１．２年次からの基礎教育・専門教育」（宮城教育，山形一医進課程，図書館情報，筑

波，一橋，横浜国立一経済，新潟一教育・法・工，京都，大阪外国語，神戸，神戸商

船，奈良女子，香川医科，九州芸工，熊本，宮崎医科，長岡技科，豊橋技科）

「教養課程の単位認定を行わない。４年間の縦割り制」（宇都宮，茨城，埼玉，東京工

業，お茶の水，一橋，滋賀一経済，京都，京都工繊一繊維，奈良女子，福岡教育，九州

芸工，山形－工Ｂコース，長岡技科，豊橋技科）

(6)高年次一般教育及び専門教育科目の一般教育科目への単位振替など４年一貫教育の試み

従来の「縦割り型」や「模型」を－歩進めた形で，高年次一般教育を実施している大学

は，以下の通りである。

「自由聴講科目。幅広い知識と視野を養うことを目的とするが，教養課程修了のための単

位としない」（東北）
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「ロ由選択科目（教育系６～８単位。教養系10～20単位)。専門教育科目の中からロ由選

択。人間形成過程における一般的専門的教養の深化・拡充あるいは各種免許・資格の取

得を目的とする｡」（東京学芸）

「人文・社会分野の特別講義（１年次に指導教官を決め，３年次までに小論文提出）及び

３年次対象の総合科目Ｂ」（東京工業）

「総合科目を３年次に開講」（長岡技科）

「医学関連科目（総合科目）内に高年次一般教育」（浜松医科，大分医科）

「一般教育科目と専門教育科目の相互振替」（茨城，東京，広島一総合科学，香川一教育

学部総合科学課程）

「第２種一般教育」（九州）

「３年次の一般教育（総合科目)」（熊本）

「大学院一般教育」（豊橋技科）

(7)教育内容の改善

他方，一般教育の教育内容そのものの改善に関しては，以下がある。

「講義内容を旧来の概論・概説から主題中心へ改善」（北海道，群馬，東京一教養学部人

文学科，信州）

「自然分野では最先端の研究成果を一般教育に盛り込む」（東京）

「非専門の人文・社会分野を重視し，各６科目開設，各12単位必修」（東京水産）

「教育・経済・経営学部学生を対象として，物資の科学，情報数学概論，一般図学（図形

処理を含めた図形科学的内容）を工学部が担当」（横浜国立）

(8)授業科目の増設，多様化，統合，ユニークな授業科目の開設

また，時代の変化に対応した授業科目の統合と多様化，及びユニークな授業科目の開設を

特色として挙げている大学には以下がある。

「数学Ｉ。Ⅱを数学に統合。基礎教育科目に応用数学を開設。社会分野の統計学と基礎教

育科目の情報処理を統合し，基礎教育科目に統計情報処理を置く」（旭川医科）

「数学と統計学を廃止し，数理科学(人文学部対象)及び数学（工学部対象）に統合」（山

形）

「ロ然環境論（工学部対象)」（山形）

「国際事情，日本語，日本事情」（福島）

「専門教育を考慮して，技術史，統計学，国際関係論を開設」（東京農工）

「社会分野に婦人問題及び生活文化論」（お茶の水）

「物質の科学，一般図学，情報数学概論，相模湾の111然」（横浜国立）

「科学技術史，朝鮮文化」（金沢）

「外部から講師を招き，総合的視野に立つ特別講義を実施」（浜松医科）
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「授業科目の増設（政治学，人類学，日本語・日本事情）と専任教員の配腫（法学，統計

学，倫理学，地理学)」（岐阜）

「授業科目の種類が豊富。数学９種類，物理学７種類など」（京都）

「各授業科目についてセミナーを開設」（京都）

「地球環境論」（大阪外国語）

「文化人類学，情報科学」（神戸）

「生活科学概説，色彩学」（奈良女子一家政）

「洞窟学（地学)」（愛媛）

「国際関係論，文化人類学，科学史，科学技術論」（九州）

「美術史，言語学，考古学，文化人類学，アジア社会論，国際関係論，女性学，情報科

学，環境科学，地球科学，科学史」（佐賀）

「大分県の歴史」（大分）

「オープン化（学部別縦割り制のもとでの３学部共通講義）の推進」（大分）

「科学技術論」（宮崎）

「地域密着型の授業科目として，琉球文学，沖縄語概説，沖縄戦後史，沖縄研究序説，沖

縄の柵瑚礁。ユニークな授業科目として，人文特別講義，地域科学概論，地域の科学，

社会科学概論，自然科学概論」（琉球）

(9)その他の特色

「一般教育演習」あるいは「全学ゼミナール」などの名称で，少人数教育を実施している

のは多数に上るが，こうした少人数教育あるいは視聴覚教育などを自己の特色とするのは，

「クラス分けによる少人数教育(数学，電算機)。人文・社会分野の特別講義を少人数(１０

～25名）のセミナー形式で実施」（宇都宮）

「ビデオなど視聴覚教材の活用及び施設見学の定期化」（宇都宮）

「社会分野でＯＨＰ・スライド使用の推進」（東京）

「１～４年次にわたって基礎教育科目内に人文・社会・自然分野の教員が担当するセミナ

ーを開設。教員１名当り学生10名程度の小クラス制」（山梨医科）

「信州大学画像情報ネットワーク（ＳＵＮＳ）を利用した模型教育」（信州）

「基礎教育科目を文化系，数物系，生化系に分け，少人数講義として実施」（浜松医科）

「視聴覚機器を利用した教育」（岡山）

「総合科目として名著講読（２～４単位。教養課程修了の要件に含めない)」（徳島）

「ＬＬ，パソコン，ＡＶ，実験装置の活用」（鳴門教育）

「少人数教育（人文・社会分野でセミナー形式)」（愛媛）

「教養課程特講（文系１年次全員対象のプレ･ゼミ)，自然科学特講（理系２年次対象のプ

レ･ゼミ)」（九州）
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「教養基礎科目（プレ・ゼミ）の設置」（佐賀）

「基礎演習（１年次，必修）及び社会科学セミナー（２年次，平成３年度から)」（大分一

経済）

「数学演習，化学セミナー」（大分－工）

で，他に，

「教養部学生教養講座」（東北）

「学外講師による特別講義（夏期集中)」（山口）

「公開講座（教養部で開設の総合科目及び生涯教育との関連で)」（佐賀）

というのもあった。

最後に，教養課程修了要件（修得単位数）に関して，次の２つの大学がまったく異なった

立場をとっているのが注目される。

「教養課程２年間で80単位必修」（一橋）

「修得単位の形骸化を防止するため，教養課程修了の単位数の85単位から68単位へ削減」

（東京医歯）

ロ．外国語科目について

（１）必修・選択の制度に関すろもの

現状では，「－の外国語の科目８単位」というのが大学設置基準に定められている卒業の要件

なので，特徴を出すとすれば，第二外国語の履修をどういう条件で課すかということが中心にな

る。また外国語科目は，１．２年次で課すのが一般的であるが，３．４年次での開設（選択外国

語を含む）や第一外国語の英語以外からの選択の余地などの観点からまとめてみた。

（１）二ケ国語を選択必修（８＋８単位以上）

富山，金沢，名古屋一文・教育・法・経済，大阪外国語（専攻外国語以外に１つ）

（２）－ケ国語必修

埼玉，豊橋技科

（３）－外国語十α制（αは学部により異なる）

茨城一人文・教育・理・工，奈良教育（α＝２）

（４）第一外国語の選択制（英語以外でも可）

東京学芸，筑波一人文・比較

（５）未習外国語のみ必修（一ケ国語８単位）

信州一経済

（６）３．４年次まで開設（全学向け中・上級クラスなどを含む）

旭川医科，東京工業（大学院まで)，東京商船（英語のみ)，長岡技科，浜松医科，名古
８



星，名古屋工業，豊橋技科，広島，九州（大学院まで)，熊本

(7)第三外国語の単位を第二外国語の単位として認定

東京

(8)外国語科目を専門教育の一部として開設

東京芸術

（２）教育内容・方法に関すろもの

外国語クラスの編成方法，クラス・サイズへの配慮，メニューの多様化などの観点からその特

徴をまとめてみた。なお，クラス・サイズについては，大学設置基準では，教員数は，学生50～

70人に１人となっているので，どうしても大クラスになりがちであるが，これを40人以下にしよ

うとする努力もなされている。

（１）英語について入学時にプレースメント・テストによるクラス分け

筑波，東京水産

（２）小人数クラス編成

茨城，筑波，東京，東京医歯，東京農工，長岡技科，名古屋，香川医科，九州芸工，鹿児

島

（３）多人数クラス（統一カリキュラムによる放送授業）と小人数クラス（クラス選択制）の併
用

東京

（４）英語に多様なメニュー（講読・文法・会話・ＬＬ・演習など）を提供

北海道，室蘭工業，旭川医科，筑波，東京，東京工業，名古屋，滋賀，京都，徳島，鳴門

教育，大分，琉球

（５）外書講読（規定の単位外または振替える）

筑波一比較文化，広島（第一外国語の２単位）

（６）中級科目の開設

宇都宮，東京水産

（７）その言語を母語とする国の文化一般についての授業実施

山形（ロシア・ソ連の事情)，東京，山梨（ドイツ文化・ドイツ事情)，群馬（総合科目と

して「中国の言葉と文化」「ロシアの言葉と文化｣）

(8)集中授業の実施

東北（ドイツ語)，京都（フランス語)，神戸（外国人教師とのペア授業で）

（３）担当者の制度などに関すろもの

メニューの多様化に伴い，従来の担当方法だけでは負担しきれないために，いくつかの工夫が
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なされてきている。また，大クラスでの効果をあげるために院生などのアシスタントとしての利

用，外国人教師・講師の採用の強化などが目立つ傾向である。

（１）他教科教官の外国語授業担当

東京，筑波（第一外国語の専門語学として）

（２）外国人教師の任用，活用に特に力を入れる

宇都宮，東京芸術，東京工業，静岡，名古屋，岡山

（３）授業補助員（ＴＡ）の導入（試行中を含む）

筑波，神戸

外国語教育における外国語の種類

(1)英語・独語

北海道教育一旭ﾉ||・岩見沢，室蘭工業，帯広畜産，旭川医科，北見工業，上越教育，山

梨，山梨医科（＋中国語・露語)，福井医科（＋仏語・羅語)，浜松医科，島根医科，高知医

科，九州工業，大分医科，宮崎医科

(2)英語・仏語

長岡技科

(3)英語・独語・仏語

北海道教育一函館・釧路，宮城教育(＋露語・中国語)，秋田(＋露語)，図書館情報（＋露

語・中国語)，宇都宮，群馬，東京医歯，東京外国語（＋露語・中国語・西語)，東京学芸

（＋露語・中国語・朝鮮語)，東京農工，東京商船，東京水産(＋露語)，電気通信(＋露語)，

豊橋技科，滋賀，京都工繊，神戸商船，兵庫教育，奈良教育，鳴門教育，香川医科，鹿屋体

育

(4)英語・独語・羅語

富山医薬（＋仏語)，佐賀医科

(5)英語・独語・仏語・露語

山形，千葉，東京工業，信州，名古屋工業

(6)英語・独語・仏語・中国語

弘前（＋露語・羅語・ギリシャ語)，茨城（＋露語)，お茶の水，富山，愛知教育，奈良女

子，和歌山，島根，岡山，山口，高知，佐賀，長崎（＋西語)，大分,琉球（＋西語・羅語・

ギリシャ語）

(7)英語・独語・露語・中国語

北海道教育一札幌

(8)英語・独語・仏語・伊語

東京芸術
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(9)英語・独語・仏語・露語・中国語

北海道（＋西語・朝鮮語・羅語・ギリシャ語)，・岩手，東北，埼玉，横浜国立，新潟，福

井，静岡，岐阜，鳥取，香川，福岡教育，九州，九州芸工,熊本（＋羅語･西語･ペルシャ語）

DOI英語・独語・仏語・露語・中国語・西語

小樽商科，福島

⑪英語・独語・仏語・露語・中国語・羅語・ギリシャ語

一橋（＋西語・朝鮮語)，金沢，三重，広島（＋西語）

(ｑ英語・独語・仏語・露語・中国語・西語・羅語・ギリシャ語

東京（＋伊語・朝鮮語・アラビア語・インドネシア語・ヒンディー語・トルー語)，名古

屋（＋朝鮮語，オランダ語，エスペラント語〔全学向け〕）

〔注〕外国語としての日本語は省略した。

ハ．保健体育科目について

保健体育科目については，多くの大学において健康科学教育を重視する傾向にあり，健康の自

己管理能力の育成，健康・運動処方教育，健康生活と生涯教育等に特色をもたせている。さら

に，医学部教官あるいは医師による授業の開設，心身障害者への対応等，今日の社会の要請に対

応する特別コースを設けている大学，生涯体育への対応として実技種目，開講数の充実，あるい

は野外スポーツの導入等を実施している大学等がある。

実技の習得，体力の増強については１～４年間の一貫教育に特色があり，１～２年次に重点的

な種目の配分履修を課している大学，また生涯体育への配慮をする大学等，それぞれの大学によ

り特色を打ちだしている。

（１）健康科学教育の重視

「『健康』に関する科学的認識の形成」（北海道）

「健康に対する理解の深化」（東京商船，奈良女子）

「衛生・疾病の予防対策，健康の自己管理能力の追求」（お茶の水）

「健康教育への足がかり」（長岡技科）

「身体活動の価値認識，健康の増進，社会的性格の育成，学生生活の豊かさ追求」（愛知

教育）

「健康科学教育の重視」（岡山，九州工業）

「健康の保持増進と将来の健康生活実践の素地育成」（広島）

「健康科学として健康処方教育の重視」（九州）

「健康教育，生涯教育等の配慮」（佐賀）

（２）医学部教官，医師及び保健管理センター関係者担当による授業開設
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（室蘭工業，東京，信州，滋賀医科，大阪，奈良女子，広島，九州）

(3)心身障害者対象特別コースの設置

（東京，広島，徳島，愛媛，九州）

(4)理論，実技及び健康診断結果の有機的関連性の重視

（東京商船，広島）

(5)体力別グループ分けによる授業開設

（東京工業，大阪）

(6)運動処方コースの設置

（山口，宮崎医科）

(7)実技集中履修方式

「種目のシーズン制，学内外施設の利用等による実技集中授業の開設」（東京皇

川，高知）

(8)生涯教育，生涯スポーツの導入

（福島，宇都宮，東京商船，長岡技科，京都工繊，奈良女子，佐賀）

(9)野外スポーツの導入

「冬季ノルディックトレーニング」（北海道）

「野外活動の積極的導入」（茨城）

「集団合宿授業」（東京商船）

「臨海水泳実習」（東京水産）

「水泳実習」（山梨，大阪）

「スキー集中実習」（新潟，信州，富山医薬，鳥取，大分）

「ゴルフ」（鳥取）

「キャンプ実習」（大分）

⑪開講種目の充実による選択制及び選択幅の拡大

（茨城，東京農工，静岡，京都，広島，鳴門教育，高知，鹿児島，琉球）

(１１１．２年次での実技種目の重点配分履修方式

「１年次，レギュラーコース。２年次，多様なシーズンコース」（信州）

「１年次，基礎体力トレーニング。水泳必修及び剣・柔道を各時間配置」（大阪）

「１年次前期，トレーニングコース」（神戸）

「１年次で多種目。２年次で１種目選択履修」（岡山）

(１２１１～４年次，大学院生等の４年一貫教育

「１～４年次まで必修，体力強化をはかる」（筑波）

「１～４年次を対象とし，３．４年次は選択科目として履修」（東京，大分）

「３．４年次対象の実技開設及び大学院生対象の体育科学開講」（豊橋技科）
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「６期実技，１期理論の７期にわたる実施」（福岡教育）

(131スポーツの面白さと芸術的身体表現の基礎教育

（東京芸術）

二．総合コースについて

昭和45年８月の大学設置基準の改正によって一般教育科目は人文・社会・自然科学の三系列よ

り人文．社会・自然の３分野に改められると共に「授業科目は，一の学問分野に関するもの又は

特定の主題を教授するため二以上の学問分野の内容を総合したもの」（第20条の２）とされた。

単一科目と並んで，総合科目が一般教育科目として正式に位置づけられたのである。

こうした総合科目の実施状況は，総合科目を一般教育の中心とする大学（筑波）の60識より，

33識（千葉)，３２譜（茨城)，２４識（熊本)，２３識（北海道)，２０識（埼玉)，１７識（神戸)，１１識

(琉球)，１０識（福島，三重）等10コマ以上開講が10大学に及んでいる。その他，アンケート回答

に明記されたものについて９識（豊橋技科，大阪，香川，長崎)，８識（富山)，７識（静岡，高

知，大分)，６識（横浜国立，名古屋)，５識（北海道教育，東北，秋田，新潟，九州，佐賀)，

４識（室蘭工業，群馬，東京学芸，信州)，３識（山形，京都，奈良女子)，２譜（お茶の水，金

沢，奈良教育，大分医科)，１識（大阪外国語，宮崎医科）である。

なお，回答大学中，総合科目を「開設せず」と明記している大学は６大学（図書館情報，東京

医歯，東京外国語，東京水産，和歌山，九州芸工)。特色は「特になし」とする大学は９大学(愛

知教育，滋賀，大阪外国語，鳥取，広島，鳴門教育，香川医科，宮崎，鹿児島）にすぎない。

そうした総合科目について，現在，実施されているものについての特色をあげれば次のように

なる。

（１）授業科目としての特色

(1)授業科目の名称

lil学問分野によるもの

①分野内あるいは系列別

「人文・社会・自然総合」（名古屋，岡山）

「人文科学・社会科学・自然科学総合」（神戸，東北は社会・自然のみ，徳島，滋賀医科

は社会のみ２年前期）

「総合科目第１～第９」（横浜国立）

「総合講義Ｉ．ⅡⅢ」（期間別・北海道一｢総合科目」と別）

「総合科学Ｉ．Ⅱ」（大分）

「総合科目」（香川)，「総合科目Ｉ～Ⅳ」（新潟）
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「教養総合講義」（山梨医科・講話形式）

その他（山形，筑波，埼玉）

②分野間あるいは系列間

「総合科目第一（人文・社会)，第二（人文・ロ然)，第三（社会．自然)，第四．第五

（全)」（神戸）

「広領域科学」（筑波）

「総合講義」（東京芸術，佐賀医科）

「人文・社会総合講義」（東京工業）

その他（静岡）

（ii）主題によるもの

「主題別・テーマ別授業」（東京学芸，東京農工，お茶の水，名古屋，山口，九州）

「総合科目Ａ」（千葉）

（iii）単独常設科目

後記（(3)の(1)）の専任教官のおかれた「学科目」

「総合科目Ｂ」（千葉）

liv）その他

「学生教養講座」（東北）

(2)受講学生の高年次化

（i）編入学生に対する一般教育（長岡技科，豊橋技科）

（ii｝総合科目の乗り上げ(特に医科大,浜松医科,佐賀医科・４年後期・総合講義,大分医科）

(3)単位の扱い

（i）一般教育科目内の振り替え（高知）

lii）人文・社会に対して読み替え（豊橋技科）

（iiiｌ必修化……４単位（茨城，奈良女子一家政）

４～８単位（総合またはセミナー，千葉，奈良教育）

(4)授業内容の多様化

特定の主題に共通な内容の代表的なものをあげれば，次の通りである。

（i）「情報」－北海道教育，北見工業，東北，秋田，茨城，千葉，横浜国立，新潟，静岡，

名古屋，大阪，神戸，奈良女子，広島，九州，長崎，琉球

「環境・資源．自然」－北海道，山形，群馬，千葉，東京学芸，横浜国立，新潟，富

山，名古屋，大阪外国語，奈良教育，九州，長崎，大分，琉球

「地域・都市」－北海道，東北，山形，福島，茨城，筑波，千葉，東京学芸，鹿屋体育

「生命」－北海道，旭川医科，秋田，東京，東京学芸，名古屋，神戸，奈良女子，佐

賀，長崎，大分

必



「人間・生活」－北海道，山形，筑波，静岡，奈良女子，九州

「人権」－北海道，北海道教育，千葉，横浜国立，大阪，神戸，奈良教育，奈良女子，

九州，佐賀，琉球

「数理・物質」－北海道，福島，千葉，新潟，大阪，神戸，奈良女子，九州

「技術・科学」－北海道，筑波，千葉，静岡，大阪，神戸,奈良女子,九州，長崎,大分

「言語」－筑波，東京，静岡，神戸，奈良女子，九州

「文化」－東北，筑波，群馬，東京農工，金沢，名古屋，大阪，神戸，九州

「国際」－北海道，福島，新潟，豊橋技科，滋賀医科，神戸，佐賀，琉球

「日本」－東京，新潟，名古屋，奈良女子，佐賀

「平和」－福島，名古屋

(､）特に部落（同和）問題を取り上げたもの

（大阪，大阪教育，神戸，奈良女子，佐賀）

liiil地域社会に密着したもの

「アイヌ民族」（北海道教育)，「猪苗代湖の自然」（福島)，「原発」（福島)，「房総の自

然」（千葉)，「相模湾の自然」（横浜国立)，「東海地方の人間・社会・自然」（名古屋)，

「奈良の文化と社会」（奈良女子)，「沖縄のサンゴ」（琉球)，「大分県の歴史」（大分）等

(inその他

「手話入門」（豊橋技科)，「名著講読」（徳島)，「交通安全教育」（筑波)，「九州地区合

宿共同授業」

総合科目とコース制

新学部構想との関連

新学部５コース制に対応した「問題提起型」科目の試行（九州）

総合科目と別にコース制試行（長崎）

総合科目のコース化……３コース開設（山口）

共通科目と各学群・学類別科目（筑波）

（２）

（i）

liil

liiil

（３）担当教員と運営方法

(1)総合科目専任教員の増加

例えば，１１名（茨城)，６名（信州)，５名（北海道)，１名（群馬)，４名（千葉）等であ

る。所属「学科目」名には情報科学（北海道，東北，茨城，千葉，熊本)，文化人類学（信

州，金沢)，比較文化論（茨城，千葉)，地域科学（茨城，千葉，福島)，自然史（千葉)，環

境科学（弘前，熊本，琉球，茨城，群馬，富山，信州)，科学方法論（北海道)，科学論（岩

手，信州，茨城)，生命科学，言語科学（茨城)，身体活動科学（茨城)，人間科学（茨城)，
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自然科学概論（北海道)，自然保護（信州）等があり，その「共通科目」化の動き（北海道）

がみられる。講座制のもとでの共通講座と対比される。定員要求も含めれば増加の傾向。

(2)運営委員会方式

各教官の自由企画の単なる事後的取りまとめでなく，「総合科目委員会」（北海道，群馬，

静岡)，「総合科目運営委員会」（東北，千葉，香川)，「総合科目検討委員会」（筑波)，「総

合科目運営協議会」（信州）によって企画，立案，調整，実施（講師，世話人，Organizer）

を行う（北海道，東北，筑波，群馬，千葉，信州，鳥取，香川)。

ホ．セミナーについて

「授業は，講義，実験・実習，演習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行

うもの」（設置基準第30条）とされているが，一般教育科目の講義は大人数学生を対象とし，し

かも教師の側から学生に，一方通行的な授業となりがちである。

「セミナー」はこうした講義を少人数化するか，あるいは双方通行的なものとする試みとして

なされている。

開設数をみれば各授業科目毎にセミナーのつく大学（京都）から約150コマ（東京)，５２（北海

道)，３５（東北)，９６（千葉)，３０（群馬)，６３（岐阜)，２６（名古屋)，２７（滋賀)，２０（神戸)，

1６（熊本，佐賀)，多数（一橋）等である。

なお，アンケート回答をした大学のうち，セミナーを「開設しない」と明記した大学は16大学

(室蘭工業，旭川医科，東京外国語，東京水産，新潟，長岡技科，山梨，豊橋技科，滋賀医科，

奈良教育，広島，徳島，鳴門教育，香川医科，九州芸工，琉球)。「特になし」とした大学は７大

学（愛知教育，大阪外国語，奈良女子，島根，宮崎，宮崎医科，鹿児島）である。

セミナーとしては，学生の側に学習態度・伝達能力を養う形のものが主に「演習」という方法

でなされ，これに対して少人数による一般教育科目の講義の形をとるものが区別される。こうし

た特色を列記すれば，次の通りである。

（１）能力・技術習得型セミナー（調査・報告・表現・討論）

ｌｉｌ「一般教育演習」（北海道，福島，東京）

「教養演習」（滋賀）

「基礎演習」（横浜国立・プロゼミ，神戸商船・プロゼミ，大分・講義）

「演習科目」（香川・講義もある）

「教養基礎科目」（東北，佐賀・プレゼミ）

「人文・社会・自然科学演習」（北海道・講義形式もとる）

（ii)「教養基礎セミナー」（名古屋．人文．社会．自然，チューター制）

「教養課程特講Ｉ．Ⅱ（各２単位)」（九州）

１６



「五系列セミナー（人文・社会・自然・外国語・保体)」（千葉）

「人文・社会・自然科学特講（各第１，第２)」（神戸）

「教養セミナー」（岐阜）

(2)知識修得型セミナー（少人数一般教育科目講義）

（ｉｌ「教養セミナー」（一橋）

「教養部セミナー」（静岡，九州）

「一般教育ゼミナール」（東京・全学）

「授業科目ごとセミナー」（京都・全，富山・一部，愛媛・人文社会）

「人文・社会・自然科学セミナー」（名古屋）

「人文・社会総合講義」（東京工業・２年対象）

lii)「主題別プレ・ゼミ」（東北）

（iii）その他

茨城（ゼミ形式授業)，筑波（フレッシュマン・セミナー)，宇都宮（特別講義）

埼玉（少人数講義)，東京医歯（セミナー)，信州・金沢（ゼミナール)，和歌山（経済，

コンサルテーション）

滋賀医科（単一，総合科目）

鳥取（教養ゼミナール)，熊本（少人数クラス)，山梨医科（基礎教育科目セミナー）

富山（コロキアム，単位なし）

(3)単位の扱い

ｌｉｌ単位設定一福島，東京農工（生物学６～８単位)，信州（教官の判断による)，富山，

名古屋（文系１年に人文・社会の単位に充当）

（iil必修化一茨城（４単位)，筑波（13単位，医10単位)，千葉（セミナーあるいは総合

４～８単位)，岐阜（１単位全員必修)，佐賀，大分医科（１年前期２単

位）

(4)対象学生

lilFreshmanSeminar-北海道，福島，筑波，大分

（ii1高年次一山梨医科（１～４年)，信州（自由参加）

剛全学一東京

（Ｍ規模一宇都宮（10～25人)，北海道（15人)，九州（20～25人，必修)，滋賀（１６

～17人)，大分（１年経済10～15人)，香川（20～25人)，鳥取（20人）

(5)チニーター制の導入

大学院生によるチューター制一名古屋，神戸

TeachingAssistant-東北（保体，自然)，筑波（外国語，総合科目，国語，情報)，佐賀

医科（教官によるチューター制）
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へ基礎専門，基礎教育科目について

大学設置基準によって，基礎教育科目の開設を義務づけられているのは，医学・歯学進学課程

のみであって，８単位必修となっている。こうした大学設置基準に従った基礎教育科目のほかに，

医学・歯学進学課程（または医学部及び歯学部）における基礎教育科目の改善とその特色は，以
下の通りである。

（１）医学進学課程及び歯学進学課程（医学部及び歯学部）の基礎教育科目

「応用数学，及び統計学と情報処理を統合した統計情報処理を新設」（旭川医科）

「医学概論，歯学概論，薬学概論など」（東京医歯，富山医薬，浜松医科，香川医科）

「基礎教育科目を再検討し，必修・選択の区分を設定。放送教材を利用した地球環境問題
を特別講義として実施」（山梨医科）

「医学概論などのほか，文化系，数物系，生化系に分け，少人数教育」（浜松医科）

「総合講義（問題解決型の学習）及び情報科学（情報処理と医学情報について１～４年次
にわたって系統的教育)」（高知医科）

「早期医学教育(EarlyClinicalExposure)」（高知医科，九州一医・歯）

「専門教育科目内に，医学教養科目として医学英話，医用工学，分子医学，総合人間学を
開設」（大分医科）

（２）理工系学部の基礎教育科目

医学部を除く理工系学部で基礎教育科目を設置していると答えた大学は，室蘭工業（すべ

て一般教育担当教員が担当)，群馬，長岡技科，山梨，静岡，九州，大分－工などであるが，
その特色としては，

「広く１２１然科学一般の基礎となるような内容」（群馬）

「数学（微積分学と線形代数）は全員担当」（東京工業）

「基礎教育科目を理学コース，工学コース，農学コースに分けて実施」（静岡）

「専門教育科目として共通基礎科目15科目を開設」（名古屋工業）

「基礎造形教育」（九州芸工）

「自然分野を基礎専門として位置づけるとともに,専li1j教育科目内に共通科目を開設」（九
州工業－工）

「基礎教育科目内に学科基礎科目として14科目開設」（九州工業―工）

「専門教育科目内に共通基礎科目として，従来の工学系実験を総合した情報工学基礎実験

・演習を開設」（九州工業一情報工学）

などがあり，茨城大学，信州大学及び佐賀大学では，平成３年度からの実施の予定で基礎教

育科目の開設を検討している。これとは対照的に，福井大学では基礎教育科目を廃止し，目
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然分野の授業科目に変更した。

ほかに，上記の医・歯学部及び理工系学部以外の学部でも，基礎教育科目を設置あるいは一般

教育科目内の授業科目を基礎専門として位置づけている大学がある。

（３）教育学部及び人文社会科学系学部の基礎専門及び基礎教育科目

「人文科学特別講義，社会科学特別講義，自然科学特論」（北海道）

「基礎教育科目として教育基礎論及び経済学概論」（福島一教育，経済）

「基礎教育科目15科目各２～８単位開設，１２～18単位必修」（東京芸術一芸術）

「基礎教育科目59科目各２～４単位開設，１２単位必修」（東京芸術一音楽）

「一般教育科目内に基礎演習」（滋賀一経済）

「基礎教育科目として，基礎教育Ｉ，同Ⅱ各４単位開設」（滋賀一教育）

「専門教育科目内に基礎専''1としての共通科目を開設」（京都工繊一工芸）

「基礎専門科目として理科（原著論文講読)」（鳴門教育）

基礎教育科目という特別の枠を設定してはいないが，学部（学科）による授業科目の指定によ

って，実質的に一般教育科目を基礎専門と見なしている大学は多数に上り，その形態も多様であ

って，必ずしも理工系学部に限定されない。

（４）科目指定制

｢理系Ｉ，同Ⅱ，水産系，医学・歯学進学課程対象」（北海道）

｢専門教育との有機的連関を図るため数学，物理学，化学を指定」（宇都宮－工）

「自然分野について，設置基準を大幅に上回る必修科目を課す」（東京）

｢一般教育科目の数学と基礎専門の数学との一貫性を重視」（東京農工）

｢基礎専門として一般教育科目に社会学２単位，統計学４単位，数学72単位分，物理学８

単位分，化学16単位分，生物学２単位分開設」（東京農工）

｢自然分野に専門の基礎となる授業科目（色彩学，美術解剖学，音響学，音声学など）を
配置」（東京芸術一美術，音楽）

｢数学（微積分学及び線形代数学）は全学生を対象として開設し，全教員が担当。物理学

を基礎専門として位置づけ，講義のほかに一般物理演習と同実験を履修させる」（東京

工業）

｢一般教育科目と自然系基礎講座の連携」（東京商船）

｢自然分野の数学，化学，生物学を基礎専門として位置づけ（必修)」（東京水産）

｢緩やかな指定制」（新潟，琉球）

｢学部指定科目（必修)」（信州_医，工，繊維）

｢学部別科目指定制」（名古屋）

｢自然分野は専門教員の担当」（豊橋技科）

｢各学部学科毎に科目指定」（大阪）
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「|当|然分野の必修指定」（広島一総合科学，理，医学部医進課程，医学部薬学，工，生物

生産）

「数学，物理学，化学，生物学，心理学必修指定」（香川医科）

「自然分野の数学，物理，化学を基礎専門として位置づけ（必修)」（九州工業―工）

「指定科目制（理工のみ。農は廃止)」（佐賀）

これに対して，授業科目の指定をまったく行っていないのは，

「完全【1由選択制」（徳島）

である。

トその他（論述作文など）について

設問Ⅳ－卜「その他（論述作文など）について」は，通常の専門的学問分野に属さない授業

科目の開設状況に関する質問であったが，これに対応する授業科目を開設しているのは，

（１）その他の授業科目（論述作文など）

「国語及び情報処理」（筑波）

のみであった。他方，何らかの形で情報処理教育を実施していると答えた大学は，旭川医科，東

北，名古屋，神戸，福井医科，鳥取，奈良女子などであるが，その特色としては，

（２）情報処理教育

「図学教育のほか，情報処理の基礎教育を文科・理科学生に実施」（東京）

「情報数学概論（教育，経済，経営学部対象)」（横浜国立―工）

「情報処理センターの協力による情報処理教育」（大阪）

「情報科学の系統的教育」（広島一総合科学）

などがある。また，最近とくに急増している外国人留学生に対する対応として，日本語・日本事

情を開設した大学も多い。

（３）留学生教育

「日本語及び日本事情の開設」（宇都宮，鳥取，大分）

「日本語プレイスメント・テスト」（豊橋技科）

「特例科目（日本の文化と自然，日本の社会と日本語）を開設」（大阪）

自然分野の実験あるいは体育実技などの授業にティーチング・アシスタントを採用を試みてい

る大学は，

（４）ＴＡ制の採用

東北，筑波，東京工業，名古屋，神戸

である。

他方，教員組織の面から見た教養課程教育の実施形態は多様であるが，国立大学の約３割強を
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占める教義部（横割り）型のほか，以下のような特色のある形態もある。

（５）教育課程と教員組織

「全学出動方式」（北海道）

「教員組織として教養・専門の区別をしない」（図謹館情報）

「教育学部及び健康管理センター教官の兼担による授業科目の多様化」

「全教員が一般教育を担当」（東京学芸）

「全教員が教養課程教育へ参加」（一橋）

「部分縦割り全学出動方式（学生は各学部所属。一般教育関係学科目ｌ

般教育運営委員会を設置)」（横浜国立）

「教員の相互乗入れ（教養課程教員の医学研究科担当，専門課程教員０

－ション参加)」（浜松医科）

「一般教育担当教員が大学院教育に参加」（京都工繊一工芸）

「６年次の選択コースに一般教育担当教員が参加」（佐賀医科）

ほかに，大学教育改革の方法に関しては，次のような方策が注目される。

（６）教育改革の方法の改善

「全教員参加の将来構想委員会」（群馬）

(宇都宮）

一般教育関係学科目は４学部に分属。

専門課程教員の新入生オリエンテ

2１



2．教養課程教育の今後の主要な改善の方向と特色

アンケートに回答があった大学，９１校のうち，「現状を変えない」という回答は１校（岩手）

である。現時点では改善を検討する状況にないという回答は４校である。すなわち，旭川医科大

学と東京学芸大学は本年度から，香川医科大学は昭和63年から改正カリキュラムが実施されたば

かりであること，さらに，広島大学は総合科学部設立時に一般教育の改善がなされていることか

ら，数項目を除いて，各大学では大きな変更がないということである。未検討あるいは検討中を

含めて改善の方向の各項目に具体的な回答がなかった大学は，２３校（小樽商科，帯広畜産，北見

工業，宮城教育，秋田，山形，宇都宮，東京医歯，東京芸術，東京工業，長岡技科，福井，滋

賀，京都教育，大阪外国語，神戸商船，兵庫教育，和歌山，鳥取，徳島，九州芸工，佐賀医科，

鹿屋体育）あり，このうち，徳島大学は保健体育科目の改善以外は全面的な改善を検討中である

こと，鹿屋体育大学は昭和59年に学生の受入れを開始し，この間の教育研究体制を踏まえて検討

に着手したとの回答である。このほか，奈良女子大学は項目イーホが検討課題，島根大学は全面

的な見直しにより一層の充実・発展による改善，岡山大学は現在の特色及び改善をさらに充実と

いう回答である。

上記以外の各大学の改善の方向は，一つの大学をとってみても，多岐にわたり，アンケート項

目イートに限定して整理するのに難しい場合が多いが,一応項目毎にまとめてみた。特に,総合科

目，セミナー及びコア科目は，複数の組み合わせによる改善が多いので，整理項目を限定するの

が困難であった。さらに，すでに一部試行されているものは，将来さらに充実，改善されるとい

う意味から，該当する改善の項目に入れておいた。また，組織の改組を前提にして改善の方向を

考えている大学については，アンケート項目毎に整理すると，その大学が意図する改善の方向の

全体像が薄れてしまうことにもなるので，当該大学の報告書等を見て検討していただくために，

「チ．その他」に現在組織の改組を構想中の大学としてまとめた。

イ・「一般教育科目について，従来の人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法を一層充実

発展させる｡」

(1)均等分散型の充実・発展

「現状維持と充実」（北海道教育一札幌分校）

「３分野履修方法の発展，充実」（北海道，三重，京都工繊一工芸）

「カリキュラムの全面的な改訂」（東京一自然系）

「３分野履修を基本とした改善」（静岡）
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「均等分散型の積み上げ方式－１～３年次における導入一展開一統合」（熊本）

(2)授業科目区分の弾力化

「３分野系列各12単位必修の再検討」（東京水産）

「一般教育科目の単位削減，過密カリキュラム緩和（設圃基準の大綱化)」（信州）

「人文，社会３科目10単位以上を３科目12単位以上に（定員増要求)」（浜松医科）

「人文，社会，自然系列各３科目の規程改正」（京都）

(3)授業科目の見直し，授業内容の改善

「開設科目の充実，新設科目」（室蘭工業）

「体験学習の導入・充実」（群馬，山梨）

「教科内容の多様化と選択制の拡大」（東京農工）

「一般教育，自然について選択制の導入」（東京水産）

「科目の増設と多人数教育の解消」（一橋）

「分野毎の授業科目の見直し，授業内容の改善」（愛知教育）

「個別科目，個別的授業の精選と多様化」（名古屋，神戸）

「一般教育の多様化」（山口）

「授業科目の量的，質的向上を目指す」（佐賀）

「学部独自の一般教育科目を全学共通にした選択幅の拡大」（大分）

(4)実験，実習等教育の重視

「実験教育整備拡充」（北海道）

「実験・実技・演習によるトレーニング」（東北）

「演習・実習・セミナーの充実」（名古屋）

「実験を主体とした実践教育」（名古屋工業）

ロ．「総合科目を中心にした，一般教育の充実を図ろ｡」

(1)総合科目を中心とした改善

｜i）学部化との関連

「転換教育指定科目（含プレゼミ)，共通科目」（東北）

「必修化の推進と総合科目を核とする学部化構想」（茨城）

「専門総合科目」（東京農工）

「４領域の開設一領域内，領域間総合科目」（信州）

「高年次向け総合科目」（名古屋，鹿児島）

（iilその他

「総合科目を軸としたカリキュラムの改革」（埼玉）

「特定の総合科目を核として，いくつかの履修コース」（横浜国立）
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「総合科目を中心に，学際性の内容をもった一般教育の充実」（高知）

「４年次学生にも配置，専門教育科目との関連性」（佐賀）

(2)総合科目の充実・拡大

室蘭工業，筑波（総合科目編成室)，群馬，千葉，東京（総合コース)，東京外国語，東京

農工，山梨医科，岐阜，静岡，名古屋，三重，滋賀医科（３分野)，大阪，奈良教育，鳴

門教育，山口，愛媛，高知医科，九州，熊本，大分，宮崎医科，琉球

(3)総合科目の開設

「分野，科目の区分を超える総合科目，新規科目の設置，充実」（福島）

「学際性・地域性に富む総合科目の新設」（金沢）

「総合科目，セミナーの開設」（東京水産）

ハ．「セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る゜」

(1)セミナーの充実・拡充

「一般教育演習に学部の独自性，専門性を考慮」（福島）

「自由講義の充実」（群馬）

「セミナーを正規の時間帯で開講」（茨城）

「２年次対象の社会科学セミナー」（大分）

「セミナーを中心にした改善，拡充」（一橋，岐阜，名古屋，山口，高知医科，琉球）

(2)セミナーの開設，導入

埼玉（フレッシュマン)，東京水産，東京商船（プレゼミ)，お茶の水，山梨（課題別)，

山梨医科（教養セミナー)，名古屋工業，宮崎医科（トピック関連セミナー方式)，鹿児島

（基礎セミナー)，琉球（小人数セミナー）

(3)プレゼミの必修化

千葉，佐賀（教養基礎科目の必修化）

(4)小人数教育の導入，重視，多様性

北海道（演習モデル大学)，北海道教育，筑波，東京（人文，社会)，静岡，神戸，九州

「外国語を中心にした，教菱課程教育の改善を試みる｡」

外国語の充実（筑波）

外国語の必修，選択の制度

「既修外国語（英語）を必修と選択にわける」（北海道）

「第二外国語の新設」（室蘭工業）

「外国語教官の人文，社会科目担当」（東京）

「外国語科目の多様化」（東京，山梨，佐賀，宮崎医科）

(1)

(2)

2４



「外国語科目の開設数の拡大」（東京外国語）

「外国語単位の増加と一般，専門教育科目との互換」（東京水産）

「運用能力養成部分（共通基礎科目）と異文化理解部分（一般教育科目）への分離」（信

州）

「選択方法の改善」（愛知教育）

「外国語の一部を専門科目として履修」（香川）

「３，４年次，大学院生への外国語コース」（佐賀）

「履修コースの導入，多様化」（鹿児島）

(3)外国語教育方法，内容の改善

「クラス当たりの受講学生数の適正化」（茨撚愛知教育）

「実用英語教育」（山梨医科，富山医薬）

「授業方法の改善」（愛知教育）

「読み，書き，話し，聞くの４技能の習得」（佐賀）

「一般教育的内容をもつ外国語の導入」（鹿児島）

(4)教育・研究機関の設置

「言語文化センターの改組」（東京）

「語学実習センターの設圃」（横浜国立）

「言語センターの設置（共同利用施設)」（広島）

ホ．「保健体育科目について新しい方向を試みる｡」

(1)生涯健康教育・生涯スポーツ

東北，名古屋工業，京都,､大阪，広島，佐賀（コース制)，宮崎

(2)健康科学一貫教育

東京（３，４年次選択実技)，名古屋（高年次セミナー)，九州（４年一貫)，佐賀（３，

４年履修)，宮崎（４年間)，鹿児島（３年一貫，コース制）

(3)教育内容の改善

「グループ別指導の繊密化，運動部所属者グループへの理論・実技」（東京）

「シーズン種目の導入」（東京水産）

「実験の導入及び障害者体育のトレーニングコース」（山梨）

「主題別授業科目への組み込み」（名古屋）

「特別体育コース（実技による障害防止のため)」（大阪）

「目的別，種目別を併用した授業」（大阪）

「小人数教育，男女混合教育，低位体力者への対応及び医学との接点重視」（広島）

「運動処方コースの設置」（徳島）
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｢多種目開講とカリキュラム編成上の工夫」（高知）

｢全学スポーツデー（週１回－３，４年次４単位実技実施への移行措置)」（宮崎）

へ「例えばコア科目など，従来の方法に囚われない方法の開発を考える｡」

(1)コア科目による改善

「総合主題科目群一一総合科目を核として」（千葉）

「総合科目とセミナーの組み合わせ」（静岡，熊本）

「教養科学原論，教養原論，演習」（神戸）

「一般教育集中＝－ス，均等分散型精神を生かすため複数の科目を核として」（香川）

「教養原論，５コース制の学部化と関連」（九州）

「コア科目を検討課題とする」（富山，岐阜）

「コース制，コア科目制を目指して」（長崎）

「コアカリキュラムの導入」（鹿児島）

(2)従来の方法に囚われない方法による開発

「タテ割り」型授業科目の総合化・融合化一共通科目（７カテゴリーに分類)」（東北）

「境界領域を扱う科目，新しい視点に立った科目の導入」（東京）

「新しい一般教育の総合化」（新潟）

「主題別授業科目」（名古屋）

「主題別科目，個別科目，総合科目，セミナーの均等履修」（鹿児島）

「アセンブリーアワー（学問の意味，話題の提供）による一般と総合科目の活性化」（奈

良女子）

「情報科学，情報処理教育」（北海道（全面導入)，東北，福島，筑波，東京（統計学)，

京都工繊（総合科目)，高知（総合科目)，大分医科，鹿児島）

「信州大学画像情報ネットワークによる遠隔キャンパスの教養課程教育の改善，多様化」

（信州）

「放送大学の利活用」（室蘭工業，山梨医科，琉球）

「ティーチング・アシスタント制」（室蘭工業，東北，筑波，名古屋，九州，鹿児島）

「日本語・日本事情，国際事情の充実一留学生」（福島）

卜．「教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる｡」

(1)教養課程教育と専門教育の融合の方向

北海道（全学支援方式)，北海道教育一釧路，図書館情報(含む外国語,保健体育)，千葉，

筑波,東京外国語,東京学芸,電気通信，山梨医科，富山，浜松医科，三重，京都工繊一工

芸，大阪，鳴門教育，広島，福岡教育，長崎
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(2)基礎教育科目，専門教育科目等の導入，区分の弾力化

「教養基礎科目」（上越教育）

「専門基礎科目の充実」（筑波）

「基礎教育科目を専門教育科目の一部と位置づけ」（京都）

「共通教養と専門教養」（神戸）

「基礎教育科目，専門基礎教育科目の設定」（名古屋）

「一般教育と専門教育の区分を明確化（全教官担当体制の改善)」（福島）

「一般教育と専門教育の授業区分の弾力化」（香川）

「専門教育科目と一般教育科目相互の振替」（群馬，信州）

「基礎教育，外国語，専門教育科目から12単位迄を一般教育科目へ読み替え」（鹿児島）

(3)４年一貫教育による改善

「４年一貫教育体制」（弘前（全学担当制，教養部廃止)，東北（一般教育と専門教育の

区分廃止)，一橋（一般と専門の並行型)，京都（専門課程，教養課程の廃止)）

「くさび型の推進，充実」（大阪教育，奈良女子，佐賀，宮崎医科）

「低年次専門教育一高年次一般教育」（茨城一学部教官の兼担，山口）

「開放科目（新学部専門科目の全学への開放)」（東北，信州，名古屋，京都，鹿児島）

「自然系一般教育科目と専門科目の一貫性（一般教育教官の専門科目担当)」（九州工業）

「一般教育，専門教育担当教官の相互兼担」（室蘭工業）

「一般教育担当，専門教育担当の区分の廃止」（横浜国立）

(4)その他

「新しい一般教育の総合化一高校教育と専門教育との整合する一貫教育体制」（新潟）

「たて割りの実質化によるカリキュラムの改革」（埼玉）

「一般教育から専門教育への繋がりを考えた科目の新設」（お茶の水）

「総合科目あるいはコア科目を中心とした一般教育と専門教育との融合」（名古屋工業）

「新学部専門科目群を用いた副専攻制の導入」（京都）

「学部共通科目（専門科目）を一般教育課程学生にも履修」（奈良女子）

チ．「その他」

(1)組織の改革構想

東北（広域科学部)，茨城（検討中)，千葉（教養学部)，群馬（社会科学部)，東京農工

（人間自然科学部)，信州（教護学部)，静岡（検討中)，名古屋（科学文化学部)，京都(総

合人間学部)，神戸（教養科学部)，九州（教養学部)，佐賀（検討中)，長崎（検討中)，

鹿児島（総合文化学部)，琉球（検討中）
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3．自由 意 見

北海道（一般教育の現状と改善の方向)，北海道教育（大学審議会答申をまつ)，宮城教育（一

般教育科目について)，福島（｢大綱化」に対して)，筑波（大学教育の在り方，学生の負担減と

外国語教育の充実，総合科目，共通科目について)，東京（一般教育の重視，小人数教育体制，

予算・人員，体育施設の改善について)，東京医歯（改善の検討について)，東京商船（一般教育

について)，横浜国立（教養課程の問題について)，新潟（改善の検討について)，上越教育（改

善の検討について)，山梨（国大協への要望)，山梨医科（教養課程教育の問題点について)，信州

（教養部の将来構想について)，富山医薬（国大協への要望)，京都工繊（工芸学部の一般教育に

ついて),奈良女子（国大協への要望)，徳島（今後の検討について),愛媛（週５日制について)，

九州工業（専門教育の一般教育の融合について)，長崎（国大協への要望)，宮崎医科（教養課程

と専門教育を融合させた型の改善について)。
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4．単科大学に見られる共通性(特色）

単科大学のカリキュラムは，いわゆる総合大学のそれとはかなり異なった，むしろ，単科大学

であることから容易に実行できる特色とも言える幾つかの点が見られたので，共通性（特色）と

して別枠を設けてまとめてみた。ここで，単科大学として取り上げた大学は，必ずしも単一学部

で構成されている大学だけでなく，類似の分野，系列の複数学部から構成されている大学も含め

ている。なお，教育系大学は，構成学部は単一学部であるが，学科構成が人文，社会，自然の各

分野にわたっているので，この項では除外した。

（１）一般教育の現状

技術系や芸術系の単科大学では，専門あるいは専門基礎科目を１年次から始めるところが多

く，逆に，一般教育が１年次から３，４年次あるいは６年次（医学系）にわたって行われてい

る，いわゆる「２系列型」（東京工業，豊橋技科，香川医科）か「くさび型」（図書館情報，東京

水産，長岡技科，山梨医科，富山医薬，浜松医科，大阪外国語，京都工繊神戸商船，九州工

業，九州芸工，佐賀医科，宮崎医科）カリキュラムが多い。豊橋技科では大学院生にも一般教育

が行われ，課程修了単位数の三分の一は一般教育科目（総合科目を含む)，外国語，体育科学の

単位で取得すると定めている。佐賀医科では６年一貫教育に基づく総合カリキュラム制を採用し

ている。

外国語教育については，専門教育までの一貫教育の実施（旭川医科一自由科目，東京商船，東

東水産，長岡技科，浜松医科，名古屋工業，豊橋技科)，専門教育・大学院教育までの一貫教育

の実施（東京工業)，及び25～30名クラスの小人数教育の実施（旭川医科，東京医歯，東京農工，

長岡技科，浜松医科一英・独セミナー，京都工繊一繊維，九州芸工）など，外国語教育を重視す

る方法が取り入れられている。

総合科目，セミナー形式の講義についても工夫されている。すなわち，１年次全員，３年次ゼ

ミの特別講義やマン・ツー・マン方式の特別講義（東京工業)，高年次の高専からの編入生のた

めの総合科目（長岡技科)，セミナー〔生物特別講義〕の単位化（東京農工)，基礎教育セミナー

や小クラス（学生10人に教官１人）（山梨医科)，全分野教官，学外講師あるいは各界一流の専門

家による総合講義（旭川医科，山梨医科，豊橋技科，大阪外国語，宮崎医科)，社会学習を取り

入れた医薬学概論（富山医薬)，高年次の医学教養科目（浜松医科，大分医科)，芸術関係科目

（東京芸術一基礎科目，東京農工一総合科目，九州芸工一基礎科目）などである。また，数学の

４年間一貫教育（東京工業，東京展工一工，東京水産）も行われている。
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（２）一般教育の改善の方向

一般教育の改善は大幅な改革より，既設授業科目の内容，形態，方法の改善による方向が多

い。また，項目「卜．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる」への回答に

は，専門教育担当教官と教養課程担当教官との対話による（山梨医科，富山医薬)，教義課程自

然系科目と基礎専門科目との共通科目の協力関係（京都工繊や自然系科目と専門科目との一貫

性による（九州工業―工)，及び教養課程担当教官が専門科目を担当し専門教育担当教官が教養

課程教育科目を担当する相互兼担による（室蘭工業，浜松医科，九州工業一情報工）など，一般

教育担当教官と専門教育担当教官との協力関係の確立による実質的な一貫教育の実施を目指す方

向がある。この方向は，組織上，比較的容易に実施できる方向の一つであり，いくつかの単科大

学では既に着手されている。ほかに，一般教育と専門教育の内容を包括的に取り込んだ講義によ

る考えもある（豊橋技科)。
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第２章 資料編

ﾄ回答一一－アンケー



大学毎に，以下の項目に沿って，記載（大学からアンケート回答のあった項目のみを収

録)。

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

（表中の教官定員教欄の括弧内の数字は一般教育等相当の専任教官数である）

（２）教養課程教育の開設授業科目

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

Ⅱ－３．既に実施している改善の試み

Ⅲ、教養課程教育の個々の改善についての試み

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

ロ．外国語科目について

ハ．保健体育科目について

二．総合コースについて

ホ．セミナーについて

へ．基礎専門，基礎教育科目について

卜．その他（論述作文など）について

Ⅳ－２．改善の方向

イ．一般教育科目について，従来の人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法を一層充

実発展させる。

ロ．総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

ハ．セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る゜

二．外国語科目を中心にした，教養課程教育の改善を試みる。

ホ，保健体育科目について新しい方向を試みる。

へ例えばコア科目など，従来の実施方法に囚われない方法の開発を試みる。

卜．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる。

Ｖ・自由意見
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1．北海道大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|菫鰯 傭 考

文学部

教青学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

言語文化部

118（21）

４０（11）

８０（４）

５４（６）

261（68）

158

９９

５１

４６３（６）

190

４９

１１７

５７（57）

190

50

231

185

290

120

８０

80

691(10)＊

238

４０

２２７

２

附属病院教官定員109名（外数）

附属病院教官定員５１名（外教）

，｜駕鑿露競受け入…

1２

1,737（173)’2,42200）計 1６

(2)教養課程教育の開設授業科目

縢譲識熟i鱗i鰯瀞
|鶴襄繍露霧鱗繍
の‐●●⑰●■■￣●●●■■●●●●●●●●●●●●ロゥロ⑧白●白￣■■■■■￣巴■■￣■￣｡￣｡●■￣印●●■●●￣●Ｃの●●■●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●ご■－■●■■■■■－■－■－－●●●●｡●●◆●●●Ｃ●●●Ｃ●●①●･●Ｃ白－●●●■■●●■■｡■●■｡■■一○■－｡‐◆●●｣

人文分野

般｜社会分野
教｜

ｉ……….……….……

青｜

科；

目ｉ自然分野

一般物理学，物理学Ｉａ，物理学Ⅱｂ，物理学Ｉｂ，物理学Ⅱｂ，物理学

Ⅲ(実験を含む)，一般化学，化学Ｉ，化学Ⅱ，化学Ⅱａ，化学Ⅲ（実験を

含む)，化学演習，一般生物学，生物学Ｉ，生物学Ⅱ，生物学Ⅲ(実験を含

む)，一般地学，地学Ｉ，地学Ⅱ，地学Ⅲ（実験を含む)，一般数学，数学

Ｉ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，統計学Ⅱ，図学１，図学Ⅱ，図学演習，自然科学演

習，自然科学特別講義Ｉ，自然科学特別講義Ⅱ，自然科学特別講義Ⅲ
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i科P日ｌ自然科学概論 法論．屑報科学．iiEf報処舜

§合講義Ｉ，総合講義Ⅱ，総合講義Ⅲ，総合講義

語演習Ｉ，仏語演習Ⅱ，露語，躍語演習

露語演習Ⅱ，中国語，中国語演習Ｉ，中国語演習Ⅱ，外国語特別講義

呆健体育理論，体育実托

手論。生物学持論．同然科竺逵塙

詳論，生物学持論，自然科学持論１h．自然科曾差特誇Ｔ

Ｅｌ１歴

ヨコ瓦i霧・ＢＺＫ璽腱ｆＩＲＺＥ ヨ本譜Ⅱ、日本理F櫃

Ⅱ教養課程教育の改善に関する鯛査報告醤

Ⅱ－１．調査報告醤

①「北海道大学教養課程の改革について」（昭和51年６月16日）〔『協議会資料集』第４号，昭

和56年12月〕

②「本学教養課程教育の問題点一検討の事実経過と中間総括（第１次中間総括)」〔『協議会

資料集』第15号'昭和58年３月〕

③「本学教養課程教育の問題点一処理事項と今後の問題点（第２次中間総括)」〔『協議会資

料集』第23号，昭和59年５月〕

④「教養部教育課程の改正について」前教務委員長近藤潤一〔｢協議会資料集』第23号，昭

和59年５月〕

⑤「教養部教育課程の改訂を終えて」教養部長薮重雄〔『協議会資料集』第26号，昭和５９

年７月〕

⑥「本学教養課程教育の問題点一昭和60年以降における検討問題（第３次中間総括)」〔『協

議会資料集』第30号，昭和60年５月〕

⑦「教養課程36年の成果と課題」法学部薮重雄（昭和60年８月，臨時教育審議会北海道

地区公聴会での意見発表）〔『協議会資料集』第33号，昭和61年３月〕

⑧「本学教義課程教育の問題点一新教育課程実施以後の処理事項と今後の検討課題（第４

次中間総括)」〔協議会資料集』第46号，平成元年７月〕

⑨「教養部の将来計画に関する検討報告一基本構想について」〔『協議会資料集』第47号，

平成元年12月〕

〔上記資料についてのコメント〕

もっとも新しい資料は，⑨の「教養部の将来計画に関する検討報告一基本構想について」で
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ある。しかし，この資料は教養課程教育の現状を概観するには便利であるが，この報告を作成し

たのは，「教養部の施設設備等の改善を実現するために設置された」教養部将来計画委員会であ

る。この委員会の検討作業は教養部の教育課程の改革と連動する性格のものであるけれども，教

養課程教育の検討自体にその主な作業があるわけではない。したがって，①から③の報告を中心
にして理解されるように希望する。

Ⅱ－２．鬮査報告癖作成までの経緯と学内手続き等

多年にわたって北海道大学は，「全学支援方式」によって，教養課程教育の改善については単

に教養部のみならず全学的に「教養改革」の努力を積み重ねてきた。この方式は，大学教育の中

心は，専門教育と一般教育等との有機的な結合にあるとして，一般教育等を担当する教養部を各

学部・研究所に従属する副次的な役割に限定しようとする全国的な傾向とは別に，一般教育の重

視という大学全体の合意による，北海道大学の独自な姿勢を実質化する努力の上に積み重ねられ
てきたものである。

昭和40年に「北海道大学教養部審議会」という機関が設置され，教養部について「全学的な協

議を必要とする重要事項を審議するため｣，学長を議長とし，各学部長・教養部長・附置研究所

長の中から１名，学生部長のほか一般教育等担当教官３名で構成された（現在では言語文化部長

も含む)。この審議会の下に，昭和49年には「北海道大学一般教育特別委員会」が，昭和52年に

は「教養課程カリキュラム検討委員会」が設置されて，教養部教育の全面的な検討が行われた。

その成果は，昭和56年から学科目の大講座化，言語文化部の設置とともに，教養部教育のカリキ

ュラムについても「暫定カリキュラム」を施行して，総合科目，人文科学，社会科学演習の設置

をはじめとする改善に着手した。この時期までの教養課程の改革の理念と基本構想については，

資料①の昭和51年６月の北海道大学一般教育特別委員会の評議会における報告，「北海道大学教

養課程の改革について～一般教育の検討と新機軸の設置～」（『協議会資料』第４号，昭和56年１２
月に抄録）に詳しい。

さらに昭和55年には，教養部教官による教育課程の改善とともに，とりわけ全学部の代表教官

を含めた「教養課程教育協議会」が設置され，全学的に問題を審議し，改善策を実行に移してき

た。その審議・検討の内容については，昭和56年６月以来『協議会資料集』として現在まで47号

が発行されている。上記の資料の①から⑨は，その中から特に重要な報告をピックアップしたも
のである。

Ⅱ－３．既に実施している改善の試み

〔カリキュラムの上での重点項目〕

①総合科目の実施（複数の，異なった専門領域の教官による，特定のテーマをめぐっての多
角的な検討ど総合）

②「人文科学演習｣，「社会科学演習」の開講に続いて，「一般教育演習」の実施。少人数教育

の利点ときめの細かい学問的な指導を生かす演習を，全学的な支援の下で実施して，かなり
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の効果を挙げている。

③基礎教育科目の拡充

学部および研究所所属教官の積極的参加による「人文科学特別講義｣，「社会科学特別講
義｣，「自然科学特論」その他が開講されている。

④科目指定制の効果

一般教育と専門教育の有機的なつながりを保ち，専門教育の水準を高めるために，理系の
１，Ⅱ系，水産系，医学･歯学進学課程に一般教育の中に「要履修科目」制を適用している。

⑤一般教育演習の開設

昭和60年度の新教菱課程の実施とともに開始された，新入生対象の「フレッシュマン・セ

ミナー」で当初17の開講コマ数は，その後，各学部，一般教育等担当教官の理解・協力の下
に，昭和61年度は27コマ，昭和62年度，昭和63年度は42コマ，そして平成元年度は48コマと

増加しているが，今後一層の充実が期待されている。演習室として使用できる教室は10教室
以下であるにもかかわらず，全学的な支援の下でこの一般教育演習は，開設以来５年で予想
を上回る成果を挙げている。

⑥外国語教育の充実

イ．既習外国語（英語）を必修科目（Ｒ）と選択科目（Ｅ）に分けて，英語の力のブラッシ
ュ・アップを図るとともに，英語演習を多数開講して，密度の濃い学習機会を用意するこ

とにした。

ロ．選択必修である初習外国語（独，仏，露，中国語）と演習形式の外国語演習クラスを設
けている。さらに，複数の外国語を履修したい学生のために古典語（ギリシア，ラテン）
および外国語特別講義として，独語，仏語，露語，中国語，朝鮮語，スペイン語の６カ国

語が開設されて，学生の多様なニーズに対応している。

′､、昭和56年度に言語文化部が発足したのにともない，ＬＬ教室の増設と外国人教師の増員

が実現して，実際的な外国語の能力や会話力の向上への努力が進められている。

〔改善の試みを実施する上での問題点〕

①担当教官の不足

少人数教育を実施する場合に，履修学生に対する担当教官の数が絶対的に不足している。

人文・社会科学の講義は200人を上回り開講されているケースが多いし，演習(15名が適当）
は履修希望者を制限するか，講義形式に変更して実施している場合があり，約半数の学生は

参加を希望しつつも，演習を履修できない状況におかれている。外国語教育は，３０名程度の
クラス編成でなければ，実効をあげることができないことを痛感しているにもかかわらず，

６０名に近い学生を対象に授業が行われている状態である。

②学生の履修科目選択動機の問題

北海道大学の専門課程への移行は，医学・歯学進学課程を除き，教養部の成績が志望学科
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への移行の優先順位を決定する。そのため，教養部での学習意欲は，入学時にすでに志望学

科が決定されている大学に比べると，はるかに熱心で勤勉であろうが，もっとも有効に「良

い成績」を確実に取るために，かならずしも学問的な関心によらない，したがって安易とも

思われる科目選択になりやすい。厳しい訓練を課す学科目や外国語の演習を敬遠する傾向を

改善することができないでいる。学部・学科からの「指定科目｣，「要望科目」によって，一

定度の歯止めをかけてはいるが，「労少なくして功多い」科目と見微される科目に殺到する

傾向は依然として後を絶たない。

③医学・歯学進学課程学生の一般教育等の軽視

医学・歯学進学課程の学生は，すでに志望学科が決定しているので，全国的に共通な，一

般教育等の講義を軽視して，ただ単に所定の単位数を充たせば足りるとする傾向が著しい。

このような状態の改善のための努力は続けられているが，その効果は薄いといわざるをえな

い。平成元年度からは，歯学部の要望により歯学進学課程１年目の学生に対して特別講義を

開設して，歯学部における研究・教育の実態を学部教官が講義して，学生に目的意識を持た

せるとともに，基礎教育と一般教育等の重要性について指導をはじめているが，その効果は

まだ把握しきれていない。

④教育施設・設備の貧困

演習を有効に行うためには，参加者がテーブルを囲んで討議できる小教室が多数必要であ

るが，そのような演習室が著しく不足しているため，大半の演習は通常の広い教室を使用せ

ざるをえない。

また，視聴覚機器・設備も不十分であって，効果的な授業を進める上で支障を来してい

る。（資料⑨参照）

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

人文・社会科学系の一般教育科目は，ほとんど２単位科目にして，できるだけかたよらな

いで広い領域の知識を学ぶことができるように配慮するとともに，いわゆる概論的な講義で

なく，テーマをしぼって掘り下げながら，その学問の展望が開けるように工夫している。

ロ．外国語科目について

初習外国語は，文系ではドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，理系ではドイツ語，

フランス語，ロシア語であるが，その他に古典語(ギリシア語，ラテン語)，スペイン語，朝

鮮語が履修できるように配慮しているが，まだ不十分である。

ハ．保健体育科目について

保健体育理論については，「健康」に関する科学的な認識の形成を目指して，基礎的・体

系的内容の展開に加えてアップ・ツー・デイトな問題を取り上げ，できるだけ新鮮な資料に
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よって視聴覚教材（ビデオ，１６ミリフイルム，スライド）を利用している。学生生活をチェ

ックして健康問題の認識を高めるために調査（健康度，食生活，体温等）を実施している。

体育実技については，北大の学生の体力が同年齢の全国平均値に比べて著しく劣っている

実情の改善を目指し，さらに北海道の風土・気候を積極的に生かし，冬季にノルディック・

トレーニングを開講するとともに，「北大，ジョギング．歩くスキーガイド」のパンフレッ

トを作成，配付して，体力の向上につとめて，一定の効果があった。ただし，雨天時の施設

や温水プール，シャワー室等の設備が不足しているので，これらの教育条件の改善が緊急の

課題である。

二．総合コースについて

各学部・研究所所属の教官の協力をえて，例えば，「癌についての総合議義」のように,

医学部，同学部付属癌研究施設，理学部，文学部等の各教官が多角的な講義を実施してい

る。学際的な領域についての総合講義が多数開設されている。

ホ．セミナーについて

人文科学・社会科学演習，外国語演習のほかに，各学部・研究所教官の参加による一般教

育演習（フレッシュマン・セミナー）を重要視しているがまだ開講数が不足して，学生の希

望に応えきれていない。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

医学部・歯学部の要望によって，医学・歯学進学課程には「基礎教育科目」を置いている

ほか，各学部・学科の「指定科目」を設けて，基礎教育の充実を図っている。

卜．その他について

各学部との連絡や協議を密にして，基礎教育と一般教育等とのつながりを深めるととも

に，専門教育と結合する接点を求める努力を続けたい。とくに医歯進学課程学生の一般教育

等の問題については，医学部と歯学部の教官と協力して，充実を図ることを目指している.

Ⅳ－２．改善の方向

すでにⅡの２，と３，で示した改善目標の充実であるが，少人数教育を重視して，セミナーと

外国語科目を充実させ，人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法を一層発展させながら，教

養課程教育と専門教育とを融合させる方向を探っていきたい。既に述べた「全学支援方式」をよ

り実質化することによって，困難ではあるが一般教育の改善の努力を継続することを目指してい

る。

Ｖ・自由意見

平成元年に大学審議会は「大学教育部会における審議の概要について」の報告を発表し，その

なかで一般教育等についても触れている。この報告には，傾聴すべき現状の把握と問題点の指摘

があるが，かならずしも正確な現状の認識と解決の方向を提示しているとは思われない点も散見

されるので，上述の回答と重複するところもあるが，以下，一般教育等についての北大の現状と
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改善の方向について触れておきたい。

１．現状

北大における一般教育の実情は，次の二点において，他の大学と異なった状況にある。

①全学支援方式

一般教育等担当教官の多くは，学部に所属して，教養部の教育の責任を担うとともに，

（言語文化部所属の教官を除いて)各学部および大学院の議義その他を分担している。他方，

各学部の講座所属の教官のなかにも，教養部の講義を担当している者がかなりいる。このこ

とは，専門教育との関連で一般教育を把握し，一般教育の意義を検討することを絶えず自分

に課すことになり，専門教育から分離して一般教育の「形骸化」に陥る危険をかなりの程度

に防止している。

②移行学科決定における教養部成織の重視

医学部と歯学部に進学する学生を除き，文系と理系の学生は，志望する学科へ移行するに

当たって，教養部の成繊が重視されている。そのために，一般教育の学科や語学等に真剣に

取り組まざるをえない。

しかし，「大学教育部会における審議の概要について」（以下「概要」と略記）が指摘している

ように，「大学の教育が専門的な知識の修得だけにとどまることのないように，学生に学問を通

じて広い知識を身に付けさせるとともに，ものを見る目や，自主的，総合的に考える力を養うこ

とにある」とする「理念・目標」（１～２頁）と授業の実際との間の乖離という，全国の大学の

共通の問題があることも否定できない。「概要」は，「一般教育等が十分なカリキュラム上の位置

付け」がないまま，「多人数による講義」が多く行われ，その授業内容が「高等学校教育の繰り

返しにすぎないものもある」ことを指摘している（２頁)。後者の味気ない高校教育の繰り返し

に堕しているという指摘には納得しがたいし，高校教育において，例えば，物理学を選択しない

ままで，理系あるいは水産系に進学した学生や，生物を高校で選択しなかった医進課程の学生に

対し，部分的には高校教育と重なる面はあっても，基本的な知識と方法の徹底は有意義である。

また，前者の大教室でのマイクを使っての，いわゆるマスプロ教育が現実に行われていることは

事実であるにしても，教官数の増加についての配慮なしに，多人数教育を批判することは実際的

ではないと言わざるを得ない。

さらに，北大の学部移行に際しての教養部の成績の重視は，他面において，学生をして少ない

労力で良い成綴を取りうる学科目を選んで履修するという弊害を生んでいる｡すなわち，「実験」

のような，かなりの時間的努力と習練を要する学科を敬遠し，厳格な指導の下で予習と復習を義

務づける科目を避けて，必ずしも学問的な関心を寄せていないが，容易に単位を取ることができ

そうな科目に集中するケースも見られる。（いわゆる「鬼仏表」によって履修科目を選択すると

いう，誤った「自主性｣）また，医歯進学生のなかには，最低必要単位を教養部で充足すれば足

りるという安易な態度も目立ち，全国的に共通な「一般教育等の形骸化」に近い現象が生まれて
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いることも事実である。

一方，入学以前の問題として，高等学校その他で大学受験のために履修する科目の偏りのため

に，教養部の一般教育等の教育に支障が起きていることも指摘せざるをえない.履修学生の既修

学習範囲について一定度の水準が前提できないという困難である。文系では歴史に関する必要学

習前提の欠如，理系においては数学，物理，化学，生物の基礎的な理解に関してかなりの偏差が

あり，教育水準の維持に多くの教官は苦慮している。（高校教育の一定の水準を前提できない場

合には，既に修得している学生にとっては，基礎的な知識の確認は退屈であろうし，修得してい

ない学生にとっては，その確認を怠っては授業についていけないことになる｡）

２．改善の努力

多年にわたって，北大では全学的に「教養改革」の努力を積み重ねてきた.教養部教官による

教育課程の改善とともに，とりわけ全学部の代表教官を含めた「教養課程教育協議会」は昭和５５

年以来，継続して問題を審議し，改善策を実行に移してきた。「概要」が指摘する「柔軟かつ多

様な教育課程，教育組織の設計」（１頁）については，

①総合科目の実施（複数の，異なった専門領域の教官による，特定のテーマをめぐっての多

角的な検討と総合）

②「人文科学演習｣，「社会科学演習」の開講に続いて，「一般教育演習」の実施。少人数教育

の利点ときめの細かい学問的な指導を生かす演習を，全学的な支援の下で実施して，かなり

の効果を挙げている。

③基礎教育科目の拡充

学部所属教官の積極的参加による「人文科学特別講義｣，「社会科学特別講義」及び「自然

科学特論」その他が開講されている。

④科目指定制の効果

一般教育と専門教育の有機的なつながりを保ち，専門教育の水準を上げるために，理系の

Ｉ，Ⅱ系，水産系，医学・歯学進学課程に一般教育のなかに「要履修科目」制を適用してい

る。

３．教養改革の具体案と問題点

以下の三点を挙げる。

①「大学設圃基準」の「大綱化」について

「概要」は，「大学設腫基準」の「見直し」とその「大綱化」を提案している。たしかに，

現行の「大学設置基準」の規定の中には，再検討すぺき点が多々ある。例えば，単位とその

時間数に関して，「実験」の授業時間に対して与える単位数は少ないし（第26条の３)，外国

語科目については，「一の外国語の科目８単位」（第32条の２）という規定や，医学・歯学の

場合に英語の外にはドイツ語とフランス語にのみ限定しているのは検討の余地がある。しか

し，一般教育科目について「人文，社会及び自然の三分野にわたり36単位」の規定は，現代
幻



の複雑な国際社会のなかでしっかりとした識見をもって生きるためには不可欠な教養であ

り，これを廃止または緩めることは一般教育の理念と目標の根本をゆるがすことになる。

「大綱化」によって，それぞれの大学の自主性にゆだねられるにしても，この枠が外された

場合には，憂慮すべき事態がますます広がることが懸念される。この点について「概要」

は，「基準の大綱化は，一般教育や外国語教育，保健体育教育の軽視につながるものではな

く，むしろ，従来から種々批判があるこれらの教育内容，実施方法の改善への努力の契機に

なる」と述ぺているが（４頁)，説得的ではない。

教育施設と教員組織の改善

一般教育等の教養課程教育を充実するためには，教育施設と教員組織の大幅な改善が必要

である。現在の劣悪な設備と人員，例えば「演習」を実施する教室の著しい不足や60名近い

多数の学生を対象にせざるをえない語学，数学等の授業形態，二，三百人の学生にマイクに

よるマス・プロ講義等の実情は，依然として解消していない。

北大教養部における当面の課題

すでに述ぺたように，学部移行の際に教養課程の成績が重視されるために，効率よく良い

成績を充足しようとする学生が多く，一般教育の理念に則っているとは言いがたい履修状況

をどのように改善するかという課題がある。例えば，確実に好成績を予想できるとして，

「演習」に多くの学生が殺到し，そのため抽選や選考によって履修学生を制限しているケー

スが多い。他方，ハードな学習を課すために，忌避される講義科目もいくつか存在する。

「実験」を選択したがらない傾向についてはすでに触れた。他方，履修する学科目について

の深い理解を求めず，単に「低空飛行」でともかく必要最低単位を充たせばよいという，少

なからぬ医・歯進学生の問題もある。このような事態を改めることを「活性化」と名付けて

いるが，この一般教育等の活性化のための方途を現在模索中である。特定学科目の成績の傾

斜配点や「一般教育演習」の開講数の増加等の案が検討されているが，未だに成案を見てい

ない。他方，きめの細かい教育の実施には，教官の負担の増加という問題も付きまとう。専

門教育の責任の一端をになう多くの数官にとって，この問題はかなり深刻である。「概要」

は，大学評価システムの確立を提案している（７頁)。たしかにその必要を痛感するが，「教

育活動についての定期的な自己評価に関する努力規定を定める」ことが，具体的にどのよう

な「有効，適切な評価システムを形成すること」（同頁の②）かは明らかではない。また，

「自己評価の項目及び実施方法」について，「基準によって画一的に定めるのではなく，大

学団体等が何らかのスタンダードを提供し，これを参考として，大学自身が自主的に設定

し，実施することが望ましい」（同頁の③）という表現や，「評価結果の公開も課題となる」

（同頁の④）という提案についても様々な懸念があることも付言したい。大学の自主的な努

力に対する外からの早急な規制にならないかどうかが危倶されるからである。

②

③

４１



2．北海道教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

瀦定鮒|入学定員数|鐵蟇 傭 考

教養課程担当教官と専門課程担当教

官を区別していない。

教育学部

札幌分校

函館分校

旭川分校

釧路分校

岩見沢分校

４
６
６
４
２

９
９
９
７
６

300

305

315

225

185

０
０
０
０
０

計 422 1,330 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

(札幌分校）

ヨ本国霜法。経済学。政治学．社会学．jlh湾
没！社会

孜学．物理学１．物理竺韓、 勿字，地昌客，洞
渉

の拳菖量し病抵今科色目ｌ人間、

H諸初級，独話中級，仏謡初級，仏語中級，麓語初級，露語中細

中国謡初級，中国語中級

ｉｔ健佐音源トＦ

(函館分校）

燕謙譲LiHillwZ
4２

人文分野 哲学，倫理学，心理学，文学，音楽，美術，現代新聞論，（総）外国文学

社会分野
法学，日本国憲法，経済学，政治学，社会学，地理学，史学，家政学概論

(3)，家政学概論(4)

自然分野
数学，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，化学，生物学，地学，統計学，情報科学入門

(総）生活と技術

総合科目 人間の科学，婦人論，子供の発達と病理

外国語科目
英語，独語初級，独語中級，仏語初級，仏語中級，露語初級，露語中級，

中国語初級，中国語中級

保健体育科目 体育実技，体育理論



(旭川分校）

里竺堂．聿緬 正二＝、１画｢辱宮・イ鐙理一園三五鐸ｾﾞｰｰtＨげ゛尺自トIH閏Ｉ

;|雌燗|鰯露董;麓驚 辻会学Ⅱ，経済学Ｉ，経溌

切言臣．ｒｍｌ

篭）目然Ｂ１，（総）日然Ｐ

采陣何 朱健体育Ｉ（実技・講義)，保健体育Ⅱ（実技・講義

(釧路分校）

人文分野｜哲学,倫理学,文学(日),文学(外),言語学,心理学,音楽般
教
育
科
目 i~墨慈|裏蕊篭喜壽蘇騒騒騨繍鑿Ｆ

籟鵬丁藪學了鵬了臘笙臘臘懲穫歎一塵蘂莅罫…－
外国語科目｜英語',英語Ⅱ，ドイツ語Ｌドイツ語Ⅱ,ﾌﾗﾌﾇ藷-1-ﾃｦｰｦｰﾆﾏ壽面
保健体育科目｜体育実技Ｉ，同Ⅱ，体育理論

(岩見沢分校）

般
教
育
科
目

外鬮驫科鳳|観議壽讓､英霧皿嬬'Mﾄﾞｲﾂ霧Ｌﾄﾞｲﾂ譜ﾛﾊﾟｲﾂ薊
保健体育科目｜体育理論，体育実技

Ⅳ.教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

（札幌分校）

複数の専門分野にわたることがらを総合的に理解させるため，また，学生の多様な関心に応え
るため総合科目を開設している。

４３



これにより，単一科目の開設を減じていないため，学生にとってよりメニューが増え，さらに

多面的な教養が得られる結果となっている。また，１講義当たりの受講生の分散により，いわゆ

るマスプロ化を防いでいる等の利点が現れている。

なお，現在，社会的に関心が高まっている次のような科目を開設している。

現代新聞論，婦人論「総合｣，アイヌ民族「総合｣，子供の心の発達と病理「総合」

情報科学入門

（釧路分校）

総合科目を開設している。

ロ．外国語科目について

（札幌分校）

平成元年度から，第２外国語に露語，中国語を従来の独語，仏語とともに開設している。今後

ますます国際交流が盛んになる状況から，本分校のおかれている地域性を考慮し開設したもので

ある。

Ⅳ－２．改善の方向

（札幌分校）

今後は，現在の状況すなわち小人数教育と多様性を維持していくとともに，更に充実を図’た

い。

なお，本分校に教養部等の教養課程に係る組織がないため，目標となるプランを設定しずらい

面があること。また，個々の具体的な改善方策は担当学科又は担当教官に委ねられている。

（釧路分校）

教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みることを中心に検討する予定。

Ｖ、自由意見

（釧路分校）

近いうちに大学審議会の答申が出されるものと予想され，注目している。

大学における検討の進め方についても，答申待ちの雰囲気がある。．

`４



3．室蘭工業大学

1．大学の構成と教菱課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

Ｄ４ｲト

I４３ｌ

教養課程教育の開設授業科目(２

…｜
…’
百鰯罫Ｔ
憲一答…Ｉ

哲学Ｉ，哲学Ⅱ，倫理学Ａ，倫理学Ｂ，文学Ａ，文学Ｂ，心理学Ｉ，心理
学Ⅱ
｡●｡￣ｐ■●｡￣の●①｡●●●⑰●●■－どじ■■■■Ｐ■■■■￣■■■■￣■■■■￣■■■●●￣の●･●｡⑥●白｡－－｡￣■■■■■■－－■■■■■■申■■■■■●●●ＣｃＣＣ◆●◆ＯＣＣウ｡■■－■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■－■■●－－ＣＣＣ｡●▲●●－－－●◆－－－℃●■－－■●■

社会学Ｉ，社会学Ⅱ，法学Ａ，法学Ｂ，政治学Ｉ，政治学Ⅱ，経済学Ｉ，
経済学Ⅱ
‐●●◆●●●■●｡■－■■■■■■■■■■－■■のの￣■■●●●●●｡●●●●●●●●●●ロ●白白■■■■■－■■■■■■■■⑤｡●ｓ●●●■ｐＳＯｏＣ勺■●●●ぐむ口●■■■■■■■■■■■■⑤－。■●－●ｃ●ＣＣｃＣｃ●ウーーウ⑰－■■－－■・■■■■■■－－－－÷=芒_二二s－－コ＝■■－Ｐ

地学Ａ，地学Ｂ，生物学Ａ，生物学Ｂ，化学Ａ,化学Ｂ，化学Ｃ，化学Ｄ
●●＝■■￣■匂■■￣■￣■■■■■■■。■■●●。￣句●●●●●●●●●●ＣＢＣＣ●■の●●￣■白の■－■■■■■■■■■￣■■■■￣■■■￣￣■■｡●｡◆｡●■●の●｡●●●●●■⑤■■ロ■の●■■■■■－■■■■■■■■■■｡￣｡●￣午ＯＣＣ●し●◆●ｃウー￣－■■■－●■－■■■■■■■－■

総合講義Ａ，総合講義Ｂ，総合講義Ｃ，総合講義Ｄ

英語Ａ，英語Ｂ，英語講読，英文作法，英会話，英語特別演習，ドイツ語

Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ

般
教
育
科
目

外国語科目

保健体育科目 体育理論及び保健理論，体育実技

線形代数Ｉ，線形代数Ⅱ，解析，工業数学，工業数学Ｉ，工業数学Ⅱ，確

率・統計，物理学Ａ，物理学Ｂ，物理学Ｃ，物理学Ｄ，物理学実験，化学

実験，図学１，図学Ⅱ

専門教育科目

（共通科目）

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．鬮査報告書

①『一般教育課程専門委員会答申書』（昭和63年２月22日）

②『室蘭工業大学工学部改組再編及び大学院工学研究科博士課程設置計画・第２次答申(抄)』

（昭和63年５月19日）

Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学が単科大学であるということから，担当教員陣容に限りがあり，少ない教科科目の開

設（11教科24科目各２単位）となっている。

ロ．外国語科目について

第２外国語としては，ドイツ語３科目のみの開設であるが，英語では，講読，文法，会

４５



話，演習等実用的な「使える英語」も教育する多様なメニューにしている。

ハ．保健体育科目について

①「体育及び保健理論」（２単位）について，専任の教員に加えて，「健康教育」という視

点から保健管理センター所属教員も携わっている。

②「体育実技」（２単位）では，積雪の多い北国の地域特性を生かしたスキー実技を取り入

れている。

二．総合コースについて

４科目各２単位を開設しているが，その殆どを専門教育担当教員が担当している。

ホ．セミナーについて

担当教員陣容の関係で未開設

へ基礎専門，基礎教育科目について

１５科目28単位全てについて，一般教育担当教員が担当している。

Ⅳ－２．改善の方向

１．開設科目の充実及び新科目の開設

①人文，社会，自然各分野

②総合科目

③第２外国語

２．教育方法の改善等

①放送大学の利活用

②チューター制度の導入

③一般教育・専門教育の相互兼担

④一般教育担当教員の研究環境の改善

等，前記答申の趣旨に沿って改善策を検討していくこととしている。

4６



4．小樽商科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

鮪定員数|入学定員数|灘蟇 傭 考

定員数欄には，学長及び保健管理セ
ンター１名は含めていない。

商学部’104(32） 425 0

104(32）計 425 ０

(2)教養課程教育の開設授業科目

うぐノーy戸一℃

別講義Ｉ，社会科学特別講義Ⅱ，社会学，社会思想史,教育

Ⅲ（会話・ｆＦ文)．英語Ⅲ（識：

呆蝉体看

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

検討中。

4７

ＦうこE二三~|鬘三百F雲K手更三~屋更三~雨匠享:~;i颪支享7奏支事、記El
社会分野

社会科学特別講義Ｉ，社会科学特別講義Ⅱ，社会学，社会思想史,教育学，

政治学

自然分野 物理学，自然科学概論，化学，生物学

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ（講読)，英語Ⅱ（会話・作文)，英語、（講読)，ドイツ

語Ｉ ドイツ語Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，中国語Ｉ，中国語Ⅱ，

スペイン語Ｉ，スペイン語Ⅱ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ

保健体育科目 体育講義，体育実技

基礎教育科目 経済学概論，商学概論，法学概論，管理科学概論，数学



5．帯広畜産大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

、１教官定員

河霊立頷匝職二蓑jFj

「１

Ｌ」

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｒ分野１文昌拳．哲学。倫理学．Ｊ心耳

聯社会分圏

ヨ然分野ｌ数学．統計学．物碑

謡Ⅲ，英会話，独語初級文法，独語初級講読．独語中

呆健体育科目｜講義，実猫

強，有粗

Ⅳ、教蕊課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

特にどの科目についてもありません。

Ⅳ－２．改善の方向

改善の試みは，現在のところありません。大学審議会大学教育部会の審議の結果を参考にして

改善に取り組みたい。

4８

～蚕

専門課程

学科共通科目

線形代数，微分方程式，実験計画法，基礎物理学，応用物理学，物理学実

験，有機化学，物理化学，化学実験，生態学，細胞遺伝学，生物学実験，

地学，地学実験，私法

畜産学部 145(23） 266 0

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

総合科目

自然分野

文学，哲学，倫理学，心理学

法学，経済学，社会学，政治学

総合科目

数学，統計学，物理学・同実験，化学・同実験，生物学・同実験

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英会話，独語初級文法，独語初級講読，独語中

級，独語上級

保健体育科目 講義，実技



6．旭川医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

留
数

部
生

学
学 備考

教官定員数には，学長１名，副学長
２名を除く。

附属病院教官定員93名（外数）

１教官定員数|入学定員数
医学部’15602)’１００

156(12） 100 0計

(2)教養課程教育の開設授業科目

鶏鷲鷲鷲鷲霊
基礎教育科目｜統計情報処理，実験心理学，医療社会学，生態学，医学概論I，応用数学

Ⅲ．一般教育の個々の改善について

平成元年度において，平成２年度第１学年から学年進行により適用するカリキュラム全般の見

直しを行い，一般教育にかかる項目について次のとおり改正した。

１．カリキュラム見直しの基本方針（一般教育関係事項について）

イ．土曜日休講を可能にする総授業時間数の削減

一般教育の修得単位数を‘`計84単位以上の修得”から“計76単位以上の修得，，に削減し

た。

ロ．現行科目展開と試験期等の全般的見直し

一般教育及び専門教育の科目展開並びに定期試験及び迫・再試験時期を改正した。

２．カリキュラム改正の概要

イ．全般にわたる改正点

（１）土曜日を自習時間の日とし，さらに１週間の授業時間を18～19＝マとする。（ただし，

第５学年後期後半～第６学年では20コマとする）

（２１一般教育，基礎医学教育にあっては，水噸日，第３識目（ただし，第２学年前期を除

く）及び第４講目は補講及び語学演習の時間とした。この時間は，前期，後期それぞれ
４９



の授業時間割作成時に語学演習のほか，各学科目，講座から特別講義，特別演習，特別

実習等の計画の提出を求めて組み込むなど，Hexibleな時間とし，ゆとりと質を満すも
のとする。

(3)学年の中途で終了する科目の定期試験及び迫・再試験は，原則としてその終了学期の

試験週，又は第３学年，第４学年にあっては別に設定された試験週で完了し，学年末に
持ち越さないようにする。

（４）旧カリキュラムの自由選択科目語学演習（第３学年から第５学年前期にわたって，水

曜日午後に開講）を，改正カリキュラムでは第１学年から第５学年前期の開講とする。

ロ．一般教育関係の改正点

（１）人文系，社会系の区分を廃して人文・社会系に統合し，第１学年で14単位以上，第２

学年で４単位以上，計18単位以上（現行では24単位以上）を選択，修得する。なお，一

般的に区分されている人文系に属する科目，及び社会系に属する科目から，それぞれ最

低４単位以上を履修，修得することの枠を設けている。

（２）これに伴い，科目の開講単位を原則として４単位から２単位とし，－部科目名の変更
及び新規科目を開設する。

（３）旧カリキュラムでの社会系「統計学」を基礎教育科目の情報処理と統合して，基礎教

育科目「統計情報処理」（実習を含む，４単位，必修）とする。

（４）履修者の少ない数科目の選択科目を並列開講（同一時間帯に数科目を開講）とし，学

生の履修機会の幅を広げた。

（５）自然系の必修単位を32単位から28単位とし，数学Ｉ，数学Ⅱを「数学」に統合して４

単位とする。これに伴い，「応用数学」（２単位，選択）を新設し，基礎教育科目として
開設する。

（６）基礎教育科目の最低修得単位数を８単位から10単位とする。

一般教育関係の今後の検討課題

人文・社会系総合講義を，将来（平成６年度から）第５学年で開講する臨床実習序論の

「医学概論Ⅱ」と一部同時開講し，第１学年学生（選択）及び第５学年学生（必修）に同時
受講させることについて検討を行う。

カリキュラム改正の経緯

イ．改正作業の委員会構成

（１）学習者のカリキュラム評価聴取

本学卒業の教官を作業部会に加えた。

（２）作業部会

教務委員会規程第２条に定められている所掌事項により，作業部会として教育課程編
成小委員会を教務委員会のもとに置いた。

3．

4．
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委員は教務委員会構成員に限らず一般教育，基礎医学及び専門教育の３部局からそれ
ぞれ２～３名選任した。

(3)各委員会の関係

教授会

教務

教育課

ニラム委員会副頁自筆

各鵬對官会議

カリキュラム委員会は，改正の基本方針を審議立案して教授会に建議し，教授会の審

議を経た基本方針に沿って教務委員会（教育課程編成小委員会）が改正作業に当たっ

た。作業経過中必要に応じて教育課程編成小委員会は，カリキュラム委員会の助言を求
める事が出来ることとした。

（４）各委員会の構成

１）カリキュラム委員会（13名）

学長，副学長２名，副学長経験者３名，医学教育者のためのワークショップ参加者５

名及び一般教育から教務委員会委員経験者２名

２）教務委員会（常置委員会，１１名）

委員長（教育等担当副学長)，図書館長，一般教育担当教官３名，基礎医学担当教官

３名，臨床医学担当教官３名

３）教育課程編成小委員会（８名）

教務委員会において選出した一般教育担当教官２名，基礎医学担当教官２名，臨床医

学担当教官２名及び本学卒業の教官２名

ロ．改正にあたっての審議経過

（１）カリキュラム委員会から教授会にカリキュラム見直しの基本方針について建議

（２）教授会において，建議のあったカリキュラム見直しの基本方針について審議，了承さ

れ，教務委員会に審議付託

（３）教務委員会において，教授会からの付託に基づき具体的作業部会として教育課程編成

小委員会を設置

（４）教育課程編成小委員会において，９回にわたりカリキュラム見直し，改正カリキュラ

ム案について審議，その間本学卒業生との懇談会，３部局の教官会議及び教務委員会・

厚生補導委員会への中間報告を経て，改正案が教務委員会に最終報告された

（５）教務委員会において，最終報告に基づき審議，了承の後，教授会へ教務委員会改正案

を提案

（６）教授会において，教務委員会から提案のあった改正案について審議，了承
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（７）教務委員会において，学則等の規程整備

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

単科医科大学の特質を生かし，従来の医学進学課程と専門教育の区分にとらわれず，一般教育

と専門教育を有機的に結与教育システムをとっている｡第１学年から第２学年にわたる一般教育

科目の内容も，現代社会人として広い基本的教養のみならず，医人としての自覚を高める動機づ

けが盛り込まれ，併せて高度な自然科学的基礎学力の酒養を要求している。

本学は，平成元年度にカリキュラム改正を行った。

イ．一般教育科目について

（１）人文系，社会系の区分を廃して人文・社会系に統合し，第１学年で14単位以上，第２学

年で４単位以上，計18単位以上を選択，修得することとしている。なお，一般的に区分さ

れている人文系に属する科目及び社会系に属する科目から，それぞれ最低４単位以上を履

修，修得することの枠を設けている。

（２）これに伴い，科目の開講単位を原則として４単位から２単位とする。

（３）数科目の選択科目を並列開講（同一時間帯に数科目を開講）とする。

（４）自然系の必修単位を32単位から28単位とし，数学Ｉ，数学Ⅱを「数学」に統合して４単

位とする。これに伴い，「応用数学」（２単位，選択）を新設し，基礎教育科目として開

講する。

ロ．外国語科目について

（１）自由科目（単位としない，選択科目）として，ヒヤリングに重点を置いた「英語演習」

及び講読に重点を置いた「ドイツ語演習」を，第１学年から第５学年前期にわたり開講す

る。

（２）「英語」においては，ＬＬ又はビデオを利用した25名程度の小人数教育で行っている。

ハ．保健体育科目について

実技で第１学年後期土曜日（冬季休業開け，１．２講目）の４回にわたり，地域の特性を

生かした種目として「スキー授業」を実施している。

＝総合コースについて

従来の学問分野の区分にとらわれず，広く全体的・総合的視野から問題を理解することを

目的とした「総合講義」を開設している。

この講義は「人間における生と死の問題」を取りあげ，担当者は本学の人文，社会，自然

の一般教育教官及び臨床医学の専門教育教官並びに非常勤講師で他大学の文学関係教官及び

宗教関係者で構成されている。

ホ．セミナーについて

開設していない。

５２



へ基礎専門，基礎教育科目について

(1)基礎教育科目として14単位開講し，うち「統計情報処理」を含め10単位以上の履修，修

得を義務付けている。

(2)１日カリキュラムでの社会系「統計学」（選択，４単位）と基礎教育科目の情報処理（必

修，２単位）を統合して，コンピュータ実習を含む基礎教育科目「統計情報処理」（必修，

４単位）を開講する。

Ⅳ－２．改善の方向

（イートについて）

本年度第１学年学生から学年進行により改正カリキュラムを適用するため，実施による効果及

び評価は，今後毎年度の改正カリキュラムの実施状況の点検，問題点の検討の中で行い，３～４

年を経過した学年から年次的に改善することとしている。
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7．北見工業大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

館定轍|入学定鮒|鐵覺 傭 考

工学部’128(25） 400 ４

128(25）計 400 ４

(2)教養課程教育の開設授業科目

ケ用ＦＭ型ｆｌ冠Ｔ２堂一循含TII堂強一・八ｺ理 概論．人Ｔｒ科学特識般
教
育
科
目

生会学，経緩 身学，産案社会学，社会政策概論．沼

斑積分，線形代数，物理学，物理学実騒 実験，地学，図

外

保 I達体育科目ｌ保健体窄

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

特記すぺき特色はありません。

Ⅳ－２．改善の方向

まだ検討していません。
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8．弘前大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

攻官定員謝

【
】

rl

L」 風病院教官定員１００宅（外勘

攻刀崖瀞

(2)教養課程教育の開設授業科目

令理丘裳一Ｊ「､琿邑全＃合密 臣I文昌＝。ｉ奥文学．西泊

戯；社会分野|鶴鰯熟騨西騨學臘箒彗騰葦社臺与：

司然分野｜数学。物碑 勿字，地学｡ｆ胃報科学．曰’

Hlf罰F･摺報科皀強．J胃耀牙】

也球・牛命雅

言語及び作文，独語，独会話及び作文，仏語，仏会話及び作動

中国語，中匡Ｉ語及び作文，ロシア認

呆健体育科目｜保健体育講義，保健体育実村

匿礎物理学，物理学実験，基磁

等設科目|鬮蕊馴綴蕊経涜掌特撮'１議籔
U卜奔特別讓義．同然雪雲仇硬

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１.調査報告書

①『一般教育改革案（第４次)』を審議中。

5５

Ｆ７こそ；悪~|i露i霧i蓮享:-石三季:~馬蓮事~言壽享:~藪享:~憂支事:~冒犀Ｉ
社会分野 法学，日本国憲法，政治学，経済学，経済学特別講義，社会学，日本史，

日本史特別講義，東洋史，西洋史，地理学，文化人類学

自然分野 数学，物理学 化学，生物学，地学，情報科学，自然言語処理

総合科目 アメリカ研究，アメリカ研究特別講義，イギリス研究，情報科学，環境科
学，地球・生命進化論

外国語科目 英語，英会話及び作文，独語，独会話及び作文，仏語，仏会話及び作文，
中国語，中国語及び作文，ロシア語，ギリシャ語，ラテン語

保健体育科目 保健体育講義，保健体育実技

基礎教育科目
(医学部）

統計学，基礎物理学，物理学実験，基礎化学，化学実験，基礎生物学，生
物学実験，医学概論

特設科目 日本史特別講義，経済学特別講義，アメリカ研究特別講義，自然言語処理
特別講義



Ⅳ、教義課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

教養課程教育については，特筆すべき事項は見当たらない。

Ⅳ－２．改善の方向

４年一貫教育で一般教育と専門教育を実施し，特に前者については，全学担当制を確立し，そ

れに伴い教養部という制度，組織を廃止する案を検討中である。

しかし，この案が全学の合意を得るか否かの見通しはない。

5６



9．岩手大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

ｒｌ

Ｌ」

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｦT邑安一侭ilftJ色堂一曰Ｚに騏稚､ヰ ﾖﾛｺ．IHn｢･】ｅ傷FlT弾顧一」「】LFJ4U些堂一国で

ね国ミゴ皀塗・欧う臆、

蛋字，経済学，経営学，耗今蘭
攻Ｉ社会分圏

ヨ然分野｜数学Ａ，数学Ｂ･慮 雲匝全一母=財

更西文化の諸相Ａ･東西文イヒの諸相Ｂ･現代社会

、价究，目然科学の歴史，基礎科学と現代の自然像

朱健体育科目｜体育理論，体育実猫

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

昭和52年に人文社会科学部が創設され，一般教育科目の選択科目を増やし，総合科目を設ける

などの改善を行って今日に至っているが，特に現状を変えようという考えはない。

５７
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５
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３
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１
１
１
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部
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学科
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学
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|保健体育科目｜体育理論,体育実技

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

460 1,250 1１

人文分野

般ｉ---..-.--.…

教ｉ社会分野

青！.…－－……－．－…

科Ｉ自然分野
目

､ｃｃ
■

D

Ｂ

総合科目

哲学，倫理学，日本思想史，アジア思想史，欧米思想史，心理学，国文

学，中国文学，欧米文学，音楽，美術，日本史，アジア史，欧米史

法学，経済学，経営学，社会統計学，社会心理学，社会学，政治学，地理

学

数学Ａ，数学Ｂ，統計学，物理学，物理学実験，化学，化学実験，生物学

東西文化の諸相Ａ，東西文化の諸相Ｂ，現代社会を見る視角，情報，岩手

の研究，自然科学の歴史，基礎科学と現代の自然像

外国語科目 英三五
Ｒロ，
b

独語，フランス語，ロシア語，中国語，（日本語）



１０東北大学

I・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|製； 備 考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

教菱部

６
６
９
６
８
４
１
１
４
８
５

９
３
６
５
６
６
０
５
１
１
５

２
１
１

５
１
１

０
０
０
０
４
０
０
０
５
０

１
８
５
５
１
０
６
８
４
８

２
２
２
３
１

９
１

３

１
１
１
３

附属病院教官定員253名（外数）

附属病院教官定員50名（外数）

１
２
２
１

１
２

1,628計 2,469 4５

(2)教養課程教育の開設授業科目

到詰，漢文，酒

Ｚ分野｜学ＢⅡ，宗教学。論葺 ヨ本駆．東洋唖．西洋唖．歴駆．百

生会学，法学，日本塵I憲法，政治学，経済学，砺

没ｉ仁

孜字Ａ，数字Ｂ，THI【積 蝋積分学Ｂ，物理

叫竺義昭
ﾖﾎﾟﾂﾋﾞﾍﾞ牛墹

和竺轌ＢＴ＿梵ﾛ竺塗Ｐ

合，自然科学総合．↑管報涌

ゴ本語ｌ日本

｢可

Ｉｂｏ中匡

5８

外国語科目
英語Ｉａ ， 英語Ｉｂ フ 英語Ⅱａ，英語Ⅱｂ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱａ，

ドイツ語Ⅱｂ，フランス語Ｉ，フラスン語Ⅱａ，フランス語Ⅱｂ，中国語Ａ

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

日本語

国語，漢文，哲学Ａ，哲学Ｂ１，哲学ＢⅡ，倫理学Ａ，倫理学Ｂ１，倫理

学ＢⅡ，宗教学，論理学，美学，日本史，東洋史，西洋史，歴史，文化人

類学

社会学，法学，日本国憲法，政治学，経済学，統計学，地理学Ｉ，地理学

Ⅱ，心理学Ｉ，心理学Ⅱ

数学Ａ，数学Ｂ，微積分学Ａ，微積分学Ｂ，物理学Ａ，物理学Ｂ，化学Ａ

化学Ｂ，生物科学ＡＩ，生物科学ＡⅡ，生物科学Ｂ１，生物科学ＢⅡ，地

学Ａ，地学Ｂ１，地学ＢⅡ，地学Ｂ、，自然人類学，情報処理概論ＡＩ，

情報処理概論ＡⅡ，情報処理概論Ｂ

比較文化論，地域文化総合Ｉ，地域文化総合Ⅱ，アメリカ研究総合，社会

科学総合，自然科学総合，情報科学

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ



１，中国語ＡⅡ，中国語ＢＩ

ロシア語Ⅱｂ

中国語ＢⅡ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱａ，

保健体育科目 健康科学，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

教養課程教育の改善に関する調査報告醤

Ⅱ
Ⅱ

調査報告密

『東北大学における一般教育の改革』（平成元年度版）

『東北大学における一般教育の改革』（平成２年度版）

①
②

5９



11．宮城教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

攻育邑謨昔

与弼Sキロオロ聖iレエ豆FrI霧咽｢福

計 143(16） 425 １

(2)教養課程教育の開設授業科目

生会分野｜日本筐Ｉ露法．Ｚ 言字゛隆済学，地理学．Ｊ心理学、人讓

．任舟ニニＨｐ唖

勿学Ｂ･jlt1学．情報科学概論．堀

寺弗斗目ｌ日本@

正J』諄し｣多の甚回嬢

'１．中因
雪語科旧

会話．中匡l語講読，中屋

釆健体育科日｜保健体育埋論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅲ

二1本言苦１．日本評

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について
●●●●

いわゆるくさび型履修（学年による修得要件を設けず,卒業までの間に充足する｡）を行っ

ている。

また，人文分野において芸術関係の授業を開設している。

6０

語科目 |日本語Ｉ，日本語Ⅱ

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

ゼミナール

哲学，倫理学，宗教学，論理学，国語，漢文，児童文学Ａ，児童文学Ｂ，

日本史，西洋史，東洋史，文化人類学，芸術

日本国憲法，法学，政治学，経済学

自然科学概論，数学概論，物理学Ａ

Ａ，生物学Ｂ，地学，情報科学概論

地理学，心理学，人類学

物理学Ｂ，化学Ａ，化学Ｂ，生物学

物質科学概論，生命科学概論

日本の芸能，健康Ａ，健康Ｂ，情報Ａ

現象とその理解，ほか４科目

英語Ａ，英語Ｂ，ドイツ語Ｉ ドイツ語Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ

ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ，中国語Ｉ，中国語Ⅱ，英語講読，ドイツ語識

読， ドイツ語会話，フランス語講読，フランス語会話，中国語講読，中国

語会話

保健体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ



12．秋田大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

「１

Ｌ」攻育字音

５１附厘病院教官定員１００名（外葱

419(43） 2３計 901

(2)教養課程教育の開設授業科目

雛社会分野｜法学,政治学,社会学,経済学,地理
自然分野｜数学，物理学，物理学実騒

諸民族の玉t会とア

｡ｐⅡ；]Ⅱ．
型忌晋瀞＋Ｅ

呆侭h体育科Ｅｌｌｆｺﾄﾞ青講義，体育実狂

ヨ本譜Ⅱ。日本事情Ｉ・日本事情Ⅱ､基礎日可劃6糸ｌ日却

瀞医学部|譲葦菫墨:譲雛,喪鰈澱菫鯆皐騨鰯迩
ヨＩ鉱山学部｜基礎数学，基礎物理学，基硯

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

二・総合コースについて

情報化社会に対応させるべく情報関係科目を２科目及び主に医学部学生を対象とした医学

一般に関する３科目（医学概論，基礎免疫学，人類遺伝学）を平成２年度から開講し，総合

科目の一層の充実を図った゜

Ⅳ－２．改善の方向

現在，全学的に検討している。

６１

1鉱山学部|基礎数学,基礎物理学,基礎化学

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

文学，哲学，科学史・科学哲学，論理学，倫理学，史学，音楽，芸術学，

心理学

法学 政治学 社会学，経済学，地理学

数学 物理学 物理学実験，化学，化学実験，生物学，地学

科学論，諸民族の社会と文化，美と人間，情報科学入門，情報社会に生き

る，医学概論，人類遺伝学，基礎免疫学

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ，

ドイツ語Ⅳ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ

体育講義，体育実技

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，基礎日本語

医学部
基礎数学Ｉ，基礎数学Ⅱ，基礎物理学実験，基礎化学Ｉ，基礎化学Ⅱ，基

礎化学実験，基礎生物学Ｉ，基礎生物学Ⅱ，基礎生物学実験，情報処理



13．山形大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

縮定鰍|入学定負数|菫灘｜臘 考

｢1

1」

風柄院教官定員９５名（外遜

｢I

L｣

(2)教養課程教育の開設授業科目

;人文分野|哲学,心理学,歴史,文学,芸術言語文化，（総)人間と文化

i…|鴬臘辮蘆……………
『自然分野|篝:鱗蝋鰯雲鑑:'繍錺簔臘…

般
教
育
科
目

英語，ドイツ語Ａ，ドイツ語Ｂ，ドイツ語Ｃ，ドイツ語Ｄ，ドイツ語Ｅ，

フランス語Ａ，フランス語Ｂ，フランス語Ｃ，フランス語Ｄ，フランス語

Ｅ，露語Ａ，露語Ｂ，露語Ｃ，露語Ｄ，露語Ｅ

外国語科目

保健体育科目｜保健体育理論，体育実技

蛾…｡|驚鑿i蘂鱗h葦鰯董篝礎化挙篝艤…燗科学］
m・教養課程教育の個々の改善についての試み

〔教養課程カリキュラムの改正・教育方法の改善等について〕

１．「日本国憲法」の開講について

（ｲ）′I､白川キャンパスについて

教養課程・医進課程の社会分野に２単位として開講する。

（ﾛ）工学部Ｂコースについて

６２



１年次・長期休暇中に集中講義の形で開講する。

２．医進課程カリキュラムの改編について

平成２年度入学生から，医進課程２年後期に専門科目の一部を開講する。

３．「数学」「統計学」の教育改善について

人文，教育学部に開講している「数学」「統計学」を廃止して，「数理科学」を開講する。

工学部に開講している「数学」に「統計学」を統合して，「数学」として開講する。

４．工学部に「自然環境論」を開講する。これは平成２年度から３年間実施する。

５．露語教育方法改善の試みについて

平成２年度から，授業時間の一部で新たにロシア・ソ連の事情についての授業（１年次）

を実施，ロシア人講師による夏季集中授業（２年次）を行う。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目は，人文，社会及び自然の３分野に分け，各科目通年４単位とし，単位の分

割をしていない。修得すぺき単位数は人文，社会及び自然の３分野にわたり，それぞれ２科

目８単位以上を含めて合計36単位以上である。工学部においては，基礎教育科目及び専門教

育科目のうちから８単位を一般教育科目の単位に振り替えている。

ロ．外国語科目は，英語，独語，仏語及び露語のうちから２か国語を選び次のとおり所定の単

位を修得しなければならない。

所属学部一つの外国語他の外国語

人文・理学部８単位８単位

教育・農学部８単位４単位以上

工学部８単位５単位以上

ただし医学進学課程修了に必要な外国語科目の単位数は，英語及び独語又は仏語それぞれ

８単位，合計16単位とする。

「英語」は半期ずつ開講（各１単位）で，－人の学生は最大で８単位を８人の異なる教官

から履修できるので，多様な教官に接することが可能である。

「露語」では平成２年度から，授業時間の一部で新たにロシア・ソ連の事情に関する授業

（１年次)，ロシア人講師による夏季集中授業（２年次）を行う。

へ保健体育理論・２単位は，体育理論１単位，保健理論１単位をそれぞれ必修として，１年

後期と２年前期に開講している。体育実技・２単位は，半期２／３単位をそれぞれ必修とし

て，１年前・後期・２年前期に開講している。学部単位（180～240名）でスポーツ種目選択

制の授業が主体である。

二．総合科目について，現在，一般教育科目の中で，人文分野「人間と文化｣，社会分野「地

域社会と人間｣，自然分野「自然界の総観」の３系列の総合科目を特定の学部を対象として

６３



開講し，全員が一つの総合科目の受講が可能となっている。各系列の総合科目は世話役とな

る１名の教官を中心に，サブテーマを設定し，複数の教官が担当している。

ホ．厚生補導特別企画の一環として，野外教室を春から秋にかけて２～３件を実施している。

また，冬は教養部独自のスキー教室を１年次学生を対象に行っている。

へ教養課程では，基礎専門教育は行っていない。医学進学課程で，基礎教育科目を開講して

いる。その特徴は，自然科学分野の基礎教育に重点をおいているが，人文・社会分野を含め

た幅の広い基礎教育を行うことにより，専門課程へ進学後，医学教育に必要な基礎学力を養

成することにある。

卜．工学部Ｂコースでは,教養課程制は採っておらず,一般教育等の授業科目が３年次まで伸び

る模型カリキュラムを採っており,一般教育等と専門教育との並行履修が可能となっている。

6４



14．福島大学

1．大学の構成と教養課程教育

(1)学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|灘： 傭 考

125（９）

５３（２）

７５(16）

253(27）

４
０
犯
一
妬

教育学部

行政社会学部

経済学部

計

麺
却
却
一
卿

(2)教養課程教育の開設授業科目

鑿~墨碁藪1譲澆蕊麓篭;雲霞:震
丙体牛理学I既論．現`代数学へ０

英語Ｉ，英語Ⅱ，ドイツ語初級，ドイツ語中級，フランス語初級，フラン

ス語中級，ロシア語初級，ロシア語中級，スペイン語初級，スペイン語中

級

体育理論，体育実技

日本語Ｉ，日本語Ⅲ，日本事情Ｉ

外国語科目

保健体育科目

日本語・日本事情

Ⅱ教菱課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『一般教育科目履修状況調査報告書』（昭和61～平成元年度）

②『一般教育問題研究集会報告集』（昭和63～平成元年度）

Ⅱ－２．調査報告書作成までの経緯と学内手続き等

①『一般教育科目履修状況調査報告書』について

昭和49年，一般教育に関するアンケート調査委員会が発足，教育方法等改善経費により，本学

教官，卒業生及び在校生を対象に調査を実施し，昭和52年，『一般教育アンケート調査報告書』

として調査結果をまとめた。昭和60年，一般教育基本問題検討特別委員会が，本学教官を対象

に，主として一般教育（三系列）について調査を実施し，『一般教育の改革に向けて－－股教

育（三系列）のあり方をめぐるアンケート調査結果の分析報告」として調査結果をまとめた。
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これらの経緯をふまえて，昭和61年度以降，一般教育運営委員会は，一般教育問題研究委員会

を中心にして，２年生を対象にした調査を継続実施し，掲記『報告書」として調査結果をまとめ

ている。

各調査の目的，留意事項等については，各々の『報告書』を参照されたい。

②『一般教育問題研究集会報告集』について

上記『一般教育科目履修状況調査報告書』は学生を対象としているが，この『報告集』は，

全学の教官が，各々の教育実践報告等を通して，一般教育の改善，充実について，問題提起，意

見交換等を行う集会のまとめである。

Ⅱ－３．既に実施している改善の試臥

①『一般教育科目履修状況調査報告書』について

年度毎の開設科目，新設科目等の決定に一定程度反映されているが，現在のところ改善に資す

るためのデータを蓄積している段階である。

②『一般教育問題研究集会報告集』について

提起された問題，意見を総体的に整理し，実施する段階には至っていないが，例えば「総合科

目」の実践報告等は次年度担当者に資するところ大であると考えられる。

m・教養課程教育の個々の改善についての賊み

教養課程教育について個別的に改善を試み，かつ実施しているものも少なからずあるが，その

多くは本学に特有の問題あるいは若干細部にわたる嫌いがあると思われるので，今回は回答を保

留する。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目については，単位履修基準を24単位に統一し，残る12単位を下記一般教育演

習，基礎教育科目及び外国語科目等の履修に充てている。また，三分野において計10科目前

後の「総合科目」を開設し，既存の科目区分にとらわれない柔軟なカリキュラムを編成して

いる。

ロ．外国語科目については，外国語の種類を豊富にするとともに，外国人教師，講師による授

業の充実を図っている。

ハ．保健体育科目については，社会スポーツ，生涯スポーツの観点を取り入れている。

ホ．セミナーについては，三学部がともに，新入生を対象として大学教育へのイニシエーショ

ン的役割を果たす「一般教育演習」を開設している。

へ．基礎教育科目としては，「教育基礎論」及び「経済学概論」を開設している。

Ⅳ－２．改善の方向

一般教育科目については，三分野にわたる履修を基本に据えつつも，既存の分野，科目の区分

をこえる「総合科目」あるいは新規科目の設置，充実を図りたい。
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「一般教育演習」及び「基礎教育科目」については，学部の独自性，専門性等を考慮に入れつ

つも，教養課程教育としての共通認識を構築する必要があると考えられる。

専門教育との融合という点では，一般教育と専門教育の区分を明確にし，大学教育という車の

両輪として位置付けた上で，一般教育が大学教育全体に果たす役割を認識して，改革，改善を継

続してゆきたい。また，一般教育の実施責任を，一般，専門の別を問わず，全学の教官で担う体

制をさらに改善し，今後とも維持してゆきたい。

高度情報化社会に対応するため，現在開設している一般教育科目「情報科学」のより一層の充

実を図るとともに，一般教育としての情報科学教育の理念を確立し，運営体制の強化を図!）た
い｡

国際化の進展,留学生数の増加に対応するため，一般教育科目としての「国際事情｣，「日本語」

及び「日本事情」のより一層の充実を図りたい。

Ｖ、自由意見

大学の自主的なカリキュラムの編成を助成するとした大学設置基準の大綱化が，結果として，

戦後の教育改革によって設置された一般教育の理念を根底から覆し，一般教育のなしくずし的解

体に帰結することのないよう，これまで以上に大学自らが一般教育の改革，改善に鋭意取り組ま

なければならない時と考える。
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15．茨城大学

1．大学の獺成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

４２

備考

附属施設教官定員（外数）

教育工学センター（１）

臨湖実験所（２）

教官定員数｜入学定員数

部
部
部
部
部
部

Ｆ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
’
０

【
ｒ
・
１
（
己
〈
Ｕ
？
】

へ
。
０
４
・
１
０
田
で
１

８２

１０９

６２

１１８

６２

６５

４９８

人
教
理
工
農
教

文学

青学
Ｒ
ｕ
ｏ
］
Ｐ
Ｃ
？

４
４

学
学
学
養
一
計

農場（４）

共同研究開発センター（１）

1，５０５ 9９

(2)教養課程教育の開設授業科目

!…|襲鱗競腎蝋,塁P蝋騨誌…，Ｉ團±

;…|菫鑪蝋掌経………蝋……
数学概論，数学通論，微積分学，線形代数，基礎数学，計算機数学入門，

*微積分学Ｉ，＊線形代数学，＊数学解析第２，物理学通論，物理学概論，

物理学基礎，＊電磁気学Ｉ，＊物理学第１，＊物理学第２，＊物理学第３，

*力学，現代の一般化学，一般化学，基礎有機化学，材料物性の基礎，化

学，一般化学Ｉ，一般化学Ⅱ，＊化学概論，＊分析化学Ｉ，化学実験，現代

の一般生物学，一般生物学，生物学Ｉ，生物学Ⅱ，情報生物学，免疫とア

レルギー，現代の生物学，生物学概論Ｉ，生化学・栄養学，分子生物学・

生物工学，遺伝学Ｉ，遺伝学Ⅱ，＊生物学概論Ⅱ，＊植物生理学，生物学実

験，地学，地球科学通論，グローバルテクトニクス，地球の化学環境地質

学，水文学，確率と応用統計，確率と統計，統計学，＊数理統計学，＊統計

学Ｉ，＊統計学Ⅱ，生理学，自然科学概論

人間と情報の交流，情報処理入門，プログラミング入門，＊農業情報シス

テム学，＊プログラミング概論Ｉ，＊電算機プログラミングⅡ，科学論，工

芸技術論，生命科学，身体活動科学Ｉ，身体活動科学Ⅱ，家族論Ｉ，家族

論Ⅱ，社会行動論，記憶の科学，養護教諭論，地球環境論，地域の概念と

理論，北関東の自然と社会，平和の問題の総合的理解をめざして，言語と

情報，芸術の言語と日常の言語，１８世紀のヨーロッハ，コーランを読む，

日中近代化の比較研究，環太平洋時代と日中の対応，スラブ東欧の歴史と

般

教｝自然分野

青！

科

目

総合科目
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文化，西ヨーロッパの大学，文化としての昔，女性と文化，外国語からみ
た日本語Ｉ，外国語からみた日本語Ⅱ，イスラムの財産法，フランスとポ

ーランドの文化交流，日本映画史研究，中国現代事情，中国の言語と文化
Ｉ，中国の歴史と文化，身体活動科学Ⅲ

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，＊英会話，＊英作文Ｉ，＊英作文Ⅱ，＊外
書講読，英語Ｖ，,独語Ｉ，独語Ⅱ，独語Ⅲ，独語Ⅳ，仏語Ｉ，仏語Ⅱ，仏
語Ⅲ，仏語Ⅳ，露語Ｉ，露語Ⅱ，露語、，露語Ⅳ，中国語Ｉ，中国語Ⅱ，
中国語Ⅲ，中国語Ⅳ

体育理論，保健理論，保健体育理論，体育実技

外国語科目

保健体育科目

英語(外)，独語Ⅳ(外）

日本語・日本事情｜日本語I，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本事情I， 日本事情Ⅱ

司り牡会工学概論，数理燭

劃学，機柵

一般教育

位に代え

できる

基礎教育

専門教育

演習，工業数学演奮。@

、｜気理論演習，数学概論．畳

奴字１，農村社会学。罷業経淫

靭科字，鍵1乍菜技術論

＊は専門教育科目を一般教育科目に充当

n．教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告露

①『一般教育課程におけるカリキュラムの改善』（平成元年４月）

Ⅱ－２．調査報告書作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内の手続き

昭和62年に教養部教務委員会の下部組織という位置づけでカリキュラム検討小委員会を設け，

約１年間検討を重ねた。この間，系列の会議や教授会を通じて意見の聴取が行われた。

昭和63年，小委員会案が教務委員会に答申され，教養部教授会で審議・了承された後，教務委

員会は部長・評議員と打ち合わせを繰り返しながら実施案を作成した。

平成元年４月に，この実施案を教養部運営委員会（学長を委員長とし，各学部長等学部・教養

部の代表で構成）に提出し，本案の検討をすすめることの承認を得た。なお，詳細な検討は，運

営委員会の諮問機関である一般教育課程カリキュラム専門委員会（学部・教養部の教務委員会代

表者で構成）に委ねられた。５月初旬に，全学に「改善(案)」の文書が配付され，各学部では教

授会や教務委員会などで検討が開始された。また，一般教育課程カリキュラム専門委員会も検討

を開始した。平成元年10月までに，直ちに実施できる部分についての一応の結論（平成２年度か

６９



ら実施するかどうか）を出すことになったので，この間，教養部教務委員会は，各学部教務委員

会との協議を繰り返し行った。

結局，平成２年度時間割編成作業の開始は若干遅れたが，一般教育課程カリキュラム専門委員

会の審議を経て，２月に教養部運営委員会で正式に承認を受けた。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

①教養部案をそのまま学部に認めてもらうのが望ましいが，改善を円滑にすすめるため，教

養部の提案する改善策を学部の状況に応じて採用してもらう方向でまとめた。

②教養部のかかえている諸問題は，制度そのものに由来するものと，茨城大学に固有のもの

とがあるので，両者をどのように取り扱うかが問題となった。教養部設置後かなりの年数を

経て，大学の構成員も大幅にかわったので，過去の経緯にこだわりすぎるのもどうかと思わ

れるが，建物面積や教官数の不足の根源に触れないわけにはゆかない状況にある。

Ⅱ－３．既に実施している改善の戯み

①総合科目４単位の必修化

従来，人文学部人文学科が４単位必修としてきたが，平成２年度から教育学部・工学部・

農学部がこれにならった。

②３分野の最低履修単位の引き下げ

人文学部を除いては，平成２年度より実施に移された。

③基礎教育科目の開設

平成２年度の開設はない。

工学部では，平成３年度からの開設を検討している。

④外国語８＋α制への移行

既に実施ずみの人文・理学両学部に教育学部・工学部が加わった。

農学部は，第二外国語４単位を専門教育の単位にしているので，当分の間変更しない方針

である。

なお，新しい履修単位の基準は平成２年度から実施に移されたが，時間割については１年

間の準備期間を置き，平成３年度から改めることになっている。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

開講されている授業科目が多様ではないかと思う。また，数学など一部の科目にクラス指

定があるが，学生にとって選択の自由度は高いといえよう。ただし，受講生数に偏りが生

じ，調整に苦労することもある。

ロ．外国語科目について

授業内容を多様化するとともに，クラスサイズを小さくし，教育効果を高める努力をして
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いる。

′､、保健体育科目について

体育実技については，４５時間を前後に二分し，異なった種目を履修するようになってお

り，選択の幅は広い。また，野外活動などを積極的に取入れる努力をしている。

二．総合科目について

総合科目担当として採用された教官（11名）のほかに多数の教官が参加しているので，開

講本数・授業内容ともに充実しているといえる。

総合科目の必修化がほぼ全学的に実施されるので，平lﾌﾟﾘi;３年度より総合科目を三分野の科

目と同一のバンドで開講できる見通しである。

ホ．セミナーについて

学生が自主的に運営するゼミナールの時間が設けられているので，教官が主宰する教養部

ゼミはこれまでなかった。平成元年度から，教官有志により正規の時間外（５講時）を利用

したゼミ形式授業が行われるようになった。将来はこれを正規の時間帯に移すことを考えて

いる。

へ．基礎教育科目について

カリキュラム改善案で基礎教育科目の開設が認められたが，平成２年度の開講はない。原

則として学部教官が担当することになっているので，学部側の体制づくりを待つことにな

る。なお，既に一般教育科目単位の専門教育科目単位への振替，あるいはその逆の措置が広

く行われているので，あえて基礎教育科目の開設を要しないということも考えられる。

Ⅱ－２．改善の方向

イ．一般教育科目の３分野の履修方法の充実について

一般教育科目の３分野については，これまで一律８単位以上としていたものを，４単位以

上とすることで，履修内容に弾力性をもたせることにした。また，外国語・基礎教育科目・

専門教育科目による代替を12単位まで認めることになった。

ロ．総合科目を中心とした一般教育の充実について

これまで総合科目の整備充実に努めてきた結果，一部の学部・学科を除き総合科目４単位

以上の必修化が実現した。今後は，必修化をさらに推進するとともに，総合科目を中核とし

た学部化構想の実現に向けて一層の充実をはかることになろう。

′､．セミナーを中心とした一般教育の充実について

現在は，正規の時間外にボランティアで出しているゼミ形式の授業を，正規の時間帯で開

講し，教養部における少人数教育を充実させたい。

二．外国語科目を中心とした教養課程教育の充実について

外国語については，８＋α制の導入により，履修者数が減るので，クラスサイズを小さく

して教育効果の高い授業にすることをめざしたい。
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ホ．保健体育科目の新しい方向について

保健体育科目の実技については，キャンパス内の体育施設の整備が遅れている（狭陰化。

老朽化）ので，まずこの問題を片付けなければ，カリキュラム改善に取り組めない状況にあ

る。

卜．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向について

教養課程教育と専門教育との融合についは，教養部授業への学部教官の兼担が多いという

特色を生かして積極的にすすめられている。専門教育科目を１．２年次に下ろすとともに，

一般教育課程の授業を高学年次に押し上げる試みも行われている。

守,
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16．図書館'情報大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

７雨霊詞幽::半奎室f蓋'巴
備考

本学では，一般教育扣当教員と専門
教育担当教員を区別していない。

計 5２ 150 ７

(2)教養課程教育の開設授業科目

人文科学総論，論理学，国語国文学，哲学，歴史，芸術思潮，社会科学総
論，法学，政治・行政学，社会学，経済学，経営学，自然科学総論，基礎
数学，物理学，化学，生命科学

英語，ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語

基礎学芸科目Ａ

外国語科目

保健体育科目｜保健体育講義，体育実技

言語学，古文献講読，漢文講読，古典語，比較文学，読書科学，比較社会

学，経営情報論，経済史，経営工学，社会教育概論，国際関係論，環境計
画論，解析学Ｉ，解析学Ⅱ，応用解析，多変数解析，統計学，情報数学
Ｉ，情報数学Ⅱ，情報数学Ⅲ，数理計画法，応用物理，電子工学，外書講
読（英語)，外書講読（ドイツ語)，外謁講読（フランス語）

基礎学芸科目Ｂ

m・教養課程教育の個々の改善

特に検討していない。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

本学では，教養課程と専門課程を区別せずにいわゆる“くさび型，，方式で一般教育と専門教育

を第１年次から融合した形で教育を行っている。

また，一般教育については，一般教育科目ないし教養課程という名称によらず，これらに相当

する科目を「基礎学芸科目Ａ」と称している。図書館情報学の特性から見ると，これらの科目

は，それぞれの分野での思考の方法とそれによって構築された知識の表現であって，本学での専

門科目の裏付けとなるからである。そこで本学ではいわゆる一般教育の教官と専門科目の教官と

の区別をせず，一般教育の教官もまた専門科目を担当し，卒業研究の指導にあたっている。

なお，本学の教育の基本的姿勢については，『図書館情報大学十周年記念誌』を参照されたい。
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イ．一般教育科目について

一般教育にあたるものを基礎学芸科目Ａとして，履修させている。

ロ．外国語科目について

外国語は，図書館情報学を専攻する上で特に重要である。したがって，英語を含む２か国

語を必修としている。現在，英語以外に，ドイツ語，フランス語，ロシア語及び中国語の４

か国語を開設している。

二．総合コースについて

基礎学芸科目Ａにも専門科目にも総合科目的な扱いをするものがあるので，現在は開講し

ていない。将来必要を生じたときには改めて考慮することになる。

Ⅳ－２．改善の方向

前記Ⅳ－１をより推進するために，教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試み

ることを当面の目標としている。その中に外国語科目及び保健体育科目を含んでいる。
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17．筑波大学

１．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鰍|菫灘 傭 考

第一学群

第二学群

第三学群

医学専門学群

体育専門学群

芸術専門学群

外国語センター

体育センター

215（２８）

252（２９）

249（２６）

156（７）

138（１６）

５８（７）

１０

〈
Ｕ
〈
Ｕ
ｎ
〉
〈
Ｕ
〈
Ｕ
、
Ｕ

〈
ｂ
３
２
〈
Ｕ
４
。
〈
Ｕ

△
９
Ｐ
Ｃ
戸
。
勺
１
？
】
勺
上 liliii鷺LTIwijij1了

９

「１

Ｌ」

(2)教養課程教育の開設授業科目

世界民族，ことばとその機能，社会科学における国家，宇宙における人

間，生活文化の諸相，東西の文化史，異文化社会，言語・民族・文化，自

然・人間・文化，人間とは何か，ハンディキャップをのりこえて，生物の

進化を考える，進化論の根拠，生命の誕生と進化，生態学からみた自然，

農林業を見る眼，土と水と緑のテクノロジー，計画の科学，異文化社会に

おける衣食住，都市と環境情報，世界情勢の見方，原子炉と核融合の開発

とその将来，結晶の世界，エレクトロニクスの発展と基礎工学，ハイテク

産業を支える基礎科学とその将来,科学技術と人間Ｉ，科学技術と人間Ⅱ，

“かん，，のすべて，免疫と病気，人の体と運動，生涯スポーツ，心の眼で

みる世界，スポーツと心理，スポーツの国際比較，野外レクリエーション

と自然教育，心身の健康と体育，スポーツとコンディショニング，加齢と
体力，東西の宗教美術，アートとテクノロジー
●□■￣■￣●■￣ＣＯ●●●￣ｃｃ●●白句一●■■｡￣■■■■■￣⑤⑥●●｡●●●●Ｃの●●●●｡●●●●■し●●｡●●●●●●白し■■■｡■⑤■■￣■￣■■■■￣■■｡●●■｡●●●･●●￣●●●●●■■■白一■－－⑰むご●－■■■■－の｡￣の●●一・●●■－－r■●□－■■●⑤｡●●●●●－■

東西の人間観，言語学入PH，社会科学入門，数学入門，物理学：わかった

こと．わからないこと，情報と論理，化学の世界，自然科学は自然をどの

ようにみるか，心の実験室，地球科学における「ながれ｣，人類の果した

思'惟への回想，国際社会における日本語，認知科学入門，現代社会と微生

物，地球環境時代に生きる農林業，経営学入門，知識・知能・情報，理系

のための続・情報処理

共｜総合科目Ａ

通

科 1.-．・・・・・・・･･･~･■・ＣＯ｡●･･･■･；･･･■~・~・ロ－．．．－．●･●･－･･･一･････一････一・・・cの・・｡。｡。・・・－．－･･････一・・■･一口■－．－･■ロー■■・・・－・・・・・・一･･･・・－■□一･-一・℃・-■･･･－－－．．．－．．．－．．．．，Ⅲ..．＝少伍ニー．．■

目ｉ総合科目Ｂ

0~●■●■●●■■●●■●■●●●●●●の●●●●●●●￣￣￣￣●①｡￣●◆●●◇●ャ●｡b⑰ＣｐＣＣ■●■●ＰＣＣ●●ぜ｡ご●ご●■■■■｡●■●●●■･■＆一つ○一中一●●●●マー●◆｡＄Ｃ●･の■｡●●｡●●■●ごむ｡●●●ひ｡●●●●●●●●●■の●●●●●■●●■■●■■■●●ｃｐＣ－◆Ｃ･■マーＣＣＣ■－℃●□●●●の●●●■－●の●■●｡●●

'総合科目Ｃｌﾌﾚｯｼｭﾏﾝ･ｾﾐﾅｰ0
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j□■■●■■■●⑪●●の●■●の●●⑪の￣■｡■￣■■■￣￣■●●｡●●●◆◆●●●●■の●■｡■■￣■■■のい■●●ＣＳＣ◆□ＣＤ－■－ウー●●■■の●■■●■●●●ＣｃＣ●●●●●●･●●ウご一亡●●■■■■■■巴●●■■い●－ｓ●●●●の●●⑪●の●｡●－の■▲一口⑤ＰＣ●●■●●－●｡●●●●●ＣＣｃＣ●●－ﾛ■ご●｡■●■－の■－⑥ＣＣＣ｡●●●凸

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語IVbドイツ語(Ｇ)，ドイツ語(Ｌ)，ドイツ

語(Ｐ)，ドイツ語初級，ドイツ語中級，フランス語１－１，フランス語１－

２，フランス語１－３，フランス語Ⅱ，中国語１－１，中国語１－２，中国

語１－３，中国語Ⅱ，ロシア語１－１，ロシア語１－２，ロシア語１－３，ス

ペイン語，朝鮮語，スペイン語Ⅱ

共１

１外国語

通！(一般語学）

ii鰯i菫鰍慧競壽臘巨ニデ惠則蒸轤…
鰯蕊1蘆葱馳蔚稽鰄善一…－－－
医学専門学群

基礎教育科目

数学概論，数学概論演習，物理学，物理学実験，化学，化学実験，生物
学，生物学実験，クラスセミナー

■＝■1■－■■■－■■●－■■｡■U■●■■－■･■■￣の｡■●の⑰⑤■￣U■■￣.■￣申■Ｃ●｡●●ＣＯの●●｡●●●｡■⑰●●－U■ｂ￣、U■■'■■￣￣●■￣■■■■￣●の｡●●●●｡●ＣＣＣ⑤●●●←しＣ●●●ｂ■－｡■■■■●■'■￣'■■●｡￣●Ｃ⑥,■早の●■￣●■■■■●■ｂ●■●●▲の●の●●●ＣＤ■●￣●●●。●■●'■｡■■｡－■凸■■－－▲--▲▲▲●ＣＱ●●①●

鰯…|灘鱗…………剛…輔
体鑓辮Ｂ|生物学,統計学,教育行政学,蝋人騨

日本語洲|需駕卜支濡騨曾日繍騨Ｌ･本舗剛…文
一般日本事情Ｉ，一般日本事情Ⅱ，日本の歴史，日本の農業,日本の教育，

日本の政治・経済Ｉ，日本の政治・経済Ⅱ，日本の政治・経済Ⅲ，日本の

自然Ｉ，日本の自然Ⅱ，日本の科学技術Ｉ，日本の科学技術Ⅱ，日本の科

学技術Ⅲ，日本の文化Ｉ，日本の文化Ⅱ，日本の芸術Ｉ，日本の芸術Ⅱ

日本事情に関す

る科目

Ⅱ教義課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告醤

①『筑波大学における一般教育のあり方に関する検討一一その評価と展望一』（昭和63年３

月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成の経緯，学内の手続き

昭和62年度に教育計画室に与えられた大学教育方法等改善経費によるプロジェクト研究として

実施した。

ロ．特に注意を要した事柄

学生に対するアンケート調査案の作成及び分析に際して，共通科目（本学の一般教育科目）の

各科目担当者の協力を得て行った。

Ⅱ－３．既に実施されている改善の戯み

（１）報告露の５章４節（p､35～36）に述ぺられているテイーチング・アシスタント制度は,平

成元年度に教育研究学内特別経費の補助を得て，一般外国語にとどまらず，総合科目，国
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語，情報処理にまで拡大して試行した。その教育効果，問題点等については現在取りまとめ

中である。

（２）総合科目に関して，『総合科目見直しに関する答申』に基づき,種々の改善が試みられてい

る。（資料参照）

、、教養課程教育の個々についての調査報告書

②『｢専門語学・第二外国語」に関するアンケート調査報告書』（平成元年３月）

＊昭和63年度に教育計画室が実施したアンケート調査の報告書である。

＊専門語学，一般語学に関する教育について，学群・学類の考え方,学生の受けとめ方を調査

した。その結果は全３回にわたる語学教育のための全学的なワークショップの資料に供し

た。

③『本学の総合科目見直しに関する答申』（昭和62年８月）

④『全学外国語教育ワークショップに関する報告』（外国語教育論集12号，平成２年）

⑤『筑波大学における外国語教育』（昭和62年３月）

⑥『生涯スポーツ時代の大学体育』（平成２年３月）

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向，及びｖ・自由意見について

本学では，過度の専門化による弊害を避け，良識ある市民としての教養を培うという一般教育

の目的を専門教育との有機的な関連のもとに４年間を通じて実現することとし，一般教育科目と

専門教育科目を形式的に区分するのではなく’４年間の全体のカリキュラムの中で教育の目的に

即して総合的に編成するとともに，それぞれの授業料目についても教育の目的に即したものとす

るようキメの細かい配慮が払われています。

本学の授業科目は，全学的に編成する科目（共通科目）と各学群・学類がそれぞれの目的に即

して編成する科目とから成っていますが，各授業科目の区分，意義，設置基準との関係について

は，「履修要覧」の２頁以降のとおりですのでご参照ください。

また，学群，学類等から寄せられた意見を添付しますので，ご参照ください。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

（人文学類）

質問の大半は，『筑波大学における一般教育のあり方に関する検討~その評価と展望一一』

（昭和63年３月，筑波大学教育計画室）とか昨年度学群長・学類長名で提出した「共通科目に関

する調査」による全学的見地からの回答が適切と考えます。ここでは,次の２点について学類の

立場から回答いたします。

ホ．セミナーについて

フレッシュマン・セミナーを実施する際に，交通安全教育を盛り込むようにしている。

へ基礎専門科目について
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主専攻分野の下に必要なコースを設けて，きめの細かい指導を行う一方，２年次で完全に

履修を終えるよう指導している。

(自然学類）

へ基礎専門，基礎教育科目について

自然学類学生が主専攻分野に分かれるのは３年次であるが，それ以前に各分野の専門性を

もった基礎科目があり，１．２年次学生には，進む分野を意識した科目の選択が望まれてい

る。ただし，変更の可能性は残されている。

これは，次の間，Ⅳ－２－トに相当するものであるが，教養課程の教育全体をこの方向に

進めるというわけではない。

(比較文化学類）

ロ．外国語科目について

一般語学だけでは，第２外国語の力は十分ではないので，特に本学類は外国語の力を重視

する観点から，「外国書講読」４，５単位を必修とし，それを第２外国語として選択した外国

語で取らせている。

ホ．セミナーについて

科目によっては，１年生からセミナーへの出席を認めている。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

１年生に「比較文化入門」（３単位）を，２年生に「人間論」（３単位）を必修としてい

る。前者は換言すれば「比較文化学類入門」とでも言うべき科目で，当学類でどのような学

習ができるかについて各分野（３分野ある）ごとに開設しながら，学生の問題意識を刺激す

るのが目的である。

「人間論」は，人文系学問の究極は人間の抱える諸問題の解決にあり，その根本は「人間

とは何か」を問うにあると考え，人間についてさまざまな角度からアプローチするよう問題

を立て，さまざまな学問分野の教官が分担している。

（日本語・日本文化学類）

イ．一般教育科目について

全教員が教養課程の授業に参加する体勢をとっていること。

ロ．外国語科目について

より多く外国語，特に英語の教育を行っていること。

専門教育との関係を考慮した教育を行っていること。

ハ．保健体育科目について

１年生から４年生までとらせて，体力の強化を図ると共に体育に親しませようとしている

こと。

へ．セミナーについて
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１年次から開始していること。

ト．その他について

「国語」教科で日本語の理解力・表現力を養っていること。

（人間学類）

ご質問のイートの項目のうち，総合コース，セミナー及び外国語科目について回答いたしま

す。その他の科目は，特に本学類としては特筆すべきことはないかと思います。

総合科目も大学全体にわたるものではありますが，しかし，人間学類が開設した科目もあり，

また，人間学類所属の学生が履修しなければならない科目もありますので，それらに絞って申し

述べます。

まず，人間学類が開設する科目は「人間とは何か｣，「認知科学入門｣，「心の実験室」及び「ハ

ンデキヤップをのりこえて」の４科目で，いずれも人間学類所属教官の専門性を生かし，かつ，

学際的，社会的ひろがりを十分に考慮してプログラムを作成しています。

一方，人間学類所属の学生が履修すべき総合科目も他学類のスタッフによって同様な狙いをも

って構成されております。筑波大学では総合科目を中心に教養課程教育の充実を図っています。

総合科目は指定科目と選択科目に分かれ，それぞれの学類で，指定・選択は異なりますが，それ

ぞれの科目は自然，人文，社会，学際と広領域，コア的，市民的教養の二面の組合せで構成され

ており，広い識見・教養を授けるよう工夫されています。

担当教官もなるべく少人数で，体系的に講義するように努力し，学生が強い学習関心を引くよ

うに考慮されています。

セミナーは，各研究分野ごとに設けられているので，開設数が非常に多いという特色をもって

います。もちろん卒業研究の前段階の学習という意味もありますので力を注いでおりますが，と

くに卒業研究等との関連についての規制はなく，学生は自由に多くのセミナーに参加できます。

外国語科目は，一般語学の他に「外国書講読」（必修）といった科目を設けている専攻もある

ほど，外国語の習得に力を注いでいます。

（社会工学類）

イ．一般教育科目について

筑波大学の他の学類と同じく総合科目によって対応している。

ロ．外国語科目について

１年次は，外国語センターにおいて一般外国語として２カ国語を必修とし，２年より上は

専門外国語として対応している。第２外国語を必修とせず，選択必修とすることを検討中。

ハ．保健体育科目について

他の学類と同じく４年次まで必修となっている。

‐総合コースについて

一般教育向けに学類として４科目を提供している。
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ホ．セミナーについて

１年次の１学期にオリエンテーション用にフレッシュマン・セミナーを実施している。

へ基礎専門，基礎教育科目について

教養と専門科目を融合させる方向で１年次から基礎専門科目を選択必修としている。筑波

大学で共通科目としているコンピューター教育は，当学類では基礎専門科目として独自に実

施している。

卜．その他（論述，作文）

全学的に国語を必修としている。

（農林学類）

本学類の教養課程教育は，本学の方針に則り，基本的には全学一体の方針に基づいて行ってい

るので，現在，本学で検討されている「一般教養の在り方」ないしは「基礎教育の在り方」に規

定される。

従って，Ⅳ－１のイーホについては，全学の方針に従っている。

しかし，ＩＶ－１のへの基礎専門，基礎教育科目については，本学類教育にとって最も基礎とな

る教科目と教育内容となるよう学類独自の立場から開設している。

（基礎工学類）

へ基礎専門，基礎教育科目について

数学，物理学，化学等工学の基礎となる科目の教育が中心となる。

（体育専門学群）

へ基礎専門，基礎教育科目について

基礎専門は１年次より位置づけ「実技・理論」として12単位修得するようにしている．

ＴＡの導入は検討中。

専門教育との関連を図るよう努力をしている。

（外国語センター）

ロ．外国語科目について

１．外国語教育の重視

２．実用語学を中心とする。

３．検定制を英語について導入する。

４．プレイスメントを実施し，クラス分けを行う。

５．英語では英語Ｉ読解，英語Ⅱコミュニケーション，英語ⅢＬＬ映像をバランスをとりな

がら実施する。

（共通科目「情報処理｣）

卜．その他について

〔｢情報処理」の特色について〕
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「情報処理」は第１年次学生全員の必修科目（共通科目）であり，「情報処理概論」（１単位）

および「情報処理演習」（’単位）から成る（原則として）学期集中の科目である。「演習」は

２コマ（１コマ：７５分）で１単位に相当するので，学生は所属する学類．専門学群により定めら

れた特定の学期に３コマの「情報処理」の授業を受ける。現在は年間約1,850名の学生が「概論」

17クラス，「演習」３７クラスに分かれて履修している。

現在の情報処理教育は計算機による情報処理について教育することと理解されており，現在で

はほとんどの総合大学が教育用の計算機（センター）をもち，情報処理教育を実施している。し

かし，そのための授業は選択科目で，通常は全学生が履修対象にはなっていないようであり，本

学のような全学生必修は「情報処理」の特色の一つといえる。

授業内容等における特色としては次のことが挙げられる。「概論」は主に講義形式で行われ，

計算機に関する基本的概念と社会における計算機の位置づけを理解させることを目的としてい

る。情報の表現法，計算機の構成，動作原理と能力の限界，高級言語，ソフトウエアなどについ

ての説明をとおして，計算機と情報処理の理解が理工系の学生のみに必要なのではなく，どの専

攻の学生にとっても，大学で教育を受けるときにも今後の社会生活においても，有用であること

を把握できる。

「演習」では学生に直接計算機に触れる機会を充分に与えることを最も重要視し，各学生が授

業中端末装置を占有して計算機を利用できるようにクラス編成をしている。さらに，計算機の利

用時間を週日は９時～22時としてあり，学生は授業時間以外でも必要なときにはほとんど常に計

算機を利用できる。演習課題をとおして，FORTRANやPascal言語を用いるプログラミングの

作法を学び，計算機による問題解決の手法を実践的に修得する。あわせて，日本語処理，電子メ

イルによる学生同士，学生・教官間のコミュニケーション，計算機内でのレポート提出や質疑応

答などを体験する。一方では，「演習」の１コマは教官２人で担当し，学生が操作方法などにつ

いての疑問をなるぺくその場で解決できるようにしている。

Ⅳ－２．改善の方向

（比較文化学類）

ト．従来も教養と専門との融合をはかってきたが，今後この方向を充実させるつもりである。

（日本語・日本文化学類）

教養課程教育を学生諸君の要請また現代社会の要請に沿いつつも，学生諸君の専門教育課程へ

の円滑な移行の基礎作りと位置づけて，例えば以下の様な点に重心を置いて行ってみたらいかが

かと思う。

イ．少人数のセミナーを中心として授業をし，学問の基礎を徹底的に追究させ，最終的には曲

がりなりにも各学生の学問観，人生観等の向上を図る゜それは専門教育への円滑な移行を導

くものとなるはずである。

ロ．世界が一体化しつつある現状を顧み，他科目を減らしてでも外国語科目のより一層の充実
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に力を注ぐ必要があるものと考えられる。

ハ・従来の３分野はそれなりに学問の伝統にのっとっているもので無視し難いが，それにとら

われることなく，各分野の接点を扱う科目もあるべきである。

（人間学類）

教養課程教育は，筑波大学において非常に苦心し，また，努力を重ねている領域です。開学以

来，常に改革を継続的に行ってきているといってよいと思います。例えば，総合科目は，２年程

前から根本的な改善を図るため，大学内に総合科目に関する編成室を設けて，内容，方法及び評

価に関して大きな改革を図ってきています。今後は外国語科目等についてより一層の改善が図ら
れると思います。

（生物学類）

生物学類では，教養課程教育について独自の改革は試みていない。ただし，将来，専門基礎の

充実をはかる必要があることを痛感する。そのためには，固定カリキュラムをなくし（少なく

し)，カリキュラム編成に自由度を与えることを大学として検討することを望む。その－方策と
しては，教職科目等を夏季集中にすることなどが考えられる。

（社会工学類）

教養課程と専門教育を融合させる現在の方向は，当学類においては成功していると考えてい

る．現在’一番の問題と考えているのは外国語であり，ほとんどの教官が学生の英語の能力は必

要な水準に達していないと判断している。大学院生をティーチングアシスタントとして教養科目
に参加させることを実施している。

（基礎工学類）

卜．すでに教養課程と専門課程の教育が融合された形のカリキュラムが組まれているが，さら

に整理・統合あるいは拡充などによる改善を試みる。

（体育専門学群）

現在進行中の総合科目の改善を押し進め，教養課程教育の充実を図ることが考えられる。
（共通科目「情報処理｣）

学生が興味をもち，情報処理の自分自身にとっての重要性を認識してこの科目を履修するに

は，授業の内容に対象学生（クラス）の専門性をある程度加味することが必要であり，「概論」

での話題や「演習」の例題，課題は学生の専攻分野からできるだけ選ぶ努力が各担当教官により

なされているが,それを－圏進める必要がある。そのためには，各分野の専門家も「情報処理」

授業担当の定員として配分されることが望まれる。

「情報処理」は学生の計算機に対する心理的バリアを取り去ることには成功していると思われ

るが，各専門分野での計算機による情報処理の有用性を理解し，有効に利用する意欲をもたせる

までには到っていない。そのためには，なるべく多くの学生が情報処理の上級コースを履修でき

るようにする必要がある。さらに，計算機の利用時間と利用期間（学生の在学期間中）からみれ
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ぱ，学生は必要なときにはほとんど常に計算機を利用できる状況にあり，専門科目にもその分野

に適切な計算機利用を含むような内容がどしどし盛り込まれることを期待したい。また，教育用

計算機で作動している授業支援システムをこのような多様な授業に対応出来るように改良してい

く必要がある。

Ｖ・自由意見

（人文学類）

３年次を修了した段階で，大学院への進学の道が開かれたことは，専門教育が１．２年次にお

いても今以上に重視される可能性を生むことになろう。こうした時代にこそ，一般教育の重要性

を主張することで，バランスのとれた大学教育をめざすべきだと考えます。

（日本語・日本文化学類）

教養課程教育の理想を追えば際限がない。専門教育の年限の限られている現状からして，また

学問にも現実の生活にも急激な変化ないし進展が見られる現状にあっては，教養課程教育におけ

る学生の負担減を図ること，一方，外国語教育の充実を大幅に図ること，この一見相矛盾する問

題の解決こそが今日の急務ではないだろうか。

（農林学類）

語学，体育は別にして，本学では総合科目を中心にしているが，この中には，一部自然，人

文，社会の教科目をそれぞれ単独で講じる○○○学，△△△学入門といったような開設科目があ

ってもよいように思う。

（体育専門学群）

筑波大学では教養課程が設けられていないがそれに相当する共通科目の充実発展が望まれる。

そのためには，担当教官の責任体制を明確にすること，担当教官の教養課程教育に対する意識

の向上を図る必要があると考えられる。

条件整備ということで，ＴＡ制度の充実が望まれる。

（共通科目「情報処理｣）

○一般教育について

総合科目はかなり充実していると考えられるので，一般教育は従来の人文，社会，自然の３分

野にわたる履修方法を一層充実発展させるべきであろう。それらの分野における教養課程教育は

高校までの履修内容とあまり変りがないという批判が多いようであるが，高校までの教育内容は

全ての教養の基礎であり，その内容の背後には如何に深い思想が蓄積されているかを一般教育科

目により理解させるようにする。

また，外国語，国語の履修をとおして，文章の読解力と表現力を向上させる必要がある。「情

報処理」の授業を進める際にも，マニュアル，資料，参考書を読みこなし，直面している問題を

総合的に解決する能力と情報処理の結果を適切な文章で表現し，報告する能力の必要性が痛感さ

れる。
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18．宇都宮大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

【
】

ｒ
Ｌ

汝霧部

、

教養課程教育の開設授業科目(２

…|裏勢倫……拳……掌蝋……
社会分野|法学,政治学,経済学,社会学,歴史学,地理学

…|鰍雲繊藷蝋關騨壼鑿騏生僻…
一
般
教
育
科
目

英語，英語会話１，英語会話２，独語，独語中級，独語中級作文，独語中

級会話，仏語，仏語中級，露語，露語中級，中国語，中国語中級
科目外国語

保健体育科目｜保健，体育理論，体育実技

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

(1)クラス分け等による小人数教育（数学，電算機教育）

（２）３分野別の並列開講時間の設定

（３）専門科目との有機的関連教育（工学部学生向け数学，物理，化学）

（４）自然科学分野を主に，前・後期ごとの単位付与

（５）ビデオ等視聴覚教材の活用及び施設見学（裁判の傍聴，栃木女子刑務所，企業，史跡等）

の定期化

（６）小人数（10～25人）による「特別講義」（哲学，倫理学，文学，文化論，法学，経済学，

歴史学，数学等）をセミナー形式で実施
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ロ．外国語科目について

（１）５０人を基本にクラス分け授業

（２）外国人教員，外国人教師，外国人講師の任用

（３）選択必修科目として，独語，仏語，露語，中国語の開設

（４）「英会話」「第二外国語」の各中級科目の開設

（５）ビデオ等の視覚・聴覚教材の活用

ハ．保健体育科目について

（１）「実技」は，学年により目的別（運動量確保，生涯スポーツ）に種目を開講し，各クラス

は３種目中より選択

（２）「実技」は，４０～50人を基本にクラス分け授業

（３）「実技」「理論」を時季による分割授業

（４）ビデオ教材の活用

卜．その他

（１）教護課程独自の修了認定は行わず４年間での履修を認めている（原則は２年間）

（２）専任の日本語担当教官が中心となって行う外国人留学生向け科目（｢日本語」「日本事情｣）
の開設

（３）教育学部教官，保健管理センター教官の兼担による授業内容の多様化，充実

Ⅳ－２．改善の方向

検討中。
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19．群馬大学

1．大学の構成と教養課程教育

(1)学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|鶯鰯 考傭

教育学部

医学部

工学部

教養部

310

100

696

９８

１５６

１８５

５０

附属病院教官定員１１７名（外数）

2３

計 1，１０６ 2３469

(2)教養課程教育の開設授業科目

=胸I玉lの芦r鍵と浦 ゴマノー「〃】＝Ｔｒ

切引Ⅱ．\27章．倫理学，アfJ~Ａ＋１１J千Ｉで

現代社会状況論Ⅱ，法学，政治学，日本国篭
鉛！仁

吐会学，地理学，教官

鷺j音科邑強Ｂ･（総）同然科皀置輪講。致字、秘I字１，勢

Iii学概論，微分積分学，微積分演習，線形代数演習Ｉ，線形代翻

寅習Ⅱ，物理学，物理学Ａ，物理実験，物理学演習

冒験。化学演習，生物学，基礎生物学，生物実験，地学，地

１
Ｊ

に学Ⅱ､農学Ｉ，Ｒ也皀章Ⅲ，古隼〃

弓由講義)，aBq諸ｌ，狐

屯文法ｎ．純会話１．純会話Ⅱ，独語（目由講議

飛躍体育科目｜保健体育理論，体育実桂

壌艤数学。基艦物理学，基礎化学，基礎生4Ｗ閉

部｜数学，数学演習，物理学，物理学演習，物理学実験

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告笹

①『群馬大学教養部の現状と将来構想について』（昭和61年７月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内の手続き

８６

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

(総)中国の言葉と文化Ｉ，（総)中国の言葉と文化Ⅱ，（総)ロシアの言葉と

文化，（総)レトリック入門Ｉ，（総)レトリック入門Ⅱ，哲学，倫理学，文

学，心理学，歴史学，芸術
--￣－F---■●■●、■●●■-■－●●●●､●●●●■■⑪ご■し_P中｡■｡●Ｃ￣●●屯_ｺﾞニニー----白一---｡■▲●●□■■●●■⑪｡■￣■●白｡￣￣｡｡●●●●●◆●￣の●｡￣｡￣■｡'■･■●■￣■I■I■ｐｌ■＝■●●■｡●｡●ゥ｡●Ｃ●￣●●●￣●｡●▲●■￣･■I■●■■●￣￣●

(総)現代社会状況論１，（総)現代社会状況論Ⅱ，法学，政治学，日本国憲

法，経済学，社会学，地理学，教育学

(総)環境科学Ａ，（総)環境科学Ｂ，（総)自然科学輪講，数学，数学Ｉ，数

学Ⅱ，代数学概論，微分積分学，微積分演習，線形代数演習Ｉ，線形代数

演習Ⅱ，物理学，物理学Ａ，物理実験，物理学演習，化学，化学Ｉ，化学

Ⅱ ， 化学実験，化学演習，生物学，基礎生物学，生物実験，地学，地学Ｉ

地学Ⅱ，古生物学，科学論，天文学Ｉ，天文学Ⅱ，農学Ｉ，農学Ⅱ

外国語科目

英語１

２ ，

英語２，英会話Ｉ，英会話Ⅱ，英語(自由講義)，独語１，独語

独文法Ｉ，独文法Ⅱ，独会話Ｉ，独会話Ⅱ，独語(自由講義)，仏語１

仏語２，仏文法Ｉ，仏文法Ⅱ

保健体育科目 保健体育理論，体育実技

基育
礎科
教目

医学部

工学部

基礎数学，基礎物理学，基礎化学，基礎生物学

数学，数学演習，物理学，物理学演習，物理学実験，化学，化学演習，化

学実験



群馬大学教養部教授会の諮問を受けて，昭和59年11月21日に「将来構想検討委員会」が発足し

た。本委員会は，次の二つの点を検討した。

第一に，大学が大衆化した今日，自主的に勉強する経験が少ない学生に対して，勉学意欲を引

き出し自立的な思考力を養うためには，どのような教育方法が必要かといった一般教育の課題と

改善の方向を探ること。

第二に，群馬大学教養部の現状分析を試み，それを踏まえて教養部の特徴ある将来構想を積極

的に探ることである。

昭和59年12月５日に第１回目の委員会を開き，２年半の間に21回の委員会を開いた。昭和61年

６月18日の教授会に最終答申案を提出し，同年７月11日第21回目の委員会で答申をまとめ，７月

16日の教授会で了承された。

この間に在校生・卒業生1,037名に，教養課程についてのアンケート調査を行った（『報告書』

資料２，ｐ､31～69参照)。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事項

「将来構想検討委員会」に全教官が参加することに注意を払った。委員会の下に６分科会を設

置し，全教官が参加することにした。分科会は次の通りである。

第１分科会一「アンケートの実施と問題提起」

第２分科会一「一般教育の現状分析と改善」

第３分科会一「少人数教育の意義と拡充」

第４分科会一「研究条件の保障」

第５分科会一「学部構想案の分析と展望」

第６分科会一「臨教審，放送大学への対応」

Ⅱ－３．既に実施している改善の陵み

「入門的な総合科目の設置」を提言し，昭和62年10月21日の教授会で「総合科目について」の

提案がなされ，「総合科目委員会」が設置された。昭和63年度より，専任教官を１人配置して総

合科目の講義が開設された。昭和63年度の総合科目については，平成元年12月に報告が提出され

ている。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

単なる概論的な講義よりも，各教官の専門分野との関連において，より具体的なテーマを

講義内容に選んでいる場合も多い。さらに，地域性，環境公害問題，個別分野における方法

論なども一般教養教育で扱っている。

ロ．外国語科目について

外国語科目との関連で，その言葉を母国語とする国の文化一般についても触れるようにし
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ている。さらに外国人教師を積極的に採用する方向を考えている（現在はドイツ語に1名採

用)。

ハ．保健体育科目について

個別，具体的なスポーツを比較的少人数のグループに分けて実施している。

従来の枠にとらわれず，軽スポーツ（ジョギング等）なども積極的に取り入れている｡

二．総合コースについて

地球規模の環境問題をテーマにした環境科学Ａ(1)を開設し，従来の個別自然科学にとらわ

れない広い意味での自然学を目指している。また，自然系の総合科目として，科学史的な要

素を取り入れた輪講（自然科学輪講）を開設している。人文・社会系の総合科目としては，

中国語，ロシア語の語学の講義を発展させた「中国の言葉と文化」「ロシアの言葉と文化」

を開設している｡

ホ．セミナーについて

本学では早くから自由講義という名称で少人数のセミナー形式の講義を開設している。こ

れは，各教官が自分の専門分野の中から，テーマを自由に選択し，大学初年度の学生の知的

要求にも十分応えられるように内容を吟味した上で，実施しているものである｡少人数教育

への学生のニーズに十分に応えるよう，開設数も30コマとなっている。

へ．基礎教育科目について

基礎教育科目は単に専門教育の基礎というだけではなく，広く自然科学一般基礎となるよ

うな内容を課している。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．体験的学習の充実を図る

学生の多くは，中学．高校時代に受験勉強中心で過ごし，自然界や社会から隔離された生

活をしてきた。従って，その中で得られた知識は，自然界や社会に起こっている事象と一致

しない場合が多い。これを克服するために，演習・実験等を多く取り入れる。

ロ．セミナーを盛んにする

受け身の学習態度から，自主的・能動的学習へ変換させるために,セミナーを盛んにす

る。当部では，すでに，「自由講義」という形でセミナーを行っているが，これをさらに充

実させていかなければならない。

，､、総合科目の充実

物事をいろいろな側面から総合的にとらえる能力を持つことが大切である。

二．一般教育と専門教育の相互乗り入れを図る

現在，本学では，大学をあげて新学部構想を検討しているが，この新学部は，従来教養部

が行ってきた一般教育を継承する。その際，新学部で開講する専門教育科目の一部につい

て，他学部学生の聴講や一般教育科目への単位振替を可能にするなどによって，一般教育の
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改善・向上遊図、，また，既設の学部所属の専門科目担当教員も一般教育に協力する。この

際，既設学部の専門教育科目の一部を他学部学生に一定条件下に開放し，それを一般教育科

目の単位として振替えることにつき，検討を進める予定である。
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20．埼玉大学

1．大学の栂成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

定員数｜葦製騎

邪１１１８

郡１１０８

攻護；：

(2)教養課程教育の開設授業科目

倫理学史文献講読，異常心理学，藤原定家百首和歌を読む，アメリカの短

編小説，アメリカ小説と映画，サマーセツト・モーム研究

哲学，倫理学，宗教学，心理学，日本史，東洋史，西洋史，国文学，国語

学，言語学，漢文学，英米文学，ドイツ文学，フランス文学，中国文学，

ロシア文学，音楽学，美術学，美術史，（総）日本及び日本人

i少人数講義

般
教
育
科
目

人文分野

0･■=－÷-----------------=_－－=〒--＝----●■トー勺｡!■･■■!■■!■=■,■⑪●■●●●･■-●●●●●●●-●-●-●●の●●●■■c●■--･▲!■-■●の｡●･■●の⑤●■!■-■■｡!■-■■｡!■-1■■■■■!■■!■■!■-■■!■･●‐■｡!■･●■一･■■■■の■■-･■･■■■■■■･■-●●●●の●●●

i社会分野|法学,政治学,経済学,社会学,地理学,社会思想史
０▲の●▲ｃｃＣ－Ｃｏ●●｡●⑤年■▲－－の■●｡●●－▲－｡▲ＣＣＣＣ－Ｃ－ＣＣＣ●●ＣＣＣ●●－－■●●⑤｡■■■■■－●一百■－■■■●■■■｡●■■●●●■●ご●■ら●●－－●￣■－￣句○○℃ｐ■ご－｡●－■●－●■｡●｡●－●●●●●●●･●￣ＣＣＣ●￣◆←ＣＣＣＣＯＣＣ－ＣＣ●●●●ＯＣＣ●●●●ＣＣＣＣＣＣＣＣＣ●◆｡ご●Ｃ●●●●◆●●ＣＣＣ

数学，物理学，化学，動物学，植物学，地学，天文学，気象学，科学史，

(総)海の科学，（総)埼玉の自然環境，（総)情報科学，（総)自然と人間の共

存

自然分野

－－－T鶴iii莞－－－－－－－………－－－－－－…
…霜７【;~EF天嚢i雨~雨E蓼myこ~E『王襄雨而

外国洲鳳|薫l:繍魍霜L独籍､崎L仏祷皿中鬮露ﾙ欄Ⅱ
保健体育科目｜実技Ｉ，実技Ⅱ，理論Ｉ，理論Ⅱ

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

４年間にわたって聴講する「たて割り制」となっている。

ロ．外国語科目について

ｇｏ



１科目必修制となっている。

二．総合＝－スについて

「系列総合」としている。

ホ．セミナーについて

「少人数講義」としてセミナーの試みを早くから開始した。

Ⅳ－２．改善の方向

「たて害ＩＤ」の実質化，「フレッシュマン・セミナー」の導入，総合科目の拡大を軸として，

カリキュラム改革の計画を検討中である。

,Ｉ



21．千葉大学

1．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

縮定員数|入学定員数|襲蟇 傭 考

文学部

教青学部

法経学部

理学部

医学部

薬学部

着護学部

工学部

園芸学部

教菱部

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

５
９
７
６
６
３
６
６
８
１

５
１
７
６
８
５
５
２
８
２

２
１

２
１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

０
０
０
５
０
０
５
５
０

８
８
４
８
０
８
８
９
３

１
５
４
１
１

７
２

６
０
４
２
８

１
１
３

附属病院教官定員144名（外数）

3８

９

計 1,147（）’2,675 117

(2)教養課程教育の開設授業科目

に分野｜哲学，倫理学。心理学．厨

政治学，経済学，社会学，術

自然分野|麓豊薫與獲字固鱗字駒鑿鑿
§合科目Ｂ）地域科学．自然由．情劃畳ボ

喰まりと成長，情報と計算機，世紀転換期、

、

h」

、 、

け研啄P･鰯 決爆の冠i=金

冊醇一fII･界､ 魔性像。風士と苗

ＥＩ・どき･田

調日．軍南アジア地j成研牢一氷しflhld

見代資本主義をみる眼．ほか84科Ｅ

謡，〕E諸共通，英藷

妃

｜英語，英語共通，英語ＬＬ，ドイツ語１，ドイツ語１共通，ドイツ語１Ｌ

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

セミナー

哲学，倫理学，心理学，歴史学，文学，美術，音楽

法学Ｉ，法学Ⅱ，政治学，経済学，社会学，統計学，地理学
'■■｡￣■￣■｡￣●●の●｡●￣●￣｡●｡－■●■D●●■－■'■'■■■■■■■￣￣￣⑤●◆●｡Ｃ◆￣ロＣ￣⑤U■■･■■－－'■■■⑰￣￣U■■￣●の｡●●●｡●●ロ■し●亡U■U■●■'■－U■－－■■■■■■■●｡●●●＋●●｡￣●●■－■u■●1■U■■-~~~--二-｣ざ＿ﾆﾆｰｰｰｰｰ=

数学，数学Ａ，数学Ｂ，物理学，物理学実験，化学，化学実験，生物学，
生物学実験，地学Ｉ，地学Ⅱ，地学実験

(総合科目Ｂ）地域科学，自然史，情報科学

(総合科目Ａ）第３惑星の科学，地球環境の変容，エントロピー，現象の

始まりと成長，情報と計算機，世紀転換期のドイツ文化，東北日本と西南

日本，システムとしての生体を考える，女性を考える，形一右と左，１９２０

年代のベルリンと東京，ホンモノとニセモノ，ルネッサンスの人々，現代

都市政策，人間について，アメリカ研究，戦争と人間，映像の社会学，フ

ランス研究，世界文学における女性像，風土と文化，東洋的無，感覚一微
生物から人間まで，琉球方言と周辺のことば，性，ベルリンー昨日・今日

・明日，東南アジア地域研究，水と地域，ロボットと人間，ロシアと東欧

を考える，原子核と放射線

(セミナー）現代資本主義をみる眼，ほか84科目



Ｌ，ドイツ語２，ドイツ語２共通，ドイツ語２ＬＬ，フランス語１，フラ

ンス語会話１，フランス語２，フランス語２共通，フランス語会話２，ロ

シア語１，ロシア語２，ロシア語会話

体育理論，保健教育，体育実技

外国語科目

保健体育科目

日本語・日本事情｜日本語１，日本語２，日本事情１，日本事情２

篝纏稟ｉｌｉｌ目|基礎物理学,基礎生物学,放射線物理学,放柵生孵，人騨

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『千葉大学教養部総合科目のこころみ』（昭和56年）

②『千葉大学教養部総合科目のあゆみ』（昭和61年）

③『教養学部（仮称）設立構想の概要』（昭和61年４月）

Ⅲ、教菱課程教育の個々の改善についての試玖

「千葉地区大学一般教育研究会記録集（第３回，第５回)」参照。その他，「千葉大学教養部教

員による大学教育関係文献目録」（平成２年３月現在）添付。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

二．総合コースについて

毎年30題目前後の総合科目を開講している（｢総合科目一覧」を参照)。

ホ．セミナーについて

「千葉大学におけるセミナーの開講状況と問題点」（｢一般教育学会誌」（第５巻第２号（通

巻第８号)，昭和58年12月）参照。

Ⅳ－２．改善の方向

ロ．総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

，､、セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る……必修化の可否を検討中。

へ．例えばコア科目など，従来の実施方法に囚われない方法の開発を考える･･･…総合科目(ﾛ)を

中心とした総合主題科目群を構想中。

ト．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる。

’３



22．東京大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

～|教官定員数|入学定員数|灘裏 傭 考

法学部

医学部

工学部

文学部

理学部

農学部

経済学部

教育学部

薬学部

教養学部

く
く
く
く
く
く
く
く
く

７
８
９
１
３
４
５
２
４

４
１
４
６
７
７
９
４
６

１
２
６
１
３
２

Ｊ
Ｊ
，
‘
Ｊ
，
Ｊ
Ｊ
』

５
３
３
０
５
０
５
５
０
０

筋
Ⅲ
伽
調
泌
釦
羽
８
７
４
１

９

１

１
５
１
２

１

後
期
専
門
課
程

４

※
３８５（）

※

教養課程担当教官と専門課程担当教
官を明確に区別していない。前期(教養)課程 2１

計 2,408（）’3,416 4４

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学概説，哲学史，論理学，倫理学，哲学（一般)，心理学，教育学，日

本史，東洋史，西洋史，歴史学（一般)，人文地理学，人類学，国文学，

国語，漢文，外国文学，文学（一般)，人文科学（一般）

人文分野

!…濃寄罫T蕊…薮祷;…渥騨丁蔬譜了荘蕊了濃恵蹴薗震關繍一…
：

:-...-...-･･･--..---.-...一一千･･･････－-----口----□.□--｡.ﾛｰｰ.ﾛｰｰ....･･･．...．...－．－－つ-.-.--つ---｡.-.-.---.--...--ﾛｰ□--...--｡.---..---.--.---.--.-.-.--..--...--------.つ.__．

股
教
育
科
目

数学，物理学，物理学実験，化学，化学実験，地学，地学実習，生物学，

生物学実験，情報・図学，情報・図学実習，情報処理，科学史，解析学Ｉ

解析学Ⅱ，物理学Ⅱ，現代物理学，化学Ⅱ，生物科学，エ学，自然科学
（一般）

自然分野

１－ぞぢi1rT鶴苣ごヌァニjI鑑溺…撰手二形祷る歩畷鑑－－－…０

英語，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語，

語，ギリシャ語，ラテン語，朝鮮語，アラビア語，

ディー語，トルコ語

スペイン語，イタリア

インドネシア語，ピン外国語科目

保健体育科目｜体育講義，体育実技

憲法第１部，民法第１部，刑法第１部，政治過程論法学史，経済史，経

９４



済理論Ａ（１），経済理論Ｂ（１），中国哲学史，宗教学概説，美学芸術学特

殊講義，中国文学史概説，印度文学史概説，印度語学概論第１部(1)，西

洋近代文学概論，イタリア語学イタリア文学特殊講義，教育原理Ｉ，教育

心理

２年次で履修で

きる専門科目

Ⅱ、教養課程教育の改善に関する調査報告書

現在，検討中。

Ⅲ、教養課程教育の個々の改善についての試み

外国語科で，以下の「外国語教育の改善」を実施を前提に検討中。

外国鱈教育の改善

1．第一外国語（英語）

ａ．異なる方式による２つのコースを設ける。

英語Ｉ＝統一カリキュラムに基づき，放送機器を用いる多人数クラス

英語Ⅱ＝多様な授業内容を準備し，学生のクラス選択を認める小人数クラス

（英語Ⅱの中に文科系２年生の選択できる英語Ⅲを置き，専門課程進学に備えての専門基

礎教育としての内容を盛り込むことも考えられる｡）

ｂ・英語Ⅱには隣接教室や他科の教官の教育への参加もありうる。また外国語教官が人文科学

・社会科学の科目を担当することもありうる。

2．第二外国語・第三外国語

ａ．第一外国語・第二外国語・第三外国語の隔壁を薄くする。例えば，第三外国語の単位の一

部を第二外国語の単位として認める。

ｂ，第二外国語重点クラスを設ける。

ｃ、アラビア語と朝鮮語を第二外国語に加える。

。．理科の第二外国語にも，中国語・スペイン語のクラスを設ける。

ｅ、専門教育の基礎教育としての意味を明確にした授業も行う。

ｆ、第三外国語のメニューを豊富にし，内容を拡充する。

ｇ、言語文化センターの研究センターへの改組により，教養学部における外国語の研究と教育

の拡充・活性化を図る゜

英語教育の改善について

1．英語教育の到達目標

１）英語を専門研究や学術交流の場などで実際に運用していくための基礎能力・応用能力の全

体的向上を図る゜

入学してくる学生の多くは，英語の聴解力，英語による表現力が乏しいばかりでなく，

９５



読解力も必ずしも十分とはいえず，また語彙も相当限られている。語蕊の増大など英語に

関する基本的知識の拡大を図りつつ，さまざまな場での英語の実践的使用を可能にする基

本的能力を身につけさせる。

２）国際的に開かれた教養の深化をめざす外国語教育の一環として，英語を通じて他文化理解

能力の掴養を図る゜

英語を母語とする国々，地域の文化のみならず，国際語としての様相をますます強めつ

つある英語を通じて接することのできる世界の諸地域の文化への，開かれた眼を育ててい

く。

2．英語の授業形態

１）限られた授業時間数，限られた教官数という条件のもとで，上記の目標を追求していくた

めに，異なる方式による２つのコース（①統一カリキュラムに基づき放送機器を用いる多人

数クラス，以下英語Ｉと呼ぶ，②多様な授業内容を準備し学生のクラス選択を認める小人数

クラス，以下英語Ⅱと呼ぶ）を設定し，その２コースがあいまって学生の能力向上に資する

ようにする。さらに文科系の２年生は英語、（第二外国語との選択コース）をも受講しう

る。

２）英語Ｉについては，東京大学入学者の英語力の現状を考慮して，東京大学教養学部独自の

統一教材を作成していく。それに基づいて，学生が高等学校までで学んできている基礎的知

識の補強を図!)つつ，大学生らしい英語力を身につけさせるための，英語の諸側面に関する

より高度の知識の伝達を行うと共に，聴解力の強化に特に力点を置いた運用能力の訓練を行

う。また，英語の社会的・歴史的・文化的側面に関してもさまざまな形で教授していく。

３）英語Ｉは，放送機器（テレヴィジョン）を利用して，いっせいに行う。英語Ⅱで小人数ク

ラスを数多く設置するため，現在の教官数では，英語Ｉに当たって各教室に教官を配備する

ことは不可能であり，英語Ｉの授業本体は全体として放送授業の形をとる。但し，その形態

は放送大学方式とは異なり，スタジオからの生放送となる。また，学生に質問の機会などを

与えるための特別の時間設定などの配慮も払われる。このような英語Ｉの授業のスムーズな

運営のためには，パートタイムのアシスタントの導入が強く望まれる。

４）英語Ⅱは，３０人前後の規模（ライティング・クラスの場合にはさらに小数）の小人数クラ

スで行われ，多様なメニュー（講読，ドリルーラポを活用した授業，ライティング，英語に

よるセミナーなど）の中から,学生の希望をできる限り生かす形で,学生に選択させる。英語

Ｉが全体的な基礎能力の育成をめざしていく一方で，英語Ⅱは学生が自分の特に伸ばしたい

と思う能力や特に自分に欠けていると考える能力を重点的に鍛えていくことを目的とする。

５）英語Ⅱはまた，大学院，教養学科，一般教育の三層から成る構造を持つ教養学部におい

て，幅広い領域の専門研究に従事する教官が，自らの資質を生かしつつ高度の語学授業を行

いうる場ともなる。学生は多様な授業編成の中から，それぞれの能力と関心に応じてクラス

,‘



を選択することにより，小規模クラスでのみ可能な，より高度の訓練を受けることが可能に

なる。

６）英語Ⅱにおいて，あるいは文科系２年生がとることのできる英語Ⅲにおいては，専門課程

進学に備えての専門基礎教育としての内容を盛り込むこともできる。英語Ⅲにおいては特に

その面が重視される。

3．英語教育改革の従来の経過と今後のプロセス

１）教養学部英語教室は，２年生を対象とする小人数クラスの導入や，入学試験におけるヒア

リング・テストの実施など，従来も英語教育の充実のために改革の試みを行ってきた。今回

の改革は，そのような従来の経験を踏まえた上で，現代社会の中で英語教育に寄せられてい

るさまざまな要望にできる限りこたえていくことをめざして，取り組まれる。

２）この改革は一挙に実現できるものではなく，いろいろな作業（例えば，学生の語彙力を判

断するための語蕊テストなど）を積み重ねていく必要がある。特に英語Ｉに関しては，放送

の仕方，成績評価の方法，統一教材の内容などについて，不断の改良を重ねていかなければ

ならない。英語教室の総力をあげての努力によって，改革を進めていく所存である。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

本学部における教養課程教育の最大の特色は，本学部が創設以来，一般教育等に全的責任を有

する国立大学唯一の学部として，早くから学科目の講座制への転換を図り，講座に所属する専門

の教官によって一般教育等をも担当せしむることにより，教養課程の教育の充実に寄与している

ことである。

また，本学部では一般教育の充実をはかるため，学科目に所属する教官と講座に所属する専門

の教官を，すべて人文科学科，社会科学科，自然科学科，外国語科及び体育科に所属させる５科

体制をとり，それぞれ責任を持って教育に当たっていることである。

個Ａｒの特色については，以下のとおりである。

イ．一般教育科目について

（人文科学科）

本学部においては一般教育を担当する教官が，ほとんどみな専門教育あるいは大学院教育の担

当者であり，従って概論的な講義よりも個別具体的な問題を深く掘りさげてゆく講義が主流をな

している。このような講義の利点は，これまでの高校教育とは質的に異なる学習を経験させ，専

門教育を受ける際の方法的・精神的な準備を行えることにある。

（社会科学科）

(1)本学一般教育科目の社会科学では，法学，政治学，経済学，統計学，社会学，社会思想史，

国際関係論の７科目を開講している。開講する時間帯は，全体の時間割りの制約の限度内で，
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学生ができるだけ多くの選択肢の中から選ぺるよう配慮している。

(2)社会科学の授業は，全ていわゆる大教室授業となっており，教師と学生との関係が疎遠にな

りがちであるが，各教官は一般教育ゼミナールを開いて，一方通行的講義の欠陥を補う努力を
払っている。

(3)ＯＨＰ，スライドの利用を一部科目で推進している。

（自然科学科）

本学は横割りのシステムを採用しているため，すべての学生が，可能的にはいずれの専門にも

進むことができることになっている。そのため理科生においては，どの専門に進んでも支障を来

さないため，設置基準を大幅に上回る必修科目を課している。内容的には実験を重視し，多人数

教育に対応するため最新の機器による視聴覚教育を実施している。

また，大学院・専門教育に従事する教官が一般教育を担当しているため，いずれの分野でも最

先端の研究成果を盛り込むことができる。最近の改善では，図学教育に加えて情報処理の基礎教
育を文・理科生ともに実施している。

ロ．外国語科目について

（外国語科）

１．大学設置基準に定められている１単位についての履修時間を，大幅に上回る履修時間のカ
リキュラムを定め，特に重点を置いて教育している。

２．二か国語を全学生に必修させるとともに，さらに数多くの第三語学（13か国語）を開講し
て，学生の多様な要求に応えている。

３．言語文化センターにおける視聴覚教育用施設を中心にreading，hearing，speaking等に
バランスのとれた語学教育を施している。

４．第一語学（英語）においては小人数クラスを設け，writing,hearing等のドリルを行って
いる。

５．外国語を実際に運用するための教育に重点をおくと共に，当該外国語を使用する社会・文
化についての理解を掴菱することに意を用いている。

′､、保健体育科目について

(保健体育科）

（１）体育実技

（ｲ）前期課程において，４学期間週一回（２時間）ずつ必修科目として課している。

（ロリ受講者の健康状態，体力のレベル別にグループ分けして指導を行っている。

。病弱者に対しては，医師免許状をもった教官が，受講者の病状（例えば内科的疾患，運

動器障害等）によってさらに区分した小グループ（10人以内）を担当し，個別的な指導
を行っている。

。また，健常者で体力低位者に対しては，とくに第１学年において，体力向上を主たる目
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的とした授業内容で指導を行っている。

（')後期課程（第３．４学年）の学生に対しても，一部選択科目として履修しうるように授

業時間を設けている。

（２）保健体育講義

一箇学期２時間（２単位）を必修として課しているが，それぞれのクラスについて保健論

（スポーツ医学等)，体力論（運動生理学，パイオメカニクス等)，体育論（体育原理，スポ

ーツ史，スポーツ心理学等）の３分野をそれぞれの専門領域担当の教官が分担して講じてい

る。

=．総合コースについて

大きなテーマを取り上げて，諸分野の学内・学外の専門家が総合的に講義等を行う「総合コ

ース」を開設している。

テーマの例：「世界の中の日本」「言語一一伝達と思考」「バイオテクノロジーと現代文

明」等

なお，「全学一般教育ゼミナール」及び「総合＝_ス」とも今後内容を一層充実し，開講数

も増やしていくことを検討している。

ホ．全学一般教育ゼミナールについて

第一学期から専門的研究の一端に触れるとともに全学的に教官に接する機会をつくるため，

各学部･各研究所の教官が行う「全学一般教育ゼミナール」を毎学期約150前後開講している。

Ⅳ－２．改善の方向

（人文科学科）

前項の特色をさらに発展させるために小人数のゼミナールを量的にも質的にもより一層充実さ

せ，学生一人ひとりが課題を持って学習に努める体制を作りたい。

（社会科学科）

（１）統計学を通年４単位から，基礎統計２単位，応用統計２単位に分け，後者で複数の選択肢

を用意する。

（２）大教室での一方的講義では教育効果が特に問題視されている統計学で，パソコンを利用す

る情報処理の授業を導入して授業の緊密化を図る゜ないし，統計学から情報処理を分化させ

る。ただしここでいう情報処理とは情報処理言語とハードウェアの理解を意味せず，重点は

専門教育における多様なニーズに応えるための広範な領域をさす。

（３）少人数授業をいくつかの科目で開講する。

（４）ＡＶ機器の利用，特にヴィデオ教材の利用を進める。

（自然科学科）

カリキュラムの全面的な再検討

１．名科目のカリキュラムを調整し，科目間の連絡を緊密にする。

９９



２．境界領域を扱う科目をカリキュラムの中に位置づける。

３．専門教育を担当する諸部局との連絡を密にし，専門教育の基礎となるカリキュラムの整備

を図る゜

４．時代の要請・学問の進歩に応え，一般教育の中に新しい視点に立った科目を導入する。

（外国語科）

mの「外国語の改善」を参照。

（保健体育科）

（１）現行のグループ別の指導方法を更に繊密化する。

例えば健常者の中でも体力が高く，比較的恒常的な運動習慣を有する受講者（例えば運動

クラブに所属する学生）のグループを設け，これに対して適切な実技及び理論の指導を行

う。

（２）第３．４学年に対する選択制実技授業の拡充

（３）体育施設の充実と相まって，新たに，従来不可能であった実技指導を実施する。

例えば，室内プールを設け，健常者のみならず運動器障害者に対しても，年間を通した水

泳の授業を行う。周知のように水泳は年齢，性別等を問わず，健康を目的として行う生涯ス

ポーツとしては最も適切である。

Ｖ・自由意見

（人文科学科）

一般教育の軽視，とりわけ理科生に対する人文科学・社会科学教育を軽視する風潮は警戒すべ

きであり，科学技術の発展が社会全体に巨大な影響を与えている現状においては，かえって重視

しなければならないと考える。

（社会科学科）

社会科学諸科目の講義は，法学部あるいは経済学部での大教室講義の様式でよしとする見方

（ないし暗黙の前提）があるように思える。しかし一般教育では，学生の関心の引き出しや学生

との討論をつうじての「知識の提供よりも考え方の訓練」こそが重要である。内容の濃い社会科

学の授業を実現するためには，外国語や自然科学に準ずる少人数授業体制の確立が必要である。

（自然科学科）

最近の科学の急速な進歩に伴い，新しい実験種目を採用する必要にせまられている。このため

の予算や人員（助手，技術職員）の早急な手当てが望まれる。

（外国語科）

従来から本学においては外国語教育の重要性が強調されてきたが，国際化の時代に備え，少な

くとも基幹的大学においては人員，設備，予算等を含め外国語教育を一層充実していくことが必

要である。特に前記掲載の第一外国語改善案を実現するためには，必要な予算措置を譜ずること

が望まれる。
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また，従来の西欧語中心を改め，アジア・アフリカの諸言語を開講することも重要である。

（保健体育科）

〔国立大学の体育施設の改善について〕

現在の国立大学の体育施設は量的にもさることながら，質的に極めて低位である。これは文部

省の国立大学体育施設設置に関する基準（特に教養課程について）の古さに起因すると思われ，

その速やかな改善が望まれる。

周知のように２１世紀は健康・老化等の問題が深刻化すると予測されており，運動習慣の育成は

これらの問題の軽減化の有力な手段と考えられている。２１世紀の社会の指導者となるべき国立大

学の学生には，この点に関する良識，良習慣を青くむ運動環境が与えられるべきである。

２．３の例をあげると，

①体育館には中央暖房設備を施さないことになっているが，これは病弱者を含む一般体育用

の施設としては不適切であり，また健常者を対象とした場合でも，冬季の授業効率，障害防

止等の点から，通常の教室なみの中央暖房設備を施すことが必要である。

②水泳が生涯スポーツとして最も適切であることは前述の通りであるが，青年時にこれを習

慣化するためには室内プールが不可欠である。しかるに国立大学教養課程の体育施設基準の

中には室内プールは含まれていない。これは甚だ時代おくれである。

③室内体育施設面積基準の引き上げが必要である。

（ｲ）室内施設を使用する授業は，屋外施設のそれに比して天候に左右されず，授業計画の遂

行が容易である。

（可単位面積当りの受講学生数は室内種目においては屋外種目のそれに比して５～10倍であ

る。

しり日本の地価を考えると屋外運動場の拡充は非常に困難であり，且つ室内施設は多層化が

可能である。

以上の諸条件を考えると，今後，国立大学の体育施設（正課体育用）はトレーニング場，体育

館，プール等の室内体育施設を重視すべきであるが，現在の面積基準は非常に低い。

また屋外施設については，グラウンド面の全天候用化，夜間照明設備の設置等質の向上をはか

り，効用効率の向上と地域における生涯スポーツへの貢献を考慮すぺきである。
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23．東京医科歯科大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

601;8鰯’３(医学科)|附属病院教…,06名(外鐵
3０（棟

ｎ

Ｍ

攻養舌

(2)教養課程教育の開設授業科目

『用＋國子｜家斤澤セーイ会平日弩し＿‘ハ悪 Ⅱ

霊!…|薫慈蚤撹上鷺:襲教Ｉ

雫監樂＿と上蛎駐学「･霊､｢学雫習．物理邑撞Ｔ･物舜

iZ~化人類学．Ｓ不ｔ会規燕軋硬

呆健体育科目｜保健体育講義，保健体育実猫

=1本語・上１本事晴ｌ日本語･日本蘂偏

１.牛物

Ⅲ．教護課程教育の個々の改善についての試み

検討中。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

外国語クラスの少人数化により実践的語学力養成のための授業形態の改善をはかる。

ホ．セミナーについて
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通常の授業科目以外にセミナー形式を多く開講。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

基礎教育科目の一部として医学概説，歯学概説を開講する。

卜．その他（論述作文など）について、

教養課程修了に必要な単位数を削減Ｇ５単位→68単位）し，修得単位の形骸化から実質を伴

う単位認定を行う。

－２．改善の方向

現在，教護部将来計画委員会において，一般教育の方向づけを検討中であるが具体的な方向は

Ⅳ－２．改善の方【

現在，教護部イ

まだ出ていない。
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24．東京外国語大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

(2)教養課程教育の開設授業科目

虻分野RZT学．倫理竺逹。薮

熱社会分野|社会科学概論社会学,法学,日本国憲法,政治学,経済学,経営
ヨ然分野ｌ自然科自韓概論．数学．情報科学．物碑宮差．人類邑強．Jr1b瓦

譜初級

徴･ロシア語初級，Ｐ

呆健体育科目｜保健体育講義，体育実温

ヨ本釆ｔ会演屯駿u父宿字，人頬冒

の政治と外Zr｢･国際法概論、Ｅ

わ．中国墓犢概説．Ｉ罰jl鮮基\囑梱

野概説．日本事i晉網

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

英語，フランス語，ドイツ語，スペイン語，ロシヤ語，中国語の６ケ国語を開設している。

二．総合コースについて

実施していない。

ホ．セミナーについて

実施していない。
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へ基礎専門，基礎教育科目について

後期（３，４年次）で履修する専門科目の基礎として前期学生のために開設している。
Ⅳ－２．今後の改善計画

総合科目を充実させる。

外国語科目の開設数を増やす。

教養課程教育と専門教育とを融合させる方策を検討中。
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25．東京学芸大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鮒|製： 考傭

Ｃｌ欝欝欝艀r癖穰…

丑ｸﾉﾄｰﾄＺｒ調

３６ｒ４ｆｌ

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｹﾞﾊｷｶﾞﾘ割

pと９

堂；社会分野|且檸憲篭挫 崖Ⅱ，社会学，ｉ逢済学，地理学，暦

没生物学，一般地学。自然が数学Ａ，数学Ｂ，一般物埋字，一般

ＩＩＬ

股英語Ⅱ，一般夛呼語、，一般蕊

投英冒晋Ｄ･一般ドイツ諾没英語Ａ･一般英語Ｂ，一般要

9m･一般Ｔ･一般

型語科・Ｅ

没中国語Ⅱ。一般中国語Ⅲ，一般中国霊 豊中国Ｖ，一紐ﾋヰ

型語Ｖ１，－NH［Ｐ

呆健体育科目｜保健体育理論１．保健体育理論Ⅱ，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ，体育実技Ⅲ

ヨ本語演習Ａ，日本語演習田ヨ本冒苔Ⅱ、日本語Ⅲ、日刀

ヨ本語演習Ｃ，日本語文法，日本古典講読，日本語入PＥ

ヨ本璽l胃・日本文化ＩヨＺＥ

對する科目１日主 ヨ本ＴＴ化、、日本蘂f青・日本笈

翼ｊ漬教育．野外教育法。性教育の理論と実際

現代社会論Ⅱ，現代社会論Ⅲ，国際教育，情報技術と教渭

１０６

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

文学Ｉ，文学Ⅱ，言語，歴史Ｉ，歴史Ⅱ，音楽学，造形芸術学，演劇学，

哲学Ｉ，哲学Ⅱ

日本国憲法，私法Ｉ，私法Ⅱ，社会学，経済学，地理学，産業と企業，教

育学Ｉ，教育学Ⅱ，図書館情報学
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数学Ａ，数学Ｂ，一般物理学，一般化学，一般生物学，一般地学，自然科

学Ｉ ， 自然科学Ⅱ，自然科学Ⅲ，自然科学Ⅳ

外国語科目

一般英語Ｉ，一般英語Ⅱ，一般英語Ⅲ，一般英語Ⅳ，一般英語Ｖ，一般英

語Ⅵ，一般英語Ａ，一般英語Ｂ，一般英語Ｃ，一般英語Ｄ，一般ドイツ語

Ｉ，一般ドイツ語Ⅱ，一般ドイツ語Ⅲ，一般ドイツ語Ⅳ，一般ドイツ語Ｖ

一般ドイツ語Ⅵ，一般フランス語Ｉ，一般フランス語Ⅱ，一般フランス語

Ⅲ，一般フランス語Ⅳ，一般フランス語Ｖ，一般フランス語Ⅵ，一般中国

語Ｉ 一般中国語Ⅱ，一般中国語Ⅲ，一般中国語Ⅳ，一般中国Ｖ，一般中

国語Ⅵ，一般ロシア語Ｖ，一般ロシア語ＶＬ一般朝鮮語Ｖ，一般朝鮮語Ⅵ

保健体育科目 保健体育理論Ｉ，保健体育理論Ⅱ，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ，体育実技、

日本語科目

日本事情に

関する科目

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本語演習Ａ，日本語演習Ｂ

日本語演習Ｃ，日本語文法，日本古典講読，日本語入門

日本事情・日本文化Ｉ，日本事情・日本文化Ⅱ

日本事情・日本文化Ⅲ，日本事情・日本文化Ⅳ

(教育系）

専門共通科目

環境教育，野外教育法，性教育の理論と実際，ストレスと健康，科学史。

技術史，情報科学基礎論，異文化と人間，障害児の発達と教育，現代社会

論Ｉ 現代社会論Ⅱ，現代社会論Ⅲ，国際教育，情報技術と教育，人間の

発達と教育，現代教育の諸問題
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Ⅳ・教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ・一般教育科目について

全学選択制を昭和54年から導入した。

全学教官が一般教育を担当する。

ロ．外国語科目について

第一外国語の言語に選択制を導した。

第二外国語の言語（ロシア語，中国語，朝鮮語）の数を増やした。

ハ．保健体育科目について

種目のシーズン性と学外施設利用の点から集中履修方式を導入した。

二．総合コースについて

２分野以上にまたがる主題の追究から，昭和55年から毎年１～４科目（下表参照）を開講し

ている。

総合科目の開設について

昭和55年度：「人間と音声」「障害児論」「一般環境科学」

昭和56年度：「音と生きものの生活」「障害児論」

昭和57年度：「野外教育」「環境教育」「人間と性」「障害児論」

昭和58年度：「野外教育」「環境教育」「人間と性」

昭和59年度：「野外教育」「人間と性」「環境教育」

昭和60年度：「環境教育」

昭和61年度：「環境教育」「野外教育」

昭和62年度：「環境教育」「野外教育」

昭和63年度～平成２年度：「環境教育」「野外教育」「性教育の理論と実際」

Ⅳ－２．改善の方向

教育職員免許法の改正に伴い，平成２年度より教育系のカリキュラムを全面改訂した。目下の

ところ，教養課程教育と専門教育との一層の融合について改善する方向で検討中である。
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26．東京農工大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

攻官定員数（2.6.8現モ

次Ⅱ寺門

(2)教養課程教育の開設授業科目

咄会思想史。教育学。政治学，国際関偶

虹！恒

Br学１．数学Ⅱ。物理学．一般物理学演漕

勿学実験，地学，地学実験，生物学特別筋

垂Ⅱ

Ｔ･仏語Ⅱ

躍析昌轌．物怪J牛命

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告醤

①『一般教育の改革に向って』（昭和58年３月）

②『人間自然科学部創設趣意書』（昭和63年３月）

Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について
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本学は理科技術系大学であることを踏まえて，人文科学において技術史（歴史学)，社会科

学において統計学と国際関係論（社会学）なども開講している。又，数学においては，工学部

学生について教養数学と基礎専門数学の一貫性を重視し，行っている。

ロ．外国語科目について

これまで一貫して少人数教育と口語（英語・ドイツ語）教育を行っている。又，本年度か

ら，視聴覚（ビデオを用いた作文教育）を取り入れた新たな教育方法の試行も行われる。

′､、保健体育科目について

保健体育理論の授業は教官単位の開講を行い，学生が選択するという形式を採用し，特色を

出している。又，体育実技も，サッカー，テニス，空手，ヨガ，剣道，ハンドボールなど種目

の充実をはかっている。

二．総合コースについて

前期・後期の各２単位の総合科目を開講している。これまでの総合科目はそれぞれを文科系

と理科系の内容のテーマとして分けていたが，本年度は文科・理科系の垣根を取り払い，統一

的なテーマとして「形とデザイン」を行うことになった。

ホ．セミナーについて

各分野において，個人的なセミナーは多く行われている。更に，生物学においては，「生物

学特別研究」を開講し，セミナーの単位化（２～６単位）を行っている。

へ基礎専門，基礎教育科目について

現在，社会学が２単位，統計学が４単位，数学が72単位分，物理学が８単位分，化学が16単

位分，生物学が２単位分の専門基礎教育を行っている。

Ⅳ－２．改善の方向

この数年来の学部改組（農学部・工学部）が進行し，又，一般教育部の人間自然科学部創設の

議論もあり，一般教育部における教育改善の議論がなされ始めている。更に，本年度から，専任

のフランス語教官が赴任し，ドイツ語との時間割の関係をどうするのかという問題から，時間割

変更の議論が始まった。ここでは魅力のある一般教育の新たな模索の議論が行われた。以下に，

教育改善のための議論の主要点をまとめる。

（ｲ）一般教育の特徴である総合性や学際性の教育の試み

（ﾛ）外国語の多様性の試み

しり各学問分野（各教科目）の授業時間を帯化することによる授業形態の多様性の試み

従って，来期以降の時間割編成において，以下の３つの考えを基にして作製することになっ

た。

③総合科目を４時限目以内に設定する。

⑧ドイツ語とフランス語を同一授業時間帯として組む。

ｐ授業時間帯をなるぺく帯時間帯型にする。
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このような試行により，総合科目の定着，外国語教育の多様化，更に，画一的でない教義教育

(例えば）帯時間化により，クラス別ではなく，教科内容の多様性と学生の選択権が拡大され

る）などが期待される。
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27．東京芸術大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

r1

LJ〕３（〔

3９【巴

192（15） 0477計

(2)教養課程教育の開設授業科目

（美術学部）

凝論．着｢楽．日本文学，＊西洋ブ

瓜ロコーＨ五

虻・ネt会ｌ日本雫術史概；

可：社会分野ｌ法学，＊経済学，社会学，〒Hｉ

亜)．牛物（牛熊学)．Ⅸ１'

ヨＩ自然・人ブ

澄合i識義ｌ人間とヌ

没ｌ英語初級，独語初級，仏語初級，伊語初級

中級，独語中級，仏語中級，伊語中級

会話『、蒸今誌Ⅱ、英会話Ⅲ，英語l乍文Ⅱ，独語会話Ｉ，独話1Fフ

奥指導。伊語会話Ｉ､伊詰1Ｆフ

呆健体育

苫睾:術研究．絵画技法史・絵画材料論，日本脇

影刻唾Ⅱ、日本金工史。金顧

塗装法事1iib･東洋陶磁史．陶磁原料学，染織

邪共通専門科目ｌ洩

＊音楽学部開設の授業科目

１１１

一
般
教
育
科
目

人文分野

人文・社会

社会分野

自然分野

自然・人文

総合講義

倫理学，哲学，＊宗教学，美学概論，音楽，日本文学，＊西洋文学Ｉ，文化

芸術論，デザイン概論Ｉ，建築概論，工芸論

考古学，＊思想史，日本・東洋思想史，文化人類学，文化史，美学史概説，

日本美術史概説，東洋美術史概説，西洋美術史概説，日本工芸史概説，西

洋工芸史概説，日本・東洋建築史概説，西洋建築史

法学 *経済学，社会学，＊歴史

化学 自然科学，心理学（芸術心理)，生物（生態学)，図学

色彩学Ｉ，色彩学Ⅱ，色彩形態学，美術解剖学（骨)，美術解剖学（筋）

人間と文化
外
国
語
科
目

一般

専門

言語・音声

トレーニン

グセンター

英語初級，独語初級，仏語初級，伊語初級

英語中級，独語中級，仏語中級，伊語中級，英語上級，独語上級，仏語上

級，オランダ語，ギリシャ語
■,●DＬ－ｏ－_==_=‐=-p●-－｡=-■し－－已一ニゥ●●｡●●□●●ＣＣＳ●■￣｡■｡｡￣｡●■'■'■■￣￣■●■￣■Pの●●●｡●￣￣Ｃ－ＣＣＣｃ￣中中￣●｡●￣▲｡‐￣￣■￣■￣￣■●■'■■■■'■■●■U■■■Pの■U●●￣●●ＰＣＣ￣￣ご‐￣￣●●￣

英会話Ｉ，英会話Ⅱ，英会話、，英語作文Ⅱ，独語会話Ｉ，独語作文Ⅱ，

独語基礎演習，仏語基礎演習，仏語原典指導，伊語会話Ｉ，伊語作文Ｉ，

伊語原典指導

保健体育科目 保健理論，体育講義，体育実技

基礎教育科目

古美術研究，絵画技法史・絵画材料論，日本彫刻史，西洋彫刻史Ｉ，西洋

彫刻史Ⅱ，日本金工史，金属材料および実験，建築史，化学塗装法，化学

塗装法実験，東洋陶磁史，陶磁原料学，染織工芸史，染色化学，舞台美

術，映像デザイン概論

現代芸術論



(音楽学部）

人文慨|聲崇鰯譲鰯鰄…蝋…鱸
社会分野卜社会学,*文化人類学,法学,歴史｡*文化史,経済学
眉脇罫ＴＩ躍鞠認増蕪臘菩蝋薔藝里蝋薬鱒－－－－

｜総合講義

一
般
教
育
科
目

麺
明
，
＋
十
一
彗
乖
芦
頂

臥
仏
吸
一
Ｉ
習

岬
幽
閉
四
四
回
齢

蚊，伊語初級，伊語中級，伊語上級，露語初級，露

冑
明
白

ロ
ア

ロ
エ
ユ
冊

保健理論体育理論，体育実技保健体育科目

作曲家・作品研究Ａ，作曲家・作品研究Ｂ，作曲家・作品研究Ｃ，作曲家

・作品研究Ｄ，声楽史Ａ，声楽史Ｂ，オペラ史，鍵盤音楽史Ａ，鍵盤音楽

史Ｂ，室内楽史，管弦楽史，音楽演奏史，邦楽概論Ａ，邦楽概論Ｂ，邦

楽概論ｃ，邦楽概論Ｄ，音楽理論史，音楽思想史，ジャズ・ポピュラー音

楽，楽曲分析，ピアノ伴奏理論，ピアノ教授法，専攻外邦楽，対位法，管

弦楽理論，管弦楽法，楽式原論，電子音楽概論電子音楽法，ＡＶメディ

ア，音楽総合解析，鍵盤楽器演奏法

基礎教育科

＊美術学部開設の授業科目

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

本学では学長から諮問された「我が国における芸術教育のあり方について－高校入学時から

大学院修了まで－」に関して東京芸術大学学制審議会において，現在審議検討中である。

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

上記Ⅱに同じ

Ⅳ、教護課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学は，美術と音楽の専門家を養成する大学ですから，その一般教育については二つの要請

があります。一つは専門性にとらわれない広い視野を養うことと，一つは専門教育に役立つと

いうことです。履修便覧にはっきり見られるように，美術学部では美術解剖学等，音楽学部で

は自然分野に音響学等，専門科目の基礎となるようなものが多く取り入れられているのが現状

である。

ロ．外国語科目について

外国語科目はメニューが豊富で，広い語学的教養が得られるよう配慮されている。特に音楽
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学部では声楽科・楽理科等の専門教育の一部として時間を割り当て，＝_ス制を設けるなどし

て，こまやかな対応をしています。更に「東京芸術大学言語・音声トレーニングセンター」で

は外国人教師等を擁し，生の外国語の教育に実を上げています。

′､、保健体育科目について

音楽学部の専門実技の個人レッスン等，複雑な時間割りを考慮して，柔軟な駒組みをしてい

ます。スポーツの面白さを教えるだけでなく，芸術的身体表現の基礎も養えるようになってい

ます。

二．総合コースについて

総合講義は人文・社会・自然の３分野にまたがり，年々特定のテーマについて複数の教官

が，それぞれ専門の立場から講義するのが原則ですが，専門実技の教官の協力を得て，人間と

していかに国際観をもって芸術をとらえるかなどについて語ってもらう場になっています。

ホ．基礎専門，基礎教育科目について

美術学部・音楽学部の履修便覧に明らかなように，基礎教育科目は極めて充実しています。

Ⅳ－２．改善の方向

現在，本学の特殊性に鑑み一般教育委員会と学制審議会と並行して鋭意検討中である。

IIS



２Ｓ東京工業大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

５

教官定員数|入学定員数

蕾ｉＦｉ１１－ｉｉ
備考

生命理工学部（2.6.19設腫）理学部

工学部

生命理工学部

4２

計 784（89)’1,182 4７

(2)教養課程教育の開設授業科目

?…|騨菫薫鮒｝騨蝋鰄睾耐
;鶚…………………｡。…1…－－．－．･……-………･…･……･………-……－…………･･･……･…………..…...………………………….-…_…………．

社会心理学，行動科学，経済学，経済学特別講義，政治学，国際

社会学概論，社会学理論，文化人類学，統計学，人文社会学譜

心理学，

関係論，

義

般
教
育
科
目

社会分野

朧鵜輝鯏臺鱒毘毫
'１雪Ｈ１露HT震J蕊F薊霧三

自然分野

外 股

尺：勗台０．矢2愚舌 うり当卍i話

田．ト

呆健体育科目｜保健付
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1年次

専門教育科目

理学特別講義，材料科学特別講義，３類特別講義，工業力学，基礎電気回

路，基礎電磁気学，情報基礎学，建設工業概論，計画数理基礎

Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学は理工系大学ということで，次のとおり区分した。

１）人文社会科学分野

（１）１，２年次のみならず３，４年次の学生も履修することとされており，学生は卒業まで

の４年間を通じて人文社会科学分野を履修する。

’2）１年次向けと３年次向けの２種の総合講義の設定。前者はほぼ全員が履修するので，１

クラス当たりの人数も多くなりがちだが，後者は小人数クラスで密度の濃いゼミ形式の授

業が行われる。

（３）特に希望する学生を教官がマン・ツー・マンで指導する特別講義の設定。各研究室で進

められている研究の実際を，学生にインパクトを与える意図をもつ。学生は１年次に指導

教官を決め，３年次までに小論文を作成し提出する。

２）自然科学分野（数学）

本学の一般教育数学の特色は次の２つである。

１つは，全学生に対して微分積分学及び線形代数学の講義を行っていることである。これ

は数学が“論理的厳密性”や“何かを明lWiに理解したと実感すること,，を経験させるのに最

も適した学問であること，科学技術上の情報の正確な伝達には数学の知識が不可欠であると

の認識によるものである。

２つ目は，微分積分学及び線形代数学は数学の専門的理論の中で最も基礎的な科目である

ので，一般教育等及び専門教育教官全員が平等の責任をもって講義を担当していることであ

る。

３）自然科学分野（物理学）

（１１カリキュラム，授業担当の責任は物理学科（学科目を含む｡）

（２１授業科目としては，物理学Ａ（力学)，物理学Ｂ（電磁気学)，物理学Ｃ（波動，光，熱

学）の３科目が用意されているが，学生にはその内の２科目を履修させている。ただし，

２科目の組み合せについては，各専門課程と連携をとり，なるべく全学生がＡ，Ｂ，Ｃ，

の全分野を－通り学習するように配慮している。

（３）本学では，一般物理学は基礎専門として位置付けられている。従って，講義の他に，全

学生に一般物理学演習と一般物理学実験を履修させている。特に演習と実験には，本学の

大学院学生による教務補佐員制度をフルに活用して，他大学には見られないきめ細かな指
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導を行っている。

4）一般教育科目（化学）

全学生を対象に講義及び実験を開講している。

講義は，理学部及び工学部の化学系教官の参加を得て，１クラス60～70人程度の小人数教

育を実施している。理工系大学という立場上，内容は比較的高度であるが，簡単な演習問題

を解答させるなどして，理解の向上を図っている。また，化学系学科へ進学（所属）する学

生（２類及び３類）に対しては，専門の授業への導入となるようにも配慮している。

実験は，約150人の学生が一斉に実験を行う体制であるが，学生30人に１人程度の大学院

学生によるインストラクターを配し，学生との＝ミニニケーションを密にするよう努めてい

る。

ロ．外国語科目について

本学における外国語教育の特色を全般的に言えば下記に述べる数点に要約されよう。

（１）外国語の音声の面の教育の重視

（２）表現力函養を重視

（３）以上の目的を達成するために比較的多数の外国人に授業を担当してもらっている。

（４）一般教育としての外国語にとどまらず，専門教育・大学院教育まで一貫して外国語教育

を実施して外国語が道具として使用しうるように考慮している。

（５）ＬＬを最大限に利用している。

（６）卒業の要件として２外国語14単位以上を課しているが，１の外国語について８単位，他

の１外国語について６単位以上としており，いわゆる第１，第２外国語の区分がない。

個々の外国語について具体的に述べる。

〔英語〕

（１）一般的には英語で８単位を満たす者が多いが，この８単位のうち，２単位をＬＬを利用

した授業，２単位を作文，残り４単位を講読に割り当てている。

（２）３．４年次学生のために，英米人教師による小人数の授業を，１学期／６コース（通年

／12コース）開講している。

（３）大学院学生のために英国人教師による授業［AcademicWriting］を，１学期／１コー

ス（年／２コース）開講している。

〔ドイツ語・フランス語・ロシア語〕

（１）初級の基礎学力をつけるために通常の入門期・初級期の学習に工夫を加えて，教授者作

成の視聴覚教材の利用がなされている。

（２）３．４年次学生のために外国人・日本人教員による小人数授業を各外国語について１学

期／３コース（年／６コース）開講している。

（３）大学院学生のために日本人教員による授業を各外国語について，１学期／１コース（年
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／２コース）開講している。

ハ．保健体育科目について

本学での体育実技に関しては，１年次（体育実技第１)，２年次（体育実技第２）に行って

いる。ともに，最初の２週間で体力テストを行い，各自の能力の現状を把握させた後に種目選

択を行う。体育実技第１においては体力作り，各種目の基礎技術を中心に，第２では自主性を

主体とした応用編，と内容を区別している。また，疾患者及び外傷等により正規のクラスで受

講できない学生に対し，特別コースを設けて指導している。

体育理論に関しては，健康問題，栄養問題，トレーニングの仕方，身体の機能，性格間題特

に生理学的，心理学的分野からの講義を半期ずつ受講させている。

Ⅳ－２．改善の方向

改善について検討を進めているが，現時点では特に記載することはない。
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29．東京商船大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定負数|入学定員数｜灘： 傭 考

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｉ人文分野｜哲学,倫理学,心理学,歴史学,文学

1社会分野|法学,経済学,社会学,地理学,統計学

i…|蕊…続締…蘂…蝋霊…鑿僻

般
教
育
科
目

ｊ
］

。譜科巨 ３４．ス庇

麺語２．西認

保健体育科目｜体育理論，体育実技

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目については，小規模大学の割には内容的に充実しているとも言えようが，人

文・社会科学系を中心に非常勤講師に依存する割合が高く，決して十分ではない。また，へ．

とも関連するが自然科学系の基礎専門講座と一般教育学科目との間で密接に協力しあってい

る。

ロ．外国語科目については，“国際人養成,,という一面を持つ商船教育に関連して，早くから

ＬＬ教育を取り入れる等，質的に充実している。特に英語については３～４年次まで開講さ

れていて，より高度な語学学習を可能にする体制にある。

ハ．保健体育科目については，理論と実技の関連を重視し，健康に対する理解を深めるよう，

以下の点に留意して指導を行っている。

（１）小集団学習体制（実技ではスポーツ種目に見合う学生数，内容の充実，運動量の増加，

たくましい個性の拡大）

（２）生涯体育に通ずる体験学習〔日常生活に身体運動を組み込むことにより，長い人生に運

動やスポーツが習慣化することを重視）

（３）集団合宿授業（大自然の中で集団による体力への挑戦，数多くの役割の体験としての遠
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泳実習の必修，教官および学生相互のコミュニケーション）

へ．基礎専門，基礎教育科目については，イ．で触れた通り一般教育科目の担当教官との密接

な協力体制がある。

Ⅳ－２．改善の方向

新入生の勉学意欲を持続させ，またカルチャーショックを与えて本来の学問・教養の重要性を

知ってもらうために「プレゼミ」開設を軸とした改善を考えており，それを補足するものとして

「講演会」や「(教養課程の）広報誌」等も検討している。

Ｖ・自由意見

一般教育をめぐって今多くの議論が起っているが，本来「一般教養（パイディア)」とは人間

が人間らしく心豊かに生きて行くための糧として重要なのであり，余りに実利的・近視眼的な視

点からの批判は危険である。「専門の仕事をみつめる非専門の眼」を在学中に養っておくことは

是非とも必要なことであろう。

皿,



30．東京水産大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１１学部別教官定員及び学生定員

用（１１６９

(2)教養課程教育の開設授業科目

fT-禺牛１月１

正地理学，法学，経済学，歴史学，画

ヨｉ自然分野｜数学（線形代謝

告、ロ弩1Ｖ,．習Ｉ

嗣鞍 蒟曰騨阿Ⅱ．躍需Ⅱ

呆侭獲体君 本育学概論．体育実猫

段学演習，基礎物理学，地学，地学実騒肛字q1Zl【楢

諭類学概論．無脊椎勅物学概論．藻類学概論．臨海事習．瞥源管圃

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学は，理科系単科大学であるので，専門にいたずらに偏ることなく，広い視野にたった人

材を育成するために，人文科学，社会科学を重視し，人文の分野で６科目，社会の分野で６科

目を開設し，それぞれに12単位を必修として課している。

自然の分野では全学科に，数学（線形代数)，化学，生物学の３科目１２単位を必修としてい

る。これは，昭和45年ごろの大学紛争後に，カリキュラムの見直しが行われ，数物系および語

学の教育が重視されたこと，そして自然の分野を一般教育としてではなく，基礎専門にあたる

科目としてとりあつかったことによるものである。

ロ．外国語科目について

英語，ドイツ語，フランス語，ロシア語の４か国語を開講し，第１外国語８単位，第２外国

語４単位を必修としている。第１外国語としては上記４か国語の中から１か国語を選択して履
１２０

1年次の

専門教育科目

数学（微積分Ｉ)，数学演習，基礎物理学，地学，地学実験Ｉ，分析化学

I，魚類学概論，無脊椎動物学概論，藻類学概論，臨海実習，資源管理学

概論，食品生産学入門
教
育
科
目

一
般

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，文学，心理学，文化史

社会学，人文地理学，法学，経済学，歴史学，政治学

数学（線形代数)，化学，生物学

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語演習Ｉ，英語演習Ⅱ，独語Ｉ，独

語Ⅱ，独語Ⅲ，独語Ⅳ，独語演習Ｉ，独語演習Ⅱ，仏語Ｉ，仏語Ⅱ，仏語

Ⅲ，仏語Ⅳ，仏語演習Ｉ，仏語演習Ⅱ，露語Ｉ，露語Ⅱ，露語Ⅲ，露語Ⅳ

露語演習Ｉ，露語演習Ⅱ

保健体育科目 保健衛生論，体育学概論，体育実技



惨し，第２外国語としては第１外国語に英語を選択した場合にはその他の３か国の中から１か

国語を，第１外国語に英語以外の外国語を選択した場合には英語を履修することになってい

る。各科目とも１年次向けに１，Ⅱ’２年次向けにⅢ，Ⅳ，演習１，３年次向けに演習Ⅱを開

講し，学生の希望に応じて上級程度まで履修できるよう配噸している。１年次の英語では，本

年より能力別のクラス編成を行い，学生の学力に応じた指導を行っている。さらに，４か国語

とも，外国人教師あるいは外国人講師を採用している。また，ＬＬ教室を利用しての授業も一

部に取り入れている。

へ保健体育科目について

１年次に集中して体育実技を実施している。１年次前期では，トレーニング期間として，特

定の運動種目にとらわれないで実技を実施している。また，夏休み前には，本学における特徴

のある専門科目「臨海実習」（１年次での全学生の必修科目）の実施に協力して，水泳を行っ

ている。

二．総合コースについて

開講していない。

ホ．セミナーについて

開講していない。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

本学は，農水産系大学とはいえ工学的分野の研究教育が相当部分をしめており，そのため一

般および基礎専門科目にわたる数学教育についても，他の農水産系学部に比較して，内容的に

も時間的にも充実させる方針が昭和45年度に教授会で決定され，以後その方針に沿ってその特

色を出すぺく，努力を重ねてきている。

具体的には，

（１）１年次の微分積分学Ｉ（基礎）を１クラス50人前後の'１，クラスに分けて，小人数教育を

行っている。また，同一の編成で同一の教官による演習を行っている。

（２）２年次での微分積分学Ⅱ（応用)，同演習の開講。

（３）２年次での統計学（確率統計）の開講。

（４）３年次での応用数学の開識。

などであり，一般教育の線形代数と併せて，他大学における工学部の数学教育と肩を並ぺるま

でに至っている。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．来年度から改善したい事項（短期で改善）

一般教育科目，外国語科目，基礎専門科目の一部で，通年開講を半年毎の開講に切り替え，

学生の選択の幅を広げるとともに，再履修する学生の便宜を図る゜

ロ．全学的な検討の中で改善したい事項（数年のうちに改善）

１２１



(1)一般教育における必修単位，人文の分野12単位，社会の分野12単位，自然の分野12単位

を再検討する。

(2)総合科目，セミナー科目の開設を検討する。

(3)一般教育，自然の分野において選択制の導入を検討する。

(4)物理学，化学，生物学において，高校における選択に応じて，未習クラス，既習クラス

に分けることを検討する。

(5)第２外国語が，本学で初めて履修する科目の場合に，４単位だと１年間で終ってしまう

ので，６～８単位を履修するように改善を検討する。この際には，増加した語学単位数に

ついては，一般教育科目，専門教育科目の単位との互換を検討する。

（６）体育実技で，シーズン種目の導入を検討する。
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31．お茶の水女子大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

留
数

部
生

学
学教官定員数

８６（14）

６４（５）

４０（１）

１９０（20）

入学定員数

證：
１４６

５２０

備 考

文教育学部

理学部

家政学部

計

０
４
’
９

(2)教養課程教育の開設授業科目

人文分野｜哲学,倫理学,論理学,心理学,宗教学,文学,国語,芸術学,音楽
r…~･…･･･……………１－…~…………………………･…………･--一・・一……………………一･･･………｡....---………..….………－….……..……

法学Ｉ，法学Ⅱ，政治学，経済学，社会学，歴史学，文化人類学，地理
学，家政学，国際関係論，婦人問題，生活文化論，情報学Ｉ，情報学Ⅱ，
情報処理講義演習Ａ，情報処理講義演習Ｂ
■●屯マー●●の■－￣●●●－－．℃■■●－－ＳＣＣ－－●◆●●ｃ－－Ｐ■●■○のＣＤＣ●●●Ｃウー■■■■－－－｡｡■●●●●●●●■●－－■￣●●⑤●●▲ＣＣＣ●●●ｃＣ－■｡⑤■･のＣｃＣ●●Ｃ－－ｒ■●■●￣￣■●●●●●ＣＣＣ｡●●Ｓｃ●●－－●ＯＣ－－｡■－￣●●■■●●－●＆●￣｡●●●

数学（文)，物理学（文)，イヒ学（文)，生物学（文)，数学Ｉ，数学Ⅱ，物
理学Ｉ，物理学Ⅱ，化学Ｉ，化学Ⅱ，生物学Ｉ，生物学Ⅱ，地学（天文気
象)，地学（地質鉱物)，統計学Ｉ，環境科学，情報基礎論，自然人類学，
情報科学講義演習Ａ，情報科学講義演習Ｂ，一般物理学実験，一般化学実
験

社会分野般
教
育
科
目

自然分野

O■●￣●●￣■￣￣■凸一｡●ﾛ｡■｡？■｡●●●●■●▲●￣●￣凸一Ｃ■￣⑤●●●｡●●●●■●●●￣●－句印｡Ｐ●●●■●●●▲●｡●■⑪｡●｡●●●■▲▲ｃｅ－｡￣●●■●Ｐ●ﾛ●●●■■●●｡●Ｃの●■●■ご●｡■■●●◆●●●｡●●●●●●⑤●◆●･■－℃●■●■■●●の●■の｡◆■●●●C●ｃｃ■－－Ｃ－ＰＰ⑪●●●■－◆●●■－ｃ●●●●｡●c

;総合ｺｰｽ|情報
庵誌初級，英語上級，英会話演習Ｉ，英会話演晋 譜初級

爵級，独会話初級，純今藷卜細

蔚級，仏語会話初級，仏語会話上級，中国語初

波，中国語上級，中国語高級，中国語会話，ロシア語初級，秬
汲，ロシア語会話，朝鮮語初級

保健体育科目｜保健体育講義，保健体育実技

艀螂噸圓|鰯i： 日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，ﾛ
日本事情Ⅲ，日本事情Ⅳ，日本事情Ｖ

Ⅳ、教菱課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

必ずしも１．２年次だけで履修することなく４年間を通して履修させている。一般教育科目

について修得すべき単位のうち８単位までを外国語科目及び学部又は学科が教育上の必要に応
ノ2３



じて特定した専門教育科目の単位で充てることができることとしている。

授業科目としては，社会系列に「婦人問題｣，「生活文化論」を開講している。

ロ．外国語科目について

ドイツ語，フランス語，中国語については，１年次において，文法・演習・読本を各２時間
開講している。

必修外国語科目として，英語，ドイツ語，フランス語，中国語を，選択外国語科目としてロ
シア語，朝鮮語を開設している。

ハ．保健体育科目について

１年次は通年で２年次は半期で履修させている。

保健体育講義の最初の時間に「衛生，疾病の予防と対策，健康の自己管理」についての講義
を行っている。

=総合コースについて

一般教育の独自性を学問諸領域の「総合」に求めて早くから「総合＝_ス」の授業方法，授

業内容の検討を積み重ねてきた。

Ⅳ－２．改善の方向

ハ．セミナーを中心とした科目を重点的に設置し，その効果を検討したい。

卜．一般教育から専門教育へのつながりを考えた科目の新設を検討したい。

】2イ



32．電気通信大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

(2)教養課程教育の開設授業科目

酉学、倫理学．Ｊ心理竺差．歴史学．君
ｹﾞﾊﾞﾒﾄﾋﾞｷﾞTＩ

霧Ⅱ、人文了特識Ⅲ、人~Ir特譲

蝋社会分劉 吐会Ⅱ，ｌ歪済学，社会学，ろ 苛学，地理学．モ

割然分野ｌ学、、物琿準窒騒

本育理論，保健]浬論，体育実技Ｉ，体育実猫

週磁気学，電磁気学演習，電気回路学．電気回路学演習．基醗懲

演習第一．回樫

演習第二．電子情報数学．基礁プ陣
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，

叙
工
算

散
報
計

離
情
値

の
目

次
科

年
青
２
攻

幾砿刀字，機破製図，機械工I乍涙

習，機械電子基礎実験第一，機械電子基礎実験簾

磁気学第二。基礎爵

演習第二．電気

Ｈ本事情Ｉ、日本事盾Ｉ

１２５

教官定員数． 入学定員数
学部留
学生数 備考

電気通信学部 325（56） 980 5６ 教養と専門の担当者は未区分

計 325（56） 980

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学，歴史学，文学，美術，音楽，人文特講１，人文特

譜Ⅱ，人文特講Ⅲ，人文特講Ⅳ，（総）人文・社会Ｉ

(総）人文・社会Ⅱ，経済学，社会学，法学，政治学，地理学，社会思想
史，文化人類学

微分積分学Ｉ，微分積分学Ⅱ，線形代数学Ｉ，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，物理

学、，物理学実験，化学Ｉ，化学Ⅱ，現代化学Ｉ，現代化学Ⅱ，化学実験

生物学，地学Ｉ

外国語科目
英語，独語（文法)，独語（講読)，仏語（文法)，仏語（講読)，露語（文
法)，露語（講読）

保健体育科目 体育理論，保健理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

１．２年次の

専門教育科目

電磁気学，電磁気学演習，電気回路学，電気回路学演習，基礎電子工学，

電子回路学第一，電子回路学演習，電気数学第一，電子計算機演習，回路

・システム学第一，回路・システム学演習第一，回路・システム学第二，

回路・システム学演習第二，電子情報数学，基礎プログラミング演習，情

報処理論第一，情報処理演習第一，計画理論

離散数学，関数論，プログラミング通論第一，プログラミング通論第二，

情報工学演習第一，情報工学演習第二，論理設計学第一，計算機通論，数

値計算，材料力学第一，熱力学，流体力学，材料工学第一，機械制御設計

第一，生産加工学第一，機構学第一，機械力学，機械製図，機械工作演

習，機械電子基礎実験第一，機械電子基礎実験第二

電子物性工学概論，電磁気学第一，電磁気学第二，基礎量子論，コンピュ

ーター入門，電子物性工学演習第一，電子物性工学演習第二，電気工学実
験

日本語・日本事情 日本語’'’三1本語Ⅱ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ



Ⅳ.教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学の一般教育科目の特色は，自然科学科目の必修が８科目24単位と多いことです。

Ⅳ－２．改善の方向

ﾄ．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みることを検討中です。

J2６



３３－橋大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

径済学都

駈会学割

３９（５６

(2)教養課程教育の開設授業科目

日本史，東洋史，西洋史，哲学，倫理学，心理学，日本文学，英米文学，

独文学，露文学，中国文学，国語Ａ，国語Ｄ，人文地理,人類学,論理学，

芸術Ｉ，芸術Ⅱ，宗教，イギリス文化，アメリカ文化，フランス文化，ド

イツ文化，古文書

人文分野

般
教
育
科
目

｢塁悪Tiii季蕊繍鱗熱二露胤麟鑑臘壷藷
数学要論Ｉ，数学要論Ⅱ，現代数学Ａ，現代数学Ｂ，現代数学Ｃ，応用数

学，物理学，化学，生物学，生態学，地学，環境科学，統計学，計算機概

論，情報科学，データ処理論，自然科学史,、数理解析Ａ，数理解析Ｂ，幾

何学読論

英語，英語Ａ，英語Ｂ，独語１，独語２，仏語１，仏語２，露語１，露語

２，中国語１，中国語２，スペイン語，朝鮮語，古典語(ラテン語)，古典

語（ギリシャ語）

自然分野

外国語科目

保健体育科目 保健体育講義，保健体育実技，保健体育講義・実技

経営学概論，会計学概論，商業史概論，経済学概論Ｉ，経済学概論Ⅱ，経

済史概論，憲法概論，憲法Ⅱ，民法Ｉ，裁判法，刑法Ⅱ，社会科学概論Ｉ

社会科学概論Ⅱ

ゼミナール，特殊講義

日本語Ａ，日本語Ｂ，日本語Ｃ，日本語Ｄ，一般日本事情，日本の科学技

術，外国人留学生社会科学ゼミナール

専門教育科目

演習・特殊講義

外国人留学生の

ための科目

１２７



Ⅳ、教菱課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

本学においては教養課程教育の充実を図るために，従来より数多くの方策が取られている。こ

こではその中でも，特に際立ったものだけを挙げるに留めたい。

まず特筆すべきことは，量的な面における充実である。本学の学生には，教養課程の２年間に

一般教育科目，外国語科目，保健体育科目，前期開講の専門教育科目，その他，合わせて80単位

の履修が義務付けられている。これは大学設置基準において，教養課程必要単位数として求めら

れている48単位を倍近くも上回る。

また質的な面から見ても，本学においては教養課程における多数のゼミナールの開講によっ

て，学生が学問研究を進めるうえでの基礎的な知識や方法を習得できるように配慮している｡さ

らに前期開講の専門教育科目や特殊講義の開講は，教養課程の学生が将来学ぶ専門科目に，すで

に教養の段階で接することを可能とし，学生の知的好奇心や向上心を高めるのに大いに役立って

いる。

こうした極めて充実し，完備した教義課程教育の実現は，学部間の区別なく専門課程の教官を

も含めた大学を構成する全教官一人残らずが，教養課程教育に参加することで可能となってい

る。単科大学以来の伝統であるこうした慣行によって，上述の教養課程教育はある程度の成果を

収めてきた。またこれと関連して，後期課程においても教養課程の科目の履修が可能であること

も，付け加えておこう。

以上のように本大学における教養課程教育は，量的にも質的にも極めて充実していると思われ

る。しかし，近年における学生数の急増，施設の老朽・狭あい化，大学をめぐる諸条件の変化，

学問の進歩と再編などにより上述の教育理想はしだいに実現しがたくなり，改革のプランを練っ

ているところである。

Ⅳ－２．改善の方向

教養課程教育と専門課程教育を４年間で並行的に履修させるいわゆる「４年一貫教育」の充実

とセミナーを中心とした一般教育の充実という方向で，改善を進めて行きたい。また科目の増設

と多人数教育の解消を図って行きたい。

１２８



34．横浜国立大学

I・大学の構成と教養課程教育

(1)学部別教官定員及び学生定員

邪１１８７（３ｔ

釜伊

｡｡Tｌ几［

祁窮三部１０（（」

う凸【ｂ凸

(2)教養課程教育の開設授業科目

ヨマ年皀・立化IILTZ~化人藍

ｒ・社会１日可

生会学，経済学，法学，日本国蔽法，社会科学概論，政治学，地理
波ｉ社会分頚

＃科二種Ｂ･牛7古沸 ぢ科写:Ｄ･た棺】古#

6t会・自然｜自然地理学，自然地理学Ａ，目然地理学田

置報数学概論．一般数学．一般図学．一般物理学。物理学，－雛

没生物学。一般雄 没地学Ｂ･地学Ａ･地学田

髄々を取り;巻く霧：境，相模湾０、尼;望．ｉｆ鳫走とHlZ程

型Ｔｒ学ＯＴＴ化Ⅲ、可Ｚ化人露

波；人亡.汁会ｌＥ

畦会科学1既論，基礎演習，社会学，法学，地理

吐会・自然｜自然地理学，自然地理学Ａ，目然地埋字出

129

目 社会・自然｜自然地理学，自然地理学Ａ，自然地理学Ｂ

(教育学部）
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教
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目

Ｉ人文分野
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社会分野

〈
玄
社

●

自然

自然分野

9...-.---･･････････････--.

総合科目

哲学（論理学)，哲学，倫理学，美学，心理学，国語学・国文学，外国文

学・文化Ｉ，外国文学・文化Ⅱ，外国文学・文化Ⅲ，文化人類学，音楽，

美術

日本史学，外国史学，教育学

社会学，経済学，法学，日本国憲法，社会科学概論，政治学，地理学，生

活科学Ａ，生活科学Ｂ，生活科学Ｃ，生活科学Ｄ，生活科学Ｅ

自然地理学，自然地理学Ａ，自然地理学Ｂ

情報数学概論，一般数学，一般図学，一般物理学，物理学，一般化学，化

学，物質の科学，一般生物学，一般地学Ａ，一般地学Ｂ，地学Ａ，地学Ｂ

自然科学概論，科学史，人類学

横浜，科学の展望，進歩と成長，性

然

， 我々を取り巻く環境，相模湾の自

哲学（論理学)，哲学，倫理学，美学，心理学，国語学・国文学，外国文

学・文化Ｉ，外国文学・文化Ⅱ，外国文学・文化Ⅲ，文化人類学，音楽，

美術，ドイツ語特別演習
－－●●ｃｃ●ＣＯ◆｡｡●●●◆●●●●の｡●－■●'■－－■■－－－'■'■■'一の一○■ウーの－－○一●のロー￣￣●●◆｡◆●●●●●●●●の￣●●◆ＣＣＣ￣￣￣￣の●▲■｡￣の●●■■の￣●の●●￣￣●Ｇ￣￣▲■￣●｡■'■●■巴■●●■●●●■の｡●●の●●●■の●●●■●●ひ●｡｡■｡●巧｡｡◆｡￣ﾛ

日本史学，外国史学，教育学

社会分野
経済，政治，社会科学概論，基礎演習，社会学，法学，地理学，生活科

学Ａ，生活科学Ｂ，生活科学Ｃ，生活科学Ｄ，生活科学Ｅ
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与字（論理色堂)．哲邑強．伶]胚

Ialll．人軽

没；人文2社会|圓刀
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生会・自然ｌ蘭 目然地理学，目然地理学Ａ，自然地理筆Ｆ

孜字概論Ｉ，数学概論Ⅱ，代数学・幾何学，物理学１．物理筆ｎ．物理津

ＥＩＩ自然分野｜騒 Ⅲ，化学実験，図学，一般

整詰Ⅱ，英作文．英会記

語Ⅱ、中国語『･中屈

会話初級 苫会話中級

呆健体育科目ｌ保健体育理論Ｉ，保健体育理論Ⅱ，体育実技Ｉ，体育実拙

到人留学生の｜日本語Ｉ(文法)，日本語Ｉ(講読)，日本語Ⅱ(文法)，日本語Ⅱ(講読)．Ｅ
、投薬科目１本覇F償

攻負養成課程）作品研究，漢文識読，社会科教育概論，初等解析学，微

質分学，初等幾何学，初等代数学，微積分通論，物理学墓碑

墨Ｉ歴実験，生物学基礎実験，地学蕊;膨事

釘論Ⅱ，造形演習，素描Ｉ，図学及び国
mMiPE

演習，楕醤の理論と実習，陸上競柱
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専
門
教
育
科
目 教育学部

(教員養成課程）作品研究，漢文講読，社会科教育概論，初等解析学，微
分積分学，初等幾何学，初等代数学，微積分通論，物理学基礎実験，化学
基礎実験，生物学基礎実験，地学基礎実験，声楽Ｉ，合唱Ｉ，ピアノ１Ａ，
ピアノＩＢ，音楽通論Ｉ，音楽通論Ⅱ，造形演習，素描Ｉ，図学及び図学
演習，楕醤の理論と実習，陸上競技Ａ，水泳，スキー，製図Ｉ，生活科学
基礎実験，家政学概論，木材加工学及び実習，金属加工論Ｉ，電気工学Ｉ，
機械工学基礎，英語基礎演習Ｉ，英語基礎演習Ⅱ，英作文，英会話，教育

自然分野 数学，情報数学概論，統計学，科学史，一般図学，一般物理学，一般化
学，物質の科学，一般地学Ａ，一般地学Ｂ，自然科学概論

(経営学部）
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教
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科

目

人文分野

r●●~ＰＣ●~■□◆●~~･●~寺●｡~寺■■~b●

人文・社会

社会分野

社会・自然

自然分野

哲学（論理学)，哲学，倫理学，美学，心理学，国語学・国文学，外国文
学・文化Ｉ，外国文学・文化Ⅱ，外国文学・文化Ⅲ，文化人類学，音楽，
美術

日本史学，外国史学，教育学
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経済学，法学，日本国憲法，社会科学概論，社会学，政治，地理学，生活
科学Ａ，生活科学Ｂ，生活科学Ｃ，生活科学Ｄ，生活科学Ｅ

自然地理学，自然地理学Ａ，自然地理学Ｂ

数学，数学Ⅱ，数学Ⅲ，統計学，情報数学概論，一般図学，一般物理学，
一般化学，物質の科学，一般生物学，一般地学Ａ，一般地学Ｂ，科学史，
自然科学概論

(工学部）
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人文・社会

社会分野

社会・自然

自然分野

哲学（論理学)，哲学，倫理学，美学，心理学，国語学・国文学，外国文
学・文化Ｉ，外国文学・文化Ⅱ，外国文学・文化Ⅲ，文化人類学，音楽，
美術
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日本史学，外国史学，教育学

社会学，経済学，法学，日本国憲法

活科学Ａ，生活科学Ｂ，生活科学Ｃ
社会科学概論，政治学，地理学，生

生活科学Ｄ，生活科学Ｅ

統計学，自然地理学，自然地理学Ａ 自然地理学Ｂ

数学概論Ｉ，数学概論Ⅱ，代数学・幾何学，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，物理実
験，化学Ｉ，化学Ⅱ，化学Ⅲ，化学実験，図学，一般生物学，一般地学Ａ
一般地学Ｂ，科学史，自然科学概論

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英作文，英会話，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語
Ｉ，フランス語Ⅱ，イスパニア語Ｉ，イスパニア語Ⅱ，中国語Ｉ，中国語
Ⅱ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ，ラテン語，ギリシャ語

ドイツ語会話初級，ドイツ語会話中級，フランス語会話，ＬＬ特別演習Ａ
ＬＬ特別演習Ｂ，ドイツ語特別演習

保健体育科目 保健体育理論Ｉ，保健体育理論Ⅱ，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

外国人留学生の

ための授業科目
日本語Ｉ（文法)，日本語Ｉ(講読)，日本語Ⅱ(文法)，日本語Ⅱ(講読)，日
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学概説，基礎心理学演習，特殊教育学，心身障害児心理学加脳生理の病理

（文化研究，基礎理学，生涯教育，総合芸術課程）東西文化交流論，微積

分通論，理学基礎実験Ｉ，理学基礎実験Ⅱ，理学基礎実験Ⅲ，理学基礎実

験Ⅳ，生涯発達心理学概論，情報教育概論，発達社会学,基礎心理学演習，

家政学概論，陸上競技Ａ，水泳，現代芸術論
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;経営学部|経営学概論簿記原理,情報処理,経営情報論

J二三基|蓬纐鰯麟蕊鰄三
Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『本学における一般教育等の諸問題』（昭和56年２月）

②『横浜国立大学の将来構想-21世紀の横浜国立大学像一』（平成２年１月）

Ⅱ－２．調査報告酉作成までの経緯と学内手続き等

①『本学における一般教育等の諸問題』について

当大学において，全学出動方式による一般教育の部分縦割方式】)がとられてから10年を経過し

た時点で，一般教育についての問題点を取りまとめた。これは，全学組織である「一般教育運営

委員会」で討議して取りまとめたものである。その中には，既に実行されているものもあるが，

問題として残されたものもある。

１）部分縦割全学出動方式とは，

（１）学生については，－年次から所属学部が指導責任をもつ。

（２）一般教育学科目は学部の個性に応じて４学部に分散配置され，その学科目の教育に関して

は学科目をもつ学部が全学に対して責任をもつ。

（３）一般教育の円滑な運営のために一般教育運営委員会を設ける。

といった内容である。

②『横浜国立大学の将来構想』について

開学40周年を迎えて，本学の将来構想を全学組織である「将来像検討委員会」で取りまとめた

ものである。具体的内容は５つの専門委員会に別れて検討した結果である。

一般教育に関しては「一般教育等教育改善構想専門委員会」で検討された。その結果は本文中

に「一般教育の充実」として記載されている。

Ⅱ－３．既に実施している改善の蔵み

『本学における一般教育等の諸問題』で取り上げた教育方法に関する点の内，次の(1)と(2)の２

つの事項は既に実施されている。

（１）文科系学生に対する実験科目等（実習，演習を含む）の開設

①物質の科学（資料「物質の科学~その開設の経緯と現状」工学部，参照）

工学部担当の授業科目。教育，経済，経営の各学部学生を対象として，昭和58年度から開
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講されている。昭和５５，５６，５８年度配分された教育方法等改善経費の具体的成果である。

発足以来毎年約50名の熱心な受講者が集まっており，自然分野での実験の重要性とそれを

通じて能動的に授業に参加できることへの期待が如何に大きいかを実感させられている。

②一般図学

①と同様に，工学部担当の授業科目。文科系学生を対象に，昭和57年度より開設されたも

のである。昭和61,62年度教育方法等改善経費による研究成果を参考にして，古典的図学か

ら脱皮して情報科学の一環としての図形処理等を含めて現代化した図形科学的な内容を目指

したものとなっている。最近，受講者が急増し（平成元年度550名)，開設授業数を発足時の

３倍に増さねばならなくなっている。

③情報数学概論

工学部担当の授業科目。教育方法等改善経費とは直接関係なく，工学部以外の文科系学生

のために「情報数学概論」を昭和56年度より開設している。これも，受講者数が増加してき

ており（平成元年度約90名)，現在２コマ開講するまでになっている。

これら３つの授業科目は，いずれも実験，演習を含んでおり授業負担は決して軽くはない。

(2)全学的な総合科目の開設

一般教育の各分野ごと，あるいは幾つかの分野にまたがって学際的な総合科目を新設する

ことが目標の一つになっている。現在，教育学部において当学部学生のみを対象とした総合

科目が拡充されてきている（９テーマの内，毎年６テーマ開講。資料「一般教育総合科目

Guide’90」教育学部，参照)。

(3)コース制の編成

現行の学生の自主選択による履修方法以外に，特定の総合科目を核として，各分野のいく

つかの授業科目を組み合わせて，いくつかの履修コースを創成することを検討することにな

っている。

現在，既にその萠芽的なものが実施されている。すなわち，「物質と情報」というテーマ

で文科系学生に対して，既に述べたように工学部が担当して，（物質の科学)，（情報数学概

論)，（一般図学）の３科目を中心とするコースが提供されている（しかし，現在のところ

表面的には未だコースという名称は用いられてはいない)。

(4)一般教育と専門教育の模形履修

一般教育のある部分は高学年で受講する方が理解が深まり，またある種の専門基礎教育は

低学年（１年次）で開始することが望まれる。これについて，実際に１年次の開講授業の中

に極く少数ではあるが，専門科目が入れられている２１。

特に，経済学部では基礎演習（プロゼミナール）と情報処理入門が一般教育等の社会分野

の一つとして当該学部学生に対して開講されている。これらは，入学したばかりの学生の興

味をそそり，勉学意欲の向上に資するとともに，所属学科，学部８１の教官との直接接触を図
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るものである。

２）１年次時間割を参照のこと。太字のゴシックで示されたものが専門科目である。

３）本大学では，入学時に既に所属学科が決まっている。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

部分縦割全学出動方式を取っていることに最大の特色がある。

具体的な個々の特色については，既に前記Ⅱ，mの回答中に述べてあるが，それ以外の点につ

いて２，３付記する。

①基礎的で，総合的なものの見方，考え方ができるような教育をねらっている。例えば，物

質の科学（化学と物理とを結合した教育)，総合科目一科学の展望（自然科学の諸分野を

関連させて学ぶ）

②具体的な教育。例えば，総合科目一相模湾の自然，付属の臨海実習施設で実習を行うな

どの現場教育（フィールド・ワーク）が伴っている。

③基礎専門科目。１年次で，入門的（概論的）専門科目の授業がある。

Ⅳ－２．改善の方向

前述のⅡの報告書中に記載されているので，そちらを参照されたい。

Ｖ・自由意見

（１）教養課程教育中の一般教育と専門基礎教育の分離，明確化

一般教育科目として取り扱われている授業科目の中には，学部を指定しているものがあ

る。これらの殆んどは，その学部の専門課程を学ぶための基礎科目であると考えられる。こ

の基礎教育科目を明確にすることにより，一般教育の性格が一段と明瞭になるであろう。

（２）教官の待遇にかかわる問題

①一般教育の教官数の不足

現状では教官数が不足しているのは明らかである。特に，実験を伴う学科目で助手が全

く認められていないために，教育・研究上支障が大きい。

②一般教育教官の研究条件の整備

一般教育担当教官でも，教育と同時に研究活動を行わねばならない。この研究環境の点

で，一般教育の学科目と専門教育の講座との間には予算的にも，人的にも著しい格差が存

在し，このことが一般教育担当教官の研究活動を著しく阻害している。また，有能な人材

を新規に採用することが大変困難になっている。制度的に，この格差を完全に解消するこ

とを考えることが急務であると思われる。
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35．新潟大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員散|入学潅轍|謹製 傭 考
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(2)教養課程教育の開設授業科目
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Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

「自由聴講制」を建前としたカリキュラムに基づき，各授業科目が開講されている。しか

し，学生数の増加に伴って，この制度が建前どおりの機能を発揮しえない状況も生まれてい

る。また，自然科学系等では，専門教育との連携を考慮して，ゆるやかな指定制を導入してい

る授業科目が多い。

例：物理学（理学部物理学科及び同数学科向け）

ロ．外国語科目について

外国語科目については，教育学部を除く各学部とも第１外国語及び第２外国語ともに８単位

の履修を義務づけていたが，理学部，工学部及び農学部については学部の要望もあって昭和６２

年度から２外国語のうち，１外国語８単位，他の外国語６単位，計14単位に改めた。

′､、保健体育科目について

保健体育科目の実技については，雪国という地理的特色を考慮して，「スキー」が開講種目

に加えられている。スキー授業は２コース開講されており，毎年12月25日～28日及び１月６日

～９日にわたって集中的に実施されている。

二．総合コースについて

総合科目は「情報処理概論｣，「古典と現代」及び「生物資源論」の３科目が開講されていた

が，平成元年度から次のとおり改めた。

〔総合科目〕

「情報処理概論

総合科目Ｉ（ヨーロッパ文化論）

総合科目Ⅱ（現代情報社会論，アメリカ合衆国論）

総合科目Ⅲ（数理科学の世界，日本列島の地質とその成り立ち）

総合科目Ⅳ（生物資源論)」

なお，総合科目Ｉで開講されている科目のひとつを人文科学系１科目４単位に，総合科目Ⅱ

で開講されている科目のひとつを社会科学系１科目４単位に，総合科目Ⅲで開講されている科

目のひとつを自然科学系１科目４単位に振替えることを可能とする等の弾力化も図られた゜

また，総合科目Ⅳ（生物資源論）は農学部専任教官により開講されている科目であって，基

礎専門科目的な要素をも含んだものである。

ホ．セミナーについて

教養部では，全学生の参加を建前としたセミナーは開講されていない。しかし，一般教育科

目にあっては教官が，聴講学生数を20～30名に制限して，セミナー的な授業を行っている例は

あるが，全体の割合からすると５％程度である。
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へ．基礎専門，基礎教育科目について

１年次学生に対する基礎専門科目は，次のように実施されている。

①教育学部の小・中学校教員養成課程にあって，音楽，美術及び保健体育の教員を志す学

生や，特別教科（音楽及び書道）教員養成課程の学生については，技能の継続性を重んじ

る立場から，１年次で技能を主体とした専門科目４単位の履修を認めている。

②法学部１年次学生には，昭和59年度から，「憲法」（４単位)，「民法」（４単位）の合計

８単位の履修を認めている。

③工学部１年次には，昭和59年度から４単位の専門科目の履修を認めている。

基礎教育科目は，医学及び歯学進学課程の学生にのみ開講されており，医学進学課程の学

生には23単位，歯学進学課程の学生には12単位の基礎教育科目（必修）が開講されている。

Ⅳ－２．改善の方向

本学教養部では，「将来計画検討委員会」を設置し，多様化した学生の学部における専門教育

と高校教育課程とがよく整合するような一貫教育の体制を整備すると共に，画一的均等履修を強

制しない，新しい一般教育の総合化を実現するための方途を検討中である。

Ｖ・自由意見

教養課程教育の実施については，改善の検討を進めなければならないと考えています。本学教

養部において「将来計画検討委員会」を設置し，これまで検討を重ねてきているところでありま

すが，今後全学的機関（教養部協議会等）で検討を進めていきたいと考えます。
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36．長岡技術科学大学

I、大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

郡１１８６（ｌ巴

内
山

本育・保僻

'95('９)|鐸;98計 2７

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｉ人文分野｜文学I，文学Ⅱ哲学,倫理学,歴史学I，歴史学Ⅱ
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般
教
育
科
目 日本思想形成史，日本語の個性，日本語と伝達，西洋現代思想史，論理と

思考，東洋文化史，科学技術政策概論，科学技術関係法，産業政策概論，

経済政策概論，計量経済分析，ライフサイエンス，人間と環境，プログラ
ミングシステム，認知科学概論，システム工学概論，国際関係論

総合科目

ヨｌス謡;Ⅲ 911

保健体育科目

日本語・日本事情

体育講義，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本語Ｖ，日本事情Ｉ，日本
事情Ⅱ

物理実験及び演習Ｉ，物理実験及び演習Ⅱ，化学実験及び演習Ｉ，化学実
験及び演習Ⅱ，数学ＩＢ，数学ⅡＢ，図学，一般工学演習，電磁気学実験
及び演習Ｉ，電気回路及び演習

１年次の

専門教育科目

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

主な改善事項は次のとおりである。

（１）一般教育科目の充実

ア．人文科学

「倫理学」（２単位）の開設（昭62.4）
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「歴史学」（４単位）の開設（昭62.4）

イ．自然科学

「生物学」（４単位）の開設（平元.4）

ウ．総合科目

１４科目（28単位）から18科目（36単位）に増設（昭62.4）

（注）平成２年度においては20科目（40噸位）を開設

（２）授業実施の工夫・改善

ア．外国語

「英語」について小人数（60人→30人）教育の実施（昭62.4）

語学自習システム（ＬＬ装置及び語学学習用コンピュータ装置による個別化学習システ

ム）の導入（昭61.3）

イ．基礎的専門科目

「物理実験」（２単位）及び「化学実験」（２単位）について，それぞれ演習を付加し，

「物理実験及び演習」（４単位）及び「化学実験及び演習」（４単位）に改編（昭62.4）

Ⅳ、教蕊課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学の学生構成は，専門・職業教育に重点を置く工業高校・高等専門学校の卒業生が主流を

占めていることもあり，高等専門学校出身者の編入年次である３年次以降も「総合科目」を多

く開設（平成２年度は20科目40単位）し，１年次から４年次までの４年間にわたり一般教育科

目を開設している。

ロ．外国語科目について

英語について，必修科目の開設は３年次までであるが，４年次においても科学・技術に関す

る内容を表現するため等の選択科目を開設している。

また，第２外国語についても４年次まで開設し，学力の向上を図っている。

ハ．保健体育科目について

保健体育授業は，学内共同教育研究施設である「体育・保健センター」が担当しており，本

センターでは，学生の体育活動，サークル活動についての組織的な指導及び健康管理に関する

専門的業務等も担当していることから，健康教育，生涯体育への足がかり等の教育を有機的に

実施している。

へ基礎専門，基礎教育科目について

いわゆる「くさび型」カリキュラムとし，基礎的専門科目を１年次から開設している。

Ⅳ－２．今後の教養課程教育の改善計画等

現在のところ全学的な検討等は行っていない。

１３８



37．上越教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

藝齪員数|入学定員数|灘： 傭 考

学校教育学部’１８７０２） 200 0

計 187（12） 200 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

1７Ｉ［臣U三ユーて】

没ｉ杜会ＭＥ 也埋学，法律学（日本国憲法)，社会学。経溌

教
養
基
礎
科
目

漆ｌ奴写z，目然Ｉ（物JIF

致育情報学，日米の文化・教育

比較論．坊

|保健体育科目|保健体育学,体育実技'，体育実技Ⅱ,体育実技Ⅲ

鰯:鰯ｻﾞ鱗鵜繍蝋念
音楽Ⅱ

体育Ｉ

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

一般教育科目に特色がある。

Ⅳ－２．改善の方向

大学教育方法等改善経費を受けて「一般教育科目」のプロジェクト研究を２年にわたり行っ

た｡これらの研究で得た結果を踏まえて，今後，大学として，一般教育科目（教養基礎科目）に
ついての検討の必要性を感じている。

１３９



3ｓ山梨大学

1．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数｜箪璽； 考備

,;|(筐……二育掌学i1ilI::(露）
230

550

2０321（32） 780計

(2)教養課程教育の開設授業科目

（教育学部）

ケ丹十旺干｜引五｢垈堂一循蒄笹

匪済学，社会字，Ⅲ

白然分野ｌ数学．物碑

Ⅱ

智Ⅱ

Ⅱ

呆健体育科目｜保健体育理論，体育実技Ｉ，体育実冠

。太藷・日本事情ｌ日本語・日本事情Ｉ，日本語・日本學宿

(工学部）

ケベキ壁予Ｉ諄『＝=＿イ騎璽 攻字，文字･音劣

匪会分野｜法学，政治学，経済学，社会字，脳

ヨ然分里ｆｌ生物学。地学，而

Ⅱ

箸Ⅱ

丙ⅡｎＦ､

果健体育科目｜保健体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ｌ

ヨ本藷・日本事情ｌ日本語・日本事情ＩＤ日本語・ロ本争惰

１４０

｢二丁蕊舂罫百一[颪厩襄75禾妄ｚ７(Fニプ

般
教
育
科
目

外

保Iｉ

日本語･日本事情|日本語･日本事情',日本語･日本事情Ⅱ

人文分野 哲学，倫理学，宗教学，文学，音楽，美術，心理学，芸術学

社会分野

自然分野

法学，政治学，経済学，社会学，歴史学，地理学
■し_-て--=---------=-=-－=-------■■ご●●●｡｡●●牢■￣■－■⑤－■■●●｡●●●●●■■■■■■■●￣￣●｡←●･●■■■■￣￣■ご￣￣←◆●￣▲■￣■￣■■■■■し●｡￣￣の一■■￣■￣￣■－－の■

数学，物理学，化学，生物学，地学，統計学，家政学

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語Ｖ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ド
イツ語、，ドイツ語Ⅳ，ドイツ語ｖ，ドイツ文化，ドイツ事情，ドイツ語
会話Ｉ，ドイツ語会話Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，
フランス語Ⅳ，フランス語Ｖ

保健体育科目 保健体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

日本語・日本事情 日本語・日本事情Ｉ，日本語・日本事情Ⅱ

総合科目

人文分野

社会分野

自然分野

現代の教育問題
■■uご＝,■■－ﾆﾆらちニーーニーーニ－－■,■,■－，■■■'■U■ウー●－－◆の－－●●－－■●－■●■■－■●■－■■｡■－℃●Ｃ●Ｃｓロー●●｡－■●－■■－■,■－■－■■'一●●●－－ＳｏＣの●。●●－－－－■■■●■■■･■ご'■－●◆◆￣▲｡‐一一■■■U■■■ご－●●◆●－－■￣－⑤￣▲￣■■■■￣'■●

哲学，倫理学，宗教学，文学，音楽，美術，心理学，芸術学
■■■■■－■●■●ｃＤＣＣｃＣ｡｡－●＆⑥－■■.■・－■.■■,■■－■.■■Iご●■ＣＣＣ●●ＣＯＣ－－の■■■■■－■..■■■－⑪●－ｍ●ｃ●●の｡｡●の■■■■■,■,■－■,■■,■U■－－の●－●●●●ＰＣ・■■■－.■■■－－●の■－ＣＣＣ－ＧＳの－－■■■－■－･■－－●ｃ－－Ｃ－▲一色｡■'■■■■■■'－－●

法学，政治学，経済学，社会学，歴史学，地理学，教育学

生物学，地学，統計学，家政学

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語Ｖ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ド

イツ語Ⅲ，ドイツ語Ⅳ，ドイツ語Ｖ，ドイツ文化，ドイツ事情，ドイツ語

会話Ｉ，ドイツ語会話Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，

フランス語Ⅳ，フランス語Ｖ

保健体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ
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Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

昭和45年より毎年，現代的課題をかかげ，それを三つの部門（人文・社会・自然の各部門）

から複数の教員によるティーム・テイーチング方式で行ってきている。

ロ．外国語科目について

志願者全員に英語の入試を課した時代に比ぺて，英語で受験するもの以外は入学時の基礎学

力が平均して不十分である。したがってまず基礎知識を補い復習するところから始めている。

１クラス50～60名を守っているが，全員に聴いたり話したりする能力を身につけることは現状

不可能である。

正確に文章を読んで理解すること，正確な発音で音読できることの２点を徹底させるためテ

ープ，ビデオその他のＡＶ機器を使って努力しているのが現状である。

ドイツ語では，現在専任の外国人教師によるドイツ文化・ドイツ事情の科目を設けている。

以上のように，単なる語学力のみならず教材及び外国人教師をとおして関連する広い知識に

親しませ，国際化に向けての教育の役割を果たす努力をしている。

へ保健体育科目について

本校では教養部・教養課程がないので教育学部保健体育科で担当している。

①理論（講義）は「保健体育理論」として１単位，内容は保健，体力の科学，ＷＨＯ，環境

汚染，エコロジーの問題等である。体育科学ではトレーニングの科学，健康と体力づくり，

科学的な練習法，体育原理・管理法などを教官の専門を生かして分担指導している。

②体育実技Ｉ，Ⅱの各１単位は，Ｉは１年次，Ⅱは２年次で履修させている。内容はテニ

ス，ソフトボール，バトミントン，サッカー，ハンドボール，バスケットボール，卓球（ト

レーニング）の中から通年で１種目を選択し，ＩとⅡは別の種目を選択することになってい

る。なお，夏期は全員「水泳」を４回（４週間）受講させ，近代四種目各100メートル以上

を目標にさせている。教育学部学生には２００メートルの泳力テストにパスしなければ単位は

認定されない。

また，教育学部の学生には，一般体育と教材研究との関連，体育演習との関連を加味して

指導している。雨天の場合は，体育館以外の種目は講義で学習理論，トレーニング実践論

ＶＴＲによる技能習熟過程などの研究をさせている。

ホ．セミナーについて

現在，実施していない。

Ⅳ．
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へ．基礎専門，基礎教育科目について

基礎教育科目として，代数及び幾何学，微分積分学第１，２，解析学，一般物理学第１，

２，物理学実験，一般化学第１，２，化学実験が設けられている。

これらはすべて教育学部で担当，解析学を除き１クラス60人を守っている。

基礎専門は各学年ごとに（例えば家政学科では家政学基礎実験)，必要な科目を設けて必修

とするなどして重視させ，学科内で指導の分担をしている。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．一般教育・総合科目では，１年生を対象にセミナー（プレ・ゼミ）を課題別に配置し，ノI、

人数による学生の自発的学習の機会を充実させる。

ロ．基礎教育科目では，工学部が大学科制に移行したが60人クラスを守っていく。

ハ．外国語科目では，英語，ドイツ語，フランス語のほかに国際化時代に備えて中国語，ロシ

ア語の開設ができるよう努力する。

二．保健体育科目では，体育の専攻・専修生と同様に実験を導入したり，障害者体育のトレー

ニングコースの充実を図る゜

ホ．すでに実践している一般学科目もみられるが，多人数教育をできるだけ避けて，関連する

野外活動，観察学習・研究，社会参加などによる体験の機会を充実させる。

Ｖ・自由意見

（工学部）

工学部学生の一般教育は教育学部で担当しているが，改善を望む声は多い。特に外国語科目，

総合科目は緊急に工夫を要するように思われる。

国大協が先頭に立って教養課程改善の流れを育成して欲しい。
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39．山梨医科大学

I、大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定鮒|入学定員数｜菫鑿： 考

教官定員数には，学長１名，副学長
２名を含む。

附属病院教官定員90名（外数）

144（12）医学部 100 0

144（12）計 100 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｒ分野ｌ哲学，倫理学．‘心理学，-;Ｉ Ｔ

鑑ｉ社会
ヨ然分野’数塁強．物理学．物理学事騒

ロシア謡fｌ

呆価種は

本工学，基礎教育演習Ｉ，基礎教育演習Ⅱ，基礎教育特別講義Ｉ，基礎

Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

従来から一般教育の目標とされてきた広い意味での人間形成，学問的精神の体得，創造的能

力の育成などのほか，ことに医師として必要な，綿密な注意力，総合的判断力，均整のとれ

た情緒性，強固な意志力を総合的に育てるために，次のような点を特に考慮している。（11人文

系・社会系科目においては哲学・倫理学・心理学・文学・法学・経済学・歴史学・社会学のほ

かに音楽・美術といった情操教育科目を含めて，小人数制によるきめ細かな指導を行い，リポ

ート，発表，討論の機会を設け，学生の自発的，積極的応答を促進している。(2)数学において

は前記一般教育の趣旨にのっとり，総合的基礎的な思考力を養い，実生活上の問題解決にも不

可欠な論理的分析力と公正な判断力を兼ねそなえた知性的人間を育てることに眼目を置いてい
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る。(3)自然科学系科目においては物理・化学・生物の各分野独自の方法論の理解の上に立った

独創的思考と，常に進む医学の歩みに対処しうる基礎的能力を養うことを目ざしている。ま

た，実験を重視する医学のあり方に照らして50名ずつの２クラスに編成し，非常勤講師の協力

をも得て実験指導の徹底を図っている。

ロ．外国語科目について

単なる訳読に終わらぬ，耳・目・ロ・手を総合的に活用した多角的基礎力応用力の養成を目

ざし，教材の面でも古典と時事問題とを適当に配して提供している。ことに昨年来は外国人教

師１名を専従とし，単なる日常会話にとどまらぬ実用英語の実力がつくよう配慮している。

なお，開学以来の本学の特色の一つとして，英独両語のほかに，中国語，ロシア語をも学ぺ

るように配慮している。

ハ．保健体育科目について

非常勤講師３名（講義１名，実技２名）に依存しているが，いずれも本務枝に劣らぬ教育熱

心さをもって，個々の学生の体力・技術の向上に努力しているので，その成果は十分に上がっ

ている。

二．総合コースについて

開学以来，教養総合講義の名のもとに各界一流人の専門を通しての広い視野からの講話を聴

き，学生に学問・人生についての展望を開かせることを目ざしている。

ホ．セミナーについて

基礎教育科目中に属しているが，１０名程度の規模をもつセミナーを１～４年次に設け，主題

に対するより緊密な人格的関係を通じての積極的取組みの生活習慣の養成を企図し，人文・社

会・自然科学の各教官が随時開講している。

へ．基礎教育科目について

(1)基礎教育科目については再三の検討を経て，現時で医学生のために必要と思われるものを

洗い出し，必修と選択とに分けて開講している。専門課程（基礎医学・臨床医学）との連絡

の上で人的協力を受けている科目も二，三あり，専門の教官とのコミュニケーションの場と

もなるようにと配慮している。

(2)本年度の試みとして，放送大学教材を利用しつつ，地球環境問題を，自然科学系全教官が

協力して行う，基礎教育特別講義を始動させた。

卜．その他について

(1)本学は以上の教室・実験室で行われる科目のほかに，クラブ，サークルで学習研究上の実

地訓練に貢献しているものがあり（例：海外医学研究会)，教官の指導助言のもとに積極的

に学外の活動の経験をも積み重ね，顕著な成果をあげているものもある。

(2)なお，学生10名程度に教官一人ずつのスモールクラス制度を設け，密接な人格的関係の中

で相談に応ずる態勢をとっていることも，以上のいろいろな工夫とあわせて，特に教養課程
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における配慮とみることができるであろう。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．一般教育科目について

学生の動態をつねに正確に把握し，それに応じて最も効果的な履修方式をとること，とらせ

ることが望ましいと考えているので，年次改訂のほかに，過去10年間の経験を生かして，大幅

の見直しを検討している。・

ロ．総合科目について

従来の方式を実情に照らして検討しつつ広範囲のものにすぺ<努力していく。

ハ．セミナーについて

現在基礎教育科目の中に含まれている基礎教育演習を「教養セミナー」として，一般教育教

官全員が担当し，より小人数で学生の積極的参加を推進する方向で検討している。

二．外国語科目について

外国人教師の協力になる実用英語学習の範囲をより広範化するよう工夫していく。

ホ．保健体育科目について

専任の教官が得られることが望ましいが，上記のように非常勤ながら，優秀なスタッフを迎

えているので，当面は施設，設備のいっそうの充実を期したい。

へコア科目など

〔Ⅳ－１のへ(2)〕などの先導試行の結果を見て長所を生かし，さらに，人文・社会系の教官

をも加えていっそう総合的なものとして発展させたい。幸い教官間のコミュニケーションは良

好であるので，創造的協力ができるものと期待される。

卜．教養課程と専門課程との融合について

本学教育プログラムの根幹をなす６年間一貫教育は模形のカリキュラムをとっているが，そ

の性質上，融合できるものとできないものとが存在する。その可能性を検討するためにも，専

門課程と教養課程の担当教官間の対話，協力関係をいっそう推進させたい。

Ｖ・自由意見

イ．人文系・社会系科目における人的設備的配慮

本学は医科大学であるので，４年間の専門教育課程をもち，教育の目のつけどころに専門

性，求心性があるが，他面単科大学であるため，学生は他学部の学生との交流が少なく，視野

が狭くなるおそれがあり，医者の要件たる総合的判断力，確固たる人間観の養成のためにも人

文系・社会系科目における人的設備的配慮が望まれる。

ロ．教養課程における情報処理教育の推進

コンピュータ時代，情報化社会などと呼ばれるようになって久しく，医学，医療の分野にお

いても，情報化は全面的に進んできている。このような情報化の増大かつ広範化にともない，

教養課程において情報処理教育をさらに推進することが急務であると考えられる。
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へ成績不振者への助言

ちなみに本学では卒業判定のほか２，４の各学年段階において進級判定を行っているが，特

に一般教育課程では各科目についての担当教官による指導のほかに，成績不振者を学年あるし、

は学期ごとに呼び出し複数の教官の助言のもとに指導している。
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40．信州大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員救い学定轍|菫灘 傭 考

人文学

教育学

経済学

理学

医学

工学

農学

繊維学

教養

部
部
部
部
部
部
部
部
部

く
く
く
く
く
く
く
く
ｆ

７
０
５
３
３
７
５
５
８

３
０
３
６
６
３
７
０
８

１
１
１

１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
』

０
０
０
０
０
０
９
５

５
２
２
９
０
６
９
７

１
３
２
１
１
４
１
２

５
２
０
１
５
２
７
１

５
１

附属病院教官定員105名（外数）

計 803（）’1,914 8３

(2)教養課程教育の開設授業科目

弦学．日本印．外国申．匡

蛤分野|麓睾日瀧揚…鬮際政治事経済榮鬮鰍係論社会

:；圖然分野|鑿:蕊謂牽物理学，腿榔
実験，生物

濁論．自然傷 ＝

論，地域研究，現代の牛命簿

現,代．イ青報粥

二土11ｺ届j鑿２１－ロゴI可司冒五ワｒョ ３．秬

コシア冒苦Ｌ
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数学，物理学，化学，生物学基礎教育科目
（医学部）

ヨ本語、。日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，日本事情Ⅱ二JZEE聿吟・ＨＺＫ墓1雷ｌＢＺｆ

H1~学ｆＨｊｌ人Ｔｒ科学概論

Ⅱ、教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告密

①『答申書．新しい状況下における一般教育について』（昭和62年３月，教養部問題検討委

員会）

②『報告書』（昭和62年５月，教養部将来構想委員会）

③『答申書．教養学部（仮称）の設立について」（平成元年'２月，教養部将来計画委員会）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

上記文書はいずれも教養部教授会の諮問による。作成に当たった委員会は教養部内のものであ

る。③『答申書．教養学部（仮称）の設立について』は，教養部教授会の承認後,平成３年度概

算要求とすべ<，現在，信州大学将来計画委員会において全学レベルの検討に付されている。

教養部問題検討委員会と教養部将来構想委員会とが統合され，昭和62年５月に教養部将来計画

委員会が発足した。さらに，大学審議会の設置を機に，昭和62年11月には，教養部をめぐって起

こりうる事態とその対策についての調査・研究，将来計画に必要な資料作成や提言等を目的とし

た教養部臨時委員会が設置された。現在この委員会は，教養学部実現に到るまでの教養部乃至は

教養課程教育について諮問されている．

教授会の諮問は，主として臨教審答申を契機として起こった教授会の議論に基づくところが大

きい。経緯の詳細は各文書を参照されたい。

ロ．作成に当たって特に注意した事柄

（１）学部が隔地に分散している本学の地理的特殊事情及び教養部1年横割制の改変は望めない

こと。学部化案の場合も全学の’年次一般教育等を担当する．

’2）大幅な人員増は望めないこと。

（３）いずれの改善の場合も，現教養部の教官全員が参加できること。

（４）教養理念の育成強化をはかり，一般教育の質的低下を生じないようにすること。
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（５）臨教審等における教養部をめぐる論議。

（６）全学の合意を得ること。

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

１．調査報告書

④『ネットワーク・システムについて』（平成元年10月，教養部臨時委員会）

ネットワーク・システム（通称ＳＵＮＳ）による専門科目の試行的授業がクサピ型カリキュラ

ムの一環として行われている。教養部では専門の委員会を設け，隔地学部高年次向け一般教育

科目等の授業の実施について検討中である。

⑤『答申書・基礎教育科目について〔抄〕』（平成２年４月，教養部臨時委員会）

教授会で承認され，平成３年度開設を目標に実施案検討中。

２．改革・改善例

１）一般教育科目について

③の教養学部案では総合科目を大幅に取り入れることが考えられている。また学部実現に

到るまでの〒般教育全体の改革・改善について臨時委員会で検討中である。

２）外国語について

（１）昭和58年度一フランス語のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄのコースによる多様化実施（『教養部案内』

184頁参照)。

（２）昭和61年度一ドイツ語のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄのコースによる多様化実施（『教養部案内』

177頁参照)。

（３）昭和62年度一英語の自由選択クラス開設（『教養部案内』167,173頁参照)。

３）保健体育について

（１）実技にシーズン・コースの授業（３泊４日の野外体育）を開設。

（２）講義に医学部教官・医師による保健の授業を開設。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

本学はキャンパスが４ケ所に分散している。教育学部と工学部が長野市，繊維学部が上田市，

農学部が上伊那郡南箕輪村（以上を隔地学部と言う)，そして人文学部，経済学部，理学部が教

護部とともに松本市にある。こうした事情から教養部は１年横割り制をとっており，１年次で教

養課程の大部分を終える。これが，まず当教養部の特色と言える。

イ．一般教育科目について

（１）自然分野の科目には，内容的に基礎教育的色彩を持つものがある。特に数学，物理の場合

がそれに当たる。

（２）上記科目の中には，専門の学部から履修を指定された必修科目がある（学部指定科目と呼

んでいる)。
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（３）学部指定科目のある学部は，医学部，工学部，繊維学部である（『教養部案内』７１，７２頁

参照)。

（４）上記以外は完全自由選択である。

（５）人文，社会分野の講義に概論的なものは皆無である。

ロ．外国語科目について

（１）英語，ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，ハングル語の７ケ国語が

開設されている。

（２）英語，ドイツ語，フランス語の履修方法が多様である。

（３）経済学部生の必修単位が一つの未修外国語８単位である。

ハ．保健体育科目について

（１）それぞれ異なった教育目標に基づいて，１年次向けに半年間のレギュラー・コース，２年

次向けには多様なシーズン・コースを開設している。

（２）講義として体育講義と保健講義が行われている。

（３）保健講義は医学部教官・医師の担当によって行われている。

＝総合コースについて

（１）総合科目の専担者の占める割合が比較的高い。全教官85名中，科学論，文化人類学，環境

科学，自然保護合わせて６名。

（２）部内に総合科目運営協議会を設け，総合科目に関する調整等を行っている。

ホ．セミナーについて

（１）単位を認定するものと，認定しないものの二通りが開設されている。どちらを開設するか

は担当教官の自主的判断による。

１２）学部に移行した高年次生も参加できる。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

（１）基礎教育科目の区分を設けることについて平成２年４月に教授会決定した。平成３年度実

施を検討中。

Ⅳ－２．改善の方向

多くの学部が，それぞれ教養部から数十キロの遠隔地に分散しているキャンパス配置の事情か

ら，教養課程１年横割りの現状の変更は困難であることを前提として，教養部改組による「教養

学部（仮称)」設立の計画を立て概算要求を行なうこととしている。

新学部は４年制の専門課程を持つとともに，引き続き全学の教養課程・医進課程教育を担当す

る。これに伴う教養課程教育の改革の概要は以下の通りであるが，一部については学部化計画と

は独立に具体化を図る゜

イ．一般教育については，

（１）従来の３分野を見直して，
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数理・物質，生命・環境，文化・記号，歴史・社会

の４つの「領域（仮称)」を基盤に開設し，それぞれの領域における幾つかの『領域内総合

科目」を中心として，科目相互の関連を明確にした有機的なカリキュラム編成を図る。ま

た，複数の領域にまたがる『領域間総合科目』を全学生に対して必修として課す。

（２）設置基準の大綱化にあわせて一般教育科目の単位数（授業時間数）を若干削減し，３６単位

を原則１年で消化している過密カリキュラムの緩和と，少人数授業の充実を図る゜

ロ．外国語科目については，

（１）主に外国語の運用能力を養う目的の部分は，身体機能の向上を目指す保健体育科目ととも

に，全ての学部の学生に共通する「共通基礎科目」として位置づける。また，主として異文

化の理解を目的とする部分は，一部を一般教育科目（特に，文化・記号，歴史・社会領域

の）として扱う。

ヘクサピ型カリキュラムの拡大を目指して，

（１）学部化が実現すればその専門教育科目の一部を各学部の高年次生に対する一般教育科目と

して活用する。

１２）「信州大学画像情報ネットワーク」の利用により，遠隔キャンパスの専門学部生に対する

教養課程教育の改善・多様化を図る゜

二．低学年次における基礎教育の位置づけを再検討し，

（１）現カリキュラムでは位置づけがあいまいな専門にかかわる基礎教育を一般教育と分離して

扱い，一般教育科目の単位数の一部を基礎教育科目に振り替え,専門教育との連携を強める。

Ｖ・自由意見

教養部の将来については，学部への改組の他に，解体・分属がもう一方の極にあるとされる。

本学はキャンパスがきわめて広い範囲に散在している。従って，解体・分属が行われれば，全学

の学生に共通の一般教育を行うことはもはや不可能である。本学にあっては，教養部解体・分属

は教養部解体のみならず，教養課程教育の根底からの解体に通ずるのである。ＳＵＮＳ（信州大学

画像情報ネットワーク・システム）に現在の教養部と同程度の機能を求めるならば，膨大な設備

が必要である。またＳＵＮＳの設置はキャンパス統合とは逆の方向を持つと考えられる。本教養

部は解体・分属の道は選べないし，選ばない。

本教養部は発足以来20年以上を経過した。その間，研究・教育に関わる教養部のポテンシャル

は大きく増加した。また，設置基準の弾力化を機に，一般教育の科目を精選し，さらに教養課程

の必修単位数を減ずるならば，教養部教官の負担の軽減になる。教養部は，既存の学部と異な

り，すぐれた総合性を備えている。これら３点，すなわち教官のポテンシャルの増大，教官の負

担軽減，総合性は４年制学部設立のための大きなプラス・ファクターとなる。こうして設立され

た学部の研究成果はそのまま一般教育に反映し，一般教育の新たな変革を呼ぶであろう。このこ

とは本教養部のみならず，全国いずれの教養部にも言えるであろう。従って，教養部組織の改変
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については，４年制学部への改組の道が全体的な傾向として大きく開かれることは合理的である

と考えられ，本教養部としても強く期待するところである。

本教養部の４年制学部設立案は，教授会承認の後，概算要求とすべ<全学の検討に付されてい

る。

また，本教養部はく大学の評価＞と関連して広報誌『スペクルムー信州大学教養部教育研究

要礎＝』を発行した。
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41．富山大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

「１

Ｌ」

rl

L」部ｌＢ

窪済学司ｊｌｔｌ

ｒｌ

Ｌ｣

副（’９２

致蕃部１６４

(2)教養課程教育の開設授業科目

里学演習，日本史，東洋史．西渭

ヨ本国彌法。ｌ堅済学。紙 昌学．地理学，H5t会

蚊学，１１ij【分稲分，線形代数，応用数学．物理学。物理
攻！日然分qfl

実験。牛物学．牛物邑強雲験．坤

辻会環境論Ｉ，社会環境論Ⅱ，自然環塘論Ｉ，自然環培論Ⅱ、現代社会

の自然．Ｉ酒f藷

｡。E壷

呆健体育科目｜体育講義，保健講義，体育実温

m・教菱課程教育の個々の改善についての試み

本教義部にあっては，既に昭和47年度に教養部改革小委員会において『富山大学（教養部）に

おける一般教育について』と題する報告書（ガリ版刷20頁）が作成され，教授会に資料として提

出されたことがある外は，まとまった形の文書は作られていない。

上記の報告霞は教養部外に配布されたことはないので，今回それを提出することは適当ではな

いが，同報告書は本教養部における一般教育の現状の“応急的,,改善を示唆しており，その中で

１５３

｜計’ 438（） 1,462 3６

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数
備考

人文学部

教青学部

経済学部

理学部

工学部

教養部

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

く
く
く
く
く
く

２
５
３
６
８
４

４
８
８
６
９
６

190

240

430

200

402

０
０

８１
０

８１



カリキュラム編成の基本的理念として「元来一般教育と専門教育との間には本質的な差異はない

のであって，その点両者を極度に異質なものとして扱うことはつつしまねばならない｡」と指摘

し，国大協『大学問題に関する調査研究報告書」（昭46.6）が提唱したカリキュラム編成の三段

階案をほぼ支持していることは，注目に値する。その他，専門教育とのいわゆるクサピ型相互乗

り入れ，総合科目の設置，教養部ゼミナールの開設もこの報告書において提案された。

この年（昭和47年）以降，下表に掲げるゼミナール，コロキアムが開設され，また，昭和52年

には学科目「環境科学」が「総合」の分野として設置され，以後同分野は次第に増強されて，現

在では「教養部履修のしおり」に掲げる８授業科目が開設されている。

参選択の｣Ｚ

巽択

巽択

qnP士屏

呉何

9回北屋

引然保護論。l目

'１１コＰ

上記の報告書は教養部の組織改革の方向として，学部への改組を望ましいものとして指摘して

いるが，以後本教養部は全学の一般教育を担当し，かつ，独自の専門教育をも施し得る学部への

改組を将来計画の最重要事項としてきた。その反面一般教育の改善の努力がやや弱められた観を

呈している。

時勢の推移と共に，今後全学的な取組みの中で，一般教育の改革が実現する方法を目下検討中

である。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

朝鮮語を開設していること，

いわゆる第１，第２外国語の区別を設けず，英，独，仏，中，露，朝の６ケ国語のうち２ケ

国語，各８単位を選択させること，

１５４



を特色と考える。

二．総合コースについて

地域社会に密接した授業科目を掲げていることを特色と考える。

ホ．セミナーについて

、の表を参照されたい。

Ⅳ－２．改善の方向

明確な方向を持ってはいないが，特lこへ及び卜の項目は研究課題であろうと考える。

１５５



42．富山医科薬科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

、（Ⅲ】 属病院教官定員97活（外濁

ｒ１

Ｌ」ｊＬＩ砲

(2)教養課程教育の開設授業科目

罫学，倫理学，笈 ｒ竺黛ＩＬＪ｢>蝉

Ⅱ

攻治字Ⅱ，地理学Ｉ，地理学Ⅱ､亡化人鍾

曰：

■自然分野|灘:雛,罐纂h擢蒻塁鑿壜掌鶏

Ⅱ

片Ⅱ

「‐ヨ

ヨ｜保健体育講義，保健体育実投

藤教育科目｜医薬学概論．応用謝

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

医学部，薬学部及び両学部にわたる一般教育の部門で，それぞれ一般教育を含めて教育課程を

検討する委員会があり，検討はしているが文書としてまとめているものはない。

Ⅳ、教義課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ・一般教育については，医学部，薬学部ともに，いわゆる模形をとってカリキュラムを編成

している。また，医薬学概論（基礎教育科目，－年次履修）では，専門科目の教官等によっ

て現実的な医療，薬学の問題が講義され，病院，製薬会社等の見学，病院の介護の手伝い

（希望者のみ）なども体験させている。

ロ・外国語科目については，医学部，薬学部の学生のためにラテン語の演習がある。

薬学部では，フランス語（４単位）が学科目として設けられている。（非常勤講師によ
』5６

｜計｜，Ｕ('8)｜麺oｌｌｌｌ

区分 教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

医学部

薬学部

150（10）

6１（８）

9５

105
２
０

附属病院教官定員97名（外数）



る）

ハ．保健体育の実技科目として，スキー実習を行っている。

Ⅳ－２．改善の方向

二．外国語科目については，フランス語が第二外国語として履修できるよう改善を考えてい

る。

卜・教養課程と専門課程を融合させる方向で教官どうしの話し合いを推進し，特に英語に関し

ては，会話や論文等に役立つ英語を可能にする方向を検討している。

Ｖ・自由意見

医学部に関しては，フランス語を第二外国語として履修させたい（学生の希望もあり）が，専

任の教員を必要とするので苦慮している。国大協でも，フランス語や中国語等の教員が小規模の

大学で採用できるよう学科目増・新設等を推進してほしい。

１５７



43．金沢大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

入学定員数|灘覺 考傭教官定員数

５５（）

１０２（）

３８（）

３５（）

８６（）

140（）

４１（）

１６７（）

８１（）

７４５（）

５
５
０
０
０
０
０
５

５
９
０
０
６
０
８
１

１
２
２
２
１
１

５

部
部
部
部
部
部
部
部
部

学
学

学
学

学
学
学
学
養
計

育
済

文
教
法
経
理
医
薬
エ
教

１
１
６

附属病院教官定員１３１名（外数）

７

1５1,705

(2)教養課程教育の開設授業科目

▽竺乞．ﾛn泊E声FIHｒ分野｜哲竺拳．倫理学．Bｉ

船会分野｜日本国憲法，法学，政治学，経済学，社会

劃然分野|麓菫篭繼鬘P徴P鼬鰐麺鰐壼製
朝鮮マイｋ･情報‘硫計弓些Ⅲ党化人類学。洞

奇が+に
金IZZ-壼現.の人鍾帯T、姐一＝｢亘聖で

舎話と-yZP法)。英語（会話と講冒

譜（認品読と文複

ｒ法)．中匡講読と文法)，中匡Ｉ誌

呆健体

ＥＩＺＫ盲書・円司面宮ZH五1香１日。Ｅ冨吾．ＢＺ５ご塗

J58



Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

人文・社会系16単位，自然系12単位の他に，人文・社会・自然の３分野及び総合科目の中か

ら「自由選択科目８単位」を履修させており，学生の学科目選択の幅を広げている。

ロ．外国語科目について

七か国語（英，独，仏，露，中，ラテン，ギリシャ）の中から二か国語各８単位を選択履修

できるようにしている。

ホ．セミナーについて

教養部教官だけでなく学部教官の協力も得て，小人数クラスで行っている。

Ⅳ－２．改善の方向

ロ．総合科目の充実

既設の総合科目（｢科学技術文化史」「朝鮮文化」など）に加え，いっそう学際性・地域性に

富む総合科目を開設したい。

159



福井大学4４

大学の構成と教養課程教育

学部別教官定員及び学生定員

Ｉ

１

率
一
ｍ
ｍ
｜
、

配
随
一
和

教養課程教育の開設授業科目２

Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

へ基礎専門，基礎教育科目について

平成２年度入学生から，従来工学部学生を対象に開講していた基礎教育科目を一般教育科目
（自然分野）に変更し，より柔軟な科目選択が可能になった。

Ⅳ－２．改善の方向

一般教育のねらいが教養及び専門の基礎であり，更には現代的な問題，実用的な部分，学術的
な要素も含まれるべきであるとの考えに立ち，一般教育の充実及び改革を目指して，平成元年１２
月に「一般教育検討委員会」を設腫し，従来担当者から指摘されている一般教育の種々の問題を
整理し，前向きに改善努力を行っている。
」6０

｜計’２９０(33)’７６０１３６１

教官定員数 入学定員数 学部留
学生数 備考

教育学部

工学部

128（33）

162（）

200

560

８

2８



45．福井医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|菫蟄蟇 傭 考

教官定員には学長１名，副学長２名
を含む。

附属病院教官定員93名（外数）
医学部’１５３０２） 0100

15302）計 100 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

-教；人文分野｜哲学，倫理学,心理学,歴史学(医史学几
投寛１－藻蕊罫－１窪筆:蝿學~鰯學アサiii曇;;一週ﾋﾟ蔭

ヨ然分野｜数学，物理学，物理学実欝 実験，生物学，生物学実麟

ⅡⅢ

ⅡＩ

吻学．牛物薬牛学．医

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

特色とは考えていないが，

①外国語教育については，外国人教師による英語・英会話の時間を設け，nativespeakerの

参加を図っている。

②基礎教育科目に医用電子工学及び，情報科学には工学系の非常勤講師による授業を行って

いる。

③基礎医学系からは，２年次後期から，解剖学の授業を始めている。

などが行われている。

Ⅳ－２．改善の方向

常々，単科大学としての短所を補うことに意を注いでいる。現在，項目のイ，二，卜に関する

ものに重点を置いている。

Ｖ・自由意見

総合大学に比して，単科大学ではどうしても学生の視野が狭くなりがちである。十分な教養課

程の教育が出来るように，一般教育にかかわる常勤教員の増員を希望する。

１６１

基礎教育科目
応用統計学，医用電子工学，医学情報学，分子生物学，生物発生学，医学

概論，遺伝学

教
育
科
目

一
般

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学，歴史学（医史学)，文学，芸術学

法学・政治学 経済学，地理学，文化人類学

数学，物理学，物理学実験，化学，化学実験，生物学，生物学実験

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ，フランス語，英会話Ｉ，英会話Ⅱ，英会話Ⅲ，英会話Ⅳ

保健体育科目 体育講義，体育実技



46．岐阜大学

Ｌ大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

lirIriiiffli扇;し二三二三景
教育学部

医学部

工学部

農学部

教養部

計 562（）11,120 2３

(2)教養課程教育の開設授業科目

に分野｜哲学，倫理学．心琿筆．Ⅲ､,画

差済学，経稲F自差特識．癖杓 攻治学，社会学，教育学。Ｈｆ

､'1…野|麓塾人文地…｡…文化人雛文化人辮謝教！

風学，解ホ 奴学，澗 里学．物耳
暖門十厘

｡ｑ懇Ｌに

iE詰り，英語特講，英語研識．純評

R謡ⅡＧ，独語ⅡＬ，独語Ⅱ，独語ｍ・独語Ⅳ、純藷研

I，仏語Ⅲ，仏語研講，露語布

段，露語中級，中国語初級，中国語中級

呆健体育講義，体育実技Ｉ，体育実打

医学部｜数学，物理学，物理学実麗

亜学．物碑

E１本語旧 酢情ｌ，日本事情Ⅱ，日本事情Ⅱ

悪１置了｜曰Ｚに配

Ⅲ、教蕊課程教育の個々の改善についての試み

１．教養セミナーの開設

資料（１）「60年度教養部大学問題研究会提案」（61.3.12）

１６２

|：獺樹’
日本語Ａ，日本語Ｂ，日本語ｃ，に|本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，日本事情、，
日本事情Ⅳ

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

教養セミナー
(総合科目）

哲学，倫理学，心理学，心理学実験，文学，音楽，美術，（総)性

経済学，経済学特講，憲法，法学，政治学，社会学，教育学，歴史学，人
文地理，人文地理特講，自然環境，文化人類学，文化人類学特講，（総）
社会

数学，解析学，代数学，統計学，物理学，物理学実験，化学，化学実験，
生物学，生物学実験，地学

松井セミナー，ほか49科目

外国語科目

英語Ａ，英語Ｂ，英語Ｃ，英語Ｄ，英語特講，英語研講，独語ＩＧ ， 独語

ＩＬ，独語ⅡＧ，独語ⅡＬ，独語Ⅱ，独語Ⅲ，独語Ⅳ，独語研講，仏語Ｉ

Ｇ，仏語ＩＬ，仏語ⅡＧ，仏語ⅡＬ，仏語Ⅱ，仏語、，仏語研譜，露語初
級，露語中級，中国語初級，中国語中級

保健体育科目 保健体育講義，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

基育
礎科
教目

医学部

工学部

数学，物理学，物理学実験，化学，化学実験，生物学，生物学実験

数学，物理学，化学



（２）「年次別教養セミナー開講状況」

（３）「教養セミナーに関する教官アンケート」

（４）「教養セミナー・アンケート調査（各学部１．２年次学生分）について」

2．総合科目の一部実施

3．一般教育科目履修の弾力化

4．学科目の充実

学生のより幅広い選択を可能にするために，教養部発足以来一般教養科目の増設に心掛けて

きた。また，非常勤講師で賄われていた若干の学科目についても常勤教官を配置し，教育内容

の一層の充実を図ってきた。

学科目の新設：政治学（昭和47年度）

人類学（昭和51年度）

日本語・日本事情（昭和62年度）

常勤教官の配置：法学（昭和42年度）

統計学（昭和43年度）

倫理学（昭和62年度）

地理学（昭和62年度）

Ⅳ教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ホ．セミナーについて

前記Ⅲの資料参照

Ⅳ－２．改善の方向

（改善の重点課題）

ロ．総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

ハ．セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る゜

へ．例えばコア科目など，従来の実施方法に囚われない方法の開発を考える。
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47．静岡大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

縮定員数|入学定鮒|製： 考傭

く
く
く
く
く
く

配
弘
乃
拓
巧
餌

１
１

人
教
理
工
農
教

文学

青学

部
部
部
部
部
部

432

510

205

501

165

１
０
２
７
４

２
１

学
学
学
養

609（）’1,813計 4４

(2)教養課程教育の開設授業科目

i…|離學繊学薔蝋輔…史，…,…
ＢＳＣ■●－－●●－－●●－－●■■－●●■－●●●－●■■■ロ⑰●■－－■●■－●■●－－●●■｡■｡■－■●一○●ＣＣ－￣－－－■￣●■￣■の■￣●■■■■■■●■ご■￣●■●￣￣ウウ￣￣●ｃ⑪－ＣＣＣ￣￣ＰＣ￣￣￣●｡￣￣￣￣￣￣中●ＣｏＣＣ－Ｃ￣の￣ＣＣＣ￣｡◆◆￣￣の▲▲￣￣▲■￣■－－●｡￣￣｡￣￣■■■■■■￣￣￣●●■●■■｡￣□守一■￣キー●

法学．政治学，１塁済学。社会学，社会縣想史，社会術
又Ｉ⑪ＬＬ上里ソ１１W。

奴猩二,叙字uＤｊＲ

支術の誕生とその革新過程

英語１－１，英語１－２，英語Ⅱ－１，英語Ⅱ－２，ドイツ語１－１，ドイツ語１－

２，ドイツ語Ⅱ－１，ドイツ語Ⅱ－２，フランス語１－１，フランス語１－２，フラ

ンス語Ⅱ-1,フランス語Ⅱ-2,中国語Ｉ，中国語Ⅱ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ

外国語科目

保健体育科目｜体育講義，実技Ｉ，実技Ⅱ

日本語･日本事情｜日本語１－１，日本語１－２，日本語Ⅱ－１，日本語Ⅱ－２，日本事情Ｉ
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Ⅱ．Ⅲ、教義課程教育の改善への動き

①『教養部改革に関する報告』（平成２年３月）

本学教養部では，総合科目特別委員会が1971年度に設置され，その検討を経て，1979年度に総

合科目が開設された。また，構想委員会を中心として，教養部教育を改善すぺ<教授会構成メン

バーに対するアンケート調査や，それを基にした公開討論会等を行い，教養教育の充実等をはか

ってきた。

最近では，1988年度に，全国国立大学教養部から学生便覧等を取り寄せ，その実態調査を行

い，本教養部でも「一般教育における小人数教育｣，「授業時間の現行100分４コマ制から90分５

コマ制」の２点を取り入れることを教授会に提案した。前者については，後述の「教養部改革検

討委員会」の「コア科目案」との関連もあって継続検討中である。後者については教養部教授会

の承認を得て，近々全学に正式提案の運びとなる。これが実現すると，従来，カリキュラムの過

密化のため困難であった教養部セミナーの開設枠が正規の時間割の上に確保され，その単位化の

可能性が高くなる。

なお，1987年度に，教養部組織改革の検討のため特別委員会として「教養部改革検討委員会」

の設置が教授会に提案され，1988年４月に同委員会が発足した。同委員会は現状のカリキュラム

の見なおしから着手し，1989年７月に「中間報告」を，1990年３月には「最終報告」をまとめ

た。

「中間報告」で提案された外国語科目のカリキュラム改善に対しては，具体的に英語教官の欠

員に，1990年４月から英語を母語とする外国人を採用し，人文コースの学生に半年間の会話授業

を必修とした。また，ＬＬ教室の設置も概算要求を行うこととなった．一般教育の充実に向けて

提案された「＝ア科目」の創設に対しては，1990年４月以後も，その実現の可能性を探るべく引

き続き検討をすることとなった。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学では２年制教養部を堅持しており，理・工・農学のコースに基礎教育科目への８単位の

振替を認めているものの，３６単位を必修としている。基本は，人文・社会・自然の３分野にわ

たり３科目ずつの選択制であるが，その他に総合科目を設け３分野のいずれかに振り替えるこ

とを認めている。

総合科目は，３分野にまたがる内容のものである。それは10年にわたる検討の結果，1979年

度から開設され，1989年度には７科目が開設されている。その科目は以下のとおりである。

人間論２本，科学史４本，子供論１本，生活科学１本，技術概論１本，

情報科学２本，ことば１本

ロ．外国語科目について

１６５



第１．第２外国語共に８単位必修のコースと，第２外国語は４単位でもよいコースとがあ

る。

英語については，会話にも力点が置かれ始め，1990年４月から人文コースに対して半年間の

会話が必修となる。また，２年次生は学生の希望を重視し，英語２コマの内１＝マは講義概要

を学生に提示し，その中からの選択を認めている。

未修外国語については，８単位選択必修を基本としており’４単位選択必修の工学＝￣スに

おいても，さらに４単位の選択が可能なカリキュラムの編成をとっている。なお，未修外国語

科目については，選択の幅が広がるように，ドイツ語の他に，フランス語・中国語・ロシア語

等の充実を図ってきた。

ハ．保健体育科目について

２年間の体育実技は，ポールゲームを中心としたスポーツ種目を教材とし,原則として,学

生の選択によっている。実技の内容は，単に技術の修得でなく，その文化的背景を学ばせるよ

う努め，各種目を通して健康体力の保持増進を広く学ばせている。また，半年間の講義は，広

範な分野を包括する体育学の内，重要な二つの分野を２人の教官の組合せにより行っている。

例えば，運動生理学的なものと体育史的なものとである。

ホ．教養部セミナーについて

従来，セミナーは教官が自主的に行ってきたが，1981年４月から「教養部セミナー」と名付

け，その一覧表を学生に配布し，広く，学生に参加するよう呼びかけている。

セミナーは単位として認められておらず，開設の時間も主に午後５時以後であるが，熱心な

教官．学生に支えられ，毎年'0数本が開設され現在に至っている。その内容は多種多様で，外

国語教官による哲学関係のもの等各教官の専門を越えたものもある。また，参加者は教養部生

だけでなく，学部生，卒業生も含まれている。

毎年その単位化の要望が強いが，正規の時間割内にその開設枠の確保が難しく，また，担当

教官の非専門分野のセミナーの取扱をどのようにするか検討が続けられている。

へ基礎教育科目について

当教養部の発足時（1965年）から，理・工・農学各コースの学生を対象に，各学部教官の協

力を得て，教養部の責任において基礎教育を展開してきた。部内に，基礎教育検討委員会を設

け，受講生のアンケート調査等を通じてテキスト・授業内容の難易度をチェックし，カリキュ

ラムの検討，基礎教育の改善に当っている。

昨今の細分化されたいわゆる「専門科目」教育に対し，基礎教育は理・工・農学のコースの

学生に自然科学の総合的な視野を与える観点から，各コースの学生にとって必要と考えられる

自然科学の基礎を系統的に幅広く学習させている。そのカリキュラムの概要は以下のようであ

る。

工学コース（１学年定員501名1989年度，延べ人員501名×２）
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物理，数学，化学，図学の講義が必修として，９コマ展開されており，これに，物理学実

験（通年）と化学実験（半年）が必修として行われている。

理学コース（１学年定員205名1989年度，延べ人員205名×２）

物理，数学，化学，生物，地球科学の講義が８コマ，必修（一部選択必修）として，展開

されている。これに，必修として，物理学実験（半年）と化学実験（半年）が行われ，必

修あるいは選択として，生物学実習（半年）と地球科学実験（半年）が行われている。

農学＝－ス（１学年定員165名1989年度，延べ人員165名×２）

生物，物理，数学，化学の講義が必修として，５コマ展開されており，これに生物学実

習（半年)，物理学実験（半年)，化学実験（半年）が必修として行われている。

Ⅳ－２．改善の方向

一般教育について，従来の３分野にわたる履修方法は基本とするが，総合科目の一層の充実を

はかるべく，総合科目委員会ではアジア学・女性学の２つの新科目の1991年度開講に向けて検討

を重ねている。

また，教養部セミナーの単位化の要望は年々強まっており，このことを踏まえ小人数クラスの

新しい形の一般教育を開設するように努力している。

さらに，1990年４月以後，「改革検討委員会」提案の「コア科目」の検討も続けられることと

なっている。「コア科目」は，総合科目とセミナーを組合せた形態のものが考えられており，近

い将来その実現が期待されている。
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48．浜松医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鰍|掌灘 傭 考

２年,度増定員を含む
※次の定員を含む
①学長・副学長３
②保健管理センター講師１
③動物実験施設助教授１
④実験実習機器センター助教授１
⑤附属病院9４

医学部’２５４（13） 100 ６

計 254（13） 100 ６

(2)教養課程教育の開設授業科目

辻会学，社会規想史，認

計ｉ自然分野|麓U翅蝋h霞鰹鮮
舎話．誠 ⅡnIlI．

反ｌ体育講義，体育実技Ｉ，体育実猫

玉学概論Ｉ，医学概論Ⅱ，応用数学，医療社会

腱…目|篶霧鵜騨牛饗懲懸理蠅jnl;k豐鴬鰯鰐

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『拡大教務委員会報告書（抜粋)』

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

1985年（昭和60年）に，専門教育も含めたカリキュラム全般に亘る改善を行った。

イ．案作成までの経緯と学内手続き

開学前に立案した教育カリキュラムと比べて，教員の赴任・施設の新営等の状況によって，

実施してきたカリキュラムにひずみが生じてきたこと，授業時間数が基準より大幅に増大した

こと等により，1979年（昭和54年）に初代教育等担当副学長がカリキュラムの見直しを提唱さ

れ，教授会がこれを承認し，拡大教務委員会を組織して，本学構成員全般から意見を聴取し，
J6８



これをまとめるという手続きで調査報告を行った。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

①専門課程から教養課程へのくい込みという形のクサピ型を見直すこと。

②総授業時間数を削減是正して，ゆとりあるカリキュラムとすること。

Ⅱ－３．既に実施している改善の蹟み

①非常勤講師の雇用により，社会科学の不足を補った。

②「特別講義」として広く外部から講師を招いて，人文・社会・自然科学全般を見渡し結合

しうる講義を実施している。

③外国語科目を高学年（２，３，４年生）でも選択できるようにしてこれを充実した。特に

外国人教師（英語）及び外国人講師（ドイツ語，フランス語）を雇用した。

④基礎教育科目を文化系・数物系・生化系の３系列に分けて大幅に充実し，小人数教育が実

施できるようにした。

⑤６年生用に医学関連科目として，医学に関する総合科目的科目の中に，倫理学，法学等も

関連する科目を開設することによって，より実質的なクサピ型教育を実施した。

Ⅲ、教養課程教育の個々の改善についての試み

1989年（平成元年）より，カリキュラム検討小委員会を設置して第２次のカリキュラム見直し

作業に入っているが，この全学的な見直しの中で，教養課程教育も見直される予定である。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

上で述べたような本学の特質によって，教養課程のみを個別的に取り上げた設問には回答し難

いが,

①基礎教育科目の「医学概論Ｉ．Ⅱ」の授業科目については，専門課程教員が参加したり，

一方専門教育科目内の関連科目の一部授業科目については，教養課程教員がこれに部分参加

したりしてカリキュラム面で教養課程教育と専門課程教育との融合を図つたり，

②一部教養課程教員が医学研究科（大学院）の担当を分担したり，新入生のオリエンテーシ

ョン（ワーク・ショップ）に専門課程教員も参加したりして，人的融合も図っている。

169



49．名古屋大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|製； 傭 考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

工学部

農学部

教菱部

総合言語センタ

総合保健体育科
学センター

計

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

８
２
０
６
４
８
１
８
８
２
４
１

６
３
６
４
９
５
４
２
０
６
１
１

１
１
４
１
１

３
９

１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｌ
Ｊ

150

７０

１９０（15）

230

285

100

865

193

法学部入学定員（）は，三年次入
学定員（外数）である。

３

附属病院教官定員150名（外数）

６
６

７

2,083（15） 2２

(2)教養課程教育の開設授業科目

■…曜繍巍鍾鰯鰍
｡●●B●●●●●●●⑤甲一一年｡－－．－－－■一一一二■￣－￣｡●▲Ｃ--●－■■Ｃの￣■■。■■●●■●■●■■●■●￣●■●■●し●●￣●●･￣●Ｃ■￣凸Ｃ￣◆●￣｡￣ＣＣＣ￣の●●●ＰＣ□●■凸●●￣■■■￣■■■￣￣￣⑪●●￣￣●●･の●ＣＣＣ￣●￣の－－｡￣ウーの￣●￣￣●◆の￣のﾛ｡■■■■●￣■■●●●｡■■￣￣■￣￣~｡●￣■￣■￣■■■●

般
教
育
科
目

憲法，法学，政治学，政治学演習，経済学，経済学演習，社会経済史，社

会学，マスコミ論，社会思想史，社会思想史演習，地理学，地理学演習，

統計学，社会科学セミナー，（総）社会

社会分野

英語，ドイツ語初級，ドイツ語中級，ドイツ語中級（特演)，ドイツ語初

歩，フランス語初級，フランス語中級，フランス語中級（特演)，フラン

ス語初歩，ロシア語初級，ロシア語中級，ロシア語初歩，中国語初級，中

国語中級，中国語初歩，スペイン語初級，スペイン語中級，スペイン語初

歩，ラテン語初歩，ギリシャ語初歩

外国語科目
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保健体育科目｜保健体育講義，体育実技

日本語(特例科目）｜日本語Ａ，日本語Ｂ，日本語Ｃ

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『教養部改革調査報告書』（平成２年３月）

、－２．案作成までの経緯と学内手続き等

昭和59年３月将来構想委員会を教養部教授会に設置（59年11月第１次案答申）し，昭和60年３

月に同委員会を教養部改革委員会に改組して教養部改革案等の検討及び作成に当たっている。

また，教養部改革第３次検討委員会を評議会のもとに設置し，教養部改革案について全学的に

検討を加えるとともに，本委員会の承認のもとに教養部改革に係る概算要求案を作成する。

Ⅱ－３．既に実施している改善の蔵み

『教養部改革調査報告書（平成２年３月)』中，Ⅱ（34～59ページ）を参照。

なお，参考資料として『チューター制（試行）に関する報告書』（1987年３月）及び『大学教

育方法等改善経費報告書』（1990年３月）を添付。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

教養課程における現行カリキュラムについては，昭和59年度に改正したカリキュラム（いわゆ

る59カリ）により実施しており，その特色と具体的内容については，『教養部改革調査報告書

（平成２年３月)』中，Ⅳ〔４〕（119～120ページ）を参照。

Ⅳ－２．改善の方向

イート全般にわたる改善を考えている。具体的な改善構想は『教養部改革調査報告書（平成２

年３月)』中，Ｉ〔２〕（２～11ページ）を参照。
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50．愛知教育大学

Ｉ、大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

１
．
．
』

｢1

1｣

(2)教養課程教育の開設授業科目

一教!…4翰雪」露1蘂憧蟹１－毒密!…茎證…霧
殺意ｉ社会分野｜法学.地理学｡政治学｡経済学｡拙

目然分野ｌ数学．物理 勿竺華E9f論．雄

片Ⅲ。！ 吾Ⅱ

同Ⅱ

呆健体育理論Ｉ，保健体育】浬論Ⅱ，保健体育実技Ｉ，保健体育実猫

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

広範な教養の形成と知識の調和，並びに総合的及び自主的な判断力を育成している。

ロ．外国語科目について

一般教育の一環として,広く国際文化の理解と交流並びに学術の基礎的能力を育成している。

ハ．保健体育科目について

身体活動の価値を認識し進んでこれを行い，健康を増進するとともに社会的性格を養い，も

って学生生活を豊かならしめている。

Ⅳ－２．改善の方向

（１）一般教育科目について

分野ごとの授業科目（題目）の見直し及び授業内容の改善

（２）外国語科目について

①１クラス当たりの受講学生数の適正化

②授業方法の改善

③学生の履修科目選択方法の改善

１７２

教育学部

計

300（36） 1,035

備考

｜,|蕊繍繍蹴震

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数

300（36） 1,035 ３

教
育
科
目

一
般

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，宗教学，文学，史学，芸術学，心理学

法学，地理学，政治学，経済学，社会学，教育学

数学，物理学，化学，生物学概論，地学，工学，農学

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，フランス語Ⅳ

中国語Ｉ，中国語Ⅱ，中国語Ⅲ，中国語Ⅳ

保健体育科目 保健体育理論Ｉ，保健体育理論Ⅱ，保健体育実技Ｉ，保健体育実技Ⅱ



51．名古屋工業大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定轍|鬘鑿蟇 考

ＥＴ■ｒ”～ｒ＝＿兀正

刀４Ｉおｒ

１
０
Ｊ

ｒ
』

9８（６［

Ｆ
ｒ
Ｌ
Ｌ

(2)教養課程教育の開設授業科目

汀･〆号鈩側４千Ｉ可ｦT疽晋Ｐ竜

；１－鑑臘T蓬ii篝;…盤

Ⅱ

ｎ
ｌ
ｕ

日
』

呆健講義，体育講義，体育実打

騨析学Ⅲ，線形代数学Ⅱ，関数論，微分方逼騨乃

ＩＩＬ

ゴ本譜・日亦 ヨ本詳;Ⅲ、曰却 ヨ本学Ⅲ

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『大学改革及び大学院工学研究科博士課程構想（抄)』（昭和60年３月）

Ⅱ－２．調査報告書作成までの経緯と学内手続き．

①調査書作成までの経緯

本学では，学部の改革及び新構想による大学院博士課程の設置について，学部の改革につい

ては大学改革検討委員会を設置し，大学院博士課程の設置については大学院博士課程設置準備

委員会を設置し，それぞれ検討を重ねた｡

また，大学改革検討委員会と大学院博士課程設置準備委員会の合同幹事会で検討し，一般教

育の改善を盛り込んだ『大学改革及び大学院工学研究科博士課程構想』の調書を作成した｡

②学内の手続き

１７３

|日本語･日本事情|日本語Ｌ日本語Ⅲ日本語Ⅲ,日本学Ｌ日本学Ⅱ日本学、１

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，文学，心理学，教育学，歴史学，人類学

経済学，社会学，法学，憲法，政治学，地理学
■●◆￣●｡￣■ＣＣＣ●●Ｃ●｡●'■●■■⑪ｂ■'■￣■'■■■■￣■￣●｡￣■｡￣⑥￣￣■●｡●ロ－Ｆわ■凸■Ｐ■･■￣■●■￣■■'■￣■■句●●⑤●●●ＣＯ￣⑪●■●･■－■1■－■■－■■■■■｡■●－－－●●の---P---,■●l■p■■--‐ら__ＣＰ-,ケご■－－-■■■■.■■｡

解析学Ｉ

生物学

線形代数学Ｉ，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，化学Ｉ，化学Ⅱ，地学，

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語、，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ａ

ドイツ語Ｂ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ａ，フランス語Ｂ
ロシア語Ａ，ロシア語Ｂ

保健体育科目 保健講義，体育講義，体育実技

専門教育科目

(共通基礎科目）

解析学Ⅱ，解析学、，線形代数学Ⅱ，関数論，微分方程式Ｉ，微分方程式

Ⅱ，確率・統計学，物理学Ⅲ，物理学Ⅳ，物理学実験，基礎化学Ｉ，基礎

化学Ⅱ，化学実験，情報処理Ｉ，情報処理Ｉ演習



大学改革検討委員会及び大学院博士課程設置準備委員会で審議し，教授会で決定された。

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

本学第二部においては，昭和60年度より外国語（英語）科目について，１年次を帯開講とし，

その中の１クラスを初級クラスとして推薦入学者の普通高校以外の出身者を優先的に受講させて

いる。

なお，自分がどのクラスを選択するかは，「授業内容一覧」により自由に選択させている。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

へ．基礎専門，基礎教育科目について

本学は，専門教育科目の中に「共通基礎科目」を設けて，全学科の専門教育の基礎教育を行

っており，担当教官は主に教養課程の教官が行っている。

また，科目としては下記のとおりであるが，科目によっては特定の学科の学生に受講させた

り，学科によっては必修・選択と異なっている。

記

］｜単位数’授 ヨｌ単位数’授

】寵辱血●菰

駁竺凄Ｉ］

醗処稗ｦ：翅】

なお，「イ」から「ホ」及び「Ｍに関しては，「ロ」の外国語（英語，ドイツ語，フラン

ス語，ロシア語）が，１～４年次にわたって配置されている点以外には，特記すべき事項はな

い｡

Ⅳ－２．改善の方向

本学の『大学改革及び大学院工学研究科博士課程構想（昭和60年３月)』（上記Ⅱ－１参照）中

のⅡの２の一般教育の改善の項の中に，三項目にわたって，特に一般教育の改善と専門教育への

協力参加について提案がされている。

しかしながら一方において，学生急増期に加え，本学が多人数教育実施校であったこと，更に

は大規模な第二部（４学科，学生総定員1,000名の夜間部）を併せ持つという歴史的事情等があ

って，実質的な多人数教育のために教官及び設備に対する負担増，教育の非効率性等が障壁とな

り，教養課程の改善への取り組みは緒についていない。このような状況の打破方策の検討は，教

養課程教育改善のための全学的優先課題の一つと考えられる。

１７４

授業科目

解折学Ⅱ

解析学Ⅲ

線形代数学Ⅱ

関数論

微分方程式Ｉ

単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

２ 微分方程式Ⅱ ２ 基礎イヒ学（有機） ２

２ 確率・統計学 ２ 基礎化学（無機） ２

２ 物理学Ⅲ(電磁気学） ２ 化学実験 １

２ 物理学Ⅳ(近代物理） １ 情報処理 ２

２ 物理学実験 １ 情報処理Ｉ演習 １



以上のような状況下で，カリキュラム上も，教育内容においても，現在教官個々の工夫，努力

に依存せざるを得ない中で，なお一般教育担当の教官毎に改善について模索，検討が続けられて

いるが，組織的改革，改善に結び付く端緒をつかみ兼ねている。

なお，模索中の個別的問題点（希望）をあげれば，次のとおりである。

（１）セミナー形式による小人数教育の導入については，多くの教官が強い関心を持っている。

……（'､）

(2)人文社会教室では，総合科目あるいはコア科目を中心とし，教養課程教育と専門教育との

融合について，現制度下での可能性を討議している。……（ロ，へ，ト）

（３）化学教室では，実験を主体とした実践教育について討議中である。

（４）保健体育教室では，生涯教育につながる教育として，保健体育科目の実技の見直しを検討

している。……け）

１７５



52．豊橋技術科学大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

部Ｉ２［ 車学では教養課程担当教官と専門課
浸杷当教官を明確に区別してい生せ

ｒｌ

ｌ」

(2)教養課程教育の開設授業科目

人文分野|需史蝋蝋鐡壌認議慰講繼掌ｱﾒ

!…鮒|蕊露鍵獺壼鱗繍瀞蝿
』醐募|欝鰯憲轤獺霊｢鰯茎瀧蓼蓮
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般
教
育
科
目

アイルランドの民話，異文化間コミュニケーション入門，英語聴解力強化

講座，日本の物語，身体運動学入門，現代の分子生物学，日本語文章表
現，手話入門，今日の世界事情

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，フランス語Ⅳ
中国語

総合科目

外国語科目

呆健体育科目|騨露義保健体育実技Ｌ保健体育実飢保健備難瓜鵬

Ⅲ．教養課程教育の個々の改善についての試み

本学の１年次，ならびに３年次（高等専門学校から編入）に入学する学生を対象に，入学時に

英語の一斉テストを実施し，能力に応じたクラスを編成し，教育効果を上げる努力をして来た

（資料「一斉テストに関する報告書」参照)。

また最近では，本学においても留学生が急増し，日本語の授業を履修する学生が増えてきてい

る。彼らの日本語の理解力には大きな差があるため，平成２年度より，英語と同様に一斉テスト

を実施し，日本語の能力に応じた履修コースを選択させ，より効果的な授業方法についての検討

を始めている（資料「日本語プレースメント・テスト実施日設定のお願い」参照)。
１７６

[～i可訴
203（12） １年１００

３年２７０
3３

203（12） １年１００
３年２７０

3３



これら英語，日本語教育の在り方は，単に一般教育内の問題にとどまらず，工学の専門教育に

も多大な影響を与えると考えられるため，全学的な問題として，協議の上実施しているものであ

る。このため，テキストについても，専門的な内容に関したものも適宜取り入れ，一般教育とし

ての語学教育と専門教育の一体化を目指している。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育全般について

本学は，昭和53年に開学した工学部の単科大学であるが，旧来の大学と比較して，制度的に

大きな特徴がある。すなわち，１年次に高等学校の卒業生が入学することは他大学と変わらな

いが，その定員は少なく（現行100名)，主な入学生は，３年次に編入してくる高等専門学校の

卒業生である。後者の編入生は，高等専門学校において，大学における一般，ならびに専門教

育に相当する科目を履修しており，その修得単位は，本学入学時に修得単位として読み替えら

れるが，一般教育科目，ならびに外国語科目においては，その卒業要件を満足させるには至ら

ず，そこで必然的に３，４年次においてこれら不足分の一般教育科目，外国語科目を履修しな

ければならなくなっている。この際，一般教育科目は，従来通り人文，社会，自然の３領域に

分類されているが，人文と社会の垣根を取り外し，必要単位数をどちらの領域から選択しても

可能であるとし，選択の自由度を拡げている。

また１年次入学生は，３年次において高等専門学校からの編入生とドッキングしなければな

らない状況を考えると，１，２年次において，かなりの専門教育科目を履修しておく必要が生

ずる。そのため１，２年次において，一般科目，ならびに専門科目を並行して履修することに

なり，このことは３，４年次においても同様である。

以上のように，本学では，旧来の大学の教養課程に相当するものは存在せず，１年次から４

年次まで一般教育科目と専門科目が並列し，これらがうまく組み合わされることにより，教育
効果を上げていることに一大特徴があると考えられる。

さらに本学は，学部から大学院までの一貫教育を目指した大学院大学でもある。そしてこの

大学院教育においては，専門教育だけに偏らず，幅広い知識，教養を身につけさせることを教
育目標として，大学院修了要件単位数の３分の１を，他の専攻科目，計画経営関連科目，ある

いは一般教育科目で埋めなければならない規定がある。従って，人文，社会，外国語，保健体

育の担当教員の多くが，学部と同様に大学院向けの一般教育科目を担当している。大学院にお

いても，学部教育と同様に一般教育，専門教育が並行して行なわれていることは，本学のもう

一つ大きな特徴と言える。

ロ．外国語科目について

イにおいて述べたように，外国語科目を１年次から４年次までの全学生を対象として開講し

ている。また本学では，原則的には英語を第一外国語とし，英語だけで外国語科目の総単位数
１７７



を修得することができるようになっている。第二外国語として，ドイツ語，フランス語，中国

語を開講しているが，特例的にドイツ語を第一外国語として履修することも可能となってい

る。

外国語科目の担当教官は，１～４年次の外国語の授業だけでなく，後で述ぺる総合科目，あ

るいは大学院向けの一般教育科目を担当することとなり，教官側の意識の面でも，これまでの

教養課程のみの教育に比べて意気込みも高く，一般教育科目，外国語科目の充実に寄与してい

ると考えられる。

へ保健体育科目について

１年次に入学する学生を対象とし，２年間で講義２単位，実技２単位を履修させていること

は，他大学と同じである。これに加えて本学では，３，４年次を対象とした体育実技を，また

大学院生を対象とした体育科学を開講し，３年次以降でも保健体育科目を選択することが可能

である。

二．総合科目について

一般教育科目の一つとして，総合科目を週１回開講し，人文，社会，外国語，保健体育担当

教官が，これらの講義を担当している。平成２年度の開講科目は９科目である。この単位は，

一般科目の人文，社会のどちらの単位としても認定可能であること，また，内容的にもこれま

での学問領域にこだわらず，例えば，手話入門，今日の世界事情等，学生にとって興味深い内

容も多く，好評である。

ホ．セミナーについて

セミナーの名称で開講している科目はない。

へ．基礎専門科目等について

本学は，工学の単科大学であるため，一般科目の中の自然の分野，特に数学，物理学，化学

は，専門の基礎科目として重要である。そのためこれらの科目を専門課程の教官が担当し，基

礎科目と専門科目を関連づけながら講義している。

Ⅳ－２．改善の方向

すでに述べたように，本学では，一般教育科目を学部後期のみならず，大学院修士課程におい

ても開講し，準専門科目並の取り扱いをしてきた。これは，本学の教育目標である，幅広い知

識，教養を持った技術者の養成を目指したためであった。これにより一般教育と専門教育が分離

せず，いい意味での全人教育が行なわれ，教育効果を高めてきたと考えられる。

しかしながら，現在，一般教育科目，外国語，保健体育の担当教官が中心となって，これまで

の一般教育の成果をさらに進めるべく方策について検討を始めたところである。すなわち，近年

の工学の進歩はめざましく，特に情報通信産業の飛躍的な進歩は，これまでの人間の社会制度そ

のものを根幹から揺がしかねない危険性さえ孕むようになってきた。このような場合には，工学

そのものと，人間の文化，社会の諸問題を取り扱ってきた人文，社会科学との密接な連係が欠か

】7８



せないものになってきたことを示すものといえる。このため，一般教育の目的を工学教育におけ

る全人教育的意義付けに留まらないで，さらに両者の有機的な関連にまで踏み込んだ講義内容を

新たに加えることにより，従来の一般教育，専門教育に分類された教育内容を抱合的に取り扱っ

て行きたい，とするのがこれまでの改善に関する審議経過である。
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重大学53.

一一一

大学の構成と教養課程教育

学部別教官定員及び学生定員

Ｉ

(１

教職数|入学定員数|掌灘 考傭

本学では，一般教育を主として人文
学部と教育学部の教官が担当してい
る。

人文学部教官は，日本語・日本事情
担当及び臨時増募分を除いて，一般
教育担当教官と専門課程担当教官の
区別はない。

教育学部教官は一般教育担当教官と
専門教育担当教官が定員上区別され
ている。

附属病院教官定員103名（外数）

６
０
０
２
０

１

100（５）

132（25）

140（Ｏ）

９８（Ｏ）

145（）

０
０
０
０
６

８
３
０
９
０

２
３
１
３
３

人文学部

教育学部

医学部

工学部

生物資源学部

615（30） 1８1,406計

教養課程教育の開設授業科目２

冠砺|哲学,倫理学，
社会分野|法学,政治学，

…隣；

哲学，倫理学，宗教学，歴史学，文学，芸術学，音楽学，比較文化
■⑪■■－－●●｡￣｡◆●－－￣■￣■ｒ●■－■－■■ウゥ●の￣●◆●●し◆の￣の■■｡■●●￣■■●■■⑤●－■■ご￣⑰●Ｃ■●●●｡￣●･●●￣■⑥■￣■▲■￣￣■■■■■■■■－■■■■－－⑰＝■●－白一⑪－－Ｐ■■－－⑪｡－－●しｄＣ－ＣＣＣ●や●●■●￣の▲－■－■■－｡■－－■■■－■□

法学，政治学，経済学，社会学，文化人類学，地理学，教育学，」､理学
,－●寺｡――◆●Ｃ￣￣■。●￣■匂－－■■■－●Ｃ●￣ＣＣＣ■｡●●｡●￣￣■￣■￣■￣■■ご■￣￣■■凸一●の｡●●●●●ＣｃＣＣ●の■●￣■■■■￣■⑤￣■￣■■■■■￣■■■■－－－－口■●｡‐●－￣●●●ウヴヶ■■●●ｃＣＣＳＧＣ●●｡●ＣＣＣＳ●｡⑤■－の－ロー■－●■－■－■－■■－

数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ，数学Ｄ，統計学，情報科学，物理学，物理学実

験，一般化学，化学の基礎，基礎有機化学，化学実験，生物学，生物学実

験，地学，地学実験，自然科学概論，図学，環境化学、

人権を考える，平和問題，環境問題，大学とは何か，伊勢湾の自然と文

化，生と死，食と農をめぐって，女性論，ことばと文化，国際交流，健康

科学

英語，ドイツ語初級，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語会話初級，ドイ

ツ語会話中級，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，中国語初級，中国語中級，

ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ，ラテン語，ギリシャ語

般
教
育
科
目

総合科目

外国語科

ヨ｜体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ，体育実技Ⅲ

夷学概論．医用外国語，細h団生物

日本語…傭|島本語会議初級旧本議会誌中繊旧本讓講読…事情v'･本事情
Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告醤

Ⅱ－１．調査報告番

①『一般教育改革のための提言』（平成２年５月）
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Ⅱ－２．調査報告書作成までの経緯と学内手続き等

イ．経緯：1987年12月～1990年５月まで26回の委員会開催

学内の手続：提言を一般教育委員会，一般教育運営協議会，人文・教育両学ｌ

告，課題をそれぞれ審議してもらう。

ロ．注意した事柄

①これまでの改革検討の歴史に学ぶこと

②一般教育定数の確認

③コマ数基準の策定

④予算配分の新しい方式

⑤履修申告の改定，再試験廃止

⑥総合科目の充実

⑦外国語科目の充実

③授業科目とカリキュラムの見直し

Ⅱ－３．既に実施している改善の試み

①一般教育定数の確認

②予算配分の新しい方式

③履修申告の改定，再試験廃止

④総合科目の充実

⑤外国語科目の充実

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

特になし。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．従来の人文・社会・自然の３分野にわたる履修方法を一層充実発展させる。

ロ．総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

ト．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる。

上記を中心にとりくんでいる。

人文・教育両学部教授会に報
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54．滋賀大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

５（Ｉ巴

9１（２［

(2)教養課程教育の開設授業科目

（教育学部）

ｒ分野１文皇講，nF

齢社会分野｜地理学,箔 島学，経済学，モヒ会

３．斗＆扣教肩

１

呆健体育理論，保健体育実括

粗理学基礎教育Ｉ，地理学基礎教看

礎教育が1.1三

匪藤教育Ⅱ、情報教育基藤教育Ｉ，情報教育基礎教程

(経済学部）

に分野｜宗教学，倫理学，論理学，園 ､if竺逵－週｡R旦堂－１「h理危裳一、

北1ITU邑袰蚕＋=

船を

池学．牛物学．自然本斗学概論

含科目｜総合Ａ，教養演習

Ｊ･中匡

柴l建体而奇科Ｈ１体

182

｜計’207(39)’６７０１ 2６

般
教
育
科
目

外

保雁

基Bｉ

人文分野 文学，歴史学，哲学，倫理学，宗教学，論理学

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数
備考

教育学部

経済学部

116（19）

9１（20）

260

410

７１
９

教育学部では，教養課程担当教官と
専門課程担当教官を明確に区別して
いない。

社会分野 地理学，法学 政治学，経済学，社会学

自然分野 |数学，物理学 びわ湖，生命と物質，健康学概論，栽培と園芸

総合科目 情報科学，人間と障害，環境科学Ａ，環境科学Ｂ，平和教育

英語Ｉ，英語Ⅱ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ

保健体育理論，保健体育実技

国語基礎教育Ｉ，史学基礎教育Ｉ，地理学基礎教育Ｉ，地理学基礎教育Ⅱ

法経社基礎教育Ｉ，法経社基礎教育Ⅱ，倫哲基礎教育Ｉ，社会科基礎教育

Ｉ 数学基礎教育Ｉ，数学基礎教育Ⅱ，理科共通基礎教育，化学基礎教育

音楽基礎教育Ｉ，美術基礎教育Ｉ，保健体育基礎教育Ｉ，保健体育基礎教

青Ⅱ，家政学基礎教育Ｉ，技術基礎教育Ｉ，英語基礎教育Ｉ，英語基礎教

育Ⅱ，教育学基礎教育Ｉ，心理学基礎教育Ｉ，心理学基礎教育Ⅱ，障害児

教育基礎教育Ｉ，障害児教育基礎教育Ⅱ，幼児教育基礎教育Ｉ，幼児教育

基礎教育Ⅱ，情報教育基礎教育Ｉ，情報教育基礎教育Ⅱ



日本語･日本事情｜日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ

Ⅲ、教養課程教育の個々の改善についての試み

（教育学部）

平成元年４月の教育職員免許法改正に伴う教員養成課程のカリキュラムの全体的再編成作業の

なかで，教養課程教育のカリキュラムについて以下のような改善を行い，平成２年度より実施す

ることにした。

１．「一般教育科目等」に関する従来の卒業要件単位数は52単位であったが，これを48単位に

軽減した。

２．「一般教育科目等」の単位の内訳は「一般教育科目」３２単位，「基礎教育科目」４単位で

あったものを「一般教育科目」２４単位，「基礎教育科目」８単位に変更し「基礎教育科目」

の比重を増やした。「第一外国語科目」８単位，「第二外国語科目」４単位，「保健体育科

目」４単位については変更しなかった。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

特にない。

ロ．外国語科目について

経済学部における教養課程教育では，外国語科目を重視している。すなわち，１回生は英語

４単位，第二外国語４単位必修，２回生においても，英語４単位，第二外国語４単位必修と

し，１．２年次合計16単位のうち２ないし４単位の未修得者を仮進級，それ以下の者を留年と

している。本学部がこのように外国語の修得に力点を置いているのは，単に経済学部学生とし

て専門知識の摂取に外国語が不可欠だということに留まらず，外国語学習を通して広く専門外

にも目を向けられるようになることを求めている。最近の言語についての全く新しい考え方

は，言語が単なるコミュニケーションの手段に留まらず，広く世界・社会そのものの認識にか

かわる重要な要素であることを指摘した。

このような認識行為の原点としての言語の重要性に鑑み，外国語学習を一般教育の中核に据

えることは，これまで以上に重要な意味を持つものと考える。したがって，語学担当教師のテ

キストの選び方についても，多様性を心がけ，文学作品，言語学関係，ＬＬを使った会話教

育，「タイム｣，「ニューズウィーク」などのジャーナル等，学生が言語の多様な面に接するこ

とができるよう配慮されている。

へ保健体育科目について

特になし。

二．総合コースについて
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特になし。

ホ．セミナーについて

経済学部における教養課程教育では，１回生に対する教養演習を実施している。この制度の

狙いは，とかく疎遠になりがちな教師と学生との距離をちぢめ，小人数のクラス編成（平均１６

～17名）によって，１回生の時点から，教える側と教わる側との融合を図ることである。この

演習の場において，大学社会に不慣れなフレッシュマンたちに適切なアドバイスを与えること

ができるし，また，講義におけるような，一方通行的関係ではなく，等しく討論の場に加わる

機会を提供しようというものである。経済学部では，現在27コマの教養演習が開講され，その

テーマも，経済・経営・会計・情報処理に直に関わるものから，フランス語，哲学に至るまで

幅広い分野をカバーしている。

へ基礎専門，基礎教育科目について

教育学部における教養課程教育では，初等・中等教育にかかわる教員養成のための教育を専

修専攻制のもとで行っている。小学校教員の養成であっても，専修する教科に関する専門性に

もとづく洞察力の酒養に力点をおくものである。このため，教職専門に関する教育と合わせ

て，専修専攻にかかわる専門教育の基礎教育を１回生から行っている。

卜．その他（論述作文など）について

経済学部における教養課程教育では，１．２回生段階においても，ある程度，専門科目の履

修を可能にしていること。と同時に専門課程にある３．４回生も，一般教育を履修することが

可能である。

これは，１．２回生を教養段階，３．４回生を専門段階ととり仕切る弊害の改善を目指す見

地から作られたものである。１．２回生を教養課程とみなす見方の最大のマイナス点は，教養

課程を専門のための準備運動のようにみなしてしまうことである。教養と専門をそのような段

階的ヒエラルキーに位置付けることは間違いで，全てを包括的に，大きなネットワークの中

で位置付けて世界をみようとする“教養，,的，総合的（integrating）見地は，全てを細分化

（disintegrating）し，限定された領域内での詳細な分析を目指す“専門，，と同時的でなくては

ならないと考えている。いたずらに，入学したての学生を“教養，，の枠内に閉じ込めること

は，高校の二番煎じとの誤解を受けやすく，早い時期に“専門”に触れさせることによって，

かえって，“教養，，の総合的・包括的アプローチの認識を新たにさせ得るものと考えられる。

と同時に，専門課程にある３．４回生にも，一般教育を履修することが可能で，細分化された

領域の枠を脱して，より広い見地からそれぞれの“専門，，を見直させることにもなろう。

Ⅳ－２．改善の方向

本学では，まだ検討していない。
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55．滋賀医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|鑿糊 傭 考

学長・副学長

分子神経生物学
研究センター

医学部

3

3

148(12） 100 0 附属病院92名，附属施設２名（外数）

計 15402） 100 0

(２１教義課程教育の開設授業科目

Ｚ分野ｌ亜丁字，Ｊ心理学．雁鞄邑謹．苗

聯…鑿含撹…I壁 虻地理学，法学，社会科学総合

ZZl理学Ｉ，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ，物理学実習Ｉ，物理学実習Ｉ

Ⅱ 実習Ⅱ、牛物

Ⅱ，生物学実習Ｉ，生物学実習Ⅱ，数学Ｉ、数学IT、對

本育講義，体育実技Ｉ，体育理論，体育実扱

床`「》理竺強・ZiT:用窪

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

①人文科学および社会科学

学年指定（１年次，２年次前期）

授業科目を３つのカテゴリーに分類

Ａ－専任教官が担当する科目

哲学，人文地理学

１年半履修させる（各６単位）

５０名単位の小数教育

Ｂ－かっては専任教官が担当した科目
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心理学，社会学

１年次に履修させる（各４単位）

〔Ａ，Ｂの科目は，選択科目であるが，実質的には必修科目といってよい｡〕

Ｃ－非常勤講師が担当する科目

文学，歴史学（東洋史，西洋史）

法学，社会科学総合

２年次前期に履修させる（各２単位）

これらの科目を開講することによって，選択の幅を広げている。

②自然科学

物理学，化学，生物学の３科目は，講義６単位，実習２単位が必修。

講義は100名単位，実習は50名単位の授業。

③各科目ごとに特色ある教育の展開

哲学Ⅱ（２年次前期）：東洋哲学と西洋哲学の２クラスに分ける。

人文地理学：年３回，野外巡検を実施，地域の自然，歴史，文化等に対する理解を深めさ

せる。

ロ．外国語科目について

①英語ゼミナール，独語ゼミナールを開講

②外国人教師による英語実習の開講

③ＬＬの活用

④独語の補習授業（１年次の独語不合格者に対する特別授業。なお，哲学も同様の授業を

している｡）

ハ．保健体育科目について

専任の教官はいないが，２名の非常勤講師で実技指導をし，体育所属の事務官が準備・連

絡等を行なっている｡）

講義は生理学の教授とスポーツ医学専攻の医師（非常勤）が分担。

二．総合コースについて

社会科学総合：テーマは「ヨーロッパ世界」

コーディネィタ_は人文地理学の教授，ヨーロッパの自然，歴史，文化，政治，経済等に

ついて多角的に講義している。

ホ．セミナーについて

英語，独語のみ開講。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

①専門課程との連繋を重視

②１年次に必修科目として医学史･医学概論を履修させ(４単位)専任の教授が担当。また，
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情報処理学（２単位）を選択科目として開講している。

③２年次には，基礎生命科学，臨床心理学，応用電子工学（各２単位）等を履修させる。

④上記③のうち，基礎生命科学は必修科目。専門課程における学習に欠くことの出来ない

分野を物理学，化学，生物学の３教室の教官が分担，講義している。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．人文科学，社会科学は，現在それぞれ３科目，１０単位以上を選択必修としているが，専任

教官が１名増員されれば３科目12単位以上を選択必修させることにしたい。

ロ・将来的には，人文科学，社会科学および自然科学の３分野にまたがる総合科目の開講も考

えられるが，実現には相当の困難が伴うと思われる。

へ現在の段階では特に考えていない。哲学Ⅱ，人文地理学Ⅱ，社会科学総合（以上２年次）

および医学史・医学概論（’年次）は少数人数教育で，セミナー式の授業方法が取入れられ

ている。

卜．自然科学，基礎教育科目は，専門教育との連繋に十分な配噸をしている。今後も，両者の

融合を積極的にすすめたい。
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56．京都大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鮒|鑿蟄； 傭 考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

薬学部

工学部

農学部

教義部

１００

３４

１０７

４２

３００

２０５

52

641

242

186

０
０
０
０
６
０
０
０
５

２
６
０
５
０
０
８
４
２

２
４
２
３
１

０
３

９

１ ﾙ…
計 1,909 2,781 7１

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，哲学ゼミ，論理学，倫理学，倫理学ゼミ，宗教学，宗教学ゼミ，芸

術学，芸術学ゼミ，文学，日本文学，言学，国語国文学，漢文学，漢文学

ゼミ

人文分野

・・ｑ■・ロ゛．ｏ・・●･･●￣●●~￣●￣･■~？｡｡●■□●●●●●･□●ＤＣ●-□●-●-.●￣■｡■●･￣･-･●･･c･･●｡｡■◆●勺・・・・・・・・□・・・・・・・・・■■一・・ｓ。■■・■・●の●｡ｃ･･■ご――⑤--寺守巧ロー■･口････-■・・・・･･･■･凸・-------,-｡・・..-.．ゅ＿少.､－．－－．．⑥

数学１，数学２，数学３，数学４，数学５，数学６，数学７，数学８，数

理統計学，数理統計学ゼミ，数学演習，物理学１，物理学２，物理学３，

物理学４，物理学５，近代物理学１，近代物理学２，一般物理学・同実験

１，一般物理学・同実験２，化学１，化学２，化学３，化学４，化学５，

一般化学・同実験１，一般化学・同実験２，生物学１，生物学２，生物

学３，生物学４，生物学実習１，生物学実習２，自然人類学，地学１，地

学２，地学３，地学４，地学実験法・同実験１，地学実験法・同実験２，

科

目；自然分野

｣8８



図学，一般図学，図学演習，図学実習，エ業概論，生活科学，生活科学ゼ
ミ,環境科学，生化学，自然科学史，情報科学，情報科学実習，数学ゼ
ミ，生物学ゼミ

英語’英語会話，英語実習，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語会話，ド
イツ語実習，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語会話，フランス語
実習，中国語，中国語会話，ロシア語

外国語科目

lｲｮ蕊ｉｉｉ;fiiiJ曰！
Ⅱ、教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告醤

①『教養部にかかわる構想検討委員会からの報告』（平成元年１月）

②『京都大学における一般教育改革の流れと現在』（平成２年２月）

③「教養課程教育の改善に係る調査資料集」

１）教養部等にかかわる大学院のあり方調査研究報告書等

（１）『学術総合研究科の構想一人類のよりよき生存の条件と可能性の探求一』（昭和６１
年３月）

（２）『教養部の改革と学術総合の理念をめぐる諸問題』（昭和62年３月）

(3)『教育行政および教育社会学的見地からみた高度一般教育の研究一ニーズと未来
像一』（昭和61年３月）

２）専門分野の研究の一般教育への適用関係

(1)『理科教育における一般教育と専門教育の関係について』（昭和62年３月）

（２）『情報学教育の総合的方法と本学におけるその適用の研究』（平成元年３月）

（３）『環境問題への総合的アプローチの方法と本学におけるその教育への適用の研究』（昭
和63年３月）

３）その他

（１）『健康に関する教育．研究体制のあり方』（昭和62年３月）

（２）『健康に関する生涯教育の検討』（昭和63年３月）

（３）『健康に関する教育研究の諸外国における実態調査』（平成元年３月）
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（４）『国際地域研究１(地域科学・計画に関する国際的教育・研究体制)』（昭和63年３月）

（５）『国際地域研究２(国際地域研究教育機構に関する調査研究)』（平成元年11月）

（６）『外国人の日本語・日本事情のニーズに関する研究』（昭和63年３月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内の手続き

学内に「教養部にかかわる構想検討委員会」を設け，全学的立場から検討を行った。委員会の

構成は，各学部，教養部の他，研究所等からの委員も含まれる。委員会は約２年間にわたり，毎

月一回のペースで慎重な審議を行ったが，審議の過程において，何度も委員を通して当該学部内

の見解・意見を求めた。

なお，上記構想は部局長会議への報告を経て，評議会の承認を得ている。

ロ．案作成に当たって，特に注意したこと

既存の９学部全ての合意と協力が得られるようにしたこと。

Ⅱ－３．既に実施している改善の戯み

（１）専門教育科目を２回生以下で行うことについては，既に一部実施済である。

（２）医学部を除く全ての学部では留年制を採っていないため，現実には３回生以上で教養課程

の科目を履習する者がいる。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

一般教育科目の開講されている科目の種類が豊富であることに特色がある。例えば数学は

９種類，物理学は７種類の科目が内容，程度に応じて開講されている。

ロ．外国語科目について

外国語科目も中級外国語は学生の選択が，自由に認められており，多様なテキストが用意

されている。又，フランス語のみは週６時間の履習が義務づけられ内容の充実がはかられて

いる。

ハ．保健体育科目について

保健体育科目についても極めて豊富な実技科目が用意されている。

二．総合コースについて

総合コースとしては例えば環境科学とか工業概論，情報科学などの科目が多数の学部から

の出講者を入れて開講されている。

ホ．セミナーについて

各授業科目のいずれについてもそれぞれセミナーが開かれており，１年次から小人数教育

の充実がはかられている。
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Ⅳ－２．改善の方向

詳細については，資料『教養部にかかわる構想検討委員会からの報告』，『京都大学における一

般教育改革の流れと現在」を御参照願いたいが，その骨子は以下のとおりである。

（１）教養部を母体とする新学部（総合人間学部）の創設する，新学部は一般教育の責任部局と

なる。

（２）総合人間学部を中心に学術総合研究科を設置する。

(3)一般教育の制度的改革等

①教養課程と専門課程の区分の廃止，４年一貫教育を実施。

②総合人間学部の専門科目群を用いた副専攻や一般教育科目への読み替え制度を設ける。

③人文，社会，自然３系列各３科目の規程改正（大学設置基準は既に改正済)。

これについては現在各学部において検討が進められ，概ね受け入れられる方向にある。

人文，社会，自然３系列各３科目の規程改正（大学設置基準は既に改正済）

これについては現在各学部において検討が進められ，概ね受け入れられるう

その他外国語科目，保健体育科目，基礎教育科目について改革をすすめる。④

J9１



57．京都教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

匹
所

リｌ教養課程と専門課程の区分を詔

r1

L」

(2)教養課程教育の開設授業科目藤
Ⅳ．教養課程教育の特色と改善の方向

本学では現４回生実施の教育実習が平成３年度より３回生実施となる。そのため履修基準が設

けられて，一般教育，外国語，保健体育については１，２回生で履修するように指導する。
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58．京都工芸繊維大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

、

I」

騒雛：邑拳部

(2)教養課程教育の開設授業科目

（工芸学部）

鑿雌燗|鴬文化人雛……鱗…
ヨ伍是丹十臣１

吻皀塗概論．人体科学．地学鰯

ｎm

「
．
』 ＦＵＩＩ

F矼皀＝１．鉦

刊鯛１１;|鑿北欝

(繊維学部）

吐会学，文化人類学．法学，国Z治学，経済学，諺

牛物学X既鶉『･人体科学．地学栂

ｌ『

吾、

１９３

共通専門教育科目

(１．２年次履修）

数学Ｉ，数学Ⅱ，応用数学，数理統計学，数学演習，電気磁気物理学，工

業力学，量子力学，熱物理学，原子核物理学，応用物理学実験法及び実

験，有機化学Ｉ，有機化学Ⅱ，無機化学Ｉ，無機化学Ⅱ，物理化学Ｉ，物

理化学Ⅱ，合成化学実験，分析化学実験，物理化学実験，計算機工学，計

算機工学演習，生理学，測量，図学，基礎科学Ｉ，基礎科学Ⅱ

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語Ｖ，英語Ⅵ，ドイツ語Ｉ，ドイツ

語Ⅱ ， ドイツ語Ⅲ，ドイツ語Ⅳ，ドイツ語Ｖ，ドイツ語Ⅵ

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学，社会心理学，芸術学，生活文化史Ｉ，生活文化史

Ⅱ，文学，国語学

社会学，文化人類学，法学，政治学，経済学，教育学，史学，同和教育特

別講義

数学概論，物理学概論，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，化学概論Ｉ，化学概論Ⅱ，

生物学概論，人体科学，地学概論

外国語科目

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語ｖ，英語Ⅵ，英語Ⅶ，英語Ⅷ，ド

イツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ，ドイツ語Ⅳ，フランス語１，フラン

ス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，フランス語Ⅳ

保健体育科目 体育実技，体育講義
一
般
教
育
科
目

■■

■
５
０
■
び
り
●
ｇ
Ｂ
０
■
Ｂ
ｏ
Ｃ
９
ロ
ロ
ワ
Ｏ
Ｑ
９
０
Ｄ
●
■
■
■
■
０
■

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学，社会心理学，芸術学，生活文化史Ｉ，生活文化史

Ⅱ，文学，国語学

社会学，文化人類学，法学，政治学，経済学，教育学，史学，同和教育特

別講義

数学，物理学概論，化学Ｉ，化学Ⅱ，生物学概論，人体科学，地学概論



保健体育科目 実技，講義

解析学Ｉ，解析学Ⅱ，解析学Ⅲ，応用数学Ｉ，応用数学Ⅱ，応用数学Ⅲ，
物理学実験，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，力学Ｉ，力学Ⅱ，化学実験，物理化学
Ｉ，物理化学Ⅱ，物理化学演習，物理化学実験，分析化学Ｉ，分析化学Ⅱ

分析化学実験，溶液化学，無機化学，有機化学，電子計算機概論，産業組

織論，情報論，統計学概論，科学技術特別講義，自然科学特別講義，基礎
科学Ｉ，基礎科学Ⅱ

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ

共通専門教育科目

(１．２年次履修）

日本語等

Ⅳ教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

（繊維学部）

イ．一般教育科目について

教養部を設けずに，一般教育科目を’年次より３年次にわたって履修できるように配分し

ている。

ロ．外国語科目について

小人数のクラス編成で授業を行い，時事英語や会話にも重点を置いている。

′､、保健体育科目について

運動場，体育館等教育施設や素晴しい自然環境をフルに活用している。

（工芸学部）

イ．一般教育科目について

人文・社会・自然の３分野にわたる必修単位をそれぞれ８単位，合計24単位とし，残り１２

単位は分野にかかわらず外国語科目も含めて自由に取得できるようにしている。

ロ．外国語科目について

英語，ドイツ語，フランス語の中から２か国にわたり14単位を修得することを定めている

が，更にこの単位を超えて取得した単位は一般教育科目に代替することができるようにして

いる。

ハ．保健体育科目について

生涯スポーツの基盤となる教育を行っている。

〔エ芸学部における一般教育の特色〕

人文・社会科目，外国語科目はそれぞれ３年次，４年次まで開設されている。一方，専門科目

のごく一部も１年次から開設されていることと相まって所謂クサピ型方式がとられているのが本

学の特色である。一方，自然系にあっては専門学科教官の一部も一般教育の授業を担当し，ま

た，一般教育担当の教官も専門科目の中での共通科目を担当するという教育上の協力体制をとっ

ている。このことから本学の教養課程教育の特色がその正しい位置づけを行いつつ，大学全体と
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して調和ある発展をとることを意図している点にある。

また，人文・社会・自然担当の教授は，大学院工芸科学研究科前・後期担当教官ともなって，

専門学科の教官と一体となって高度な学問の発展に寄与せんとしている。

他の特色として教官候補者として広く人材を海外からも求めていることがあげられる。現在，

一般教育担当教官として１名，外国語担当教官として２名，合計３名の教官が配置されている。

Ⅳ－２．改善の方向

（繊維学部）

一般教育の目的は，既成の概念・権威にとらわれず自由に思考し判断する人間を育成し，専門

知識に片寄った教育を排して広い視野と高い教養を持つ人間の形成にある。したがって３分野に

わたり一層充実した授業内容，カリキュラム編成を考えている。

（工芸学部）

イ．改組に伴い，工芸学部は専門４学科と一般教育等の５グループより構成される組織を作っ

た。教養課程教育の改善の方向として，所謂LiberalArtsandScienceの精神を基轤とす

る一般教育の理念を堅持し，従来の一般教育科目，外国語科目，保健体育科目について一層

の充実と発展を図、ながら学部そして大学全体の新しい発展に寄与したいと考えている。

ロ．現代科学技術の急速な発展は，諸学問の学際化とともに総合科学の大学における導入を緊

急に必要としている。本学においては，一般教育課程がこの役割を担うべきであると考え，

自然系において従来より「現代科学技術概論」という総合科目の新設を要求してきたが，平

成３年度からの概算要求事項として，これに代って，更に時代の流れに対応・先行できるも

のとして新たに「情報・環境科学概論」という総合科目を提出することにしている。

ト．改組に伴う共通講座の専門学科への移行とともに従来，数学，物理，化学の分野で行われ

てきた教養課程教育と基礎専門教育としての共通科目の協力関係より，今後は，自然系教育

と基礎専門教育の協力が図られるべきであると考えられる。
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59．大阪大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

留
数

部
生

学
学 備考

附属病院，附属施設教官定員（外数）

附属施設２名

教官定員数｜入学定員数

３
７
０
５
５
０
０
０
０
０

７
３
１
３
１
９
６
８
０
４

１
１
２
２
２

９
４

２
８
０
４
８
０
４
６
２
６
１
３
４

８
６
６
４
６
６
０
４
９
３
１
４
１

１
１
１

４
２
１

文学部

人間科学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

基礎工学部

教養部

言語文化部

健康体育部

０
２
５
０
０
０
０
９
６
３
３

附属施設６名

附属病院243名，附属施設46名

附属病院35名，附属施設２名

附属施設１名

附属施設12名

附属施設１名

2,540 5６1,628計

(2)教養課程教育の開設授業科目

，哲学Ｓ，論理学，倫理学，国史学，国史学Ｓ，東洋史学，東洋史学

西洋史学，西洋史学Ｓ，国文学，国文学Ｓ，東洋文学，東洋文学Ｓ，

文学，西洋文学Ｓ，国語学，国語学Ｓ，国文学講読Ｓ，東洋文学講読

国語学Ｓ，心理学，心理学実驍人文地理学，人文地理学Ｓ，芸術

芸術学Ｓ

，法学概論，日本国憲法，法学Ｓ，政治学，政治学Ｓ，経済学，経済

，統計学，社会学，社会学Ｓ，社会思想

，数学概論Ｉ，数学概論Ⅱ，数学１－１，数学１－２，数学１－３，数

－４，数学Ⅱ－１，数学Ⅱ－２，数学Ⅱ－３，数学演習Ｉ，数学演習Ⅱ，

学概論，力学序説，初等力学Ｉ，初等力学Ⅱ，物理学要論Ｉ，物理学

Ⅱ，物理学要論Ⅲ，電磁気学序説，電磁気学Ｉ，電磁気学Ⅱ，熱学・

力学序説，現代物理学序説，物理学実験，力学要論，一般力学１，－

学Ⅱ，電磁気学要論，基礎電磁気学Ｉ，基礎電磁気学Ⅱ，熱物理学，

学
，
洋
，
，

哲
ｓ
西
ｓ
学

人文分野

bの,■●■勺●｡●｡■。■●■'■●●'■■ご●￣■ご■■￣じ゛⑤￣●●｡￣￣●｡

!…|鑿般
教
育
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目
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Ｉ
理
論
計
力
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自然分野
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1慶拳鰯臓鯰:鰯:鱗撫鴬讃鱒腿
1歯学部|数学概論,力学序説化学序説,生物学A,生物学Ｂ

Ⅱ．教養課程教育の改善に関する調査報告書

教養課程教育の改善については専門委員会を設けて鋭意検討中であるが，調査報告書の類いは

現在のところ作成していない。

Ⅲ．教養課程教育の個々の改善についての試み

資料「大学における英語教育の教材について」（『言文だより』No.６，７）参照。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

二．総合コースについて（教養部）

従来の人文・社会・自然科学の３分野にわたる一般教育科目に加えて学際的観点をそなえ

た総合科目の履修をすすめ，一般教養課程における教育の充実を図っている。今後，総合科

目の開講数を増やし，その内容の多様化と充実を検討中である。

（平成２年度）

毎週授
業時数

授業科目
の区別

期間｜単位数名科 目

部落問題論

２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２

の文化
●

ノ、ヨ ロツ

総
科学の源流を探る一東の科学・西の科学一般

教
育
科
目

化文性 と
合

形を考える

アメリ力の文化科

科学・技術一過去・現在・未来一

報 科 学情 ２

情報科学特論 ２

'､、保健体育科目について（健康体育部）

・一般体育実技

1．入学当初の行事として，新入生全員に対し筋力・敏捷性・柔軟性の評価を中心とした８種

目の体力測定及び５月中旬にパワー・持久力の評価を中心とした４種目の体力測定を実施し

て，自己の体力の現状を認識させ，１年次の第１セメスタにおける受験勉強による体力低下

回復のための基礎体力トレーニング授業の充実を図っている。
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2．実技授業を，①水泳実習（４週）を含めた通年種目コース，②半期毎に年間２種目選抜コ

ース，③特別体育コースの３コースに分けて行い，１年次に①コースを選抜した者は２年

次に②コースを選択し，反対に１年次に②コースを選択した者は２年次に①＝－スを選択さ

せ，水泳実習を必修としている。

すなわち，水難における生命の安全と人命救助を狙いとした授業を実施している。

また，③コースにおいては疾病・障害を有している者に対し，半期または通年を通してそ

れらに応じた運動指導を実施して，それらの早期回復をはかり，①，②コースへの速やかな

復帰を目指している。

3．剣道・柔道の日本の伝統的精神修養にふれる機会をもたせるために，剣道・柔道の授業を

各時間にできるだけ配置できるようにしている。

。保健体育概論

医学・体育学を専門とする教官に加え，工学・心理学を専門とするスタッフによって幅広

い内容の講義が聴講できる。

卜．その他について（教養部）

情報化社会に対応して専門教官による情報科学の講義を総合科目の一環として開講し，教

養課程における情報科学の教育の充実を図っている。さらに，情報処理教育の講義と実習及

び自習方式による端末機を利用した大型コンピュータの操作の習熟を情報処理教育センター

との協力において行っている。

また，留学生に対しては日本の文化，社会，自然の理解を図るために特例科目を開講して

いる。

開講セメ
スター区
分

毎週授
業時数

授業科目の区別’科目名 期間｜単位数

日本の文化と自然
〃

１
１

１
３

１
Ｉ

半年２ ２ １．m

日本の文化と自然
〃

１
１

２
４
１
１

半年２ ２ Ⅱ｡Ⅳ

日本の社会と日本語Ａ－１ 半年２ ２ Ｉ

特例科目
日本の社会と日本語Ａ－２ 半年２ ２

Ⅱ
｜
Ⅲ

日本の社会と日本語Ｂ－ｌ 半年２ ２

日本の社会と日本語Ｂ－２ 半年２ Ⅳ２

Ⅳ－２．改善の方向

（教養部）

大阪大学教養部においては，教養課程教育の見直し，改善は種々の場において常に検討されて

来ている重要な課題であり，特に，教養部研究・教育問題検討小委員会で継続的に検討が重ねら
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れて来ている。その結果一部実施されているのは教養課程教育と専門教育とを融合させるいわゆ

るくさび型教育であるが，専門教育の一部が教養課程において行なわれているのが現状であり，

完全な融合とは言えない。今後，教養課程教育と専門教育とを合理的に融合させることを考えて

いる。

もう一つの試みは，社会や科学技術の激しい変化に柔軟に対応しうる基礎能力と潜在能力をも

ち，バランスの取れた国際的文化センスをもった教養人を育成することを考え総合科目を中心に

した一般教育の充実を図ることを考えている。

（健康体育部）

１．この数年間に体育実技のソフトな運動において骨折や挫傷などの障害を受ける者が急増し

ているため，特別体育コースの充実をはかる（毎時間配置）とともに，従来のスポーツ種目

別選択による授業から，①競技指向，②競技トレーニング指向（以上は高校時に運動部経験

者と大学で運動部入部者を対象)，③体力トレーニング指向，④レクリエーション・生涯体

育指向（以上は運動部未経験者で一定レベル以上の体力や運動能力を有する者を対象)，⑤

基礎体力トレーニング指向（一定レベル以下の体力や運動能力を有する者）などの目的別・

種目別を併用した授業への改善を目指し検討中である。

２．視聴覚教材を用いた授業を充実させ，より高度な競技技能及び生涯の安全な生活において

必要とされる体力や運動能力，更に生涯楽しく行える運動を修得できる授業への改善を目指

して検討中である。
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60．大阪外国語大学

１．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

(2)教養課程教育の開設授業科目

召学，倫理学，論理学，宗藷 ir竺轌．国語国で邑堂．HＺｋ
ゲ角円c岬

饗１粁今分圏 目学，経済学，貿易論，経営学．社会

ョｉ自然分野｜数学,市

朱健体育科Ｈ１体育概論，保健衛生，体育実猫

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告醤

Ⅱ－１．調査報告書

①『教養課程編成に関する改善調査検討資料（その１)』（昭和62年３月）

②『教養課程編成に関する改善調査検討資料（その２)』（昭和63年３月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

本学の教育課程編成は，一般教育科目・外国語科目・保健体育科目等の教養課程だけでなく，

各語学科とも，１年次より専門教育科目の専攻科目を課し，第１課程（１年次)，第２課程（２

年次)，第３課程（３．４年次）と段階性をとり，１年次・２年次それぞれ10単位の履修を義務

づけている。したがって，本学では，総合大学におけるいわゆる教養課程のかかえる多くの問題

は，そのままの形では存在していない。学生は，１年次，２年次で専門課程に実質的にとりこま

れている。

本学のこうした教育課程編成の特色から，教養課程教育の改善だけでなく，一般教育科目等．
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専門教育科目全般にわたり，全般的な視点から改善を図る必要がある。

昭和61年度の教務委員会で，教育課程の現状と課題について，調査検討を始め，又，一般教育

等教官会議においても，これに協力することになった。学内特別教育研究の一環として，全学的

な承認を得て，教務委員会８名に一般教育等代表教官３名と教務課・第二部事務部職員若干名を

加えた教育課程調査研究会が発足した。

研究会は，本学及び他大学の教育課程・カリキュラム等の資料を収集し，外国語大学として，

本学のカリキュラムがかかえている諸問題の全体像を明らかにし，今後の改革の方向を提示し

た。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

全国の大学より，外国語学・外国文学・文化関係の学部，学科の履修要項・講義概要を収集

し，その教育課程・教育研究内容を比較調査したこと。

Ⅱ－３．既に実施している改善の試融

４月当初に，一般教育等教官が新入生を対象に一般教育科目や関連科目の語学教育とのかかわ

りについてオリエンテーションを行なうことになった。

Ⅲ、教養課程教育の個々の改善についての試み

本学では，従来から各語学科・講座の枠での授業科目の開設が中心であったが，今年度のカリ

キュラムで，これらを横に連携する形で，「地球環境論（地域と環境)」を開設した。

この授業科目は，学内の各語学科，一般教育所属の教官10名程度，学外からの非常勤講師10名

程度によりリレー方式で行なうものである。今年度は，専門教育科目の中の関連科目としての開

設であるが，今後は，こうした各語学科・講座の枠を超えた科目を，前期２年間の一般教育科目

のなかに，多く開設することが検討されている。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

各自の専攻とする外国語以外の外国語について，同一外国語８単位の履修が必要である。

本学では，初級，中級それぞれ中国語・英語・ドイツ語・フランス語・イタリア語・イスパ

ニア語・ポルトガル語・ロシア語の８言語を開設している。（第一部）

へ．基礎専門，基礎教育科目について

本学では，１年次より専門教育科目の専攻科目を履修させ，実習については，第１課程

（１年次)，第２課程（２年次)，第３課程（３．４年次）と段階性をとり，１年次，２年次，

それぞれ10単位を修得しなければ，次の課程に進級することができない。（第一部）
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61．大阪教育大学

I・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数｜鑿： 傭 考

一般教育等については，教養学科
(教養学科担当教官119名）にて担当
している。

なお，教養学科は（注２）に該当す
る。

教育学部 330 1,030 0

計 330 1,030 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｒ分野｜文学，哲学。倫理学．原

齢社会分野｜経済学,社会学,法学,地理
ヨ然分野ｌ数学。物舜

虫語初級，独語中細 ね級，中国語石

m・教養課程教育の改善の実情について

1）一般教育科目については，従来から履修方法とともに内容面の改善についても検討課題とさ

れていたが，教育職員免許法の一部を改正する法律（昭和63年法律第106号）の施行に伴って

教員養成課程においては，教科及び教職専門科目の内容及び単位数の大幅な改訂を行うことと

なり，この機会に平成２年度入学者から一般教育科目36単位のうち，１２単位を専門教育科目で

代え履修基準を36単位から24単位に改めることとした。（資料「教員養成課程の一般教育科目

履修基準の見直しについての検討資料」参照）

2）教養学科にあっては，「学科共通科目」を開設し，各専攻から２単位，計14単位以上を必修

としている。そして，一般教育科目の12単位までは，この学科共通科目の単位で代えることが

できる。このように，学科共通科目は，専門教育科目であると同時に，一般教育的性格をも

ち，教養課程教育と専門教育とを融合・連結させるための一つの試みである。

この試みは，始まって３年目であり，内実のあるものにしていくため，毎年，学科共通科目

担当者会議を開き，授業実践の意図・方法・反省・課題などを持ち寄り，発表し集団討議し，

２０３

人文分野 |文学， 哲学，倫理学， 歴史学，考古学，音楽

社会分野 経済学，社会学，法学，地理学，民俗学

自然分野 数学，物理学，化学，生物学，地学

人文・社会 部落問題概論

保健体育科目 体育概論，保健概論，体育実技

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，独語初級，独語中級，仏語初級，仏語中級，中国語初

級，中国語中級

基礎教育科目 書道通論，美術



研究を継続している。

Ⅳ、教義課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

一般教育科目として，「部落問題概論」を開設し，人権意識のレベル・アップを図っている。

部落差別の現実を直視するところからスタートし，差別と社会生活，女性差別，民族差別などに

ついても取り上げ，人間としての自らのありようを探求している。

「部落問題概論」４単位を履修して単位を修得した場合には，人文分野又は社会分野のいずれ

ｶｺ一方の卒業要件とすることができる。
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62．神戸大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

逢済学音

漫病院教官宗員９３藩（外劉

攻毒鄙

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，論理学，倫理学，心理学，教育学，国文学概説，国文学講読，国語

学，中国文学概説，中国文学講読，西洋文学Ｉ，西洋文学Ⅱ，音楽概論，

芸術学Ｉ，芸術学Ⅱ，人文科学特講Ｉ，人文科学特講Ⅱ，（総）物語文学

の世界，（総）現代日本語文法入門

日本史Ｉ，日本史Ⅱ，東洋史，西洋史，社会思想史Ｉ，社会思想史Ⅱ，文

化人類学Ｉ，文化人類学Ⅱ

法学，日本国憲法，政治学，経済学，経済史Ｉ，経済史Ⅱ，社会学，統計

学，地理学Ｉ，地理学Ⅱ，社会科学特講Ｉ，社会科学特講Ⅱ

数学概論，微分積分学，線形代数学，解析学，数学特論Ｉ，数学特論Ⅱ，

数学特論Ⅲ，確率統計，物理学Ａ，物理学Ｂ，物理学Ｃ，物理学演習，物

理学実験法・同実験，化学Ａ，化学Ｂ，化学Ｃ，化学実験法・同実験，生

物学Ａ，生物学Ｂ，生物学Ｃ，生物学実験法・同実鱗地学Ａ，総合地

学，地学Ｂ，地学実験法・同実験，図学Ａ，図学Ｂ，図学Ｃ，図学実習，

人文分野

１
１

曰》刀》三
》●●●●●・●・巳■■・ＢｄＢ（・・・●◆ＣＯＣ●●●●●●》

般
教
育
科
目

自然分野
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｜計’ 950 2,590 4１

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部

学
学

学
学

育

勧課一一第く

学
学

済
済

Ｊ程課一一第く

学
学

営
営

Ｊ程課一一第く

学
学
学
学
菱

文
教
法
法
怪
怪
経
経
理
医
工
農
教

３
１
９

２
３

２
７
２
４
７

４
９
６

５
．
５

７
５
６
８
６

１
１

１

０
０
０
０
０

２
２
３
８
７

１
４
２

２
帥
刀
刀
弱
的

２
１
１

０
５
１
８

６
１

２
４

５
３１

１
５１

１

附属病院教官定員93名（外数）



引聰．ｆ青識

三IZI､矛

ｉｒ・自然ｌ自然ネ

融悪Ｕ＿茜

、．Ⅲ．ｎｌｖ

Ⅱ

汲，中国語Ｉ，中国語Ⅱ，中国語Ⅲ，中国語Ⅳ，牛

画語会話初級，中国語会話中級，中国語ｋ級，胆

含記｢中級，Ｐコシア言吾Ⅲ．■

ヨ本語科目ｌ日本語初級，日本語中級，日本諸上級

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『調査報告書「教養科学部設立と一般教育の改革｣』（平成２年３月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

昭和51年４月に教養部内に教学問題検討委員会を設置以来，数次の委員会での検討を経て，昭

和56年11月に新学部案を作成，昭和57年１月に改革の基本線「コア･カリキュラム方式による一

般教育の実施と，一般教育と直結した大講座制による学部の創設」を教授会決定した。、

この基本線は昭和58年には評議会で承認され，昭和59年度概算要求として提出した。その後，

教養部内及び学内の諸種の委員会の検討によって案に修正を加えながら今日に至っている。

昭和63年度には文部省から「大学改革等調査経費」が交付され，調査報告書『教養科学部設立

と一般教育の改革』（平成元年３月）を作成した。平成元年度にも引き続き調査経費が認められ

たので，『教養科学部設立と一般教育の改革』（平成２年３月）をまとめ報告した。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

教養部内及び学内での合意の形成に困難があった。

Ⅱ－３．既に実施している改善の試み

総合科目，少人数教育のための演習，一般教育科目と専門教育科目の相互乗り入れについて

は，学部化案作成以前に実施に移し，現在に至っている。

コア・カリキュラム，外国語のインテンシプ・コース，専門教育科目の１年次への乗り下げ，

ティーチング・アシスタント制については，一部について試行を行っている。
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Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

少人数による密度の高い授業を行うための各種演習を，また教育内容充実のため多様な総

合科目を開講し，あるいは社会変化に対応すべ<文化人類学や情報科学の授業科目を設ける
など，豊富なメニューの授業科目を開講している。

ロ．外国語科目について

日本人教員と外国人教師がペアーを組み，互いの授業を有機的に関連させるインテンシプ

ーースを，試行的に開講している。

ハ．保健体育科目について

，年前期は，「体育実技Ａ」として，健康並びに体力の維持・増進を主なねらいとし，ト

レーニングーースを実施している。

二．総合コースについて

全国の大学に先がけ，昭和38年度に試行的に始め，カリキュラム改革の一環として昭和４７

年度から本格的に実施し，平成元年度は'7コマの多くの総合科目を開講した。

ホ）セミナーについて

毎年20コマ近い授業を開講し，学生に興味の深い授業内容を提供している。特に「人権」

に関する内容を昭和55年度から続けて開講している。

卜．その他について

平成元年度に，いわゆる「ティーチング・アシスタント」制を試行し，いずれも好評であ

り，平成２年度も引き続き実施を予定している｡

また，平成２年度からは，専門教育課程の授業科目を1年前期から履修できるように試行

を始め，４年一貫教育の方法を探っている。

Ⅳ－２．改善の方向

①従来の一般教育科目を基礎とするが，その内容を再検討し，有機的関連性のある科目を中

核（コア）とする教養科学原論及び教養原論（既設学部学生対象）を開講する。

②学部における専門科目の基礎となる授業科目を専門基礎科目として設置する。

③その他精選された個別科目，総合科目，特別科目等を配し，大学卒業者が共通的に持つこ

とが期待される教養と，専門に密着した教養に大別して，学生の進路に合わせて選択履修さ
せる。
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63．神戸商船大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

爾船学部

Ｆ
Ｌ

Pq

Ld

(2)教養課程教育の開設授業科目

1人文分野|鬘学鰯文筆心…史…掌繍文鰄…
;遮蒋|臺露鍔蒋認藤學臘~…菌鰄議臘鰄般

教
育
科
目

■■■￣■■●￣￣■■･￣￣の｡￣￣￣●■￣ｃ■■■⑪●●￣I■■■･■￣●■●￣｡■●￣●■■の￣●▲●ＣＳＣ｡￣●￣￣ロゥ●■■■●■￣■￣･■￣■■■I■■■｡■￣｡●▲｡￣｡●●－－□｡.■￣￣ご■■￣■■●●￣￣■●■￣一○●－－－ママ一一■￣■￣■｡●￣￣●■￣￣￣￣－－－○一口－勺－－ｐ＝■－－■

数学Ｉ，数学Ｉ演習，数学Ⅱ，数学Ⅱ演習，数学Ⅲ，数学Ⅲ演習，物理

学，物理学実験，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ，物理学Ⅳ，化学Ｉ，化学実験，化
学Ⅱ，天文学

自然分野

B■.■￣■■■￣■●■1■■■●￣●■●■■￣■￣■■■￣■●■￣●Ｃ●￣￣ご■■￣■■□'■'■●■●'■■■■■●■●－の●●－－の●●￣●●●●ＣＣＣ□むび■■￣●け■￣■●■￣■■●■●■■￣の凸■￣ＣＰＣ◇◇●ヤウーー●Ｐ寺ひげ■■－｡■■■－■●■－－●▲－－－－℃■－■■●●－■▲●－－▲■b￣●●■.■－ご■■－■.■の■－■●■－－●◇－－－■－－の■

;基礎演習’
1…藷苔罫百丁－－－－－－…－－－…￣…－－－－

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，英語ＬＬ演習，英語会話・作文Ｉ，英

語会話・作文Ⅱ，英語会話・作文Ⅲ，英語会話・作文Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ド

イツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ

外国語科目

保健体育科目｜体育理論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

情報処理演習，離散数学，輸送情報処理演習Ｉ，海洋科学Ｉ，応用数学，

情報数学，材料力学，流体力学，航海力学，電気工学，制御理論Ｉ，制御
理論Ⅱ，応用化学，電子計算機，船舶工学，一般力学，材料力学Ｉ，材料

力学Ⅱ，機械要素，工業熱力学Ｉ，工業熱力学Ⅱ，流体力学Ｉ，流体力学

Ⅱ，電気回路Ｉ，電気回路Ⅱ，基礎電子工学，ソフトウェア工学，情報処

理論Ｉ，統計学，産業心理学，伝熱学，原子物理学，原子核物理学，海洋
気象学

専門基礎科目

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

現在，教養課程の改善について教官組織も含めて全面的に検討中である。

Ⅳ教養課程教育の特色と改善の方向

本学は単科大学のために，いわゆる“くさび型'，のカリキュラムであり，特徴としては，プロ

ゼミナール等により，学生の自主的修学意欲の向上に努めている。

２０８



64．兵庫教育大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

交教育学召！

(2)教養課程教育の開設授業科目

識法学．経済学，ｊ2S[准

叱会学．ネｔ会人簿

鱸'一圓然■|辮口鑿菫麟鰯鑿偽瞳驍生……

蛤|蕊雲驫P篭
骨Ⅱ

呆健体

釘等国語，初等社会，初等算数，初等理科，初等牛活．初等音楽Ｌ布
罰［瀞ＨＰ巳暖

Ｈ本官ｕ，石EU寺1本宿

Ⅳ、教義課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

へ基礎専門，基礎教育科目について

本学を含む新教育大学における学校教育学部では，一般教育科目，外国語科目，保健体育

科目，その他従来の専門科目のうち全学的に履修させるような科目を「教養基礎科目」とし

てセットしている。さらに，大学設置基準の教職に関する専門科目を「教職共通科目」と

し，教科に関する専門科目や教職に関する専門科目で専門性を高める科目などを「専修専門

科目」として編成している。このように，「教養基礎科目｣，「教職共通科目｣，「専修専門科

目」をconcmrent方式によって統一させるように工夫されているわけである。

すなわち，「教養基礎科目」を１年次から４年次にかけてピラミッド型に上昇させ総合的

に密度を高め，一方「専修専門科目」や「教職共通科目」が４年次から１年次にかけてクサ

２，９

｜計’ 180(12） 200 ５

保健体育科目

教科に関する

専門教育科目

体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ，体育理論，保健理論

初等国語，初等社会，初等算数，初等理科，初等生活，初等音楽Ｉ，初等

音楽Ⅱ，初等図画工作Ｉ，初等図画工作Ⅱ，初等体育Ｉ，初等体育Ⅱ，初

等家庭

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数
備考

学校教育学部 180(12） 200 ５

教
養
基
礎
科
目

一
般
教
育
科
目

人文

社会

自然

総合

言語，文学，哲学，倫理学，芸術Ｉ，芸術Ⅱ，心理学Ｉ，心理学Ⅱ

日本史Ｉ ， 日本史Ⅱ，外国史，地理学，地誌学，憲法学，経済学，政治

学，社会学，社会人類学

数学Ｉ，数学Ⅱ，物理，物理実験，化学，化学実驍生物，生物実習，地

学概論，地学実習，生物野外実習，地学野外実習

自然界とその数理システム，健康と環境，現代と芸術，東西の文芸，学校

環境の構成，人間について，風土と生活

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語

Ｉ フランス語Ⅱ，英会話



ﾋﾟ型に下降させて編成され，教養課程教育と専門教育とを融合させようと試みているところ

に本学の特色がある。
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65．奈良教育大学

Ｌ大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

計 122（５） 295 1４

教養課程教育の開設授業科目(２

人文分野|哲学,歴史学,文学,芸術
農罫罫T蕊臘筆;繍享;~荘芸事=麺璽學…－
首慰鵜T薮藪鰄事花蘂~笙膿;…jii葦;一百燕科挙吏
鶴科目…|x潅臘鵜－－－－－－－

一
般
教
育
科
目

外国語科目 英語Ｉ 英語Ⅱ 独語 独語Ⅱ 仏語Ｉ 仏語Ⅱ，Ｉ， 日本語Ｉ，日本語Ⅱ

保健体育科目 体育実技，体育理論 保健理論

（小学校課程）

教科に関する専門

教育科目（共通必

修）

（中学校課程）

国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図工，家庭，体育

日本史概説Ｉ，日本史概説Ⅱ，西洋史概説，東洋史概説，地理学概論Ｉ，

地理学概論Ⅱ，地誌学概論Ｉ，地誌学概論Ⅱ，法学，政治学，社会学，経

済学，哲学，倫理学

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

教養課程制でないことを前提に下記について回答します。

イ．一般教育科目について

２８単位必修（総合コースを含む)。授業はすべて午前に開設。

ロ．外国語科目について

第１外国語８単位，第２外国語２単位，計10単位必修。英語はすべて午前に開設。

ハ．保健体育科目について

すべて午後に開設。

二．総合コースについて
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平成２年開設科目「人権問題」「環境」

Ⅳ－２．改善の方向

総合科目を社会的ニーズと学生の学習ニーズに応えるように，さらに充実を図る。
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66．奈良女子大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

関連する授菜１

紋菱課程の授業１

攻愛課程担当数滴

(2)教養課程教育の開設授業科目

皮字，‘し理筥客．Nｉ
ｹｰﾒﾁﾄⅡ円

騨船分野|鱒鎮電襄拳舗麓董鯰菫雲耀エー：

司然科学概説。数学．物舜 肋皇室－２｣＝12コ
円：pjZ鮭ｲ＋函

唄字，医学概論．慣卜報剥

§合科目１部題

平国語Ｉ･中国静

呆漣体育科目｜保健体育理論，保健体育実習Ｉ，保健体育実習Ⅲ

ＪＺｆ 日本語Ｉ

Ⅳ、教菱課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学は，いわゆる一般教育担当部門と専門学部とを分離せず，文学部，理学部，家政学部

のそれぞれが一般教育を兼担する組織をとっており，一般教育と専門教育の履修のさせ方も
クサピ型となっている。

したがって，外国語科目，保健体育科目及び通常一般教育科目の一部科目を除いては学生
２１３

[EililIIIIiiJ蕊i』
教官定員数 入学定員数

学部留
学生数



の履修年次は自由であるが，後述の総合科目はできるだけ履修させる方向で実施してきてお

り，一般教育改善の中心に総合科目の実施がおかれてきた。

さらに，一昨年より，一般教育として，実技を伴う「情報科学」を開設し，コンピュータ

の動作原理，プログラミング言語（FORTRAN）の文法，及びＴＳＳ端末操作，コンピュー

タグラフィックス，コンピュータのハードウエア，ソフトウエアについての講義などを取り

扱うことになった。これは，最近の一般教育改善充実の一つの試みである。

なお，特色ある科目としては家政学で開講されている「生活科学概説」及び「色彩学」等

がある。

ロ．外国語科目について

外国語科目におけるロシア語，中国語の導入を積極的に図ったことは，外国語科目の改善

に関する試みであるが，現在は中国語が定着している。また，外国人教師によるコミュニケ

ーション，専門教育を重視し，各語学の会話，実用作文を開講している。

′､、保健体育科目について

保健体育科目は，生涯教育へ結びつくよう試みられている点に特色がある。実技では，特

に生涯スポーツへの定着を目指し，種目の設定，指導法が工夫され，講義においても，スポ

ーツ活動の理論化と同時に，保健管理センター専任教授の協力を得て，健康教育の深化が試

みられている。

二．総合コースについて

本学においては，昭和4４（1969）年から,総合科目としての一般教育を実施し，当初，「奈

良の文化と社会」のテーマでスタートした。その後，種々，テーマや視点の検討を積み重ね

て，この間，開設した総合科目のテーマは，「部落問題｣，「比較文化論｣，「言語｣，「科学と

人間｣，「情報と科学｣，「情報｣，「物質｣，「生命｣，「日本の自然｣，「生活と社会」などにわた

っており，毎年，３科目程度を実施してきた。

本年度は，「部落問題」（担当者４人)，「生活と社会」（担当者８人)，「数理と情報」（担当

者13人）の３科目を実施している。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

実施していない。

Ⅳ－２．改善の方向

一般教育，総合科目，セミナー，外国語，保健体育のいずれもが検討課題として自覚されてお

り，今後の重要な検討課題である。なお，家政学部の学生は，総合科目４単位を，卒業に必要な

単位としている。

へ文学部ではこの２年間，アセンブリアワーとして，授業科目とは別に，広く様々な学問に

ふれさせる，高等学校までの学習とは異なる学問の世界にふれさせる，などの目的をもって

各学科毎に交代で学問的話題を提供する試みをしてきたが，これを活性化させるために，新

２１４



い､総合科目の実施またはなんらかの一般教育改善の試みの上に生かしていく方策を検討中

である。

卜．このことについては，一層充実させたい。

前述のように，本学は，いわゆる一般教育担当部門と専門学部とを分離せず，学部が一般

教育を兼担する組織をとっており，このような組織的な特徴を生かすために，専攻外の学問

の世界にふれさせる重要な機会として位置づけ，専門教育科目のうち学部共通科目の開講科

目を一般教育課程にある学生にも履修できる時間割を既に組んでおり改善を試みている。

Ｖ・自由意見

本学としては，独立した教養部を持たない小規模大学の特色を生かし，教養課程教育と専門教

育との融合をはかるため，「くさび型」方式を取り入れてきているが，今後，ますます「くさび

型」方式の充実をはかるよう一層の努力をすべきであると考えている。

さらに，大学審議会において検討がすすめられている，大学設置基準の弾力化，自由化の方向

が，一般教育の軽視あるいは一般教育の改善充実を妨げる方向に作用することのないように，国

大協としての必要な意見を集約されるよう希望する。

少なくとも，一般教育と専門教育の関連も含めて，全体として，各大学が個性的に質的な充実

を図ることを推進する方向で条件整備が行われるよう行政当局に要望することを期待したい。
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67．和歌山大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

匪済学部

(2)教養課程教育の開設授業科目

（教育学部）

－１人文分野｜国語国文学,文学,哲学,宗教学,倫理学,音楽学,美術,心理学

鑿蹴1驚蕊雲澱臘臘醐鴦~蝋
:｢菖鰕|蕊騨:鵬臘臘臘蕊臘…i…
7｢~三薑三-百T:i＝iii悪霊F;i露i:iim:~i､;壽砺耐震F、嘉雨､尋＝
保健体育科目｜保健体育講義，体育実技

(経済学部）

Ｚ=＝･和｢年宮中．西洋】霊神中一＊Ⅲfi7砥 里学､＊国語国-11け゛（｣･IlFi

鑿鰯墓T競鬘ｉｉ毒鰯繍 父１台字，不社会筥掌．＊Nｉ

当扶今呼｜簿記，数学，物理学,技術史，＊数学Ｅ
奇科字，不正支術学鰯

謡初級，英語中級，独語初級，独語中級，独語上級，仏語初級．仏語中

股，中屋I語初級，中国語中級

呆健体育科目｜保健体育講義，体育実拙

＊教育学部開設の授業科目

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

評議会において検討中であるが，具体的な案には至ってません。
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｜計’179(17)’６１０１４１

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

教育学部

経済学部

109（７）

70(10）

270

340
２
２



Ⅳ.教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

二．総合コースについて

実施していません。

ホ・セミナーについて

経済学部においてコンサルテーションを実施しています。
へ基礎専門，基礎教育科目について

実施していません。

Ⅳ－２．改善の１

検討中です。

改善の方向

２１７



68．鳥取大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１１学部別教官定員及び学生定員

縮定員数|入学定員数|菫獺｜傭 考

教育学・部

医学部

工学部

農学部

教菱部

５
２
５
３
１

８
７
２
０
５

１
１
１

180

120

470

280

附属病院教官定員100名（外数）

２

計 536 1,050 ２

(2)教養課程教育の開設授業科目

与学，論理学。倫理学．心理学．面 ｒ学Ⅱ１．面

弓学・社会学．経済学．jlh理邑逵。日式

奴字１，叙字Ⅱ，数字Ⅲ，数学Ⅳ，物理学Ｉ，物理学Ⅱ､物理学Ⅱ

－１Ⅱ

Ｆ
芒

=１１保健学，体育学，体育実技Ｉ，体育実技Ｉ

基礎数学，確率と雨 楚物理学，物理学実験，基礎有Ｉ

鏡，基藤生鰯 町学実験，地学実験

駆辱鼻灘|物理学実験,化学実験

実験，地学実験

部｜物理学実験，化学実験 実験，地学実験，物理地学実騒

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

２１８

人文分野
哲学，論理学，倫理学，心理学，文学Ｉ，文学Ⅱ，文学Ⅲ，文学Ⅳ，芸術

I，芸術Ⅱ

社会分野

|]然分野
数学Ｉ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ⅳ，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ，化学

I，化学Ⅱ，化学Ⅲ，化学Ⅳ，生物学Ｉ，生物学Ⅱ，生物学Ⅲ，地学

総合科目
(総）東と西，（総）自然環境論，民俗学，宗教学，日本国憲法Ⅱ，情報
科学，教養ゼミナール

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ

ロシア語，中国語

保健体育科目 保健学，体育学，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

基
礎
教
育
科
目

医学部
(医学科）

医学部
(生命科
学科）

教育学部

工学部

基礎数学，確率と統計，基礎物理学，物理学実験，基礎有機化学，化学実

験，基礎生物学Ｉ，基礎生物学Ⅱ，生物学実験，地学実験

物理学実験，化学実験，生物学実験，地学実験

､￣￣●●凸一凸一一一勺■●○一●■●■－●－－－▲ｑＯＣ－Ｃ－－－ｓｃ.■－●｡●－■▲－－－■－－－の－－－｡◇。■ｃ■－－●■,■,■●■,■－■■●－■●■－－｡●■－■●■.■￣▲■■一一山一｡－一宇一■－－－◆－－－じむ－－－Ｐ●q●￣~■~ﾛ■ｲｰｰ--■~D■---

物理学実験，化学実験，生物学実験，地学実験

物理学実験，化学実験，生物学実験，地学実験，物理地学実験



人文分野８単位，社会分野８単位，自然分野８単位，各分野，その他から自由に選択12単

位計36単位を課しており，振り替え，読み替えは認めていない。

集中講義形式による授業は行わないことにしている。

定員が配置されていなくとも開設している授業科目がある。（宗教学，民俗学，文化人類

学，日本国憲法，情報科学など）

ロ．外国語科目について

講読，会話，ＬＬクラスの３本建てを基本としている。

平成２年度から，フランス語を修了条件を満たしうる科目として認めるなど拡充の方向を

目指している。

ハ．保健体育科目について

新たにスキー，ゴルフを種目として取り入れるなど多様化を目指している。

二．総合＝－スについて

全学的な協力を得て多彩な内容のものとなっている。受講者数も増加の傾向にある。委員

会を設けて実施上の重要事項を審議している。

永・セミナーについて

１クラス20人程度に制限して様々な講義（24テーマ）を開設している。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

学部の要請に応じて開設している。（実験等）

卜．その他（論述作文など）について

平成２年度から外国人留学生のために日本語・日本事情の学科目を開設した。

Ⅳ－２．改善の方向

現在までは，特定の方向を目指すことなく全体的方向の充実を目指している。

なお，教養部における教育の改善については「教養教育改善委員会」が当たっている。また，

組織上の問題については「将来構想委員会」がこれに当たっており，将来の方向について現在検

討中である。
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69．島根大学

I・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

１

備考

担当教官を授業上では明確に区別し

ていない。

入学定員数

２８０

２４５

３００

２０５

教官定員数

９８(30）

８２(11）

102（４）

８３

法文学部

理学部

教育学部

農学部

１
１

365(45)11,030 ３計

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｒ分ｑｆｆｌ哲竺塗．倫理学．心理学．１１１

鮴社会分圏 1t今竺韓．地理学．￣文化人簿

ヨ然分里ｆｌ数学．物理学．物珪

Ｊ･中匡

ヨ本語・日本事l胃ｌ日本語Ｉ･日本聖

数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ，解析幾何学，物理学Ⅱａ，物埋字Ⅱｂ，基礎物

班説．無機化学概説，フ百機イヒ学概説，動物学:，１直物

露…|雲議鑿
既論．フー炉

孜育と人間，生涯教育論，文化・教育環 古文11凸論ｌ・Ｌ
ゴｉ教育学曾

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

教養課程教育全般にわたり見直しを行い，一層の充実発展を図ることとしている。
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杭
目

教育学部
教育と人間，生涯教育論，文化・教育環境，生活文化論Ｉ．Ⅱ，障害と教

育，発達基礎論，同和教育，日本文化論，情報処理基礎

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

哲学，倫理学，心理学，歴史学，文学，音楽，美術

法学，政治学 経済学，社会学，地理学 文化人類学，（総)現代人権論

数学，物理学 物理学Ｉａ ， 物理学Ｉｂ 化学，生物学，地学

人間生活と学問

外国語科目
英語，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，中国語Ｉ，

中国語Ⅱ

保健体育科目 講義，実技

日本語・日本事情 日本語Ｉ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ

理学部

数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ，解析幾何学，物理学Ⅱａ，物理学Ⅱｂ，基礎物

理学実験Ａ，化学概説，無機化学概説，有機化学概説，動物学，植物学，

一般地質学，岩石・鉱物学概論，環境地質学概論，地質学概論，情報科学

概論，プログラミング概論



70．島根医科大学

1．大学の構成と教菱課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

０

｜教官定員数|入学定員数
雇一享一蔀FI55了Iﾖﾌｰ雨

備考

学長，副学長，附属施設の教官を含
む。

附属病院教官定員94名（外数）

計 155(12） 9５ 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

-教;人文分野｜哲字，倫埋学，心理学',歴史学'或
投熟…鰹券藪T鶴;…違溌;~荘禦;…菟鑑一…

ヨ然分野ｌ数二塗Ｔ･物碑

呆健体育科目｜保健体育講義，体育実掻

奴字Ⅱ，数理洞E計学。物理学Ⅱ、物理 再島猫物

塁礎謬〔育科日｜Ⅱ，生物学実験，医学概論，遇５ 類学。‘心理学Ⅱ、慣報工学．摺灘
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基礎教育科目

数学Ⅱ，数理統計学，物理学Ⅱ，物理学実験，化学Ⅱ，化学実験，生物学

Ⅱ，生物学実験，医学概論，遺伝学，人類学，心理学Ⅱ，情報工学，情報

処理演習，医用電子工学，英書講読，独書講読

教
育
科
目

一
般

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学Ｉ，歴史学，文学

法学，経済学，社会学，地理学

数学Ｉ，物理学Ｉ，化学Ｉ，生物学Ｉ

外国語科目 英語，ドイツ語

保健体育科目 保健体育講義，体育実技



71．岡山大学

1．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定轍|鑿鍛 傭 考

文学部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

教養部

９
３
６
３
４
４
２
８
７
１
０

５
０
４
４
８
５
０
３
４
８
０

２
１
１

１
１

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
２
７
７
５
０
６
８
６
８

１
４
２
２
１
１

５
１

２
１
４
０
０
０
０
０
２
１

１
１

法・第二部60名を含む。

経・第二部60名を含む。

附属病院教官定員161名（外数）

附属病院教官定員48名（外数）

(14） 教養課程在籍者数で内数

30(14）2,265計 1,054

(2)教養課程教育の開設授業科目

_:…|識:蔚鱗鱗鱗禰。
鰹！…|蓄鼈………………現…

沖蕊騨蕊鱗
､□■'■●巴■■●■■'■●■●'■■■｡.■■■●.■Ｓ●●｡￣●￣'■￣■.■■■￣●印･■￣。●⑥●ロ゛●｡●◆●■●●●●￣●◆●￣の●ｃｃ￣●Ｃ●●●●●￣●゛■■ＰＣ●－￣●●－－。｡－・■■－いの。■■■●寺■■●●の｡●●－■U■一七一U■■'■－■⑭■D⑪●■－びじ●－￣●◆●｡●●●－￣●ロ●Ｃ●●の⑤●の●｡－⑤●●－●●ＣＣＣ⑤●ロートの￣しＣ●｡‐●●●●

ｉｆ…1灘繍:鱗鵜
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雫因高晉ｌ･円｡臣

呆健講義，体育講義，体育実技Ｉ，体育実技ＩｌＭｋＰ１

ヨ本詳;Ⅱ、日本聖

匪艦物理学。基礎物理学実験，基礎化学，基礎化学実験，遺伝学，基醍伝教
育
基
鑛

Ⅲ曝形代数学Ⅲ，基礎物理学，基礎物選
．：ＵＵ５

灘伝挙．歯牛物学，墓ﾐ礎生物学実験，歯学通論，歯字基腿

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

各分野に分野内総合科目（人文総合・社会総合・自然総合）を開設し，従来の学科目を越

えて，分野内の複数以上の教官が一定のテーマに基づいて講義を構成し，一般教育の充実を

はかっている。

ロ．外国語科目について

外国人教員のスタッフを充実し，会話を含め外国人による授業をより多くの学生が履修で

きるようにしている。

′､、保健体育科目について

講義では，健康科学教育に力を入れ，実技では，１年でなるべく多くのスポーツを修得

し’２年では各種のスポーツの中から一つを選択し深めている。

二．総合コースについて

コース制ではないが，一般教育科目として，どの分野にも属さない総合科目を開設し，そ

の充実をはかっている。

社会が当面している問題，あるいは学際的な研究を要する問題を，総合的に考察．判断す

る能力を学生が身につけるようにし，一般教育の目的達成をめざしている。

ホ．セミナーについて

一般教育科目で小人数によるゼミ形式の授業を数科目開設している。教育効果は大きい。

へ基礎専門，基礎教育科目について

医学部・歯学部の進学課程に，自然系を中心に医学・歯学の実際にあわせた科目を開設し

ている。

卜．その他

教養科目全体的に視聴覚機器等を利用した授業を拡大し教育効果の向上をめざしている。

Ⅳ－２．改善の方向

Ⅳ－１で記した特色及び改善の方向を，さらに充実させたいと考えている。
２２３

外国語科目 英語Ｉ，英語Ⅱ，独語Ｉ，独語Ⅱ，仏語Ｉ，仏語Ⅱ，中国語Ｉ，中国語Ⅱ

保健体育科目 保健講義，体育講義，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

日本語・日本事情 日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本事情

教
育
科
目

基
礎 医学部

歯学部

基礎物理学，基礎物理学実験，基礎化学，基礎化学実験，遺伝学，基礎生

物学実験

線形代数学Ⅲ，基礎物理学，基礎物理学実験，物理化学、，基礎化学実
験，遺伝学，歯生物学，基礎生物学実験，歯学通論，歯学基礎



72．広島大学

１．大学の繊成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

１

教官定員数

244(244

６７

１３５

１００

４４

４５

１８８

１６６

９８

２８５

７４

入学定員数 考

総合科学部

文学部

教育学部

学校教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

工学部

生物生産学部

l70

iL1
１

蝋|麓=藷:雲薑:：

附属病院教官定員104名（外数）

附属病院教官定員57名（外数）

11

計 1,446(244） 2,833 2６

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，倫理学，芸術学Ａ，芸術学Ｂ，宗教学，心理学，適応理論，社会心

理学，日本史，アジア史，ヨーロッパ史，イギリス史，アメリカ史，現代

史，地理学，環境地理学，地域地理学，日本語学，日本語文章構成法，日

本文学，言語学，中国文学，ヨーロッパ文学，英米文学，比較文学，英米
文学特別演習Ｉ，英米文学特別演習Ⅱ，ドイツ文学特別演習Ｉ，ドイツ文

学特別演習Ⅱ，フランス文学特別演習Ｉ，フランス文学特別演習Ⅱ，中国

文学特別演習Ｉ，中国文学特別演習Ⅱ，教育学

人文分野

般
教
育
科
目

●ぜ■ご●●□●●￣●｡｡■●●ｃｃ■~◇●ＣＣＣ●Ｊ①一･■匂■■■■｡｡■■■◆●⑤■●◆●●-●■●｡⑤■□■･■ご■■｡■･■-■･ローc●■-･ＣＯＣ。ご■,■,■■■,■,■｡■,■●●･●●●●●●●●●●の●■の台●■■■｡｡■,■,■■･■｡■■‐■一･･一の●･●C-c●のc-o●c白■●■■,■=■の□,■･■･■■●｡｡-.ＣＣｐＣ・・－．．■,■－

;社会分野|溌旦本国寧害騨学4%璽造学p,鋒崎学A,経済学B,統計学Ａ;栓会分野|簔輔騨鱗鱸露呈:欝灘懲震菫ヘ
『…・・……･･~･~…･･.････卍････~..~･･。~･･･.･･･…一･･･…｡.･･･････--･･･････････-.-.....-｡｡････････-.…･･･････････････Ｃｃ･--.-････-.-----...-....-.........-..............°.......＿

数学概論，一般微積分学，基礎微積分学，線形代数学，線形代数学演習，

数学演習，情報学，情報処理学，コンピュータ・プログラミングＡ，コン

ピュータ・プログラミングＢ，物理学概論，基礎物理学，現代物理学，力

学Ｉ，力学Ⅱ，熱学，電磁気学Ｉ，電磁気学Ⅱ，物理学実験，物理学実験

法・同実験，物理学実験ＢⅡ，化学概論，一般化学Ｉ，一般化学Ⅱ，無機
・分析化学，有機化学，生物化学，物理化学，化学実鹸化学実験法・同

自然分野
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麟灘瀧鵜麟
蹴|鏑露鱗鱗霊搬蝿

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語、，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語、

ドイツ語Ⅳ，フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，フランス語Ⅲ，フランス語Ⅳ

中国語Ｉ，中国語Ⅱ，中国語Ⅲ，ロシア語Ｉ，ロシア語Ⅱ，ロシア語Ⅲ，

スペイン語Ｉ，スペイン語Ⅱ，ギリシャ語，ラテン語

保健体育理論，体育実技

音楽，謹道，朝鮮語，ペルシャ語

外国語科目

保健体育科目

特別科目

尋蔑.騰蕊警輩鴬慧纂Ljjw÷室
Ⅱ．教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『一般教育問題に関する答申』（昭和58年６月）

②「一般教育協議会」の学長宛の答申（昭和61年１月）

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

本学の一般教育課程は総合科学部がその責任担当部局である。

総合科学部はそれと同時に一学年,70名の独自の学部学生の専門教育に携わっており，ま

た，一般教育科目を担当している教官の大多数は大学院博士課程担当教官である。現在総合

科学部ではこれら教官全員が区別なく一般教育を担当しており，その結果次の特色がある。

（１）広範な分野を網羅した授業科目が開講されている。さらに，理系の基礎的教育科目を除い

た一般教育科目ではクラス指定がほとんどされていず，また多数の科目において異なった教

官による同一科目が開講されている。これらの結果，受講科目について学生の選択できる幅

が極めて広い。

（２）総合科学部の専門教育課程のコースの一つに数理情報科学コースがあるが，それに所属す

る教官の一部は一般教育では情報科学関連の科目を担当しており，全学の一般教育課程の学

生に対して情報科学の系統的な教育を行っている。

（３）総合科学部の教官全員が専門教育を担当していることにより，一般教育と専門教育の関連
２２５



性などについて各教官および本学部自身の問題として具体的に把握することができる．それ

に基づいた検討結果は全学の一般教育の改善に反映されている。

(4)全学の一般教育課程の学生が専門以外の領域でより高度な内容を学習したい場合，総合科

学部で開講されている専門教育科目を受講することができ，その一部は単位として認定され

る。総合科学部の専門教育科目は広い学問領域に亘っているので，積極的に学習する学生に

とってはこの制度は十分生かされている。

ロ．外国語科目について

(1)一部の学部において，第一外国語８単位のうちの２単位を，専門科目「外書講読」等を振

り替えることによって履修させ，専門教育と外国語教育との一体化をはかっている。

(2)総合科学部外国語コースに開設する専門科目の一部を，外国語科目「外国語Ⅲ，Ⅳ」に振

り替えることによって，全学の３年次以上の学生が規定の外国語の単位を履修した後も，高

度な外国語を学習する機会を与えている。

(3)外国人教師を専任教官（現在４名）あるいは非常勤講師として積極的に雇用し，いわゆる

「実用的」な外国語教育をおしすすめている。

(4)専任日本人教官にも，英米語学・文学の専門家ばかりでなく，哲学，文化人類学，コミュ

ニケーション学等の研究者を採用し，研究･教育の多様化をはかっている．また，英米の博

士号を取得した研究者を多数採用している。

(5)上記(3)，’4)項の結果，全外国語の授業のうち，「会話」「ＬＬ」等外国語運用能力を高める

ための授業の占める割合が30％にもおよび，外国語教育に対する学生の欲求をかなり満足さ

せている。

ハ．保健体育科目について

本学の保健体育科目は，学生の健康を保持，増進し，さらに将来の健康生活実践の素地を

培うことを目標に実施してきた。次の点に特色がある。

(1)保健体育理論と体育実技の有機的連関を保つために，助教授以上の教官は理論と実技の両

方を担当する。

(2)保健体育理論の内容は，かつての体育理論や保健理論から脱皮し，各教官の専門性を生か

して医学，運動生理学，パイオメカニクス，運動心理学，社会体育学などを内容とした講義

を開講し，その中から学生に一つを選択させる。

(3)体育実技は，狭陰な施設のため，クラス毎に受講する暇日，時限を指定し，３～６種目の

スポーツ種目の中から一つを選択させる。この際３期間にわたって異なる種目を選択させ，

多くのスポーツを経験させている。身体的障害，疾病などの理由により長期にわたり通常の

体育実技に参加できない者は，特別コースを開設し，医師が担当している｡

(4)入学時の体育実技の時間に，体力診断テスト，運動能力テストを実施し，現状の体力や運

動能力を把握し理解させる。また，平成２年度から，保健管理センターの協力を得て新入生
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全員を対象に定期健康診断の外に，内科診断，心電図検査，血液検査を行い，疾病の早期発

見と体育実技のための基礎資料を得る。

（５）当学部の健康相談室では，保健体育教官が相談員となり，学生の健康管理，運動処方およ

び運動衛生について，さらには運動クラブ入部についての相談に応じている。

二．総合コースについて

特に実施していない。

ホ．セミナーについて

一般教育では実施していない。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

医学部進学課程と歯学部進学課程の学生以外には基礎教育科目は設けていない。しかし，

自然系学部については基礎的教育科目に関してクラス指定を行い，自然科学の基本的事項を

習得できるよう十分配慮している。

Ⅳ－２．改善の方向

本学では総合科学部が設置された時点で，一般教育の改善を行い，その充実に努めてきた。そ

れゆえ現時点では一般教育の体制に大きな問題が生じているとは思えず，近い将来大きな変更は

考えていない。ただし，外国語科目および保健体育科目については以下に示す若干の改善計画が

ある。また，本学は現在統合移転中であり，それの完了した時点では一般教育と専門教育をより

融合させる方向での改善が検討されている。

（外国語科目）

広く言語の研究・教育を推進するために,全学共同利用施設あるいは学部付置施設として，「言

語センター」等を設置する計画はある。ただし，外国語教官団を総合科学部から分離し，たとえ

ば「言語文化部」「外国語センター」等独立した研究・教育組織に改組する計画は一切ない。

（保健体育科目）

本学部は，平成５年度に東広島市に移転が予定されているが，新キャンパスの整備された施設

での保健体育科目の充実が期待できる。移転を契機に保健体育科目の改善について次の観点から

討議している。

（１）保健体育理論と体育実技の小人数制の実施

（２）体育実技の男女混合クラスの編成とスポーツ種目の選定

（３）低位体力者のトレーニングクラスの編成と個別指導

（４）夏期休業，冬期休業などを利用しての野外活動（キャンプ,登山,スキー，臨海実習など）

から生涯体育実践のための素地を培う。

（５１医学との接点を多くし，疾病の早期発見と予防医学の重要性を理解させる。
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73．山口大学

Ｉ・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鮒|灘； 傭 考

部
部
部
部
部
部
部
部

人文学

教育学

経済学

理学

医学

工学

農学

教菱

３
５
４
２
３
１
１
８

４
０
６
６
４
２
６
７

１
１
１

０
０
５
６
０
０
５

９
１
７
９
０
２
２

１
３
３
１
１
４
１

11

1

附属病院教官定員96名（外数）

1２

計 677 1,716 2４

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，哲学Ｓ，論理学，東洋文化論，東洋文化論Ｓ，倫理学，日本史，東

洋史，西洋史，西洋史Ｓ，歴史学Ｓ，国文学，国文学Ｓ，中国文学，英米

文学，ドイツ文学，フランス文学，国語学，漢文，音楽，美術，（総）日

本文化論，人文分野特別講義

人文分野

一
野
一
野
一

一
分
一
分
一

一
会
一
然
一

一
社
一
自
一

■』■０■０００■０■■０日０ｑ６ｑｄ０００ｑ００００ｄ００８０■０■Ｏｑ０Ｑ０Ｑ

般
教
育
科
目

1J墓忌|薯鱗議謹競蕊葬臘
数学，数学ｓ，物理学，物理学実験，化学，化学実験，地学，地学実験，

生物学，生物学実験，農学，自然分野特別講義

人間環境論,科学史,日本民俗学,日本生活文化史,山ロの自然と文化，食べ

る，日本語と日本文化Ｓ,情報と社会,電算機概論,情報文化論,科学技術社会

論,情報理論入門,特別講義(日本芸能論),中･四国国立大学間合宿共同授業

英語，英語ＬＬ，英会話，英語Ｓ，ドイツ語Ａ，ドイツ語中級，ドイツ語

ＬＬ，フランス語，フランス語ＬＬ，フランス語会話，フランス語中級，

中国語，中国語会話，中国語中級

総合科目

外国語科目

保健体育科目｜健康運動科学，保健体育実技

基礎教育科目(医)|基礎数学,基礎物理学,基礎化学,基礎生物学
留学生特別科目｜日本語日本の事情
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Ⅲ、教義課程教育の個々の改善についての試み

山口大学全体としては，教育・カリキュラム委員会を設置し，教養課程教育について，現在検

討している。同委員会は，教養課程教育全般を見直し，どのような改善が可能であるか具体的に

検討し，近い将来に改革案を提案する予定である。

同教養部としては，昭和59年度から，教育研究検討委員会を設置し，教養部の将来の方向を検

討すると共に’教養課程教育の改善・改革・高度化にも積極的に取り組んできた。昭和63年度に

は，学部化構想委員会を設置した。同委員会は，学部化構想を策定すると共に，教養課程教育の

カリキュラム改革にも取り組み，①人文・社会分野総合科目の開設，②２単位授業科目の新設，

③総合科目の拡充（情報環境論と履修枠の拡大)，④小人数教育（ゼミ）の拡充を提言した。

この提言に基づき，同教養部は各学部との協議のうえで，学則等の規則の整備を整え，このカ

リキュラム改革案を平成元年度から順次実施に移してきた。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

４単位授業科目と２単位授業科目との組み合せや，学外の講師による特別講義，主題別授

業（特に人文総合，社会総合）を積極的に取り入れて，授業の多様化が図られている。

ロ．外国語科目について

読解に片寄ることなく，会話，ＬＬ授業等によって運用能力の育成にも力を入れている。

なお，英語，ドイツ語学科では，外国人教員が採用されている。

′､、保健体育科目について

体育実技に運動処方コースを設置することにより，身体運動の実践ばかりでなく，健康の

維持増進を図るように授業が計画されている。

二．総合＝-スについて

複数教官による総合科目（いわゆる総合コース）を３コース開設すると共に，総合科目の

専任教官による総合科目も開設するなど，総合科目には，特に力を入れている。なお，平成

２年度から，情報環境論を新たに開設し，それに伴い一般教育履修単位数（36単位）に算入

できる総合科目の単位数0～４単位を０～８単位に拡大した。

ホ．セミナーについて

セミナー授業は，大切だという認識のもとに，拡充を図っている。

Ⅳ－２．改善の方向

全学の教育・カリキュラム委員会では，教養課程教育の見直しの一貫として一般教育と専門教

育のいわゆる相互乗入れが検討されているが，その答申に基づき教養課程教育と専門教育との密

接な関連が図られる方向が期待できる。また教養部独自としては，一般教育科目が多様化され－

層の充実が図られると共に，総合科目のさらなる充実への努力が続けられるものと期待される。

２２９



74．徳島大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定鰍｜灘； 傭 考

総合科学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

教養部

０
７
２
９
３
０

９
６
０
３
４
５

１
１

１

250

145

６０

80

475(40）

０
０
０
０
９

附属病院教官定員94名（外数）

附属病院教官定員48名（外数）

(40)は３年次編入定員であり,外数
である。

計 59111,040(40） ９

(2)教養課程教育の開設授業科目

i人文分野|哲学,倫理学,日本史,外国史,文学，（総)人間存在の諸問題
８－…---------…---…－…･…一･･･一…-…--…---.……･－ﾛｰ･･･一･･口-□･･-...---･…-…-.…◆-...--…-..--一･･･一････----…-…-…-….--..-...-...-.--...

1社会分野|法律学,政治学,社会学,経済学,地理学,心理学
i…首蕊鵜T藪事…蝿革~臘笙臘麺享蕊デス灘盲蒸、天－－－
i---.--..--…－－…-…-----...-...--..-...----…………-……………….-…………．…-…---.----.-.-----..---…………………_.…．……_.…………

i総合科目｜名著講読『ｶﾗﾏｰｿﾞﾌの兄弟』'談か51科目

般
教
育
科
目

外国語科目｜英語Ｉ，英語Ⅱ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，フランス語

保健体育科目｜保健体育理論，体育実技

i鰯|霧蕊鰯薫篝…夷…化…化鑛…
|医･栄養|基礎物理学,基礎化学,基礎化学実鏡基礎生物学,基礎生物学実験
|薬学部|基礎物理学,基礎化学,基礎化学実験
|工学部|基礎数学,基礎物理学,基礎化学,基礎生物学

基
礎
教
育
科
目

日本語・日本事情｜日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本事情

Ⅱ教義課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告書

①『徳島大学における一般教育改善のためのプロジェクト報告書』（昭和56年３月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

昭和55年度の教育方法等改善に関する文部省助成経費によって,「徳島大学学生の質的変貌に
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対応した一般教育改善のためのプロジェクト」が計画された。近年高校生の質的変化，大学入試

制度の改正等による大学入学者の変貌については，一般教育関係者のみならず専門学部において

も大きな問題となりつつある。また昭和60年度以降からは，高校の新教育カリキュラムによる入

学者を受け入れることになり，その質的変化はさらに著しくなることが予想される。

しかし，この様な変化についての把握は感覚的なものが多く，学生の実態についての具体的な

資料は少ない。このプロジェクトは，徳島大学の全学生を対象として，大学進学の目的．動機，

生活の実態，読書の傾向等を調査するとともに，教養部の授業に対する学生の評価・希望，学生

の学力の実態および知識の背景等について調査を行い，学生の実態に則した一般教育改善の方策

を探ろうとしたものである。

そのために，徳島大学教養部教官および各専門学部より，一般教育に特に関心を有する教官が

集まり，本学の一般教育における何らかの改善方策を見出すべく，次の様な項目について実施す

ることにした。

１．全学の学生アンケート

２．教養部学生を対象としたテスト

３．学内全教官を対象とした一般教育改善のためのアンケート

４．教養部１年次を対象とした保健体育・外国語に関するアンケート

なお，これらの計画を立案するために４回，調査結果を分析し，改善への方策を討議するため

に10回，計14回の討論をまとめたものが本報告である。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－小特色

イ．一般教育科目について

講義のクラス編成は，学部・学科等にかかわりなく，全学生を対象に完全選択性によって

いる。ただし，受講生数が多い場合には，調整を行い，少人数教育を堅持している。

ロ．外国語科目について

英語については，学生の自主的な選択による履修，ＬＬを利用した授業，外国人教師・講

師による授業，多彩な内容の授業などが特色としてあげられる。

ドイツ語，フランス語については，初修外国語としてその学習効果を上げるために，文法

と読本の組合せを工夫している。いずれの外国語についても，可能な限り少人数のクラス編

成を目指している。

へ保健体育科目について

身体に障害または疾病のある学生を対象としたコースを設け，健康管理に関する教育やス

ポーツ指導を行っている。

二．総合＝－スについて

1982年度から，第１年次の全学生を対象に，総合科目として「名著講読」を開講してい
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る。これは，教養部及び各学部等の教官の指導のもとに，教官が指定した図書について，少

人数のクラスで，ともに学び，ともに思考を深めながら，良書を味わう喜びをわかちあうこ

とを趣旨としている。これにより２または４単位を取得できるが，これは教養課程修了要件

の単位にはならない。1990年度は，５２クラス開講を予定している。

ホ．セミナーについて

実施していない。

Ⅳ－２．改善の方向

保健体育科目については，運動処方コース（仮称）の設置を検討中である。

一般教育の一層の充実をはかるために，各分野・系列ごとに検討を行っているが，まだ，公表

できる段階に至っていない。

Ｖ、自由意見

本学においては今まで，教養課程教育に係る問題については，教養部においてのみ検討されて

きたが，今後は全学の問題として検討することとし，大学将来構想委員会において，「授業科目

及び卒業要件｣，「一般教育実施組織｣，「一般教育の全学的協力体勢」等を取り上げ，改善を図る

こととしている。

ただし，この全学的な検討は，現段階では緒についたところである。
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75．鳴門教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

｜教官定負数

学校教育学部’18504）

雇員諏
一

１７０

奴
－
０

計 185(14） 170 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

。本文学，漢文学，外国文学．哲学．心耳

也埋学Ｉ，地]里学Ⅱ，日本国憲法，社会学．経淫

目然分野｜数学Ｉ，数学Ⅱ､統計概論．物舜

苫科学，現代と不蕊 腎報，人罹と教育，技術と社会，国際嗣

ョＩ保健体育｜体育理論，保健理論，体育実拙

⑩等匡 比会，算数．初等趣

本育Ⅱ，石

叉教育学，教育哲学，日本教育史，外国教育史，障害児教育．教育心碑

里学。青年`心理学。障害児'心理学．幼嘱薬篭`ｎ琿堂一瞳婁1用涼攻職共彌科Ｅ

里・保健学，学校精神衛生，教育社会学，教育儲

蛋規，モt会調 Ⅳi科

Ⅳ、教義課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

人文，社会，自然に総合分野を加えてより幅の広い教養を修得させている。

ロ．外国語科目について

外国人教師，ＬＬを通して実用面を強調する授業と読解中心の授業のバランスを取ったカ

リキュラムを組んでいる。

ハ．保健体育科目について

体育実技のコースを多くし，選択の幅を拡げた。具体的には’女子学生や体力に自信のな

い学生向きに軽スポーツコースを設けた。
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へ基礎専門，基礎教育科目について

中学校教員養成課程，自然系理科専攻において開講している基礎専門科目「理科」は標準

履修年次を２年次に設定している。

「理科」の特徴としては，主として３年次以降に開講される専門科目および卒業研究に伴

う各研究室配属時のセミナー等における原著論文の読解力を向上させ，また，物理学．化学

・生物学・地学の最先端では，どのような研究が展開されているかについての理解をできる

だけ早い時期に認識させることを目的として，比較的やさしい原著論文や原書単行本の読解

を含めた内容解説に重点をおいた授業を展開している。そこでは，「内容は高度に，説明は

平易に……」を目標にした授業を行っている。

さらに，将来の教員志望に対応できるように，一般的な知識で忘れがちな内容についても

再確認する意味で，教員の一般常識として必要な専門的知識を教授している。また，理科分

野の教育方法論についても言及し，いわゆる「嫌いな科目」を「魅力的な科目」にするため

の方策などをあわせて講義している。

トその他（論述作文など）について

ＬＬ，パソコン，視聴覚機器，実験装置等を活用している。

Ⅳ－２．改善の方向

総合科目も加えて一般教育科目の充実を図っている。

教育大学という特色をいかして一般教育科目と専門教育科目とを融合させる方向で改善を試み

ている。
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76．香川大学

I・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

紋育写：舌

逢済学：

(2)教養課程教育の開設授業科目

讓口三|鑿纂二二:襲悪瀬：
ｉ目！…醜T鱒;鰯蝋臘醐事~臘芙懲藻關蕊鵜藷…￣…

般！……&……………

教Ｉ総合科目

育博門教育科

科狽からの振

目;…jl賛皇…

1脚~|菫iii鰯壹驫蕊蓉夏藤鯉剛柵
:･･･…･…･--..････････｡｡『･ﾛｰ･･…。．…･-.…････････････一･･･－－…･-…。。◇-.-...-…･･･…･････････…-.…･･･…-.--口.｡､-...--..……-…-…….…..….…………..､輯

(人文）言語と文化，日中比較文学

(社会）文化と社会

(自然）自然科学方法論，情報科学通論

－１…溌罫百T者錨簡U(脚ぞ;…i鐡罫百一…－－－－－…￣

|騨百艫|鯨蝋鯨蝋蝋蝋…,症

云TDni蕊if醗霧i蕊
保健体育科目｜保健体育概論，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ，体育実技Ⅲ，体育実技Ⅳ
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教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

教育学部

法学部

経済学部

農学部

156(36）

3８

６６

９２

０
０
０
０

羽
釦
兜
四

１ 一般教育等科目については，教育学
部が担当している。

計 352(36） 1.060 １



日本…|騨鑪欝皿ﾛ橘､旧椛Ⅳ旧本譜v旧繍Ⅷ旧本事

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

資料『香川大学一般教育部の研究活動に関する改革織想(試案)」を参照。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

１）人文科学，社会科学，自然科学の３系列のそれぞれについて，３科目以上12単位以上，合

計36単位以上を卒業の要件としている。この条件は，昭和45年の大学設置基準改訂以後も同

じで，基礎教育科目等の単位でこれらの単位に代えることは認めていない。

２）通常科目のほか，総合科目，演習科目，実験科目，高学年一般教育科目を開設し，授業形

態や履修時期（学年）の多様化を図っている。

ロ．外国語科目について

１）英語，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語の５ケ国語を開設している。これは，中

規模大学としては比較的種類の多い方である。

２）各学部の卒業の要件は次のようになっている。

…;議騨|霧臘呉馴繊
総合科学課程英語８単位以上

ドイツ語，フランス語，中国語及びロシア語のうち１種類８単

位以上（言語文化コース及び人間文化コース）又は４単位以上

（情報科学コース及び基礎科学コース）

鱒}霧;鰈ﾝ…鬮露…了……靴以上
農学部英語８単位以上

ドイツ語，フランス語，中国語及びロシア語のうち１種類４単位以上

３）このほか，卒業要件となる授業科目とは別に，各外国語の上級，並びに外国人教師担当の

英会話，ドイツ語会話も開設している。

４）英語のテーマ別クラス

第２年次の法学部・経済学部学生及び英語を選択した教育学部学生向けに，各々約60名の

規模のクラスを単位として種々のテーマの授業を開設し，学部の枠を越えて，学生が自由に

選択できるようにしている。農学部学生については２年次の前期終了時にキャンパスが変わ

るので，テーマ別クラスの授業は受講させていない。



ハ．保健体育科目について

卒業要件については他大学と同じであるが，実技２単位のうち，２年次後期の0.5単位分

に相当する部分を「集中授業」とし，多種目の授業を，いろいろな期間や時間帯で実施して

いる。例えば,通常の授業期間内の始業時間前（例：５月16日～20日の朝６時～８時半)，あ

るいは夏期休業期間内（例：７月17日～20日の午前９時～12時10分）など。学生は所属学部

に関係なく，種目や時間を自由に選択することができる。

二．総合コースについて

１）既成科学の領域や体系にとらわれないで，さまざまな学科による知見を総合し，多面的に

考究することを目指して開設している。本学では，これを「総合科目」と呼んでいる。

２）人文，社会，自然の３系列以外に，「総合」という区分を設けていないので，それぞれの

授業科目は３系列のいずれか１つに属していて，２系列以上にまたがることはない。

３）平成２年度は９科目（総単位数28）開設され，内訳は人文４科目（計12単位)，社会２科

目（計４単位)，自然３科目（計12単位）となっている。

４）総合科目の企画・運営等のため，一般教育部内に総合科目運営委員会を常設している。ま

た，開設授業の内容を詳しく紹介するため，毎年「総合科目ガイドブック」を発行してい

る。

ホ．セミナーについて

１）主題を設け，担当教官の指導のもとに，小人数の学生が自ら参加して，共同で研究学習を

するために開設されている。本学では「演習科目」と呼んでいる。

２）各クラスの受講者は原則として20～25名に制限している。

３）授業形態は，講義，討議，調査，フィールド・ワーク，実験・実習，古典・名著講読など

様々である。

へ基礎専門，基礎教育科目について

本学ではこの授業科目区分を設けていない。

トその他（論述作文など）について

いくつかの授業で，レポートの作成等の指導の一貫として行ったケースはあるが，論述作

文指導を中心課題とした授業は開設していない。

Ⅳ－２．改善の方向

まだ項目別に回答できるほど，検討は進んでいないし，方向も定まっていない。ただ，次の２

点については，多少とも検討に着手したと言えるかもしれない。

１）一般教育等と専門教育科目の間の授業科目区分の弾力化

学則を改正して，昭和63年度より実施できるように条件を整備した。

まだ，手探りの状況であるが，当面の措置として，教育学部総合科学課程の専門科目の一

部を一般教育科目の所定の系列の授業科目として履修することを認め，一方，一般教育科目
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及び外国語科目の一部を教育学部総合科学課程の専門科目として履修することを認めてい

る。

これが，今後の一般教育課程の改革の一つの方向を示すことになるか否かは現時点では判

断できない。

2）一般教育における集中コース制カリキュラム

従来の均等分散型履修方式では，学生が相互に関連のない授業科目を無秩序に履修し，本

来の自由選択の精神を十分に生かしていないケースが多く見られる。そこで，複数の科目の

集合を核とした「一般教育集中コース」の設定を構想して，部内のカリキニラム検討専門委

員会で検討しているが，まだ結論を出すに至っていない。
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香川医科大学7７

大学の構成と教養課程教育Ｉ

学部別教官定員及び学生定員１

学部留
学生数

備 考教官定員数｜入学定員数
長
じ
届

Ｕ

￣

【１

教養課程教育の開設授業科目

両;孑舂~F奪丁蘓蓮事;~雲爾享;-石
i社会分野|法学,政治学,経済学,歴Ｉ..._…__………_…_...…-...-…_…….………….…_………………．

i自然分野|数学,物理学,化学,生物

理学Ｉ，心理学Ⅱ，文学

史学，社会学

学

教
育
科
目

一
般

フランス語Ｉ，フランス語Ⅱドイツ語Ⅱ外国語科目 英語Ｉ，英語Ⅱ，ドイツ語Ｉ

講義，実技Ｉ，実技Ⅱ保健体育科目

医学概論Ｉ，医学概論Ⅱ，応用数学，基礎物理学Ｉ，基礎物理学Ⅱ，物理

学実験，基礎化学Ｉ，基礎化学Ⅱ，化学実験，基礎生物学Ｉ，基礎生物学

Ⅱ，生物学実験，情報科学

基礎教育科 目

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

６年間一貫教育を目指しており，一般と専門の一部が縦割りになっている。一般教育科目

の特色としては，自然系列16単位必修（数学，物理，化学，生物各４単位）とし，基礎教育

科目と相俟って医学の基礎をつくりあげる目的のものと，人文・社会系列は選択で各８単位

の人格形成のためのものからなっている。なお，人文系列では心理学（４単位）を必修と

し，特に後半２単位は医心理学をその内容としている点も特色である｡

ロ．外国語科目について

外国語科目は，英語，ドイツ語各８単位必修のうえに，フランス語４単位を自由選択にし

ており，語学力のアップをはかっている。なお，英語では，外人教師による英会話’単位

（必修）を含んでおり，実用英語にも力をいれている。また，クラス編成は25人程度とし，

きめこまかい指導を行い，少ない授業時間数で効率を上げることを考えている。

ハ．保健体育科目について

２３９



保健体育科目は，特に重要視し，専任の教授１名と教務職員１名を配し，更に非常勤講師

２名を依頼して計４名で１クラスを４つに分け，細かい指導を行っている。

二．総合コースについて

開設していない。

ホ．セミナーについて

開設していない。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

数学，物理，化学，生物の各４単位の他，医学概論，情報科学等を入れて，現行の基準以

上に行っている。また，物理，化学，生物の各実験を各１単位実施し，知識のみでなく態

度，習慣の養成にも心がけている。

Ⅳ－２．改善の方向

昭和63年に全学的にカリキュラムの改訂を行い，その時に教養課程でも見直しを行ったので，

今すぐにこれを変更する考えはない。

この時の考え方は，一般教育科目については，人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法

で，充実発展をはかる方向であった。特に，医学部では，人格形成のための人文・社会系列の科

目も現在以下に減らすことは決して望ましいことではなく，むしろ充実させるぺきだという意見

が多かった。自然系列についても，高校では選択制のため，物理，化学，生物のうち２科目しか

履修していないので，他の１科目は全く白紙の状態で入学してくるので，これを十分教育して専

門教育にそなえる必要があり，時間数を減らすことには，反対の意見が多かった。

このように医学部では，現行の方式を大きく変えることは考えられず，むしろ，より充実発展

をはかる必要がある。また，６年間一貫教育を推進する上からも専門教育との連絡を密にして，

より効率のよい授業を行う必要が強調された。
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78．愛媛大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数｜峯鰯 傭 考

法
教
理
医
工
農
教

文学

青学

部
部
部
部
部
部
部

３
２
１
２
１
０
３

０
０
６
４
４
１
８

１
１

１
１
１

０
５
１
５
０
２

９
５
８
９
７
９

４
３
１

４
１ ﾙ…

学
学
学
学
菱

計 742 1,783 1６

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，哲学Ｓ，倫理学，倫理学Ｓ，宗教学，宗教学Ｓ，日本史，日本史Ｓ

東洋史，東洋史Ｓ，西洋史，西洋史Ｓ，文学，国文学，国文学Ｓ，中国文

学，中国文学Ｓ，芸術，芸術Ｓ

心理学，心理学Ｓ，文化人類学，文化人類学Ｓ，社会学，社会学Ｓ，法

学，法学Ｓ，日本国憲法，政治学，政治学Ｓ，経済学，経済学Ｓ，社会思

想史，地理学，地理学Ｓ

数学，数学演習，統計学，解析学・統計学，物理学，物理学実験，化学，

化学Ｓ，無機化学，有機化学Ｉ，有機化学Ⅱ，化学実験，生物学，生物学

実験，生物学Ｓ，地学，地学特別講義，地学実験，情報科学

人文分野

般
教
育
科
目

社会分野

自然分野

●■Ｓｃ●●■●。。－●●。ｓ■－■●■■●■－－■－■●■－■－－■－■.■－ロー■｡●⑥●●●●￣●の●●●●●●●の●●●●●●●●●■●●●ＣＤ古●･●ｃｃ●●－古●⑰白●●●■●●■■ｐ＝｡■ご○l■の一■●■■■■￣l■■■￣●匂■■l■■■.●■￣■■l■l■■■■■■■●●●■■■■￣■■▲■｡Ｓ一一●｡￣￣▲●￣●●｡●｡●Ｃ■￣●▲▲￣●●●●中の●●

１総合科目｜総合科目A,総合科目B,総合科目C,総合特別講義

云二;二Ｗ寵i:癖fJ厩『ii薑
日本語・日本事情ｌ日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語演習，日本事情Ａ，日本事情Ｂ

Ⅲ、教義課程教育の個々の改善についての試み

将来計画委員会教養課程の在り方検討専''１部会等において検討中であるが，その結果を報告す

る段階に至っていない。

２４１



Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

小人数教育（人文・社会系においてゼミ形式の授業）を実施している。

情報処理教育（計算機演習を含む）を開講している。

洞穴学（地学）を開講している。

ロ．外国語科目について

再履修者のみを対象に再履修クラスを編成している。

へ保健体育科目について

リハビリテーション（四肢運動障害者に対する正課体育）クラスを編成している。

Ⅳ－２．改善の方向

教養部において総合科目をより充実させることについては合意をされているが，その他につい

ては現在，将来計画委員会教養課程の在り方検討専門部会等において検討中である。

なお，法文学部夜間主コースの教養課程について，限られたコマ数のもとでの選択科目数の増
加等改善策を検討している。

Ｖ、自由意見

平成４年度からの週５日制移行への対応方法について，教養部教務委員会において検討してい
る。
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79．高知大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

ﾜー竺争２吾

及應

(2)教養課程教育の開設授業科目

ｉ人文分野
i･………………－－

ｉ社会分野

哲学，倫理学，宗教学，心理学，歴史学，人文地理学，文学，音楽，美術
●￣￣■■●■■●■Ｃ●ＣＣＤＣＣＤｂ●ロー●ひ■■●ｒ■●￣■巴●●●｡￣●●●■￣□●■￣●■●■■￣￣■●●｡◆●●●●●●⑪■■￣■■■■￣■●■■■｡‐⑤◆●■－■ご●●●－■－■■●■－゜￣●￣●－－■■■｡■－－■●｡▲Ｃの一一一■－■■●■－■｡■－－●･■｡●●■○℃－－●●■■－．

社会科学概論，法学，政治学，経済学，経営学，社会学，社会思想史，国
際関係論

一｡●ＣＣＣ￣■■●￣■●■■■￣■■■凸▲｡￣◆●●･●ぜ■｡●■■■●■●●￣■▲□￣￣￣■￣●￣￣●ぜ■■￣●■●￣●■●■■￣｡｡●｡－句｡●◇｡－●－℃■●－－●■●■－■■■▲●▲￣Ｃ●●－■－●■●●■■■－ｐＣｏ－－－Ｐｐ●－●■●巴■－■▲Ｃ●－－｡●■●●■●｡■－■ｃｃ●－－－－

解析概論，線形代数概論，数学概論，図学，統計学，物理学，一般物理学
実験，無機化学，有機化学，一般化学実験，生物学，一般生物学実験，地
学，一般地学実験

般
教
育
科 自然分野

竺和と軍縮．曰然環娼

総合･科日｜人類その過去と未認 古@

H諸初級，漣

謡中級，仏語初級，仏語中級，中国語初級，中国語中細

保健体育科目

外国人留学生特
別科目
日本語･日本事情

保健講義，体育講義，体育実技Ｉ，体育実技Ⅱ

日本語初級Ｉ｡Ⅱ，日本語中級Ｉ．Ⅱ，日本事情Ｉ．Ⅱ．Ⅲ

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

総合科目の開設（平成元年度)，中国語の開設（平成２年度）等教養課程教育の改善を試みて
いる。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

（１）中国語の新設

２４３

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数 備考

人文学部

教育学部

理学部

農学部

94(34）

8７

81(13）

8１

270

250

245

195

７
１
１
２

計 343(47） 960 1１



平成２年度より，既設の英語・独語・仏語に加え，中国語を開設し，学生の要望に応える

こととした。

（２）外国人教師による授業

英語・独語においては，外国人教師による外国語での授業を行い，学生の要望に応えてい

る。

ハ．保健体育科目について

体育実技は通常種目（前期又は後期30時間）及び集中種目（５月～翌年１月１５時間）に

分けて開設し，通常１種目，集中１種目を履修し，１単位修得となる。

なお，通常種目，集中種目共に多種目開設し，学生の要望に応えている。

二・総合コースについて

総合科目は，授業内容が，人文・社会・自然の複数分野にわたり，卒業所要の単位として

いずれの分野の科目にも代えることが出来る。

平成元年度より４科目開設，平成２年度は３科目増設し，７科目開設。

へ基礎専門，基礎教育科目について

教養課程教育としては考えていないが，専門教育の中に基礎専門科目を設けている学科が

ある。

卜．その他について

平成２年度より教育用端末室を新設（教育用端末50台を設置）し，情報処理教育の充実を

図る゜

Ⅳ－２．改善の方向

イ．総合科目を中心に，学際的な内容をもった一般教育の充実を図る゜

ロ．総合科目の中に情報科学を取り入れ，将来の情報社会に向けて，一般教育としての情報科

学の在り方を模索する。

ハ．保健体育科目の実技種目は，多種目を用意し，ユニークな内容としてきたが，カリキュラ

ム編成上再検討の必要が生じてきた。
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80．高知医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

留
数

部
生

学
学

蘆一事了悴芸慧M幽芸［
備考

学長，副学長を含む。

附属病院教官定員93名（外数）

計 158(13） 9５ 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

-教：人文分野｜哲学,倫理学,心理学,或

投議荘錫罫丁蕊;~藪蒋;…違鐸;~fｉ
ヨ然分野ｌｉ５ｎ｢竺塗．物蜜

Ｌｌｌ Ⅱ

麓教育科日ｌ理学実験．墓碑

置報科学Ⅱ，↑青報科学m･総合識議

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

へ．基礎専門，基礎教育科目について

（１）「総合講義」の開設，２年次を対象に学生の自主的学習及び体験を通じての問題解決型の

学習方式を採用していること。

（２）「情報科学」の開設，情報処理教育特に医学情報について，１年次，２年次及び４年次と

系統的な教育を行っていること。

ト．その他（論述作文など）について

（１）一般教育から臨床医学まで６年間を通じて一貫した医学教育を行う一環として，２年次か

ら解剖学を履修させていること。

（２）専門教育科目「特別講義」を使って，１年次に勉学へのモチベーションを高めることを目

的とし，EarlyClinicalExposure（早期医学教育）を行っていること。

Ⅳ－２．改善の方向

（１）総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

（２）セミナーを中心にした，一般教育の充実を図る゜

２４５

－教
般育
科
目

外 ！

保陶

基礎教育科目

基礎数学Ｉ，基礎数学Ⅱ，推測統計学，基礎物理学Ｉ，基礎物理学Ⅱ，物

理学実験，基礎化学Ｉ，基礎化学Ⅱ，化学実験，基礎生物学Ｉ，基礎生物

学Ⅱ，情報科学Ｉ，情報科学Ⅱ，情報科学Ⅲ，総合講義

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，心理学，文学
●●●●●ＣＣＣＳ･■－￣■＝■■U■■●■￣.■■■のＣ●●●●◆●●●●●●●■U■■■■'■U■■･'■■￣■￣。●●ｃｃ●●◆｡●●＝￣■■l■Ｐ■■￣'■■■■￣￣｡●●●●－￣Ｐ－■■■u■■■'■■■■■ＣＣＣ－●－←●‐｡U■ウー■●■■■。.■■－■－｡●￣－－－□.■■－■■。－－■－■■－■Ｃ◆●－￣の｡｡‐

法学，政治学，経済学，歴史学
■■■Ⅱ■'■■￣･■■■⑤￣●●ＣＣＣ●｡⑤●U■●●●■U■￣'■■'■￣■￣●￣■●￣●●●●●●●●●白色■■･■■■■■￣￣■'■■■￣■■■●■￣￣●ＣＣＣ●Ｃ●■■■■■.■■■￣'■■'■■'■■■■の■￣●の◆①寺＝￣■■ご■■■■■■｡●■●ｃｐＣ－－■－⑤■－１■■■･■－－－－－－=二－－－．－－－－－－－－

数学，物理学，化学，生物学

英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ
ドイツ語Ⅳ

講義，実技Ｉ ， 実技Ⅱ



81．福岡教育大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

(2)教養課程教育の開設授業科目

ＳＦ字１１Ａ．￣立竺毒Ⅱ田

ケノ㈲QＩＩＨ ８．画｢昌轌１．私 ,』、Ｂ、

ＩＩＨ－

ＴＢ・政治学Ｔ･画 ＩＩＢ．

会字ＵＡ，社会学ⅡＢ・経済学Ｉ，経済学ⅡＡ，経済学ＩＩＢ･脚h耳
弧；社会

池理学ⅡＡ･地理学ⅡＢ，教育 ＩＩｌＩＢ．

硫計学ⅡＡ，統計学ⅡＢ，物葺奴字１，叙二審nＡ・認【字ＵＢ、龍

Ⅱ

ヨ然分圏
ｌＢ，冠

支術論Ｌ

諾ＱＦＰ困謡先Ｐ

ＥＩｌ体育理論，体育実猫

蚊学概論，微積分学，総合幾何学。線形代数学，基礎物理学，墓碑

塵確科学Ｄ､ｺﾘﾋﾞﾋﾞ語営蓑入門．葵TＩ
藤教【育科Ｅ

気理論，Ｊ、理学実験実習，障害児教育論，障害児医

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

１科目２単位十２単位，計４単位の組み合わせで後半の２単位は１，２年生時だけではな

く，専門課程の３年時でもとれる組み合わせが可能な点。この後者の組み合わせでは専門課

程で学習している内容に関連させてかなり高度な内容の授業が展開できる。

ハ．保健体育科目について

２４６

｜計’ ２１8('3)’ 710 ７

教官定員数 入学定員数
学部留
学生数
備考

教育学部 218(13） 710 ７

一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

文学Ｉ，文学ⅡＡ，文学ⅡＢ，史学Ｉ，史学ⅡＡ，史学ⅡＢ，芸術学Ｉ，

芸術学ⅡＡ，芸術学ⅡＢ，哲学Ｉ，哲学ⅡＡ，哲学ⅡＢ，倫理学Ｉ，倫理

学ⅡＡ，倫理学ⅡＢ，心理学Ｉ，心理学ⅡＡ，心理学ⅡＢ，心理学

憲法，法学ⅡＡ，法学ⅡＢ，政治学Ｉ，政治学ⅡＡ，政治学ⅡＢ，社会学

Ｉ

学Ｉ

社会学ⅡＡ，社会学ⅡＢ，経済学Ｉ，経済学ⅡＡ，経済学ⅡＢ，地理

， 地理学ⅡＡ，地理学ⅡＢ，教育学Ｉ，教育学ⅡＡ，教育学ⅡＢ，部

藩問題概論Ｉ，部落問題概論ⅡＡ，部落問題概論nＢ

数学Ｉ，数学ⅡＡ，数学ⅡＢ，統計学Ｉ，統計学ⅡＡ，統計学ⅡＢ，物理

学Ｉ ？ 物理学ⅡＡ，物理学ⅡＢ，化学Ｉ，化学ⅡＡ，化学ⅡＢ，生物学Ｉ

生物学ⅡＡ，生物学ⅡＢ，家政学Ｉ，家政学ⅡＡ，家政学ⅡＢ，技術論Ｉ，

技術論ⅡＡ

外国語科目 英語，ドイツ語，フランス語，中国語，ロシア語

保健体育科目 体育理論，体育実技

基礎教育科目

数学概論，微積分学，総合幾何学，線形代数学，基礎物理学，基礎化学，

基礎生物学，基礎地学，理科数学，基礎科学Ａ，基礎科学Ｂ，基礎科学Ｃ

基礎科学Ｄ，英語学入門，英文学入門，英語教育学入門，音楽概論，和声

学，造形論，生活科学，食物学概論，家庭経営学概論，被服学概論，工業

数学，工業力学，電気理論，心理学実験実習，障害児教育論，障害児医学

概論，幼児心理学，幼児保健学，幼児社会学，数学



殆どの大学が保健体育科目については教養課程の中だけで実施されているが，本学では７

期に亘って実施している。その内，６期が保健体育実技で，残りの１期が保健体育理論であ

る。このように，大学在学期間の長期に亘って，学生の健康・体力及び余暇の充実の面から

保健体育科目の履修を制度化している点が大きな特色である。

ト．その他について

一つの考え方として，授業科目によっては一般教育科目担当，専門教育担当といった枠を

超えて同一教官により両者を一貫した考え方のもとに連続的に行う。

Ⅳ－２．改善の方向

教養課程教育と専門教育とを融合させ，もって専門教育の充実を図るぺきとの意見が多い

が，具体的改善法については，未定である。

、自由意見

演習形式をとるには，学生数を制限する必要がある。

Ｖ、
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82．九州大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

４（１）

0

１（１）

６（２）

１（１）

１３（２）

４（２）

0

１０（７）

１（１）

教官定員数｜入学定員数 傭

学部留学生欄の（
在籍者数で内数。

考

)内の数は教養部文学部

教青学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

教養部

言語文化部

健康科学
センタ－

８
４
７
４
６
４
７
１
９
３
６
０
１

６
３
７
５
０
８
９
５
８
１
１
５
１

２
１

４
２
１

０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

６
５
８
８
９
０
６
８
４
７

１
２
２
２
１

８
２

附属病院教官定員210名（外数）

附属病院教官定員51名（外数）

40(17）計 1,650 2,411

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学Ａ，哲学Ｂ，論理学，倫理学Ａ，倫理学Ｂ，宗教学Ａ，宗教学Ｂ，教

育学，心理学Ａ，心理学Ｂ，心理学講義及び実験，国史学Ａ，国史学Ｂ，

東洋史学Ａ，東洋史学Ｂ，西洋史学Ａ，西洋史学Ｂ，人文地理学Ａ，人文

地理学Ｂ，美術史，考古学，国文学Ａ，国文学Ｂ，中国古典Ａ，中国古典

Ｂ，中国文学，西洋文学（概説)，西洋文学（英)，西洋文学（米)，西洋

文学（独)，西洋文学（仏)，西洋文学（露)，ラテン語，ギリシャ語

人文分野

般
教
育
科
目

:■墨夛暮丁撹;蕊丁駕鱸蔓霊藤露癬更
;△茎ｴ鯵｣藝鑿讓害憾騰ri議舗k2宣控劃鷺鯛旦…－－－－

一般数学Ａ，一般数学Ｂ，一般数学Ｃ，情報科学Ａ，情報科学Ｂ，一般物

理学Ａ，一般物理学Ｂ，一般物理学Ｃ，一般化学Ａ，一般化学Ｂ，一般化

学Ｃ，一般地学Ａ，一般地学Ｂ，一般地学Ｃ，一般生物学Ａ，一般生物学
自然分野
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！｜塁了鱸鰄鰯棗臓纒鶚…軸…
■▲、●Ｃ－ｏｐｃＱ⑥●｡￣●●●ｃ●￣￣￣■■■■￣■￣■■￣￣●￣●｡｡●ｃ￣◆●●●●●ＣＤＣ●｡－の●●■●ご●●ウロ■■■●□－■－■●■■■■■●－■■｡■－■■■■■■●■■■■■－■｡－。｡⑤●●の●●●●■●⑤｡●●｡￣の●●●■＝■－■－□－－－■■■－■－■－■匂－■■■■｡｡■■－●■－－●●ＣＣＣ●●●ｃ●－●●･●●ｩ●●－●－◆●

人間関係の科学，朝鮮の歴史と文化，環境と人間，情報とコミュニケーシ

ョン，アメリカ研究入門，女性史講座，科学と進歩，物質と文化，自然と

文化，核を考える，アメリカの文化と社会，演劇，フロンティア神話とア

メリカ文化，ドイツの文化と社会，ノマド(さすらい)論，ことばの科学，

現代社会のスポーツ

総合科目

『漢子=形T勘ﾗﾖｼﾞir首苣;肪芯愈肇:~鰯壷鮪…－－…－－－－－
０

セルフコントロールの心理学，ほか25科目

英語，英語ＬＬ演習，英会話・作文演習，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイ

ツ語Ⅲ，ドイツ語会話初級，ドイツ語会話中級，フランス語，中国語，中

国語会話，ロシア語，朝鮮語Ｉ，朝鮮語Ⅱ，外国語特講（独)，外国語特
講（仏）

健康科学，体育実技

外国語科目

保健体育科目

特別講義

留学生特別科目 日本語，日本の歴史・文化，日本の政治・経済，一般日本事情

数学Ｉ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，物理学Ｉ，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ，力学・同演習

物理学実験Ｉ，物理学実験Ⅱ，化学序説，化学Ｉ，化学Ⅱ，化学実験Ｉ，

化学実験Ⅱ，地学Ａ，地学Ｂ，地学Ｃ，地学実験，生物学Ａ，生物学Ｂ，

植物学，動物学，生物学実験Ｉ，生物学実験Ⅱ，生物学実験Ⅲ，図学及び
製図

基礎教育科目

(理,工,医・歯，

農，薬）

障害児の心理と教育，近代民法典の成立過程，オペレーションズ・リサー

チ，現代経済の諸問題，複素数とその応用，薬学概論，医学概論，現代生

物学の成立，情報科学概論，日本考古学の諸問題，現代世界農業の展望，

日本列島と自然災害，日本的経営の再検討，経営数学概論，応用原子核物

理概論，法制経済，生態系の構造と機能，技術と農業，生物と化学

第２種

一般教育科目

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．鯛査報告醤

①『九州大学における教養課程教育の改革と教養学部の設立について』（昭和63年11月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き

イ．案作成までの経緯と，学内の手続き

九州大学においては，教養課程教育の改革を含む教養部の組織改革案を二度にわたって作成

し，教養部内の討議を経て全学的審議に付し，合意に達した。すなわち，まず，教義部から提

案した『九州大学教養部将来構想について－教養学部設立案一』（昭和62年12月）が，高橋良

平学長を委員長とする九州大学教養課程検討特別委員会において，昭和63年９月大綱において

了承された。それをうけて，教養部から提案された改革の第二次案である『九州大学における

教養課程教育の改革と教養学部の設立について』（昭和63年11月，以下『改革案』という）が，
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全学委員会である一般教育等将来構想検討委員会において，昭和63年12月より平成元年９月に

かけて審議に付され，教養課程の改革をふくめた教養部の組織改革について全学的合意に達し

た。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

次の２点を骨子として『改革案』を作成した。

①Ⅱ－３において述べる一般教育に関する種々の改革を踏まえた上で，コア・カリキュラム

（下記Ⅳ－２参照）による一般教育の活性化を目指す。

②上の目的に沿って既存の「タテ割り」教官組織を学問の諸分野を横断的に見通せる教官組

織（教養学部）へ再編する。

すなわち，一般教育の活性化と教養学部の設立は相即不離の関係にある点に特に注意した。

Ⅱ－３．既に実施されている改善の賊み

既に実施されている一般教育改善の試み（カッコ内は平成２年度「履修の手引き」のページ

数）

①昭和47年専門教育と一般教育の「相互乗入れ」の実施一第二種一般教育科目の開設一

教養部において一部の専門教育科目を導入すると共に，学部進学後に高年次一般教育とし

て第二種一般教育科目を開設した。これにより教養部を含めた全学の教官による四年一貫の

一般教育の理念に沿った改革を行った。

②昭和47年総合科目の開設

専門細分化した現在の学問分野を総合し，かつ，今日の諸問題をテーマとした総合科目を

開設した。（ｐ42～ｐ46）

③昭和47年理系一般教育科目から基礎教育科目の分離

この改革により，基礎教育と専門教育の系統性の強化と教育内容の精選が行われ，四年一

貫教育の観点からの改革が進んだ。

④昭和57年教養部ゼミナールの創設

少人数教育導入の端初として創設され，これには学部教官も参加している。（p､47～p､52）

⑥昭和63年教養課程特講（文系１年生全員）の開設

少人数教育の徹底化を図るため，文系１年生全員を対象として開設した。少人数クラス

（20名程度）において，文献・資料の探索及び読解，レポート・'１，論文の作成，報告の仕方

など，いわゆるコモン・ベイシックスとしての能力の啓発を目的としている。（pl6～ｐ22）

⑥平成元年新しい総合科目の開設

『改革案』の５コース制の試行として新しい５つの総合科目を開設した。（p､42～Ｐ４６の

総合科目のうち，“環境と人間"，“情報とコミュニケーション"，“科学と社会',，“物質と文

化"，“自然と文化，，）
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⑦平成元年自然科学持論（理系２年生の一部）の開設

一定の自然科学的知識の修得を前提として,理系２年生を対象として開設した｡少人数クラ

スによる主体的勉学意欲の喚起，実験．実習能力の開発などを目指している。（p､35～Ｐ41）

③この間，『改革案』に沿って，国際関係論，文化人類学，科学史，科学技術論など新しい

一般教育科目を開設してきた。

m・教養課程教育の個々の改善についての試み

資料「第二種一般教育科目開講予定一覧」（昭和63年度，平成元年度，平成２年度）

『言文フォーラム』（No.２，平成２年３月）参照。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

①四年一貫の一般教育という理念に則り，学部進学後の学生を対象として第二種一般教育科

目をすでに昭和47年から開設している。

②マス．プロ教育の弊害除去のため，一般教育に少人数教育を導入し（教養部ゼミナール,

教養課程特講及び自然科学特論)，教官と学生の緊密な絆を介して一般教育の質的向上を目

指している。

③『改革案』に沿った新しい教科の開拓に務め，国際関係論，文化人類学’科学史，科学技

術論などの新しい一般教育科目を開設してきた。

ロ．外国語科目について

①昭和63年４月，教養部改革の一環として既存の教養部の組織から，外国語及び日本語・日

本事情に関する学科目を分離し，新たに言語及び言語文化に関する教育研究を行うため言語

文化部を設置し，より豊かな文化的素養に支えられた高度な言語能力の養成により，国際化

に対応できる人材の育成に務めている。

②言語文化部では，外国語運用能力の開発育成を重点目標として,外国人教官の積極的任用

とＬＬ施設の拡充に務め，現在実施しているカリキュラムのなかでは,次のものを特色とし

て挙げることができる。

。英語科における外国人教官担当クラスとＬＬクラスの必修化

，年次の前期又は後期に上記クラスのいずれかを履修しなければならない。各1単位。

。ドイツ語科におけるペアクラスの実施

週２回の講義を，日本人教官と外国人教官が同一教科書を用いて交互に担当。前期・後

期各２単位，４単位必修。文科系１年次生を対象（｢履修の手引き」ｐ55～ｐ56)。

。全学向けコースの開設

教養課程の延長として，平成元年度より学部学生，大学院生を対象とする特別履修課程

を実施。外国人教官担当のクラスを主体とする（『言文フォーラム』ＮＯ２,ｐ､22～p､31)。
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※平成２年度の外国人教官の任用数は次のとおり。［ｉ］専任教官：英語３(2)，ドイツ語２

(1)，中国語１(1)。［ii]非常勤講師：英語10,ドイツ語４，フランス語４，中国語１．専任教

官数の（）内は助教授定員の運用によるもので内数･

ハ．保健体育科目について

①昭和53年４月，教養部改革の一環として,既存の教養部の保健体育学科と保健管理センタ

ーを核とした，健康科学に関する総合的教育研究機関である健康科学センターを設置した.

②健康科学センターでは，保健体育を「保健」と「体育」に分割することなく，「健康科

学」という講義科目で，現代生活における健康問題を幅広く取り上げ，正しい健康観を育成

すると共に，具体的な健康処方についての教育を行っている。

③体育実技では，心身に障害のある学生のためのコースを開講し，これらの学生の身体活動

を助成して障害に打ち勝つための教育を行っている。

二．慧合コースについて

従来型の総合科目と並んで，『改革案』に沿った新しい総合科目を開設している（Ⅱ￣３
－⑥参照)。

ホ．セミナーについて

教養部を含む全学部の教官の参加によるゼミナールを開講している。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

①理系一般教育科目から基礎教育科目を分離し，専門教育科目との系統性を強化した．

②一般教育と専門教育の「相互乗り入れ」を推進するため,教育学部，法学部，経済学部，

理学部，薬学部，工学部，農学部の専門教育科目の一部を教養部で開講している。

卜．その他（論述作文など）について

平成元年度入学の医学部･歯学部の学生から，２年次後期にアーリー・エクスポージャー

科目を導入した。この制度は，学生を毎週１日学部における講義と臨床実習によって，早期

に専門医．歯学学習を体験させ，医師としての人間形成と社会的使命の修得を目的としてい

る。

Ⅳ－２．改善の方向

ホ．保健体育科目についての新しい方向

四年一貫の健康科学教育が必要であるという認識のもとに，以下の改革案を検討している。
①健康科学の講義

１年次前期：健康・体力の現状把握と，それに伴う諸問題を体育実技と関連づけて教育す
る。

２～４年次：教官の専門性を生かし，複数教官による第二種一般教育を行う.

②体育実技

健康．体力の向上を目標とした「体力づくり実習｣，健康科学の講義と関連づけた「健康
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科学実習｣，各人の目的にあった「目的別コース」の開設（１～２年次）及び種目別コース，

スポーツ．トレーニングーース，健康づくりコースなどの開設（３～４年次）を目指す。

へコア・カリキュラムによる一般教育の改善

『改革案」は，コア・カリキュラムによる一般教育の改善を目指し，その実施にふさわし

い教官組織として教養学部の設立を提言している。したがって，今後の教養部改組の動向に

よって修正の余地はあるが，現段階では『改革案』に沿ってコア・カリキュラムによる一般

教育の改善の方向を目指したい。

コア．カリキュラムは，Ⅱ－３に述べた種々の改革をふまえた上で，専門分化の原理の上

にたつ人文，社会，自然の三分野にわかれた「タテ割り」の均衡・分散型履修方式の一般教

育ではなく，三者を横断する学際的・広領域的性格を基調とするものである。コア・カリキ

ュラムの構成は次のとおりである。

。６つのコア科目

・周辺科目（既存の一般教育科目の再編成と新設される教養学部の専門教育科目の一部開

放）

・少人数教育科目（教養課程特講，自然科学特論，ゼミナール）

・総合科目

このコア・カリキュラムによる一般教育の活性化のため，教官組織を，専門分化の原理に

たつ既存の「タテ割り」型から，幅広い分野の専門家から成る教養部の特色を生かした学問

の諸分野を横断的にみとおす教官組織（教養学部）への再編成を提起している。
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83．九州芸術工科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|箪灘 備 考

芸術工学部’８３(15） 160 ７

計 83(15） 160 ７

(2)教養課程教育の開設授業科目

、｢＝．栗i犀-Hzイr:ＨＵ･ptJ沼Ｅ可

没；社会分野｜題

実験，生物学Ｉ 鏡，物理竺講１，劃

今科目ｌ比劇Ｉ首

Ⅲ Ⅱ

ｌＬｒ：

朱li韮体 呆健体育講義，保健体育実技Ｉ，保健体育実技Ｉ

=l本譜・日亦

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

一般教育科目及び専門科目何れも１～４年次にわたって開講しているが，学年進行と共に

一般教育科目の占める割合が減少し，逆に専門科目の割合が増加するという，いわゆる模型

教育を取り入れることにより，教養科目，基礎科目，及び専門科目の結びつきを深め，幅広

い視野を有する学生の育成に努めている。

ロ．外国語科目について

小規模な大学であるにもかかわらず外国人語学教師を有し，小人数の学生に対し絨密な語

学教育を行っている。

二．総合コースについて

開設していない。

２５４

基礎教育科目
基礎造形Ｉ，基礎造形Ⅱ，基礎造形Ⅲ，基礎造形Ⅳ，図学・製図，工業数

学Ｉ ， 工業数学Ⅱ，物理学Ⅱ，物理実験，化学Ⅱ，生物学Ⅲ，生物学Ⅳ
一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

哲学，芸術学，東洋文化史，西洋文化史，心理学，倫理学，論理学

経済学，社会学，法学，政治学，文化人類学，産業構造論，社会地理学

生物学Ｉ，生物学実験，生物学Ⅱ，化学Ｉ，化学実験，物理学Ｉ，数学Ｉ
数学Ⅱ，数学Ⅲ

比較文化論，芸術と科学，九州地区国立大学間合宿共同授業

外国語科目
英語Ｉ，英語Ⅱ，英語Ⅲ，英語Ⅳ，ドイツ語Ｉ，ドイツ語Ⅱ，ドイツ語Ⅲ

フランス語Ｉ，フランス語Ⅱ，ロシア語，中国語Ｉ，中国語Ⅱ

保健体育科目 保健体育講義，保健体育実技Ｉ，保健体育実技Ⅱ

日本語・日本事情 日本語，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ



ホ．セミナーについて

行っていない。

へ基礎専門，基礎教育科目について

芸術工学の基礎，とりわけ芸術的感性を養うための基礎造形教育に力を入れている。ま

た，この授業で作成した作品は，学内のみならず駅周辺等にも展示され市民の好評を得てい

る。

Ⅳ－２．改善の方向

現在検討中であるｶｪ，まだ具体的な案はまとまっていない。
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84．九州工業大学

１．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

定員謝

胃謝

353(70)|罐''1:；計 2０

(2)教養課程教育の開設授業科目

（工学部）

虻分野｜哲学，倫理学，雁 里学，文学，教育学．総合科Ｅ

ﾖ本国憲法，社会学，経溌 豈孚．社会思想牢．Hhi成研零

ヨ弼尽ろ＋MZ1BI鰯 鋒ｵﾘT学ＢＴ･物葺

Ｈ，幻 Ｉ】．

詳卜、、Ｐ

呆鰹体 呆健体育講義，保健体育実封

騨析学Ａｎ，解析学ＢⅡ，線形代数学，麹

論Ⅱ，物理学ｎ．物理竺撞牢騒 出Ｑ常iHH分方潟

男教諭Ｉ，関数論Ⅱ，関数変換論．代謝 棚

ゴ，応用物理学，応用物舜

(情報工学部）

霊議鰯一|謹憲;一驚篭蕊蟹繍
ヨ21t分野ｌ鯉

ｌ】．

呆健体育科目｜保健体育講義I，保健体育講義Ⅱ，保健体育実技I，保健体育実温

嚇鬮鍵蜜
奴字Ⅲ，葱

蕊機図学，傭報工学基礎実験・演習
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一
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

哲学，倫理学，歴史学，心理学，文学，教育学，総合科目

法学，日本国憲法，社会学，経済学，政治学，社会思想史，地域研究，総
合科目

解析学ＡＩ，解析学ＢＩ，物理学，化学

外国語科目 英語Ａ，英語Ｂ，英語Ｃ，英語Ｄ，英語Ｅ，英会話・英作文，ドイツ語Ａ
ドイツ語Ｂ，ドイツ語Ｃ，ドイツ語Ｄ，ロシア語

保健体育科目 保健体育講義，保健体育実技



m・教養課程教育の個々の改善についての戯み

工学部にあっては，カリキュラム変更を含めて検討中であるが，資料を作成するまでには至っ

ていない。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

（情報工学部）

イ．一般教育科目について

情報技術者，システムエンジニアとして必要な一般教育を修得できる教科内容としてい

る。特に「法律学」の中では知的所有権にかかる部分を重点的に取り入れている。

ロ．外国語科目について

情報技術者，システムエンジニアとして必要な外国語教育を行っている。

ハ．保健体育科目について

上記に同じ。特に健康科学を中心に取り上げている。

へ基礎専門，基礎教育科目について

基礎共通科目の中で「情報教養」科目として，全学科共通の授業科目として「プログラミ

ング同演習｣，「データ構造｣，「計算機構成｣，「データベース｣，「計算機図学」を置いてい

る。

トその他

１年次の後期から２年次の前期にかけて，基礎共通科目の中で「情報工学基礎実験．演

習」を課している。これは，従来の低学年次での工学系学生実験である，電気，化学，物理

実験等の各実験テーマを包括して課しているもので，いわゆる教養課程時の教育と専門教育

とを融合させる方向で改善を試みているものである。

（工学部）

へ基礎専門，基礎教育科目について

昭和63年度に学科改組を行い，学科基礎科目を設けるとともに自然科学系科目（数学．物

理学・化学）を専門基礎として位置付けたところに特色がある。

Ⅳ－２．改善の方向

（工学部）

卜.「教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる」に関しては，自然科学系

科目と専門科目との一貫性を考慮に入れながら，教養課程教育と専門教育との統一性を見出

すべく改善を試みている。

Ｖ・自由意見

（情報工学部）

本学部では，１～２年次から専門教育科目を大幅に取り入れている，いわゆる「クサピ型」教

２５７



(１～２年次で開設している専門教育科目は，全体の専門教育科目の約34％とな育を行っている（１～２年次で開設している専門教７

っている)。

また，一般教育自然科学系教官が，それぞれの専｢

し，一般教育，専門学科との一体運営を行っている。

それぞれの専門学科に入り込んで，専門教育科目を担当
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85．佐賀大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教育学部

匪伊
１
０
Ｊ

「１

L」

致謹舌

(2)教養課程教育の開設授業科目

酉学，論理学，倫理学，心理学。教育学．国語学、日本文学．中国、

而中.日五

ヨ本国寵(法，政治学，国際関係論。社会

頚学，経済学，社会思想史，統計学，地理

波教学，数学概説，微稲分，代数・幾何．情報茄

数１自然分野鬮誕鰯０

０

左､初子碩邑堂一君b悪Ｈ

実験，一般生財

7）FロのＨ五

西洋の人間観。佐習文人研雰。中国研

司由。と棺命と目然．淑踊 7〕~マイPRしＨＺＥＣ

最俗，四拝古典，日本地誌，精神i軍害と務1境，芸術論，現代日本の政濫

渕係と日本．科学@
■ﾛ

中国語初級，中国語中級，独語初級，独語中級，独語上級，仏語布

蚊，仏語中級 股。日本語Ｉ．日オ

呆(建体着

詔学年特別科目｜日本窪 ｈｕｆＩＩＰｎＷＩＩ
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一
般
教
育
科
目

■
■
、
■
Ｐ
●
Ｃ
Ｃ
Ｄ
０
●
Ｏ
Ｃ
０
Ｄ
０
０
Ｃ
●
Ｏ
Ｃ
ｈ
●
０
９
●
Ｐ
０
０
０
０
Ｏ
Ｏ
Ｃ
０
０
●
９
６

●●●

●

●

●

●

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

教養

基礎科目

哲学，論理学，倫理学，心理学，教育学，国語学，日本文学，中国文学，

英語学，英文学，米文学，独文学，仏文学，言語学，美学，美術史，日本

史，東洋史，西洋史，世界史，考古学

法学，日本国憲法，政治学，国際関係論，社会学，アジア社会論，文化人

類学，経済学，社会思想史，統計学，地理学

一般数学，数学概説，微積分，代数・幾何，情報科学，一般物理学，物理

学概説，物理学実験，一般地球科学，地球物理学，天体物理学，地球科学

実験，一般化学，化学概説，化学Ｉ，化学Ⅱ，化学実鏡一般生物学，生

物学実験，図学，製図，科学史

部落問題，生命科学，合宿共同授業，アジアの中の日本，ヨーロッパを考
える

社会と人間，環境と化学，西洋の人間観，佐賀文人研究，中国研究，存在

と自由，生命と自然，地球科学，比較演劇，アジア太平洋の文化と日本の

民俗，西洋古典，日本地誌，精神障害と環境，芸術論，現代日本の政治，

自由について，米ソ関係と日本，科学の思想

外国語科目
英語，中国語初級，中国語中級，独語初級，独語中級，独語上級，仏語初

級，仏語中級，仏語上級，日本語Ｉ，日本語Ⅱ

保健体育科目 体育理論，衛生学，体育実技

留学生特別科目 日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，日本事情Ⅲ



Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告書

Ⅱ－１．調査報告露

①『佐賀大学における一般教育の充実と活性化についての答申』（佐賀大学教養課程協議会専

門委員会，平成元年６月）

②『教養課程協議会第２次専門委員会中間報告』（平成２年１月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

昭和62年９月教養課程協議会に専門委員会が設置され，一般教育等の改善について協議するこ

とになった。同専門委員会は，学内，学外の調査を重ね，昭和63年４月，「一般教育の充実と活

性化について」の中間答申を協議会に提出した。この中間答申は，各教授会での審議を踏まえ,

平成元年６月，最終答申としてまとめられた。さらに上記答申を具体化するため，平成元年９

月，教養課程協議会第２次専門委員会が設置されて協議を重ね，平成２年１月，中間報告を協議

会に提出し，各教授会の審議を経て，平成３年度の具体化を目指している。

なお，その間，平成元年２月，各学部，教養部の評議員を中心に全学的な教養部改組構想検討

委員会が発足し，同委員会は，一方で教養部の学部化を検討すると共に，将来にわたる￣股教育

の改革をも審議している。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

（１１<さび型教育の具体化

（２）指定科目（理工学部）の一般教育科目から基礎教育科目への転換と，一般教育科目の単位

数の検討

（３）総合科目の充実とプレゼミ（教養基礎科目）の必修化

Ⅱ－３．既に実施している改善の試取

総合科目の充実とプレゼミ（教養基礎科目）の試行的実施（mを参照)。

m・教養課程教育改善のこれまでの試み

（１）プレゼミ（教養基礎科目）

人文・社会分野の授業においては，１０～20名程度の学生を１クラスとした少人数ゼミ形式

のものを，昭和54年度から例年開講している。関係教官が各１コマずつもち，平成元年度は

１６科目を開いた。大学教育へのイニシエーション的役割を果たし，読み，書き，話す技術の

修得を目指すものとして，学生に大きな刺激を与え，教育効果をあげてきた。平成２年度よ

りは，教養部履修細則を改訂して，教養基礎科目を設定し，プレゼミの充実を図った゜さら

に，平成３年度には，学部教官の協力もえて，可能な限り全学生の必修化を目指している。

平成２年度開講の教養基礎科目，少人数クラスの状況は次表のごとくである（平成２年度

は移行措置のため，教養基礎科目と少人数クラスを平行して開講している)。
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教養基礎科目 ＺｏＪ６ｔ会・’三I輝

EｌＺｆ

r1
L」

現代日本の政治

西洋の人間観

精神障害と環境

芸術論

社会と人間

米ソ関係と日本

地球科学

日本地誌

中国研究

アジア太平洋の文化と………

環境と化学

目由について

生命と自然

佐賀文人研究

比較演劇

存在と自由

科学の思想

西洋古典

政治学

倫理学

心理学

美学

社会学

国際関係論

一般地球科学

地理学

東洋史

文化人類学

一般化学

社会思想史

一般生物学

、
、
、
幻
巧
、
、
巧
釦
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｌ
ｍ
加
嘔
巧
妬

総合科目

当教養部では，昭和41年発足当時より総合科目を重視し，「環境問題」

(2)

当教養部では，昭和41年発疋当時より総合科目を重視し，「環境問題」（昭和54年度)，「天

動説と地動説」（昭和55年度)，「アジアの中の日本」（平成元年度）など，多彩なテーマによ

る開講に努めてきた。ことに，昭和56年度からは「同和（部落）問題｣，「生命科学」にも力

をいれ，また，毎年７月に開かれる「九州地区合宿共同授業」も，この一環として活用して

いる。平成２年度には，「部落問題｣，「アジアの中の日本｣，「ヨーロッパを考える｣,｢生命科

学｣，「九州地区合宿共同授業」の５テーマが開講されている。平成３年度には学部教官の協

力も予定され，さらに４テーマ程度拡充されることになる。

(3)公開講座

当教養部では，一般市民を対象にした公開講座を催し，研究教育の成果を学外にも提供し

てきた。

例えば，人文・社会・自然・語学分野の教官による，

２６１



「人間・生命・自然」（昭和52年度）

「地域への提言~わたしたちにとっての地域」（昭和56年度）

「文学と社会」（昭和56年度）

「言語と文化」（昭和57年度）

「家族ってなんね」（昭和61年度）

「女と男の関係学」（昭和63年度）

「女性学講座一女の生と性を考える」（平成元年度）

体育の教官による，

「テニス（硬式）教室」（昭和５６．５７年度）

「女子中高年者の減量と運動療法教室」（昭和60～平成元年度）

などがそれである。これらの講座は，総合科目との関連を強く持ち，また，当教養部が目指

す生涯教育との関連も大きい。

Ⅳ、教菱課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

社会や学生の現代的ニーズに即応した特色ある授業科目（美術史，言語学，考古学，文化

人類学，アジア社会論，国際関係論，女性学，情報科学，環境科学，地球科学，科学史等）

の充実に努力し，これらの授業科目担当教官の補充を進めてきた。

ロ．外国語科目について

読み，書き，話し，聞くの４技能の修得に努力し，ＬＬ教室の利用や，外国人教師（特に

非常勤講師）の活用を重視してきた。

ハ．保健体育科目について

健康教育，生涯教育等も配慮して，体育理論，衛生学の講義の多様化と改善に努めてき

た。

二．総合科目について

前述、のように，学生や社会の現代的ニーズに即した多様な授業科目の開講を目指す。今

後，学部教官の協力により，その拡充を図る゜さらに，概算要求中の総合科目教官定員（地

域文化論，環境科学，情報科学，生命科学）が補充されれば，より充実した授業科目の開講

が可能となる。

ホ．セミナーについて

前述Ⅲのように，少人数クラスの教義基礎科目として１年次学生全員の必修化を目指し，

その試行段階に入っている。学部教官の協力をえて，最終的には，学生数25人程度での必修

化を考えている。

へ．基礎教育科目について

２６２



現在，一般教育科目として開講している指定科目（理工学部学生のみで，最近，農学部で

は廃止された）を，基礎教育科目に転換し，取得単位数を整理して，一般教育の質的向上を

考えている。

ト．論述，作文等について

ホの教養基礎科目の中で，読み，書き，話す技能の養成を図る゜

Ⅳ－２．改善の方向

全体として，「くさび型」の具体化を検討し，一般教育と専門教育の連携を進め，４年一貫教

育を推進する。

一般教育については，人文，社会，自然の３分野にわたり，授業科目の量的・質的な向上を目

指し，学生や社会の現代的ニーズに応えたい。他方，少人数のプレゼミ（教養基礎科目）を近年

中に必修化し，大学教育へのイニシエーション的機能をもたせ，読み，書き，話す技能の修得に

努めるが，また，総合科目を現代的視野に即して充実し，それを３，４年次の学生にも配置し

て，専門教育との関連性をも持たせるようにしたい。

外国語科目については，国際化の現状に対応して，２外国語の必修を堅持すると共に，特に読

み，書き，話し，聞くの４技能の修得を目指す。また，朝鮮語，スペイン語，ロシア語等，新設

学科目の創設をも意図しており，外国語教育の多様化にも努力する。さらに将来においては，

３，４年次学生，大学院生等への単位外の外国語コースの新設も考えている。

保健体育については，生涯健康教育の視点から，健康コース，基礎体力コース，スポーツコー

ス等のコース制を意図しており，３，４年次学生への履修の延長，単位外履修のコースをも考え

ている。
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86．佐賀医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定負数|入学定員数|鐵劉 傭 考

医学部’150(12） 9５ ０１附属病院教官定員101名（外数）

150(12）計 9５ 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

ゲバAbIWTi

雑！…荘錫募T２ 笥字，経済学，社会

孜昌室Ｈ･数学11．物斑

四局吾１斗Ｅ

呆健体育科目｜保健体育講義，保健体育実温

藍礎教育科目ｌ医学概論Ｉ，医学概論Ｉ 鶇学．人悪日学:、数封

Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告轡

『佐賀医科大学開講十周年記念誌』の“教育体制,'の項を参照のこと。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

１年次から４年次まで。

ト．その他（論述作文など）について

専門教育科目の選択コースについては一般教育担当教官も指導している。
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87．長崎大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

獺韻数|入学定員数|菫鰯 考

教育学部

経済学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

水産学部

熱帯医学研究所

教義部

保健管理
センター等
(一般教育非担当）

計

０
７
４
２
０
４
８
３
１
８

９
４
６
０
４
１
５
３
７
６

１
１

１
１

０
５
０
０
０
０
０

７
０
０
６
８
２
２

３
３
１

４
１

１
４
８
０
１
８
１

２

報
，
生
学
病

情
一
学
医
属

合
夕
留
，
附
科

総
ン
人
一
部
究

，
七
国
タ
学
研

一
全
外
ン
歯
学

夕
保
，
セ
‘
科

》
辮
生
、
珂
華

理
，
ン
，
、
洋

管
一
セ
ー
く
海

健
タ
折
タ
院
，

保
ン
分
ン
病
Ｊ

，
セ
・
セ
属
略

長
理
測
導
附
⑭

学
処
計
指
部
院

１
１
‐

887 1,455 4３

(2)教養課程教育の開設授業科目

哲学，哲学ａ，論理学，倫理学，倫理学ａ，心理学，文学，文学ａ，語学

芸術学，芸術学ａ，人文科学セミナー，人文科学特別講義
ｃｃ･●ＣＯ｡●し●⑪■ロー■Ｐ■●－■－■■■■－■■■■■￣■｡｡●⑤￣●｡●｡◆●●つむ●●●ロ■－■■●■－■■■￣■｡■￣のＣ－ｃ－◆Ｃ－ＰＣＣ－ｃ■●●■■■－－■■●■一○の｡｡｡▲￣｡｡｡▲中一一●■‐｡一一●＝■⑪－●●●○一●－●■●￣－－●凸一一●■ｃ－－ヶ寺⑰■■■●●■●－■

法学，法学ａ，憲法，憲法ａ，政治学，政治学ａ，社会学，社会学ａ，経

済学，経済学ａ，歴史学，歴史学ａ，地理学，地理学ａ，統計学，統計学

ａ，社会科学セミナー，社会科学特別講義

１人文分野
ｉ
■－ひ●ｃ●－－●｡●●●ＣＣＣ｡●●◆●わ●◆ｃＣＣｃ

般
教
育
科
目

社会分野

英語Ｉ，英語Ⅱ，独語Ｉ，独語Ⅱ，仏語Ｉ，仏語Ⅱ，中国語Ｉ，中国語Ⅱ
スペイン語

保健体育理論，保健体育実技

外国語科目

保健体育科目
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矢学部１銭．牛物学概論Ｉ、生物学概論Ⅱ，生1Ｗ

ZPE人至盾

礎｜

響i歯掌纈|鰯
ゴ２弓語

微積分学Ⅱ，線形代数学，基礎物理学ａ，物珪敦柚

ヨ本語Ⅱ、日本語、，日本事情Ｉ・日本事矯Ｉヨ本譜・日本蕊惰１日可

Ⅱ教養課程教育の改善に関する報告醤

Ⅱ－１．調査報告露

①『教養部改善構想検討委員会答申』（平成元年４月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と学内手続き

昭和60年７月～61年６月教官懇談会において教養部の将来像について検討（４回）

昭和61年11月～62年７月教養部見直し委員会を設置し,一般教育の活性化について検討(10回）

昭和62年７月～平成元年４月教養部改善構想検討委員会を設置し，一般教育の目的，及び一

般教育の問題点解決のための具体的構想の検討11回（ワーキンググループの会合は廷ぺ41回）

その結果，教養課程はコース制を採用し，その延長上に新学部を創設することを教授会に答申

し，平成元年４月の教授会において，その大綱が認められ，大学としても概算要求を本省へ提出

した。

平成元年度は，主として教養課程のコース制を具体化する作業が行われ（会合は延べ10回)，

平成２年度からコース制を試行することとなった。

なお，全学的には，平成元年11月，教養部協議会内に，一般教育検討専門委員会を設け，教養

課程教育の問題の検討を続け，平成２年２月に中間報告を提出した。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄

現在の教養課程教育の抱えるさまざまな問題点をおさえたうえで，その解決に主眼をおいた。

解決の方策は，以下の三つの柱から構成される。

（１）＝－ス制を柱にした教養課程教育の改善・活性化

（２）新学部を設立することによる教養課程教育の改善

（３）生涯教育の導入

Ⅱ－３．既に実施している改善の試み

平成２年度から教養課程教育に，現在の履修規程を変更せずに実施できるコース制を試行する

予定である。
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m・教養課程教育の個々の改善についての試魏

『コースガイド』参照。

『教養部改善構想委員会答申』参照。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

特にないが，最近は総合科目を充実させている。現在,開講されている総合科目は９科目であ

る。

Ⅳ－２．改善の方向

（１）コース制の採用

教養課程教育に平成２年度から，コース制を試行する。従来の一般教育科目は，人文．社

会．自然の各分野の最低修得単位数を満たすことのみを決め手として，科目を選択するため

に，学生は教養課程を専門課程までの単なる通過課程としてしかとらえず，学習意欲を失い

がちであった。これを是正するための－つの方策として，コース制を採用することになった

が，純粋なコア．カリキュラム方式に近いものを，一気に導入することによる混乱を回避す

るために，平成２年度に実施するコース制は，次のような緩やかなかたちの試行である。今

後，学生や教官に対する追跡調査などを行って，年度毎に少しずつ改良を重ねて行くつもり

である。

平成２年度の＝－ス制は，現行履修規程を変えることなく，また各教官の開講授業科目や

その内容も，それほど変えることなく，相互に関連のある授業科目をパッケージして’５＝

－スを作り（『コースガイド』参照)，科目選びのガイドラインとし，しかも，学生の選択の

自由は残すという方式である。

このことによって，学生には，何を学んでいるかの意識を持ってもらい,また,特定の専

門分野であっても，それには広い裾野や，異なる分野との広いつながりがあることを理解さ

・せ，学際的，総合的視野を持つことにより，将来，専門課程での学習の基礎づくりを目的と

しているものである。

（２）全学的検討について

教養課程教育と専門課程教育との整合性や融合の方向については,目下,全学的な一般教

育検討専門委員会を設置して検討中である。

Ｖ、自由意見

学問の細分化に伴い，総合的，学際的な視野を持つことの必要性は，ますます増大している。

そのような意味での，教養教育は，今後ますます重要性を持つと考えられる。各大学の教養部

は，ここ数年，鋭意その改善・改革の方策を検討し続けている。しかるに，現在までのところ，

これらに対しては何の明確な方向づけも，また，対応もなされていないと言っても過言ではな

い。全国的なこのような流れの機を逸して，今後なお現状が続くならば,各大学の教養教育改
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善，活性化への熱意や意欲を喪失させ，再び教鍵教育の問題は手をつけられぬまま沈滞してしま

うであろう。国立大学協会におかれても十分このことをご留意いただきたい。
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88．熊本大学

1．大学の構成と教義課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

定員数｜菫潔爵
｢1

L｣

r1

L｣

１
●
』 〕１附属病12

(2)教養課程教育の開設授業科目

i人文分野|篁菫肛鴬寧協姜稟…掌L…，……
q■■■■￣■￣■■⑪Ｃ●￣■ロー●●￣￣■■■￣■匂■■■￣■■●■■■■￣■■￣■ｂ■￣■■凸■■の■￣■■■■￣￣■■￣■￣￣■つ■￣￣■■■■■■■■■■■●、■■■￣■■■￣￣■■■￣■■■■￣⑤■●■●■■￣●◆の｡￣￣●◆｡●●ｃｃロー■■－■■■■－●－■●●■－－■●⑥●－●｡●●●－むじ●■一宇■■■■ご■■■■－■■■■■－■■■－■■

i…|聲酋鰯重鱗藝薑iii学蝋L雌掌……般
教
育
科
目

?｡｡－・ＣＣＣ・ｏ－ｃ－Ｃ・－・・・Ｑｃｃｏ。｡←・－－．．・・・・－◆｡・・・・・・・一・一一■■－■－■－■－■-■－■■－■■■■－■－■■■■■■■－－■■・－－．．－．・・・・・・・－－－．口■－－■■一・・！■･■･■・■■・－０－‐‐-＝－＝＿ニーーーーゼ．．．－．□．．．．□ロ

数学Ｉ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，統計学(文)，統計学(理)，物理学(文)，物理学

(理)，物理学実験(理)，生物学(文)，生物学(理)，生物学実験(理)，地学

(文)，地学(理)，地学実験(理)，図学Ｉ，図学Ⅱ，図学Ⅲ，図学Ⅳ

情報科学Ｉ，環境科学Ｉ，情報，社会とシステム，情報化と社会，人間と

環境，水と人間，資源と現代社会，核の科学，科学技術とその世界，文化

と宗教，言語と人間，比較文学，絵画文化史，世紀末の文化，地域政策，

東南アジア論，熊本城，地域と産業，薬の科学，行動，資料整理学入門，

音と人間，生活と保健，生と死と性

自然分野

ロ・◆・◆・・・・・・・－.ご・・■■・・・一・・・・コ‐－－－－－－－--－－－－‐－－－－－－＝－－ニーーーーーーーー＝－－＝ニーーニーニニーーーーー----ﾆｰｰｰｰｰｰ..＝－－－－－－－－－－－－－－-二二

総合科目

EFI国冒昔Ａ･中国高晋Ｅ･中園

保健体育科目｜保健体育講義，体育実技

外国人留学生

特別科目

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本事情Ｉ，日本事情Ⅱ，日

本事情Ⅲ
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……|薫割譲鵜…柵､-…掌[｡-…拳､生体分

m・教養課程教育の個々の改善についての験み

資料『一般教育特別委員会答申』（昭和59年６月28日)，『教養部長期計画について（答申)』

（平成元年９月25日）を参照。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イロ．一般教育科目，外国語科目について

本学教養部においては「くさび型」教育を行っており，１年次より３年次に至るまで一般

教育科目，外国語科目を履修することになっている。

一般教育科目については，３年次において少なくとも１科目(教育学部にあっては２科目）

を履修し，外国語科目については，第一外国語のＡⅣは必ず３年次で履修することになって

いる（ただし，教育学部のＡⅣは２年次で履修する)。３年次履修の一般教育科目は,以下に

述べる総合科目を履修することでこれに代えることができる。

二．総合コースについて

昭和45年から総合科目を開講しており，年を経るにつれて充実し，今年度は，２４テーマを

開講するに至った。平成元年度においては，受講学生数は903名の多きにのぼっている。

ホ．セミナーについて

１年次生に対して，少人数クラスの講義を開講している。今年度は16クラスを開講してい

るが，これは原則として１クラスの受講生数を少人数に絞り，セミナーの形式で授業が進め

られるようにするものである。

Ⅳ－２．改善の方向

イ．一般教育科目について

人文，社会，自然の３分野にわたり，１年次生から３年次生に至るまでの課程を「導入｣，

「展開｣，「統合」と位置付け，ゆるやかな積み上げ方式による充実発展を目指している。

ロ．総合科目について

総合科目についても，担当教官相互の連絡を密にし，共同研究に支えられ，研究が教育へ

反映し，教育が研究の方向付けに何らかの影響をもちうるような内容のものにして充実発展

を図る゜

へコア科目について

やがて，委員会で検討されるようになる。
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89．大分大学

I・大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

300(38） 1６970計

(2)教養課程教育の開設授業科目

（教育学部）

両邑逹．倫理学．歴唾学。国苗 空一ヨー⑰

E7･閃十llJ1

蚤Ｉ社会分野｜日本国憲治 比会学，経済学，地理学，社会」、理

肘学Ａ･数学Ｂ･物蝉

。！曰然分圏
命@

果健体育科目｜体育理論，体育実温

]本譜m･日本事慣]ＺＫ語・日本畢憤lLI本託

(経済学部）

汀学．論理竺鍾．倫理学．心理学．Ｈ１ 譜のＨ否史。国司

コゴ田~▽ﾆｰｰ=子酋

股ｉ社会分野｜法学，憲法，社会学，政治学，笛 壬淫Ｆ中一魁ｂ丑遡

地学．綏告命、

§合科学Ⅱ、総合科学Ⅲ，騨

目ｌ英語講読。英語特i簿，藥会霊

呆健体育科目ｌ体育理論，保6厘理論，体育実I叉，必1謬外夷冠
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(工学部）

四文字，欧米文里華．中国で邑差一弐告璽皇塗一括堂』伍羅
ゲバ』DIiF1

塁Ｉ社会分野ｌ法学，社会学，政治学．経浪

奴字ｌＢ，数学演習．物舜

Ⅲ．

型冒晋が＋に

呆健体育科目｜保健体育理論，保健体育実温

…青科目|麓lljAl化欝P纏

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

（人文分野）

現在，本学の人文分野の授業として開講されている科目は13あり，学部別にみると，教育

学部・経済学部は10科目，工学部では８科目となっている。

開講科目の特色として地域史研究を土台とする総合科目として大分県の歴史が開講されて

いることや，教養課程開講科目としてはあまり例のない音楽・美術が開講されていることが

挙げられるが，三学部に共通して開講されている科目が４科目（大分県の歴史・国文学・音

楽・美術）と少ないこと，また，人文分野担当の専任教官が３名と少ないことなど改善すぺ
き問題もある。

（社会分野）

本学のカリキュラムは学部の縦割を基礎としているため，社会分野でも学部によって開講

科目数に偏りがみられる。学部の性格を反映して経済学部が８科目と最も多く，次いで教育

学部の６科目，工学部の５科目の順となっている。工学部の科目は経済学部の教官が担当し

ている。三学部共通のオープン科目は存在しない。経済学部の社会分野科目は基礎科目とし

ての性格が強い。工学部の大分県の歴史，教育学部の社会心理学を除けば，オーソドックス

な科目で占められている。教育学部の憲法および法学は必修である。

（自然分野）

教育学部においては科目を専任，兼担に関わらず全教官で分担することにより専門科目と

の関係を十分に考慮し，かつ幅広い講義内容となっている。また，学部間を越えたオープン

科目を開講することにより，より広い知見を得，かつ内容的にも対象規模を大きくとってあ
る。

２７２

｜
般
教
育
科
目

人文分野

社会分野

自然分野

総合科目

歴史学，音楽，美術，国文学，欧米文学，中国文学，論理学，哲学，心理
学

法学，社会学，政治学，経済学 大分県の歴史

数学１Ａ，数学ＩＢ，数学演習 物理学Ｉ，化学Ｉ

総合科学Ｉ，総合科学Ⅱ，総合科学Ⅲ，合宿共同授業

外国語科目 英語，英語演習，独語Ｉ，独語Ⅱ，仏語Ｉ，仏語Ⅱ

保健体育科目 保健体育理論，保健体育実技

基礎教育科目 数学ⅡＡ，数学ⅡＢ，数学ⅡＣ，力学，物理学Ⅱ，物理学Ⅲ,物理学実験，
化学Ⅱ，化学、，化学実験，高分子科学概論，図学，化学セミナー



経済学部では他学部と同様に開講されている科目の他に総合科学Ｉ。Ⅱ，環境科学，工学

概論などの総合科目を履修させることにより，より一般的な，広い視野における自然科学の

知見を得る機会を与えている。

工学部では各学科目とも専門科目を意識した基礎的な能力，知識を修得することを目的と

した内容であるところに特色がある。個々には，化学では入学までの履修状況に合わせた科

目選択や自習用プログラムなどの用意，物理では系列ごとにグループ分けした講義，演習を

含む個別指導を心掛けた実験の開講，数学では少人数演習クラスの開講などのような特徴が

ある。

ロ．外国語科目について

(1)第一外国語（英語）

（教育学部）

第１の特徴は，ＬＬの授業を全学生に１単位必修として課している点にある。また，いわ

ゆる訳読偏重に陥らぬように，講読５単位・文法２単位・ＬＬ１単位と履修内容を分け，２

年間で読み書き聴く能力を総合的に習得させることを目指している。

（経済学部）

２年次に１単位，希望により英語特講と英会話のいずれかの履修を課している。双方とも

少人数教育を心掛け，特に英会話は１クラス20名以下で外国人教師が担当する。また，１年

次でもＬＬ教室の使用可能なかぎり，ＬＬの授業を取り入れている。

（工学部）

８単位のうち１単位は外国人教師による授業を受講できるよう時間割を編成し，さらに，

３．４年次生の希望者を対象とした外国人教師担当の英語演習のクラスを設け，会話能力向

上の場としている。また，ＬＬの授業も積極的に取り入れている。

(2)第二外国語（ドイツ語・フランス語・中国語）

ドイツ語・フランス語・中国語が開講されている。またビデオやＬＬを使った授業なども

行われている。

教育学部においては30人以下の少人数で外国語授業が行われている。また情報社会文化課

程においては，一般教育で履修した第二外国語を基礎とした専門の授業が８単位開講される

予定であり，一般教育と専門教育との有機的連関が考慮されている。

外国人の専任教官として経済学部には中国人の教官が，工学部にはフランス人の教官が配

置されており，それぞれ充実した授業が行われている。

へ保健体育科目について

保健体育科目は講義（体育理論・保健理論）と体育実技の二つの必修科目がある。

（１）体育実技においては，経・工・教とも定員約40名の少人数制で授業を行っている。

（２）体育実技において，経済学部と工学部で共同で集中実技（キャンプ実習）を行い，授
２７３



業のオープン化を実現している。

（３）教育学部の体育実技では，教員養成課程の基礎科目の位腫付けも考慮している。

（４）経済学部の体育実技では，体力の劣るもの・身体虚弱・運動機能障害による肢体不自

由者・要治療のものを対象にした，保健運動コースを特別に設けている。

（５）経済学部の体育実技では，(2)の他に冬季の集中実技としてスキー実習（スケート実習

を含む）を行い，野外スポーツ種目も積極的に取り入れている。

（６）経済学部では，３～４年次生を対象にした必修外の体育実技を設け，生涯スポーツへ

とつながるゴルフ・テニス・バドミントン等の種目を取り上げ，学生の自主的かつ主体

的な授業を行っている。

二．総合コースについて

本学では以下の六科目が開講されている。

総合科学：工学部，経済学部では総合科学Ｉ，Ⅱ，mが開講されている。

大分県の歴史：複数の教師が学際的立場に立って行っている授業で，全学部学生を対象と

している。

環境科学，技術概論，生命の科学：自然分野の開講科目ではあるが，伝統的学問体系にと

らわれない科目で，教育学部，経済学部学生を対象として開講されている。

合宿共同授業：九州地区国立大学の相互協力によって，毎年新たなテーマを設定して学際

的観点から実施される合宿授業で，三学部とも当該授業後提出されるレポートに基づい

て単位の認定を行っている。学生には好評であるが，参加者数が制限されるという問題

がある。

ホ．セミナーについて

経済学部では一般教育課程でセミナー（基礎演習１年次前期２単位，必修）を取り入れて

いる。工学部では１年次後期に少人数による数学演習（選択２単位)，２年次後期に化学セ

ミナー（選択１単位）が開講され，また３～４年次生を対象として外国人教師による英語演

習（選択２単位）が行われている。

へ基礎専門，基礎教育科目について

カリキュラムの上で，基礎教育科目と明示された授業科目をもつのは工学部だけである。

当該学部では，数学ⅡＡ，同ⅡＢ，同ⅡＣ，力学，物理学実験，化学実験など13の基礎教育

科目が開講されている。

卜．その他（論述作文など）について

外国人留学生を対象とした日本語・論述作文等を専任教官で指導している。

Ⅳ－２．改善の方向

本学では，もともと一般教育等に関して教餐部のような，学部から独立した責任組織は存在せ

ず，カリキュラムについても三学部が独自の責任において作成，実施してきた。担当教官に関し
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ても，原則として各学部が責任を負うという体制がとられていた。これは，性格の異なる三学部

が，それぞれの個性を生かして専門教育と一般教育等を有機的に結合させ，一貫した教育を行う

という意味では有効な方法であった。

しかし，他面で，この学部縦割方式は，一般教育等専任教官の不足や開講科目の分野別アンバ

ランスなど少なからぬ弊害も生み出した。そこで本学では，一般教育等の改善を目的として1979

年（昭和54年）に，三学部の教授会とは別に学内措置として一般教育等教官会議が設置され，一

般教育等に関する問題は主としてここで取り扱われることになった。一般教育等教官会議は，こ

れまでにその設置目的を充分に果たしているとはいえないが，専任教官の充実やカリキュラムの

改善などについてさまざまな調査・研究や提言を行ってきており，部分的にはすでに実現してい

る。さらに，今後の一般教育の改善を積極的に行うため，1989年（平成元年）１２月，「一般教育

のあり方検討委員会」を設置した。

一般教育等のカリキュラム改善に関して，一般教育等教官会議および各学部教授会などで検討

されてきたことは次のようである。

（１）総合科目の充実

既成の学問体系にとらわれない総合科目として総合科学１，mmおよび大分県の歴史な

どが開講されており，講師として民間企業を含め，学外からも幅広く人材を登用している。

1983年（昭和58年)～1987年（昭和62年）の調査・検討結果でも，現在のスタッフで総合

科目の大幅な増設が可能である。そのための条件整備の問題などを検討している。

（２）オープン化の推進

一般教育等科目の飛躍的な充実のためには，現在の学部間の壁を取り払って三学部の学生

がどの学部の講義でも受講できるようにすることが不可欠である。本学では十年来の課題で

あるが，部分的にしか実現されていない。一般教育課程では58科目開講されているが，三学

部共通で行われているもの６教科，二学部共通で行われているもの９教科である。今後いっ

そうのオープン化を図るため，時間割についての学部間調整など，その実現の方途を模索し

ている。

１３）少人数教育の推進

経済学部では，1982年（昭和57年）から大人数講義の欠点を補うべく，１ゼミ10～15人程

度の基礎演習の履修を１年次生全員に義務づけてきた。また，２年次対象の少人数教育とし

て社会科学セミナーを平成３年度から実施する予定である。

これらの少人数教育において学生は受動的な聴講者の態度に甘んじることなく，積極的に

疑問や意見を発表し，主体的に授業に参加することが求められている。
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90．大分医科大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

教官定員数|入学定員数|灘：｜傭 考

医学部’152(12） 9５ Ｏ｜附属病院教官定員93名（外数）

152(12）計 9５ 0

(2)教養課程教育の開設授業科目

虻分野ｌ倫理皇韓。哲昌掌。Ｈ１

灘…荘婁繍－１芯蓮墓藍篁…鱗票…鰹
段学１．数学Ｕ･物碑

ｄｉ目然分野 「

尿:鰹体育科日ｌ講義，実掴

H1･牛堀

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

一般教育課程を従来の２年から１年半とし，２年次前半に医療情報システム学を，２年次後半

から３年次前半にかけて医学教養科目として，医用英語，医用工学，分子医学，総合人間学を開

講することにした。

Ⅳ－２．改善の方向

医療情報システム学（２年次前半)，あるいは医用工学（３年次前半）の時間にコンピュータ

を用いた情報処理教育を行う予定である。
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91．宮崎大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

「１

１J 旱相当教官と専門課程

羽確に区冊
Ｐ１

Ｌ｣

(2)教養課程教育の開設授業科目

虻分野｜哲学。倫珂

湘

口
Ｄ
ｐ
ｂ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
」

波
数

ヨ本国錆f法．法樫 ヨニ客，紺 生会学，地理学，教育

日然分野ｌ数邑強．物蕊 支術論，図

EII総合科目｜人間窺靖

ヨｌ英語

呆健体育科目｜体育実技，体育識議

鍵菜技術論，農業墓:礎実習

胃報科学論，食物瓦 比会経済論，生命科学論目

既論，基礎植物学，統計学基礎，農林気象学，基礁士蕊

直物保護学，資源桶 和。ｒ昼皀義一１１軽方

画情報学概論，植物生産科学概論，生産環境工学概論．穀 野詳

第２，基礎霞

コシー概論

Ⅳ、教菱課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

宮崎大学の一般教育は，当初の大学設置基準をほぼ変更なしに運用してきている。授業科

目に「科学技術論」等，追加があったが，科目の追加以外の変更はなく，専門教育とのつな

がりからくる基礎科目あるいは専門科目の一般教育への読み替え等もしていない。当初の大

学設置基準に示された一般教育の概要をよしとして来ているためである。
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一
般
教
育
科
目

人文分野
B
D

O●●●｡●￣｡●￣￣●ＣＣＣ￣⑰ママ●￣■￣■￣■･￣■
､

Ｉ社会分野

0■●

：
Ｉ

自然分野

総合科目

哲学，倫理学，宗教学，文学，美学，歴史学，心理学，音楽

日本国憲法，法律学，政治学 経済学，社会学，地理学 教育学

数学，物理学，化学，生物学 地学，科学技術論，図学 生活科学

人間環境学，大学間合宿共同授業

外国語科目 英語， ﾄﾞイツ語 フランス語

保健体育科目 体育実技，体育講義

農学部

農業特論，農業技術論，農業基礎実習，森林文化論，海洋文化論，農耕文
化論，情報科学論，食物文化史，農林社会経済論，生命科学論，農林生産
学概論，基礎植物学，統計学基礎，農林気象学，基礎土壌学，農業エネル

ギー論，農業システム学，植物保護学，資源植物学，土地改良学，農林計

画情報学概論，植物生産科学概論，生産環境工学概論，森林科学概論



Ⅳ－２．改鶴の方向

保健体育は現在，理論と実技各２単位が必修である。理論は，人間としての健康保持のための

健康学の知識と，スポーツの果たす社会的機能，人間形成への機能，社会・心理学的側面からも

スポーツを考える能力知識を付与する。実技は大学生活全般を通じての身体活動のために，さら

に増単位して４年間４単位が望ましいと考える。将来３．４年次生のために，卒業必要単位以外

として週１回程度，施設や用具を提供して，学生に活動の機会を与えることを目指す。さしあた

って週１回の全学スポーッデー（仮称）を設けることを検討中である。
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宮崎医科大学92.

大学の構成と教養課程教育Ｉ

学部別教官定員及び学生定員１

学部
学生

留
数教官定員数｜入学定員数 傭 考

Ⅲ
｜
Ⅸ

教養課程教育の開設授業科目２

人文分野|哲学,心理学,文学,史学
社会分野|法律学,経済学,社会学
iiliii善丁溺蝋花蕊溺事鵜

科
目

一
般
教
育

外国語科目 英語，ドイツ語

保健体育科目 保体理論，体育実技

生物物理学，生体有機化学，細胞生物学，数学演習，医学統計学，機器分

析学，遺伝学，医学概論，異常心理学，電子工学，ラテン語，医療社会

学

基礎教育 科目

Ⅳ教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

ロ．外国語科目について

英語に関しては，外国人教師（１名）が参画し，生きた英語の実践指導を行っている。

ハ．保健体育科目について

単なる健康や体力づくりにとどまらず，運動生理学，運動処方に力を注いでいる。

＝総合コースについて

医学概論では，学内，学外から多彩な講師陣を配し，それぞれに専門的立場から，講義，

討議方式で教育を行っている。

へ基礎専門，基礎教育科目について

クサピ型カリキュラムを編成し，実施している。

Ⅳ－２．改善の方向

（１）人文，社会，自然と分けることによって，ややもすると部分的には高等学校の教科の繰り

返しや延長となっているとの一般的批判を避け難い面もあるかもしれないが，教養課程教育

は，専門科目の履修を行うに必要な「自ら学ぶこと」そして「考えること」が出来る学生の
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基礎づくりの時期と理解すると，医学部であれば，医学を学ぶマナー，取り組み方等の学習

技能を知るための総合科目（例えば基礎医科学)，トピック関連セミナー方式を採用して，

学ぶ側に立った，コア科目に囚われない思い切った教育改善が必要であろう。

（２）生物学は医学を学ぶ者にとっての必須の基礎知識であるにもかかわらず，高等学校におい

て，生物学を履修していない学生が非常に多い。これら学生の教養課程における生物学の教

育及び履修方法について検討を行う必要がある。

（３）外国語については，現在開講されている，英語，ドイツ語の他にあと１～２カ国語（例え

ば，フランス語，中国語等）を開講し，学生の選択の幅を拡大する。さらに，外国語教育を

専門教育に入っても継続できるような改革も必要と思われる。

(4)医学に関する用語を正しく読み，書けるようにするための日本語科目の開講が必要であ

る。

（５）保健体育科目については，専門課程の教官を参加させて，疾病治癒期や予防のための運動

処方を学ばせる。運動生理学，病理病態等を学ばせながら運動の生理化学，栄養学を分子レ

ベルで，実践とともに学ばせることもできるのではなかろうか。

（６）教養課程の１年目から，基礎医学などの専門教育科目を組み込み，医学志向の過程にある

ことを自覚させることが必要と思われる。

Ｖ・自由意見

１．教養課程と専門教育を融合させた型での改善は，現状でも内容や方法を考慮すれば可能であ

る。むしろ教養課程と専門教育は，明確に分けて行い，Stepby-Stepに年次進行するほうが，

Ｐ正medicalCourseの場合は利点が多いように思われる。学生の進路変更の時期も早期にでき

る。知識，技量に関しては一方的に教官が教えるのを受動的に聞く教育とせず，自ら進んで学

び，考える習慣付けをする方向に向かわせる中で，もっと人間形成，コミュニティーの中での

コミュニケーションがとれる学生を生み出すような「場」と「機会」を準備することが，これ

からの修学にとって最優先されるぺきであろう。

カリキュラムの時間的相互乗入れではなく，教官の相互乗入れ活用が重要になってこよう。

2．医師に必要な幅広い人間形成には，教養課程の充実が必要である。それには，必要な教官の

増員確保が不可欠の条件である。しかし現状では，期待簿である。従って，現実的には，距離

的にも近い宮崎大学との単位互換制度も検討の必要があろう。
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93．鹿児島大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

学部留
学生数

１（１）

0

１（１）

１（１）

１

９（３）

２（２）

0

教官定員数|入学定員数

I1mJJ
-575~Ｆ１751百

備考

学部留学生欄の（）内の数字は，
教養部在学者数で内数゜

法文学部

教青学部

理学部

医学部

歯学部

工学部

農学部

水産学部

教養部

計

附属病院教官定員108名（外数）

附属病院教官定員48名（外数）

1５

(2)教養課程教育の開設授業科目

i…騨蕊鱸雲鮒鰯鬮騨
;…盤蒋1荘蕊;…窪事…目玉薗憲涜鵡筆…麟學了鵜;…魎事一一

般
教
育
科
目

￣￣●●ＣＣＣ●●●●ｂごI■－■●■l■■･■－●｡⑤●｡●●●●●●●●◆●●｡●ウウ●寺■＝■l■1■■■－■■■U■■■￣l■句巳●■■●￣●●●ＣＣＣ●●｡●●●●＝■1■－･■■.■■●の｡｡｡●●●●●ＣＣＣ￣－－－･■■■■'■●●■l■●■■■●▲●ＣＣＣ●●●●●●●◆●●●●■●●●■■￣●￣○-－－◆－

統計学Ｉ，統計学Ⅱ，数学Ｉ，数学Ⅱ，微分積分学Ｉ，微分積分学Ⅱ，線

形代数学Ｉ，線形代数学Ⅱ，物理学Ａ，物理学Ｂ，物理学Ｃ，物理学実験

化学Ａ，化学Ｂ，化学Ｃ，化学実験，生物学Ａ，生物学Ｂ，生物学Ｃ，生

物学実験，地球，鉱物資源，気象，地学実験，図学１，図学Ⅱ

自然分野

英語，英語Ｉ，英語Ⅱ，独語Ｉ，独語Ⅱ，独語１，独語２，仏語Ｉ，仏語
Ⅱ，仏語１，仏語２，中国語Ｉ，中国語Ⅱ，中国語１，中国語２，スペイ

ン語１，スペイン語２，ロシア語１，ロシア語２

外国語科目

呆暦k体看 呆健体育識義，体育実温

塗官；医
麟科！…....．

Ｊ、物理竺差用 ３．牛物l垈橦ＦZZ2LpＲ圧

日本語・

日本事情科目

日本語Ｉ，日本語Ⅱ，日本語Ⅲ，日本語Ⅳ，日本事情Ａ，日本事情Ｂ，日
●

本事情Ｃ，日本事情，
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Ⅱ教養課程教育の改善に関する調査報告醤

Ⅱ－１．調査報告醤

①『教養部将来構想第一次改革案』（昭和63年12月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

イ．案作成までの経緯と，学内の手続き

昭和40年教養部設置以降，カリキュラムの大幅な改革を昭和48年度と昭和62年度に行なった。

昭和62年度改革に際して，一般教育等の高学年実施等，制度改正を伴う事項等が全学的合意を

得られず実施見送りとなったこと，教官定員や学科目構成の改編が必要なこと，教養部教員の専

門教育への参加要求が強いこと等の理由で，全学の一般教育を担当するとともに専門課程を持つ

学部に改組することを検討する機運が高まった。

改革案の検討は教養部独自の判断で部内に将来構想委員会（委員14名）を設置，委員会案を平

成元年１月教授会で承認した。しかし，この案はなお整備すぺき点が多いので第一次改革案と

し，学長に報告されるに留められた。

現在，第二次改革案を教養部で検討中であるが，成案が得られれば学長に報告のうえ，主とし

て一般教育等の関連事項を全学的に検討する特別の審議機関の設置を要請する予定である。

ロ．案作成に当って，特に注意を要した事柄

（１）新制系の中規模大学としての条件（８学部，理系への傾斜，教官当り学生数，施設）のも

とでの教育能力の効果的運用

（２）外国語や保健体育をセンター化して分散せずに，一般教育（人文，社会，自然）と一体的

に教育研究を担当する教員組織の編成

（３）授業科目の多様化と教育内容の個性化

（４）一般教育等と専門教育（新学部）の密接な関連

（５）一般教育等の高学年次実施（差し当り３年次までを目標）

Ⅲ、教義課程教育の個々の改善についての試み

資料『教養部将来構想第二次改革委員会案（部分)』を参照。

Ⅳ教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

イ．一般教育科目について

一般教育科目に新形式の「共通」の区分（４単位）を開設している。これは小人数ゼミナ

ールを大幅導入，総合講義，特殊講義の増設等特色ある授業を積極的に開設して，現状の学

問と学生の関心の多様性にこたえることを目的としている。

ロ．外国語科目について

必修外国語の授業の小人数化を目指すとともに，選択外国語を開設して語学教育の改善を

図っている。（選択外国語は，英，独泳仏，中，スペイン語，露語開設）

２８２



ハ．保健体育科目について

保健体育講義２単位，体育実技２単位が必修となっている。体育実技は設備，教官の許容

範囲を考慮し授業を複数のコマに分散し，同一時間帯の受講者数を減らしている。体育講義

は１期間で２単位，実技は２期間で２単位の授業を行なっているが，保健体育教育を３期を

通して行ない，学生の心身の健全な発達に資することを目指している。

へ基礎専門，基礎教育科目について

医学進学課程，歯学部では，一般教育科目39単位に数えない必修指定授業科目の中から基

礎教育科目８単位を開設している。

医学進学課程（微分積分学Ⅱ，線形代数学Ｉ，物理学Ｃ，生物学Ｃ）

歯学部（微分積分学Ⅱ，物理学Ｂ，化学Ｂ，生物学Ｂ）

Ⅳ－２．改善の方向

改善の方向性はⅢに添付した資料に示されているが，「従来の実施方法に囚われない方法の開

発」に努力して教養課程教育の改善を実現したい。

283



94．鹿屋体育大学

1．大学の鰯成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

邪髄■■■■

Ｕｂｕ

⑭１コ「司匡器

到語讃

教養課程教育の開設授業科目２

m・教養課程教育の個々の改善についての試醜

本学は，昭和56年10月開学，昭和59年４月から学生受入れを開始し，この３月には第３期生を

送り出した。

この間にわたる教育研究体制などを踏まえて，より一層の教育課程の整備・充実を図るため，

学内において教育課程について検討に着手したところである。
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外国語教育
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１
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95．琉球大学

1．大学の構成と教養課程教育

（１）学部別教官定員及び学生定員

ﾉヲニーワ辱二号 ３１※教'i可定員薮

風教育実践研探指調

冤病曉寵員９§

嵩熱帯腱学研究施設症：信

攻甕召

〃】〕ｴﾍﾟ

(2)教養課程教育の開設授業科目 ’一吾一》善一》悴
》櫻罰緬曰》》塒》
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朱
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目の住Ｌｊｎ．ＨBiの楽弾闘応の心理，箱

巾掴の白然．」ｵﾛ域環墳冒

朧．琉球の自然保認

ヨ木藷・日本事情｜日本語，日本事憤

交教員愛成課程

理科専修－－基礎物理学Ｉ，基礎物珪

修一家政学基礎実験・実習１単位

汝育学専修一教育研究宏

匪UBF理論６単位

中学校教員義成課程

既ｉ教育学間

展縢実験・実習１単位

ＩｒｉＨ言４Ｌ且囮

§合科学課穆

引然．認士会と技術．日本語概論ヨ本語教官

胃報科学，論文1乍成右

〕単位胃

歪学1既論。基臓教育科目Ｉ，Ⅱ，Ⅱ

Ⅱ、教養課程教育の改善に関する調査報告醤

Ⅱ－１．調査報告密

①『教養科目履修状況調査報告』（昭和60年９月）

Ⅱ－２．案作成までの経緯と学内手続き等

本学では，原則として，指導教官のアドバイスの下で学生個々人が受講時間割を計画し，受講

予定科目の担当教官の認印をもらうという「自由登録」制度を採用しているが，学生の増加や専

門学部学科が，，２年次学生にも専門科目の一部の履修を計画したり，又一般教育科目の一部を

（例えば物理学，化学実験等）必修に指定したりして履修時間割編成に制約がくわわったため,

自由に履修登録できる状態がなくなり，受講科目の「ゆるやかな指定制」を導入実施している。

この調査報告書は，この「ゆるやかな指定制」についての学生の反応あるいは賛成の状況，ク

ラス指定制を強めるかあるいは弱めるかどうかを見極めるための調査報告である。

Ⅳ、教養課程教育の特色と改善の方向

Ⅳ－１．特色

２８６

習，適応の心理，精神の正常と異常，′]､児の体と心，脳の発達と人間，医

学的人間学，沖縄の自然，地域環境計画論，国際比較都市論，沖縄のサン

ゴ礁，琉球の自然保護

外国語科目
英語，ドイツ語，フランス語，フランス語の発音・会話，スペイン語，中

国語，ラテン語，ギリシャ語

保健体育科目 保健体育講義，体育実技

日本語・日本事情 日本語，日本事情

基
礎
教
育
科
目

教育学部

医学部

(小学校教員護成課程）

理科専修－－基礎物理学Ｉ，基礎物理学Ⅱでおきかえ可

家政専修一家政学基礎実験・実習１単位

教育学専修一教育研究法１，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ４単位

音楽専修一基礎ピアノ，ソルフエージュＩ

(中学校教員養成課程）

音楽基礎理論６単位

理科一基礎物理学Ｉ，基礎物理学Ⅱでおきかえ可

音楽科一音楽基礎理論２単位

技術教育科一応用数学，計測学４単位

(基礎物理学Ｉ，基礎物理学Ⅱでおきかえ可）

家政学科一家政学基礎実験・実習１単位

英語科一英語音声学，英文法４単位

(総合科学課程）

日本語教育コース

情報教育コース

人間と言語，人間と自然，社会と技術，日本語概論，

情報科学，論文作成法

(10単位までは，上記の課程基礎科目でおきかえ可）

医学概論，基礎教育科目Ｉ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ｖ，Ⅵ



イ．一般教育科目について

地域に関連した内容の科目又は既設の授業科目にない内容の講義が提供されている。

琉球文学,沖縄語概説,沖縄戦後史論,沖縄研究序説,人文特別講義(開設時に内容をきめる）

地域科学概論地域の科学，社会特別講義（開設時に内容をきめる）

自然特別講義（開設時に内容をきめる）

ロ．外国語科目について

ラボを使用して１クラス40人程度の少人数教育を実施している。

ハ．保健体育科目について

実技については１クラス約60人とし，ソフトボール，バレーボール，バドミントン，サッ

カー，テニス，バスケットボールの中から２種目（屋内，屋外）を選択する。その他ゴルフ

のクラスも開設されている。担当教官によって琉球舞踊，ダンス，空手も取り入れている。
二．総合コースについて

総合科目として情報科学演習，適応の心理，精神の正常と異常，小児の体と心，脳の発達

と人間，医学的人間学，沖縄の自然，地域環境計画論，国際比較都市論，沖縄のサンゴ礁，
地球の自然保護等の授業科目が開設されている。

ホ．セミナーについて

教養課程教育ではセミナーは実施していない。

へ．基礎専門，基礎教育科目について

学部で提供している。

卜．その他（論述作文など）について

レポート等において，論述作文指導も含めて行っている。

Ⅳ－２．改善の方向

本学教養部改革構想「学部化構想」の中間報告において次のよう充実を図るとしている。

（１）総合科目の充実

従来の学科目制での授業科目を維持しつつ，専門科目との一貫教育研究を通した成果の還

元として，総合科目の充実を図る゜

（２）少人数セミナーの導入

少人数の学生を対象とした「少人数セミナー」を，他学部の協力を得ながら全般に提供

し，履修指導から専門教育の補完，論文作成指導まで教官の個性に応じたゼミを導入する。

（３）放送教育メディアの活用

放送大学及び放送教育開発センターで提供されている放送教育教材を，新学部独自のプロ

グラムの中で活用し，視聴覚，情報メディア教育による新しい一般教育授業を開発提供す

る。これは又社会人教育，地域教育としても普及させる。
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あとがき

昭和63年11月，本教養課程に関する特別委員会は各大学の取り組んでこられた教

養課程の改善の努力を踏まえながら，『教養課程の改革』と題する提言を試みた。
その反響は我々の予測をはるかに越えるものであり，さらに各大学の教養課程の教

育に関する現状を把握する必要があるとの声が高まり，一昨年11月より本資料集の

編纂に取り組み，平成２年11月の国大協総会までに上梓をと努力したことは久住前
委員長の序文にある通りである。

時は恰も，『大学審議会の概要（その２)』が公表され，審議会が各界へ意見を徴
する時と重なり，全国の国立大学が一般教育に関し真剣に検討する時期でもあっ
た。

大学審議会の審議の進捗状況からは，きわめて高い確率で一般教育の存在，様
式，内容等が早急に変らざるを得ないものと予測される。

本資料集は昭和24年新制大学の教養課程が設置されて以来，各大学が教養課程の

枠内で一般教育にどのような努力をしてきたｶﾕの軌跡であり，また変革前の国立大
学の教養課程の姿を留めるものでもある。

終わりに，本資料集が各大学の将来の教養教育を検討する際の参考資料として有

効に活用され，よりよい人材育成のために役立つならば，御協力をいただいた各国

立大学の教職員の方々，取りまとめに努めていただいた専門委員の先生方の御苦労
も報われるものと思う。

（竹内正幸）
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(別紙１）

教養課程教育の改善に関する実情調査

１．貴学の最も新しい教養課程教育に関する履修案内および講義要項（時間割を含む）若し

くはこれに類するもの２部をお届け下さい。

Ⅱ既に教養課程教育全般の改善について，調査報告書あるいはそれに類するものを作成さ

れた大学においては，

１．お手数でも，その文書を10部お届け下さい。

２．次の事項について，とくにお聞かせ下さい。

イ．案作成までの経緯と，学内の手続き。

ロ．案作成に当たって，特に注意を要した事柄。

３．この中で既に実施されている改善の試みがあれば，お聞かせ下さい。

m・上記のような文書の形で総括的にお纏めをしないまでも，教養課程教育の個々の改善に

ついての試みを，既に実施あるいは実施を前提に検討中の大学にあっては，

Ｌ個別的なものでも印刷物があれば，１０部おわけ下さい。

２．参考までに，「教養課程の改革」で触れた東北大学，名古屋大学の部分のコピーを付

けましたので，これらに関連するものがあれば，お知らせ願います。なおコピーにもあ

るような実施による効果，あるいは評価に関しての資料があれば，合わせてお知らせ下

さい。

Ⅳ、上のⅡ及びⅢにかかわらず，次の項目についてお聞かせ下さい。

Ｌ貴学における教養課程教育は，どのような点に特色があるとお考えでしょうか。イー

トについて具体的にお書き下さい。

イ．一般教育科目について。

ロ．外国語科目について。

へ保健体育科目について。

二．総合コースについて。

ホ．セミナーについて。

へ．基礎専門，基礎教育科目について。

卜．その他（論述作文など）について。

２．今後，教養課程教育をどのような方向で改善しようと，お考えですか。差し支えのな

い範囲で，以下の項目を参考にお書き下さい。

イ．一般教育科目について，従来の人文，社会，自然の３分野にわたる履修方法を一層

充実発展させる。
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ロ．総合科目を中心にした，一般教育の充実を図る゜

ハ．セミナーを中心にした，一般教育の充実産図る。

二．外国語科目を中心にした，教養課程教育の改善を試みる。

ホ．保健体育科目について新しい方向を試みる。

へ．例えばコア科目など，従来の実施方法に囚われない方法の開発を考える。

卜．教養課程教育と専門教育とを融合させる方向で改善を試みる。

Ｖ・その他，ご自由にご意見をお寄せ下さい。
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(別紙２）

教養課程教育の改善に関する実情調査（追加調査）

1．平成２年５月１日現在の貴大学・学部の教官定員，入学定員，及び学部留学生数を次の

表にご記入ください。

教官定員数|入学定員数|掌灘 考傭

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

（）学部

教養部

（）部等

（）部等

（）計

(注１）教養部等の教養課程担当部局を置かない大学にあっては,一般教育等担当の専任教

官数を所属学部毎に教官定員数欄の括弧内に内数でご記入ください。

(注２）教養課程担当教官と専門課程担当教官を明確に区別していない大学にあってはその

旨を明記してください。

(注３）入学定員数には，臨時増募の数を含めてください。

(注４）表中の最下行の「部等」とは，言語文化部，健康科学センター等，主として一般教

育等を担当している部局を指します。
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2．教養課程の授業科目名，及びそれを担当する専任教官数を次の表にご記入ください。な

お，設問１の注２に該当する大学・学部を除いて，専任教官は一般教育等の専任教官を意

味します。

人文分野 社会分野 自然分野

授業科目名｜人数授業科目名｜人数 授業科目名｜人数

総合科目その他 保健・体育 外国語

憂棄罫百三司一ﾌ〔~薮授業科目名｜人数 授業科目名１人数

(注１）各学部毎に教養課程教育を実施している大学にあっては，各学部毎にご記入くださ

いｏ

(注２）「総合科目その他」の欄については，総合科目その他の専任教官の所属する講座・

学科目名をご記入ください。

(注３）外国語科目の専任教官として外国人を採用している場合には，その旨を備考欄に明

記してください。

(注４）外国語科目担当の外国人教師については，担当授業科目の項の括弧内に，その数を

外数でご記入ください。
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【付記】

平成２年８月１日付追加調査の設問Ⅱは，教養課程の授業科目名と，それを担当する専任教員

数を問うものであった。しかし，

（１）授業科目名については，各大学の回答に相当程度の粗密の差が見られたこと。

（２）「総合科目その他」については，（注２)でそれを担当する専任教員の所属する「学科目」

名を間うていたが，回答用の表には「授業科目名」となっているなど，設問そのものに不備

があったこと。

（３）各授業科目担当の専任教員数は，その授業科目全体の開設数を併せて示さなければ，それ

ほど意味がないこと。

などの理由で，今回は基礎資料として，開設授業科目名のみを可能な限り実態に近い形で提示す

ることにした。

なお，この資料は，平成２年１月17日付調査で収集した各大学学生便覧及び教養課程の履修案

内（平成２年度版）などを基に，当委員会で独自にとりまとめたものである。当委員会としては

錯誤や遺漏のないよう細心の注意を払ったつもりであるが，各大学における開設授業科目は多様

かつ複雑であり，なお資料として完全であるとはいいきれない。この点について，あらかじめ関

係者各位の御寛恕をお願いいたしたい。
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教養課程に関する特別委員会委員名簿

（平成３年４月１日現在）

委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

専Pq委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

竹内正幸（埼玉大学長）

平林眞（北見工業大学長）

塩野谷祐一（一橋大学長）

上原信博（静岡大学長）

將積茂（愛知教育大学長）

三分一政男（山口大学長）

高橋良平（九州大学長）

池田一（宮崎大学長）

坂井昭宏（北海道大学助教授）

堀勇夫（山形大学教授）

浅野博（筑波大学教授）

伊理正夫（東京大学教授）

夏目隆（神戸大学教授）

植村典昭（香川大学教授）

立田清朗（九州大学教授）

（平成２年１月以降）

久住守・前山形大学長（平成２年10月31日まで）

林正道・前北見工業大学長（平成２年３月３１日：

前委員長

前委員

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

林正道・前北見工業大学長（平成２年３月31日まで）

粟屋和彦・前山口大学長（平成２年５月15日まで）

畑中信一・東京大学教授（平成２年７月28日まで）

新野幸次郎・前神戸大学長（平成３年２月15日まで）

木村等・前香川大学長（平成３年２月28日まで）




